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序章　一つの節目









　ついにやってきた、その日。

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の全校生徒一六二四名が、学院アリーナに整列して集つどっていた。

　そして、そのアリーナ奥に据すえられた壇だん上じようにて……

「──うむ、以上。本日をもって、一八五三年度、前学期を終しゆう了りようする」

　先日、学院長職へ復帰したリックが、前学期終業式の結びの講話を行っている。

「さて、諸君らは、明日から学期間長期休きゆう暇か……特に一年次生にとっては、初めて秋休みに入るわけだが……」

　ふと、リックが話を続けながら、生徒達を見み渡わたす。

　すると、やはり明日からの楽しい毎日に思いを馳はせ、そわそわと浮うき足立つ生徒達が大半だ。リックの話など、ほとんどの者がまともに聞いていない。

　そんな生徒達の様子に、己おのれの若かりし頃ころを思い出したリックは苦く笑しようし、要点だけ押さえて、手短に話を終えることに決めるのであった。

「……諸君は、自身らが誇ほこり高きアルザーノ帝国魔術学院の生徒であることをゆめ忘れぬよう、学生らしい節度を保ち、また、この機会に自己研けん鑽さんも忘れぬよう──」




　──やがて、そんな前学期終業式もつつがなく終わる。

　解散した生徒が、浮き足立ちながら、それぞれの教室に戻もどっていく。

「……はぁ。終わっちまったなぁ」

　その最さ中なか、グレンが背中を丸めて、トボトボと自分の担当クラスへと帰っていた。アリーナを出て、本館校舎を目指し、大勢の生徒達の流れに身を任せている。

「はぁ……何、腑ふ抜ぬけているのよ？」

　すると、そんなグレンの隣となりに、赤く燃えるような髪かみの娘むすめが呆あきれたように並んだ。

　先日、帝国軍から派は遣けんされ、来期から始まる新カリキュラム『軍事教練』の講師となった、イヴ＝イグナイト……否いな、今は母方の姓せいを名乗るイヴ＝ディストーレであった。

「そんなんじゃ、生徒に示しがつかないわよ？　まったく」

「……ん？　……まぁ、なんだ。俺にも色々とあってな」

　グレンはそっぽを向いて頭をかきながら応じる。

　そして、何かに気がついたかのように、イヴへ問いを投げた。

「そういえばさ。お前は明日からの長期休暇、どう過ごすつもりなんだ？」

「……私？」

　問われて、イヴがグレンをちらりと見る。

「私は、来期からの『軍事教練』に備えて、色んな法的手続きやら準備やらがあるから、一いつ旦たん、帝都に戻るつもりよ。運ばなきゃいけない荷物もあるし。それに……」

　イヴは少しだけ口ごもり、ふと、自分の左ひだり腕うでを見つめた。

　しばらくの間、手を握にぎったり開いたりして、目を細め……

「ううん、なんでもないわ。とにかく、私は色々とやることがあるから、この休暇中はフェジテを離はなれるわ。良かったわね、貴方あなた、しばらく私と顔を合わせずに済むわよ？」

　どこか不敵に口元を歪ゆがめ、グレンへ流し目を送るイヴ。

「そうかい。そりゃー、僥ぎよう倖こうだー。やったー、嬉うれしくて踊おどりたくなるなー」

　肩かたを竦すくめ、白々しくおどけて応じるグレン。

　そのまま、二人は何一つ言葉をかわすこともなく無言で歩いて行く。

　やがて、グレンは別館校舎へ向かうイヴと別れる。

　そのまま、グレンがイヴに背を向け、自分の教室へ向かって歩き出した……その時だ。

「ふん。余計なお節せつ介かいかもしれないけど、言っておくわ」

　何を思ったのか。

　不意にイヴが振ふり返り、グレンの背中へ、ぼそりと言った。

「貴方、この休暇、暇ひまだったら……たまには、あの子達にサービスでもしてあげたら？」

「は？　サービス？　あの子達？　……どういう意味だ？」

　グレンが振り返って問い返すが、イヴは特に注ちゆう釈しやくを入れることなく、そのままさらりと髪をかき上げて去って行く。

　そんなイヴの背中を、グレンは半眼で訝いぶかしむように眺ながめ続けるのであった。




　そして──放課後。

　前学期最後のＨＲを終えた二年次生二組の教室にて。

「……本当に終わっちまったなぁ」

　壇上の教きよう卓たくで、グレンがだらりと頰ほお杖づえをついてそんなことをぼやいていた。

　グレンの目の前では、生徒達が明日からの休暇について姦かしましく話し合いながら、ウキウキと帰宅の準備をしている。

「なぁなぁ。お前ら、明日からの休み、どう過ごすんだ？」

「……どうって。ふん、課題と来期の予習をするに決まってるだろ」

「僕はアルバイトかな？　実は欲ほしい本があるんだ」

「わたくしは、久しぶりにナーブレスの故郷に帰省いたしますわ！　今年は、テレサやリンも一いつ緒しよに、わたくしの領地で休暇を過ごすんですの！」

「ナーブレス領は水も空気も良くて、とても過ごし易やすい所だから楽しみです」

「……ほ、本当にいいのかな……？　その……私なんかがお邪じや魔まして……」

「うーん、帰省かぁ。故郷ねぇ……あんな辺へん鄙ぴなド田舎いなか、もう二度と戻るかって思ってたけど……俺も、たまにゃジジイに顔見せに帰るかなぁ？」

　カッシュ、ギイブル、セシル、ウェンディ、テレサ、リン……二組の主立った生徒達を中心に、教室内の浮うわついた空気は収まるところを知らない。

　アルザーノ帝国魔術学院の年度課程は、前学期と後学期の二つに分かれている。

　その学期間に差し挟はさまれる一ヶ月ほどの休暇が、学期間長期休暇……いわゆる、秋休みであった。

「はぁ……本格的に、明日からどうすっかなぁ？」

　ハイテンションで教室を出て行く生徒達を横目で見送りながら、グレンは教卓上で、ぼんやりとぼやき、溜ため息いきを吐ついていた。

　この溜息の原因は、自分でもなんとなくわかる。

　今までは、授業やらなんやらで毎日が忙いそがしかった。なんだかんだで、とても充じゆう実じつした日々であったのだ。

　だが今、一時的とはいえ、それらから突とつ然ぜん解放されてしまい、そのせいでグレンは寂さびしさのような、物足りなさのような……奇き妙みような虚きよ脱だつ感を覚えている。

　そして、そんな感覚を抱いだいている自分に驚おどろきを隠かくせなかった。

　以前は、あんなに無職のだらだら堕だ落らく生活に戻りたかったというのに。

（……先月の『フェジテ最悪の三日間』にて完全破は壊かいされた、セリカの屋や敷しきは再建中……おまけに、セリカのやつもあの一件以来、一度も帰ってきてねえ……）

　グレンの師し匠しようであり、育て親でもあるセリカ。彼女は『フェジテ最悪の三日間』の後、仕事があると一方的に言い残して、フェジテを出て行ったきりなのだ。

　先の『裏学院騒動』の際も、その旅先からマキシムの不正証しよう拠こを速達で郵送してくるだけで、一度もグレンの前に顔を見せず、未いまだに帰って来る気配もない。

（……本当に何やってんだ？　セリカのやつ……）

　セリカがいなければ、グレンは必然的にこのクソ長い休暇を、一人で過ごさなければいけない。別に寂しいとかいう歳としでもないが、溜息の一つは出る。

　それはともかく。

　明日からの暇な時間を、どうやって過ごすか？

（……まぁ、これも良い機会なのかもしれねえな）

　ふと、グレンは懐ふところから一冊の手記を取り出し、それを眺めた。

　先の『裏学院騒動』の際に入手した、『アリシア三世の手記』だ。

　あらゆる敵勢力が欲ほつする謎なぞの禁忌教典アカシツク・レコード。それに関する重大な情報が記き載さいされているかもしれない手記だが、内容は難解な魔術暗号で記述されており、解読は困難を極める。

（俺達にやたらついて回る謎の禁忌教典アカシツク・レコード……ジャティスの野や郎ろうが言っていた〝世界の理ことわりを支配する力〟。この際、その正体をじっくり探さぐるのもいいのかもしれん）

　メイベルは、いずれ世界の破は滅めつがどうのこうのと言っていたが、正直、それはピンと来ない。流石さすがに質たちの悪い冗じよう談だんとしか思えない。

　だが、見込まれて託たくされた物を放ほうっておくのも、座りが悪い。

　そもそも、あのアリシア三世が残した謎の魔術手記ということで、その内容に対する興味はあるし、禁忌教典アカシツク・レコード自体、ずっと気がかりではあったのだ。

　好こう奇き心しんが猫ねこをも殺すことを理解しつつも、それを捨てられない魔ま術じゆつ師しの性さがだ。

　どうせ、特にやることもないなら、しばらく謎解きに勤いそしんでみるのも一興だろう。

「んじゃ、まぁ。学院の附ふ属ぞく図書館で、魔術暗号に関する文ぶん献けんでも探すか……」

　背せ伸のびを一つ、欠伸あくびも一つ。グレンは手記を手で弄もてあそびながら立ち上がる。

　そして、考え事をしているうちに、すっかり閑かん散さんとしてしまった教室を後にしようとした……その時であった。

「せ、先生っ！」

　そんなグレンの背中に、少し甲かん高だかい声が浴びせられた。

　面めん倒どう臭くさげにグレンが振り返ると、そこにはシスティーナ、ルミア、リィエル……いつもの三人娘が並んで立っていたのだ。

「……どうした？　お前ら。帰ったんじゃなかったのか？」

「えっと、その、ちょっと聞きたいことがありまして……」

　先頭のシスティーナが、ちらちらと余よ所そ見みをしながら、しどろもどろに聞いてくる。

「先生って……今回の秋休み、何か外せない重要なご予定とか、ありますか？」

「予定？」

　藪やぶから棒に妙みようなことを聞かれ、首を傾かしげながらグレンが応じる。

「……うんにゃ？　別に、なーんもねーけど？」

「そ、そうですか……」

「それがどうかしたのか？」

　すると、システィーナが意を決したように、グレンを真っ直すぐ見て、言った。

「で、でしたら、その……私達と一いつ緒しよに、どこか旅行へ行きませんか!?」

「はぁ？　りょ、旅行ぉ～～？」

　まるで予想外のその言葉に、グレンは目を白黒させるのであった。




　──ここで少々時間は前後し、時分は昨日の深夜。

　フィーベル邸ていの談話室ラウンジでのこと。

　お風ふ呂ろに入って、寝間着ネグリジエに着き替がえて、さて寝ねようか……そんな雰ふん囲い気きになっていた時。

「ねぇ、システィ。私達、このままじゃ駄だ目めだと思う」

　普ふ段だんはほんわかした雰囲気のルミアが、いつになく真しん剣けんな表情でそう宣言していた。

「このままじゃ、駄目って……一体、どうしたの？　ルミア」

　就しゆう寝しん前のホットミルクのカップに口をつけながら、システィーナが目を瞬またたかせる。

「……？」

　ソファで船を漕こいでいたリィエルも、薄うつすら目を開いて、ルミアを見上げていた。

「もちろん、グレン先生のことだよ、システィ」

「……先生がどうかしたの？」

「うん。イヴさんという、かつてない強敵が現れた以上、先生がいつか私達の気持ちに気付いてくれる、受け入れてくれる……そんな受け身のスタンスじゃ駄目だと思うの」

　途と端たん、ぶ～っ！　と。口の中のミルクを噴ふき出してしまうシスティーナ。

　隣となりのリィエルの髪かみと横顔が、ミルクでびしゃびしゃになってしまう。

「…………」

　ちょっと哀かなしそうに目を伏ふせ、肩を落とすリィエル。

　そんな彼女に気付かず、システィーナは顔を真っ赤にして慌あわてまくる。

「ちょ、ちょ、ちょ!?　る、ルミアったら、何を言って──ッ!?」

　すると、ルミアはリィエルの髪と顔をお手て拭ふきで優やさしく拭きながら、続けた。

「確かにグレン先生とイヴさん、今はお互たがいにいがみ合っているけど。でも、何かを切っ掛かけに、くるっと感情がひっくり返って、そのまま……って、そんな気がして」

「……う」

　不安げなルミアの言葉に、システィーナは思わず言葉に詰つまってしまう。

　確かに表面上は、グレンとイヴは犬けん猿えんの仲だ。あまり詳くわしくは知らないが、二人の軍時代に何か複雑な確かく執しつと事情があったであろうことはわかる。

　今はその事情が、二人の距きよ離りを絶対的に隔へだてている。その事情がある限り、二人が決してその道を、本当の意味で交わらせることはないだろうこともわかる。

　だが、もし、その事情とやらが二人の中で決着してしまったら？

　ただでさえ、どうも根本的には似た者同士っぽい、グレンとイヴはどうなるのか？

「べ、別に？　わ、わ、私は先生が誰だれとくっつこうが、か、か、関係ななな……」

　この期ごに及およんで、システィーナは顔を真っ赤にしてそっぽを向き、指に髪を巻き付けてくるくるしながら、そんなことをしどろもどろに言っている。

　相変わらず恋れん愛あい面に関してだけはどうにも奥手過ぎるシスティーナに、ルミアは苦く笑しようするしかない。

「安心して、システィ。別に、今すぐどうこうしたいって話じゃないから」

「だだだ、だから、わわわ私は別に──」

「ただ……先生にはもうちょっと、私達のこと、女の子として見て欲しいなって」

　ルミアの指し摘てきに、システィーナがはっとする。

　ルミアの言うとおりなのだ。とにかく、グレンはシスティーナ達のことを、あくまで生徒として見ていて、女性として見てない節がある。

　グレンとシスティーナ達の関係は、あくまで教師と生徒なのだ。

　時折、グレンはシスティーナに対し、セラという女性の面おも影かげを見ているようだが、それにしたって、昔を懐なつかしんでいるような雰囲気ばかりで、女性として見てくれているかと問われれば、全然、違ちがう気がする。

　これでは勝負以前の問題だ。

「私は、先生と生徒っていう今の関係も大切だけど……やっぱり、いつかは一人の女の子として認めて欲しい。いつまでも子供扱あつかいされるのは……嫌いやかな」

「い、いいい言っている意味が、よくわからないけど！」

　動どう揺ようしっぱなしで、挙動不ふ審しんなシスティーナが言った。

「ま、まぁ！　あいつに女性として見てもらえるようになるってのは賛成だわ！　あいつも少しはレディの扱いというものを理解してくれるかもしれないし！」

「ん。私も立派な、れでぃ？　だし。わたしをすぐ、ぐりぐりするグレンは、そろそろ認にん識しきを改めるべき」

　多分よくわかってないリィエルが、場の雰囲気だけでコクコクと無表情に頷うなずく。

「で、でも、具体的にはどうするの？　あいつ、ロクでなしのくせに、そういうとこだけは、やたらしっかり線引いてるわよ？　多分、並なみ大たい抵ていのことじゃ……」

　あの唐とう変へん木ぼくに、自分達を女の子だと意識させる？

　なんかもう、考えただけで頭が痛くなってくる壮そう大だいな事業だ。

　苦い顔でこめかみを押さえるシスティーナへ、ルミアは悪戯いたずらっぽく言った。

「うん、私もちょっと考えてみたんだけど……学院内にいる限り、やっぱり先生にとって私達は、どこまでも生徒なんだと思う。一度、学院から離はなれなきゃ。だから──」




　──とまぁ、そんな事情があって。

「ほら？　私達って、普段は学院に閉じこもりがちじゃない？　だから、こういう機会を利用して、積極的に外の世界を見て、見聞を広めたいなって思ってまして……」

「でも、学生の旅行には保護者が必要ですよね？　残念ながら、システィのご両親は仕事で忙いそがしくて。だから、先生にその役を引き受けて欲しいなって思ったんです」

「ん。わたしにはよくわからないけど。グレン、旅行、行こう？　きっと楽しい」

　今、グレンは、システィーナ、ルミア、リィエルに取り囲まれているのであった。

「ん～？　旅行ねぇ？」

　グレンは何かを期待するような表情の三人娘むすめ達と、手の中の手記を見比べる。

　たまにはサービスを。なんとなく先のイヴの言葉も蘇よみがえる。

　やがて、グレンは、それもアリかと呟つぶやいて、手記をポケットに押し込んだ。

「ま、いいぜ？　どーせ、なんもやることなくて暇ひまだったしな」

「えっ!?　本当に!?」

「ああ。正直、面倒臭くせぇけど、お前らには普段から世話になってるからな」

「や、やったわ！　ルミア！　ゴネるかと思ったけど、わりとあっさりいったわ！」

　グレンの快かい諾だくに、システィーナは喜びの表情を浮うかべるが……

（うーん。こんな風に、特に何の躊躇ためらいもなく簡単に了りよう承しようしてくれる辺り、私達をまったく女の子として見てくれてないってことなんだけどな……）

　ルミアは複雑な心境で苦笑いするしかない。

「でも、旅行って、お前ら、どこ行きたいんだ？」

「えっとですね。実は色々と候補を考えてまして……」

　グレンが了承してくれて、なぜかふわふわ浮き足立つ気分を抑おさえきれないシスティーナが、旅行先の候補を思い浮かべていると。

　ドタタタタ──ッ！

　何者かが、廊ろう下かを走って猛もう然ぜんと近づいてくる音が聞こえてくる。

　そして、次の瞬しゆん間かん。

「ぐぅ～～～れぇ～～～んッ！」

　ばぁん！　激しく教室の扉とびらが開かれて、一人の女が飛び込んできていた。

　その一瞬、棚たな引びく豪ごう奢しやな金きん髪ぱつの煌きらめきが、窓から差し込む夕日の光を跳はね散らし、鮮あざやかに目を灼やいた。

　よもや美の女め神がみでも降臨したのだろうか。その女が存在を空間に主張しただけで、何の変へん哲てつも無い教室が戯ぎ曲きよく舞ぶ台たい上の終幕フイナーレのように華はなやぐようであった。

「なっ!?　お、お前は──うぷっ!?」

「やぁ、久しぶりだなぁ～～っ！　会いたかったぞ、グレン～～ッ！」

　呆あつ気けに取られて硬こう直ちよくするグレンを、その美女が体当たりするように抱だきしめる。

　その魔ま性しようの美女の正体は──

「ア、アルフォネア教授!?」

　グレンの養母にて師し匠しよう、セリカ＝アルフォネアその人であった。

　久々に見るその姿……どうやら、たった今、旅先から帰き還かんしたらしい。

　セリカは旅装のままで、入室と同時に放ほうり捨てた旅行鞄かばんが教室の床ゆかを転がっていった。

「ぐおぉおおお!?　ぐ、苦じ──ッ!?」

　セリカの重く柔やわらかに実る双そう丘きゆうの中へ顔を埋まい没ぼつさせられ、グレンは苦しげに呻うめく。

　そんなグレンに構わず、セリカはどこまでも力ちから一いつ杯ぱいグレンを抱きしめ、振ふり回し、その頭を撫なでまくっていた。

「よーしよしよし！　ふふん、私に会えなくて寂さびしかったか？　寂しかったろ？　うん、ごめんな！　お前をしばらくほっぽり出しちゃって！　もう、大だい丈じよう夫ぶだぞ!?」

「ええいっ！　放せッ！　ベタベタすんじゃねえッ！」

　なんとかセリカの抱ほう擁ようを振りほどき、飛び下がるグレン。

「なんだ、つれない男だな。たかが母と子のスキンシップだろう？」

　ニヤリと笑って腕うでを組み、流し目を送るセリカ。

「じゃかあしいわッ！　何度も言うが、俺とお前は赤の他人だっての！　いちいち無ぶ遠えん慮りよにベタベタくっつくんじゃねえ、鬱うつ陶とうしい！」

「おやぁ？　ひょっとして意識しちゃってるのか？　くっくっく……」

「ちゃ、ちゃうわ！」

　傾けい国こくの悪女のように妖あやしくほくそ笑えむセリカへ、グレンがうんざりだとばかりに吠ほえかかる。そんなグレンに、いつもの飄ひよう々ひようとした余よ裕ゆうはない。

（……ん？）

（あ、あれ……？）

　そんな二人の様子を、硬直していたシスティーナとルミアがじっと見つめていた。

　……なんだか猛もう烈れつな焦しよう燥そうを覚えながら。

「まぁいい。そんなことよりも、グレン。お前、早く荷物纏まとめろ」

　システィーナ達を置き去りに、セリカは勢いのままに続けた。

「はぁ？　荷物？　なんでだよ？」

「旅行だよ、旅行。私とお前の二人で旅行に行くんだよ。親子水入らずってやつだ」

「「「えぇ──ッ!?」」」

　唐とう突とつなセリカの宣言に、グレン、システィーナ、ルミアが愕がく然ぜんと口を開けた。

「せっかくの秋休みなんだ、楽しまないと損だろ？　行く先はもう決めてあるんだ！　いやぁ～、お前と旅行なんて、何年ぶりなんだろうな！　楽しみだな！」

「は、はぁ!?　ちょ、待て、旅行!?」

　誰かが口を挟はさむ暇もなく、状じよう況きようは容よう赦しやなく進行していく……

「ば、バッカじゃねえの!?　俺とお前の二人きりで旅行とか！　色々とマズ──」

「ん？　何か問題か？　昔はよく一いつ緒しよに行っただろ？」

「何年前の話だっつーの!?　あのな、俺とお前は夫ふう婦ふでも恋こい人びと同士でも何でもねえんだぞ!?　今さら二人きりで旅行とか、そんなん──」

「おっやぁ？　やっぱり意識しちゃってる？　母親相手に？　ふっ、この変態め！」

　どこまでも悪女な表情でグレンをからかいまくるセリカ。

「おいおい……しっぽり旅行先で、状況と勢いのまま、私はお前に一体ナニされちゃうんだ？　これが、禁きん忌きの火遊びアバンチユールってやつか？　うん？」

「い　い　か　げ　ん　に　し　ろ　よ　？　てめえ！」

　大人の余よ裕ゆう綽しやく々しやくでしなを作るセリカを、妙みように余裕のないグレンがぐぎぎと睨にらみ付ける。

　そんな二人を前に……

（な、なんで私達……）

（今まで、気付かなかったんだろう……？）

　システィーナとルミアは、額に冷ひや汗あせを浮かべながら口をパクパクさせていた。

　イヴどころの騒さわぎではない。

　こんな身近なところに、自分達にとって、最大最強の敵がいたではないか。

　曲がりなりにもグレンが女性と意識していて、かつ誰よりもグレンに近い場所にいて、誰よりもグレンと親しく、おまけに誰よりも深くグレンを知る人物。

　ちょうど二は十た歳ちほどで肉体年ねん齢れいが固定された不老の永遠者イモータリストではあるが、まだ十代半ばの少女に過ぎないシスティーナ達より、よほどグレンと釣つり合いが取れている人物。

　セリカ＝アルフォネア。

　システィーナ達が真に警けい戒かいせねばならない敵とは彼女のことだったのだ。

「さぁーて、さっそく明日からの旅行に備えて、駅馬車と列車の切きつ符ぷをとってくるかぁ」

「待ちやがれ、こら！　話を聞け！　俺にはすでに先約がぁーっ!?　待てって!?」

　いつも通りと言えば、いつも通りのやり取りをしているセリカとグレン。

　暴れるグレンが為なす術すべもなく、セリカに首根っこ引っつかまれて引きずられていく。

「…………」

「…………」

　そんな二人を見ながら、システィーナとルミアは物思う。

　なにせ、相手はセリカだ。

　セリカがグレンを連れて行くと宣言すれば、もうそれは動かし得ぬ確定事じ項こうだろう。

　こうなってはもう槍やりが降ろうが、嵐あらしが来ようが、隣りん国ごくが攻せめて来ようが、魔ま王おうが降臨して世界が滅ほろびようが連れて行く。それがセリカ＝アルフォネアという女だ。

　グレンが妙みよう齢れいの女性と二人きりで旅行に行く。

　ならば、この未み曾ぞ有うの大ピンチに、システィーナ達が取れる行動とは──

「あ、アルフォネア教授!?　いいですね、旅行！　羨うらやましいなーっ!?」

「そ、その……私達も一緒に旅行に連れて行ってくれませんか!?」

　──もう、これしかなかった。

「ん？　お前達も来るか!?　いいぞいいぞ！　この子が喜ぶしな！」

「ぐへぇ!?　放せっつーの!?」

　セリカは背後からグレンの首に腕を絡からめて、グレンの肩かた越ごしに笑った。

（はぁ……なんでこんなことに……？）

（あはは……前ぜん途とは多難だね……）

　一方のシスティーナとルミアは、がっくりと肩かたを落として、溜ため息いきを吐つくしかない。

「ん。皆みんな、一緒。……楽しみ」

　唯ゆい一いつ、リィエルだけが、嬉うれしそうに目を細めているのであった。








第一章　おいでませスノリア









　セリカの鶴つるの一ひと声こえで、グレン達は秋休みの旅行へ行くことになった。

　次の日、帰還以来、やたらハイテンションなセリカに引きずられるような勢いで、グレンと三人娘むすめ達は、慌あわただしくフェジテを発たったのである。

　セリカ曰いわく、目的地はスノリアらしい。

　スノリアとは、アルザーノ帝てい国こくに存在する辺境小地方の一つであり、北方山さん岳がく地方とも呼ばれている場所だ。

　学究都市フェジテがあるヨクシャー地方。その北に帝都オルランドを擁ようするイテリア地方が隣りん接せつしており、そのイテリアの北西に、以前、リィエル達が短期留学を行った聖リリィ魔ま術じゆつ女学院を擁する湖水地方リリタニアがある。

　件くだんのスノリアがあるのは、イテリアの北東、リリタニアの東。その敷しき地ちの八割以上が永久雪山とも呼ばれるシルヴァスノ山脈と盆ぼん地ちで占しめられる高山帯なのだ。

　そんなスノリアの北方は、北海と呼ばれる広大な氷海に面している。さらにその北に、世界地図における北の最果て『白の大氷原』と呼ばれる前ぜん人じん未み踏とうの領域があり、霊脈レイ・ラインの関係でそこから押し寄せる極ごつ寒かんの気団を、シルヴァスノ山脈が一身に受け止めている。

　よって、スノリアから南は、過ごし易やすい『海洋性温帯気候区』だが、スノリア地方そのものは年中が雪と氷に覆おおわれた『山岳性氷雪寒帯気候区』に属しているのだ。

　まぁ、要するに、だ。

「……寒いんだよな。絶望的に」

　列車の窓から外の景色をぼんやり眺ながめながら、グレンが嫌いやそうにぼやいていた。

　今、グレンがいるここは、帝都からスノリアへ向かう鉄道列車の個室席の中だ。

　その個室席の中には二つの長座席が向かい合うように配置されている。列車の進行方向に向かって右の窓まど際ぎわの席に座るグレンから見れば、正面にルミア、左ひだり隣どなりにシスティーナ、斜はす向むかいにリィエルが座っている、といった位置関係であった。

　慌ただしく旅行準備を整え、駅馬車でフェジテを発ったのが数日前。

　一息吐く暇ひまもなく、帝都で蒸気機関の鉄道列車に乗り換かえたのが数時間前。

　グレン達を乗せた列車は、力強く蒸気の煙けむりを吐はいて地を駆かける。その客車の窓の外を流れていくのは、どこまでも続く穏おだやかで雄ゆう大だいな平原と丘きゆう陵りようの光景だ。

　そして、その遥はるかな遠方──そこに連なる山脈の雪ゆき化げ粧しようが徐じよ々じよに濃こくなっていく様を眺めながら、グレンは早くもこの旅程が嫌になってきていた。

「絶対、寒いわ。なんでンな寒い場所にわざわざ行かにゃならんのだ」

「もう、さっきからぶつぶつうるさいですね」

　先ほどから愚ぐ痴ちばかりのグレンへ、システィーナが口を尖とがらせながら抗こう議ぎする。

「アルフォネア教授が決めたことでしょう？　いい加減、覚かく悟ご決めてくださいってば」

「嫌だぁ！　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ～～っ！　寒いの嫌きらい！　暑いのも嫌いだけど！」

「はぁ～、もう、子供なんだから……」

　頭を抱かかえてダダをこねるグレンに、システィーナは呆あきれたように溜息を吐いた。

「あはは……でも、こうして列車に揺ゆられていると、思い出しますね。以前、皆で一緒に聖リリィ魔術女学院へ短期留学に行った時のこと」

　ルミアがくすりと思い出し笑いをしながら、そんなことを言う。

「そうね……フランシーヌやコレット達と出会ったのは、ちょうどこんな列車の中だったわね……」

　あの子達、今いま頃ごろ、どうしているのかしら？

　システィーナがそんなことをぼんやり考え、遠くを見る。

「それにしても、システィ。不思議だよね、どうしてスノリアなんだろう？　確かに先生の言うとおり、とても寒い場所なのに」

　すると、ルミアが不思議そうに話題を変えてきた。

　そんなルミアの言葉に、システィーナは意外そうに目を見開いた。

「あれ？　ルミア、知らないの？　スノリア地方の……えーと、今回の目的地のホワイトタウンは、近年、帝国では有名な観光地なのよ？」

「そうなの？」

「そうなのよ。確かにほんの一昔前は、とても観光どころじゃない、閉へい鎖さ的な辺境の田舎町だったらしいんだけどね」

　きょとんとするルミアに、システィーナが得意げに説明を始める。

「でも、最近は鉄道を敷しいて、地元伝統の『銀ぎん竜りゆう祭』を中心に、雪山景勝地巡めぐりや雪像コンテスト、スキーやスケート場などの各種イベントや設備を整えて、近きん隣りん諸国でも話題に上る、ちょっとした帝国の名所になりつつあるわ」

「へぇ……そうだったんだ」

「うん。それに今はちょうど、その『銀竜祭』が行われる時期ね。だから、秋休みの旅行にスノリアに行くってのは、むしろ良い選せん択たくだと思うわ」

　すると、祭というワードに惹ひかれたのか、リィエルがきょとんと聞いてくる。

「ねぇ、ルミア、システィーナ……お祭りがあるの？」

「ええ、そうよ。この時期に集まる観光客向けに結構、盛せい大だいにやるみたいね」

「そう。苺いちごタルトの屋台……ある？」

「う、うーん……？　ある……んじゃないかなぁ？」

「ん。楽しみ」

　いつも通りの眠ねむたげな無表情だが、どこか満足そうなリィエルであった。

「私は、そのスノリアの伝統行事『銀竜祭』が気になるわね。この『銀竜祭』について、出発前に軽く調べてみたんだけど、考古学的に興味深い逸いつ話わがあって……」

　そして、システィーナがいつもの考古学マニアぶりを発揮しようとすると。

「ああああああ～～ッ！　嫌だ、嫌だ、帰りたいぃいいいいい～～ッ！」

　グレンが再び頭を抱えてだだをこね、システィーナの話の腰こしを折っていた。

「もう！　相変わらずうるさい人ですね！　これで私達、結構、今回の旅行、楽しみにしてるんですからね!?　先生がそんな様子じゃ興ざめじゃない！」

「だ、だってよぉ……スノリア、めっちゃ寒そうだぞ？　そりゃ、魔力容量キヤパシテイに恵めぐまれたお前らは空調魔術、使い放題だろうけど、俺はなぁ……」

　なんだかんだで、浮うき足立っているシスティーナ達とは裏腹に、グレンのテンションはだだ下がりであった。

「はぁ……だったら、防寒対策、アルフォネア教授に相談してみたらどうです？」

　システィーナは呆れたように肩を落とし、ジト目でそう提案する。

「お、そりゃ確かに名案だな！　ここはボクが生しよう涯がいかけて尊敬すべき大師し匠しよう、世界に名高き第七階梯セプテンデ様にご助力願おうッ！　ふはははっ！　スノリア最高だなーーっ！　すげぇ良い思い出になりそうだぜーーっ！」

　途と端たん、現金に目を輝かがやかせ、グレンが立ち上がる。

　システィーナが深い溜息を吐き、ルミアがくすくすと苦く笑しようした。

「ところで、セリカのやつ、どこへ行った？　さっきから姿が見えないんだが？」

「えーと、教授ならサロン車両に行くって言ってましたよ？　紅茶が飲みたいって」

「サロン車両？　ったく、相変わらず気取り屋だな……まぁいい」

　グレンは個室席の引き戸を開き、外の通路へと出る。

「俺、ちょっと、セリカんとこ行ってくるわ。白しろ猫ねこ、後は頼たのんだぞ」

　そう言って、揺れる車両の通路を、グレンはゆっくりと歩いて行くのであった。




　幾いくつかの車両を抜ぬけ、グレンはサロン車両へと辿たどり着く。

　サロン車両とは、言わば、列車内に設けられた喫きつ茶さ店てんのようなものであり、紳しん士し淑しゆく女じよの社交場でもある。紅茶好きで浮うき世よ離ばなれしたセリカが、いかにも好みそうな場所だ。

　その車両内は、シックで小こ洒落じやれた内装で統一され、マホガニー製のテーブルが床ゆかに固定される形で幾つも並んでいる。時間帯のせいか、客の数は少ない。

　奥にはカウンター席があり、そこで壮そう年ねんのマスターがカップを磨みがいているのが見えた。

「えーと……セリカはどこだ……？」

　グレンは、テーブルとテーブルの間を縫ぬうように、ゆっくり歩いて行く。

　すると、程ほどなくして、見覚えのある姿が目に入った。

「っと、あんな所に居やがったか……」

　サロン車両の奥の奥、本当に隅すみのテーブルに、セリカが、グレンに背を向けるような格好で椅い子すに腰かけていた。

　よく見れば、セリカの身体からだと頭が、傍そばの窓にもたれかかるように傾かたむいている。

　微かすかに上下するその肩の様子から察するに、どうもセリカは眠っているようであった。

「ったく、言わんこっちゃねえ。やっぱ、長旅で疲つかれてるんじゃねーか」

　そんなセリカの様子を見て、グレンが溜息を吐いた。

　無理もない。先の『フェジテ最悪の三日間』で、セリカは非常に高度な大魔術を駆く使しし、戦いの終結後も数日と経たたないうちに、マキシムの不正の証しよう拠こ集めに帝国各所を奔ほん走そうし、何かと理由をつけて、ずっとフェジテに帰ってこなかったのだ。

　結局、かれこれ一ヶ月弱ほど、セリカは旅の空であったのだ。疲れなど溜たまって当然だろう。居い眠ねむりの一つくらいしたくなって当然というものだ。

「ったく、これでよく帰るなり旅行なんて言えるな。ババア無理すんなよっと……」

　見れば、セリカが肩かたに羽織っているストールがずり落ちかけている。

　グレンは、それをかけ直してやろうと、セリカの下もとへ歩み寄って行く。

　……と、その時だ。

「ん？」

　セリカに接近したグレンは、セリカの様子がどうもおかしいことに気付く。

　ぐったりと、窓にもたれかかるように眠っているセリカ。その顔色は妙みように悪く、額には珠たまのような汗あせがびっしりと浮かんでいた。

「……ぅ……ん…………ぁ……」

　時折、苦しげに身じろぎして……何やらうなされているようであった。

　その様子はあまりにも辛つらそうだった。

「……おい、セリカ!?　どうした!?」

　思わずグレンはセリカに声を荒あららげ、その肩を手で摑つかみ、揺さぶった。

「……ッ!?」

　途端、セリカはびくりと身体を震ふるわせ、ぱっちりと鮮あざやかな真しん紅くの虹こう彩さいを咲さかせる。

「こ、ここは……？」

　そして、きょろきょろと周囲を見回す。

　やがて、セリカは自分の肩に手を当てているグレンの存在に気付き、じっと上うわ目め遣づかいでグレンを見上げて……安あん堵どしたように息を吐いていた。

「……なんだ、お前か。脅おどかすなよ」

　ふっと華はなやかに微笑ほほえむセリカ。棘とげ隠かくす薔ば薇らを想起させる、いつも通りの魔ま性しようの美び貌ぼう。

　さっきまでの苦痛に歪ゆがむ表情が、まるで噓うそのようであった。

「おいおい、お前、大だい丈じよう夫ぶなのか？　なんかすっげぇ気分悪そうだったが」

　グレンはセリカの正面に回り込み、その対面の席に、どかっと腰を落ち着けた。

　テーブルの中央には、恐おそらくセリカが頼んだのであろうティーセット一式。そして、紅茶が注がれたティーカップ。

　そのカップに半分満たされた紅くれないの液面から、すでに湯気はなく、冷め切っているだろうことが見て取れる。紅茶は適温のうちに美お味いしくいただく……そんなスタンスのセリカにしては珍めずらしいことだ。

「……赤く、ない……当然か……」

　当のセリカは、冷め切ったティーカップになど見向きもせず、なぜかしきりに自分の手を気にしていた。

「……どうした？　手に何かついてるのか？」

「いや……なんでもない、なんでもないんだ……」

　グレンが訝いぶかしむような視線を向けると、セリカは手を気にするのをやめ、テーブルの上に両りよう肘ひじをつけて手を組み、その上に自分の細い顎あごをそっと乗せる。

　そして、上目遣いで悪戯いたずらっぽくグレンを見つめた。

「ちょっと、夢見が悪くてな……」

　そう語るセリカの表情はいつもどおり、貴人の余よ裕ゆう溢あふれるものだった。

「ったく、やっぱ、お前、長旅で疲れて調子悪いんじゃねーの？」

　グレンが呆れたように呟つぶやき、そっぽを向いて返す。

「その、お前の体調が優すぐれないなら……なんだ？　旅行を中止にして帰っても……」

「お？　私のことを心配してくれているのか？　……優やさしい子だな、お前は」

　からかえる要素を見つけた瞬しゆん間かん、迷わずからかうセリカ。

「ち、違ちげぇーよ、バーカ！　俺が行きたくねーだけだよ！」

　グレンが慌あわてて反論するが、セリカは、くっくっと含ふくむように笑うだけだ。

「ったく、調子狂くるうぜ……」

「ははは、冗じよう談だんだ。心配するな」

　ふて腐くされたようなグレンの横顔を、セリカはにやにやしながら一通り堪たん能のうして。

　やがて、言った。

「なぁ、グレン」

「なんだよ？」

「今回の旅行……私とお前の、一生の思い出になるといいな」

　なにやらとても恥はずかしいことをさらりと言われ、途端、グレンの頰ほおが熱くなる。

「は、はぁ!?　お前、マジでどうしたんだ？　藪やぶから棒に、こっぱずかしいこと吹ふいてんじゃねえよ。何か悪いもんでも食ったのか？」

「さあな？」

　グレンの間ま抜ぬけ面づらをじっと映すその上目遣いの双そう眸ぼうは、相変わらず悪戯っぽく、セリカの意図と真意をまるで摑ませない。

　冗談なのか。からかっているのか。あるいは──

「まぁ、それはともかくだ、グレン。とりあえず、私は久々にお前との二人きりのティータイムを所望するのだが……いいかな？」

「やれやれ……まぁ、好きにしな。せっかくだから、付き合ってやるよ」

「……ふっ」

　ふて腐れたようなグレンに対し、セリカはニコニコと嬉うれしそうに微笑むのであった。

　そして、セリカがティーセットを改めて注文しなおして。

　約一月ぶりの、二人きりのお茶会が始まるのであった──




　グレン達を乗せた列車は、淡たん々たんと地を走ってゆく。

　草原を横切り、丘おかを越こえ、峠とうげを乗り越えて。

　窓の外の風景を千変万化させながら、北東に向かって、昼も夜も淡々と走っていく。

　やがて、列車の前に大きな山々が連なって立ちはだかり、列車はその麓ふもとに掘ほられた鉄道トンネル内へと吸い込まれていった。

　暗いトンネルに突とつ入にゆうした列車内は、弱々しいランプの光だけがぼんやりと闇やみを払はらう心細い空間へと変へん貌ぼうした。

　窓の外は、暗黒一色に塗ぬり潰つぶされていた。そのあまりにも濃のう厚こうな闇は、この列車が深しん淵えんの底へどこまでも落ちてゆくかのように、覗のぞき込む者を錯さつ覚かくさせる。

　等とう間かん隔かくごとに過ぎるトンネル灯の火が、時折、真っ暗な窓のキャンバスに、一条の線を描えがいては消えていき、不安と錯覚を微かに払ふつ拭しよくしていく。

　ゴトン、ゴトン。車輪が線路の継つぎ目を踏ふむ重低音だけが耳みみ朶たぶを打ち続ける。

　時折、鳴り響ひびく汽笛が、山やま彦びこのように反はん響きようし、方向感覚を狂わせていく。

　…………。

　……どのくらいの時間を、列車は闇の中を進んでいっただろうか。

　それは──本当に唐とう突とつの出来事だった。

　暗黒一色に塗り潰されていた窓が、不意に純白一色に反転した。

　ようやく列車がトンネルを抜けたのだ。

　窓から爆ばく発はつ的に溢あふれる白銀の奔ほん流りゆう。一気に塗り替かえられる世界。

　闇に慣れた目が眩まばゆき白に眩くらみ、思わず目を細めさせる。

　やがて、徐じよ々じよに慣れた目が窓の外に結像した世界は──




　──辺り一面、白く輝く銀世界であった。




　雄ゆう大だいに広がる草原が、遥はるか遠き丘が、遠方に連なる山々が、茂しげる林が、森が。

　世界の全すべてが、真っ白にピュアな雪で化け粧しようされている。

　清らかな処女を思わせる、足あし跡あと一つ無い、穢けがれ無き白はく亜あの雪景色。

　そして、今も尚なお、花弁の如ごとき雪が、はらはらと舞まい散るように静かに降りしきり、純白の光こう彩さいを世界へと敷しき詰つめていく。

　仰あおぐ天空に厚き雲、その微かな切れ目から奇き跡せきのように差し込む鮮せん烈れつな一条の陽光。

　それを降りしきる雪の結けつ晶しようが跳はね散らし、冷たく燃えるように輝かがやかせる。

　一言で言えば、絶景。この世の光景とは思えない。

　凍いてつく白銀の芸術が、列車の窓のキャンバス一いつ杯ぱいに広がっているのであった──

「わぁ！　凄すごい、凄い！」

　目を輝かせたシスティーナが座席を立って身を乗り出し、窓まど際ぎわに座るグレンの膝ひざ越ごしに窓へ張り付き、頰を上気させた。

　窓に吹きかけられた吐と息いきが、窓をさらに白く染めた。

「雪ってこんなに積もるものなんですね……」

　ルミアも目を丸くして、窓の外の光景を見つめている。

「真っ白。砂糖みたい」

　リィエルすらも目をぱちくりさせて、圧あつ倒とうされている。

「くっそ、お日様、もっとやる気出せよ……熱くなれよ……雪ごとき溶とかせよ……」

　ただ、グレンだけがひたすら嫌いやそうに外を流し見ている。自分の顔に垂れてくるシスティーナの銀ぎん髪ぱつを、それこそ窓の外の雪のように鬱うつ陶とうしそうに払っていた。

「どうやら、スノリア地方に入ったようだな」

　この個室席の一番隅すみで本を開いていたセリカが、本を閉じながら言った。

「ここまで来れば、今回の旅行の目的地……ホワイトタウンは目と鼻の先だ。お前達、降車準備をしとけよ？　列車内は石炭ストーブがあるから暖かいが、外は寒いぞ」

「はい！　それにしても、こんなに綺き麗れいな場所だったなんて！　私、なんだかわくわくしてきました！」

「そうだね、なんだかとっても楽しい旅行になりそう！」

「ん」

「あー、やってらんねえ！　あー、やってらんねえ！　帰りてえ！」

　各人様々な思おも惑わくを乗せて。

　列車は迫せまる目的地を目指し、ひたすら雪原を駆かけていくのであった。




　やがて、列車は観光目的地であるホワイトタウンへと辿たどり着き、停車する。

　ホワイトタウンとは、現在、スノリアでもっとも発展した地方都市だ。

　四方を渓けい谷こくと山さん岳がく、氷湖に囲まれた盆ぼん地ちに存在する街であり、スノリアで唯ゆい一いつ、鉄道列車駅が据すえられた、スノリアの中心地でもある街であった。

　一同は列車から降りると、駅の改札口から駅前広場へ出る。

　途と端たん、一同をホワイトタウンの街並みと、肌はだを刺さすような寒気が出で迎むかえていた。

「うわぁ！　ここがホワイトタウンなのね!?　素す敵てき！」

　厚手の毛皮コートに、スノーブーツ、手て袋ぶくろにマフラー、ばっちり防寒具に身を包んだシスティーナ。身を芯しんから切るように澄すんだ寒さをものともせず、両手を広げてくるりと踊おどるように回り、白い息を吐はいた。

　立ち並ぶは煉れん瓦が造りの建物だ。帝てい都とのものより鋭えい角かく的な三角屋根と、大きな煙えん突とつ、アーチ型の格こう子し窓が特とく徴ちよう的で、そのどれもに満まん遍べんなく雪化粧が施ほどこされている。

　ここが山やま間あいの盆地であるためか、起き伏ふくに沿って建物は並び、街は上下に立体的だ。

　白い綿毛に飾かざられたような三さん角かく錐すい型の針葉樹が、広場や街路など街の各所に群生し、それがやはりフェジテや帝都とはまったく異なる景観を演出している。

　遠くを見み渡わたせば、街を囲むように連なる雪山。その偉い容ようは見る者を押し潰さんばかりに威い圧あつ的で圧倒的だが、凍いてつく純白の連れん峰ぽうはそれでも尚、畏い怖ふを超こえて美しい。

　噂うわさの『銀ぎん竜りゆう祭』が近いからだろう。駅前広場や、そこから続く大通りには様々な屋台が所ところ狭せましと並び、華やかに着き飾かざった雪だるまスノーマン達が踊るように立ち並んでいる。

　軒のき先さき、看板、店頭、街の彼あ方ち此こ方ちで、橙だいだい、赤、青、緑……色とりどりのキャンドルが煌こう々こうと燃えている。その灯火の煌きらめきが、街を包み始めた薄うす闇やみのヴェールを燦さん然ぜんと払い、羽毛のように降りしきる粉雪を七色に輝かせ、幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　そして、人、人、人……街は大勢の観光客で賑にぎわい、活かつ況きように溢れていた。明日からの楽しい一時を予感させ、否いや応おうなく心を躍おどらせてくれる──そんな街並みであった。

「あっ！　見て見て、あそこで大道芸やっている人がいるよ！　面おも白しろそう！」

「むぅ……苺いちごタルトの屋台は……どこ？」

「この時期、スノリアには見所が多いぞ？　きっと楽しい旅行になるさ」

　ルミアも、リィエルも、セリカも、システィーナ同様、きちんと防寒具に身を固めており、空調魔ま術じゆつも付呪エンチヤントしているので、この身を切る寒さをものともしない。

　一行は、ただ街を包む楽しげな雰囲気を堪能し、それに身を任せている──

「さっぶぅうううううううううううううううううーーッ!?」

　──唯一、グレンを除いて。

「寒ッ!?　なんだこれ、バカじゃねーの!?　寒すぎるだろッ!?」

　システィーナ達が、くるりとグレンを振ふり返る。

　そこには、普ふ段だんのワイシャツとスラックスの上から、魔術学院の講師ローブを纏まとっただけ……という、あまりにも寒冷地を舐なめきった格好のグレンが、自分の身体からだを抱だいて、ガタガタと震ふるえていた。もうすでに唇くちびるも顔色も真っ青である。

「クッソ、スノリアの寒さを舐めてた！　死ぬ！　余よ裕ゆうで死ねる！　おい、セリカ、効いてねえぞ!?　貫かん通つうしてる！　冷気がお前の空調魔術すら貫通してるって!?」

　グレンは周囲の観光客達の注目を集めながら、みっともなく叫わめき散らしている。

「……先生。はっきり言いますけど。バカじゃないんですか？　その格好」

　そんなグレンへ、システィーナは呆あきれたように、冷ややかに言った。

「先生なら、自分の周囲の気温・湿しつ度どを調整する【エア・コンディショニング】の術にだって調節限界があるって、当然ご存じですよね？　なのになんで、そんな薄うす着ぎを……」

「ぅるっさいわい！　家、吹っ飛んだんだぞ!?　今の俺が上等な防寒具を持っているわけも、買う金あるわけもねーだろ!?」

　グレンは早くも涙なみだ目めであった。

「ぷっ……あははは、悪い悪い。流石さすがにそんな薄着じゃ効果は薄うすかったか」

　そんなグレンを宥なだめるように、セリカは楽しげに言った。

「まぁいい、後で防寒具、買ってやるよ。それでもっと強力なやつを付呪エンチヤントしてやる」

「そんなことより、お師し匠しよう様。ボクもう帰りたいんですけど……」

「ほら、行くぞ。とりあえず、予約したホテルへチェックインだ！」

　すると、グレンの愚ぐ痴ちなどまるで聞かず、セリカはグレンの腕うでに自分の腕を絡からめて身を寄せ、そのまま引っ張っていく。

　その様は、まるで夫ふう婦ふか恋こい人びと同士であるかのようだ。

「お、おい!?　こら、くっつくなって!?」

　そのまま為なす術すべ無く引っ張られていくグレン。

「な……」

　そんな二人の後ろ姿を、呆あつ気けに取られた表情で見送るシスティーナとルミア。

「……なんか、今回のアルフォネア教授……」

「みょ、妙みように、積極的っていうか……いつにも増して先生にベタベタしているっていうか……どうしたんだろうね、あはは……」

　得体の知れないセリカの攻こう勢せいに、どうにも一いち抹まつの不安が拭ぬぐえない二人であった。




　そんな風に、グレン達は連れ立ってスノリアの大通りを歩いて行く。

　すると、やがて幾いくつかの建物の向こう側に、一つの大きなホテルが見えてくる。

　そのホテル──シャトースノリアは、高台に設営された最高級ホテルだ。

　その名の通り、城のような偉容を誇ほこるそれは、スノリアを訪おとずれる観光客達の中でも特に富ふ裕ゆう層向けに用意されたホテルであり、要するに、グレンのような薄はつ給きゆう零れい細さい魔術講師が泊とまるなど、ひっくり返ってもおこがましい高貴な施し設せつである。

　煉瓦積みで作られた重厚な宮きゆう殿でん作り、空に向かって突つき立つ無数の尖せん塔とう……それらが雪化粧で美しく飾られているその様は、まさに雪の城と形容するに相応ふさわしかった。

「……え？　マジ？　俺達、マジでアレに泊まるの？　噓うそでしょ？　そ、その……ボクのような下げ賤せんな平民ごときが、かように高貴なる方々御ご用よう達たしの寝しん所じよに？」

　あまりにも格違ちがいなホテルを前に、すっかり萎い縮しゆくしてしまっている小市民なグレン。

「す、凄い……流石にあんなに凄い宿しゆく泊はく施設は、私も初めてかも……」

　グレンよりは遥はるかに格式高い施設に慣れ親しんでいるものの、システィーナも緊きん張ちようを隠かくせないようだ。

「あの……アルフォネア教授？　本当に私達もご一いつ緒しよしてしまっていいんですか？　急に押しかけてしまった私達三人は、別の宿泊施設でも……」

　流石に元・王女のルミアに動どう揺ようはなく……

「むぅ、でもルミア。わたし、皆みんな、一緒がいい」

　どこでも寝ね泊とまりできるリィエルもいつも通りであった。

「ははは、気にすんなって！　今回のお前達の旅費は全部、私が持ってやるさ」

　申し訳なさそうなシスティーナとルミアに、セリカはただ豪ごう快かいに笑ってみせる。

「なんだかんだ、今回の旅行をこグのレ子ンが楽しむなら、お前達三人の存在は必ひつ須すだろう？　なら、必要経費さ。遠えん慮りよするなよ」

　ぐるんとグレンの首に腕を回して引き寄せ、セリカは悪戯いたずらっぽく笑った。

「こら、放せ！　だから、抱きつくなって!?」

「ええと、その……」

「あ、ありがとうございます、アルフォネア教授……」

　実に複雑な気分でお礼を言う、システィーナとルミアであった。

　なんだか、色んな意味で、まるでセリカに勝てそうな気がしなかったのである。

　一行がそんなやり取りをしているうちに、シャトースノリアが近づいてくる。

　だが、ホテルが近づくにつれ、グレンは周囲の妙な雰囲気に気付いた。

「……なんだ？」

　どうも、ホテルに近づけば近づくほど、先ほどまで辺りを支配していた楽しげな空気はなりを潜ひそめ、どこか緊張したような、張り詰めた空気が漂ただよい始めたのだ。

　強こわ張ばった表情で辺りを警けい邏らしているスノリア警備官の姿も、目立って増えていく。

「……な、何かあったのかしら？」

　その異様な雰囲気を察したシスティーナも、訝いぶかしむように周囲を見渡す。

「…………」

　いつも眠ねむたげな無表情のリィエルも、微かすかに目を細め、警けい戒かい心しんを強めているようだ。

「おーい、お前達！　早く、早く～っ！　置いて行っちゃうぞ～っ！」

　ただ、一人先頭を行くセリカだけが能天気だった。




　そして、シャトースノリアの玄げん関かん前広場に一行が辿り着いた時だ。

　街を支配していた、その妙な緊張感の正体は明らかになった。

「このホテルは、我々《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》が占せん拠きよしたッ！」

　何者かの大だい音おん声じようが辺りに鳴り響ひびき、山やま彦びこのように反はん響きようする。

　ホテル前広場は、全身を白いローブで包み、目元だけ穴が開いた三角形の白い頭ず巾きんをすっぽりと被かぶって顔を隠した奇き妙みような連中が、数十人近い集団となって陣じん取どっていたのだ。

「このスノリアの大地は、我らが白はく銀ぎん竜りゆう様が護まもる神聖なる聖域ッ！」

「それを貴様らごとき余よ所そ者ものが足を踏ふみ入れ、享きよう楽らくを貪むさぼるなど言語道断ッ！」

「余所者はこの地から立ち去れッ！　偽いつわりの『銀竜祭』を即そつ刻こく中止せよッ！」

「欺ぎ瞞まんに満ちた銀竜祭を奉たてまつる者達に、竜りゆう罰ばつをッ！」

「「「「Ｓ・Ｄ・Ｋッ！　Ｓ・Ｄ・Ｋッ！」」」」

「「「「Ｓ・Ｄ・Ｋッ！　Ｓ・Ｄ・Ｋッ！」」」」

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

〝余所者は去れ〟、〝白銀竜様万ばん歳ざい〟、〝不信心者達に怒いかりの鉄てつ槌ついを〟……そんな旨むねが書かれたプラカードや看板を掲かかげ、一いつ斉せいに盛り上がる白頭巾の変態集団。

　そんな広場前にはバリケードが築かれ、ホテルをぐるりと包囲するスノリア警備官隊と白頭巾の変態集団とが激しく睨にらみ合い、まさに一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きようであった。

「な、なあにこれ？」

　その高級感溢あふれるホテル前にはまったく相応しくない異様な光景に、システィーナが頰ほおを引きつらせて硬こう直ちよくする。

「《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》……まさか、このタイミングで連中が出てくるとはなぁ」

　グレンが呆れたように溜ため息いきを吐ついていた。

「《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》って……なんなんですか？」

「シルヴァーＳ・ドラゴンズＤ・クランＫ。このスノリア地方の土着地方宗教、白銀竜信しん仰こうを極きよく端たんにこじらせちまった連中が集まった宗教系秘密結社さ」

「！」

　白銀竜。それはシスティーナも心当たりがある言葉だった。

「まっ、天の智ち慧え研究会みてーに悪質な連中ではないがな。それだけに、連中がまさかこんな大それたことをする力と度胸のある連中だったとは思わなかったが」

「そ、そんな連中がどうして、いきなりこんな暴挙を……？」

「さあな、連中に聞けよ。……まぁ、なんとなく予想はつくが」

　投げやりに応じるグレンを余所に、システィーナは不安げに、バリケード越ごしに睨み合う《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の教団員とスノリア警備官隊を遠巻きに眺ながめる。

　周囲の観光客も固かた唾ずを吞のんで、この騒そう動どうの行く末を見守っていた。

　システィーナが見れば、警備官隊の隊長らしき人物が、部下の警備官と、なにやらひっきりなしに話し合いをしている。

　断だん片ぺん的な情報を整理するに、あのホテル内にはまだ多くの従業員や客達が各客室に軟なん禁きん状態で取り残されており、今年の銀竜祭を中止にして、全観光客をこの街から引き上げさせない限り、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》が彼らを解放することはないらしい。

　ホテル占拠に参加した教団員の頭数はそれなりに多く、スノリアの警備官隊では、なかなか制圧に苦労しそうな状況であることも、なんとなくわかった。

「ったく、中央の軍や公安の連中は何やってたんだ？　弱小とはいえ、こういう怪あやしげな非ひ公こう認にん非営利団体は常に監かん視ししていたはずだろ、まったく」

「これは……長引きそうですね……」

「あー、そうだな！　こりゃ駄だ目めだ！　祭りは中止！　この旅行は早くも終しゆう了りようだな！」

　グレンがお手上げとばかりに親指を立て、ニカッと笑った。

「こうなったら仕方ねえ！　俺達は素す直なおに連中の要求に従い、こんなクソ寒い所から帰ろうぜ！　いやー、残念だなぁーっ！　今回の旅行楽しみにしてたんだけどなーっ！」

「ちょっと、先生!?　アレを放ほうっておく気ですか!?」

「ンなこと言われたってよ……だってこれ、警備官の仕事じゃね？　俺達、部外者が勝手にしゃしゃり出る方が色々不ま味ずいんじゃね？」

「そ、それはそうかもしれませんが……」

「そもそも、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》はテロリスト集団っていうよりか、ちょっと過激で迷めい惑わくなプロ市民団体みてーなもんだし……何が何でも滅ほろぼさなきゃならん邪じや悪あくってわけでもねえし」

「……むぅ」

　システィーナは納なつ得とくいかなそうに、口を尖とがらせた。

　確かに、グレンの言う通り、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の団員達はバリケードを築いてシュプレヒコールを上げてはいるが……ぶっちゃけそれだけだ。グレンの言うとおり、テロリストというより、運動家としての側面の方が強いのだろう。

「市長を出せ！　我らが要求を直接市長に通させろッ！」

「偽りの銀竜祭を、即そく・中止しろぉおおおおーーッ！」

「「「「そうだ、そうだぁああああああーーっ！」」」」

　一触即発の雰ふん囲い気きではあるが、そこまでの緊きん急きゆう性もなさそうである。

「はぁ……このまま、あの人達の言うとおり旅行を中止して、帰るしかないのかしら？」

　残念そうにシスティーナは溜息を吐いた。

　周囲の野次馬の観光客達も、銀竜祭の中止を覚かく悟ごしたらしく、どこか無念そうだった。

「さてと、てなわけで早さつ速そく、帰りの切きつ符ぷを用意しなきゃな。おーい、セリカ！」

　グレンが嬉き々きとして、セリカを振ふり返る。

「……ん？　セリカ？」

　だが、さっきまで、すぐそこに居たはずのセリカの姿はなかった。

「あれ？　セリカのやつどこ行った？」

　と、グレンがきょろきょろとセリカの姿を探した、その時だ。

「おーい、グレン！　何やってんだよ？　早く来いよ～っ！」

「げっ!?」

　声がした方を見れば、セリカが現場を野次馬から仕切るために張られたロープを乗り越こえ、ホテルのロビーに向かって歩いていた。

「ちょ、お前、何やって──」

「こらぁああああああーーっ！　そこの女ぁあああああーーっ！」

　当然、グレンが制止する暇ひまもなく、警備官達がわらわらとセリカを取り囲んでいく。

「駄目じゃないかっ！　あの集団が見えないのか、君は!?」

「ここは危ない！　さぁ、早く引き返しなさいッ！」

　警備官達は、セリカをロープの仕切りの外へ強引に引っ張っていこうとするが……

　ぱちん、と。セリカが不意に指を打ち鳴らすと。

　どんっ！

「「「「ぎゃあああああああああああああああああああああああーーっ！」」」」

　突とつ如じよ、セリカの周囲が大爆ばく発はつし、十数名の警備官達が四方八方に吹ふっ飛んでいき、全員が全員、あっさりと気絶して雪の大地に昏こん倒とうする。

　当然、セリカが指鳴らし一つで起動した魔ま術じゆつの仕し業わざであった。

「セリカぁあああーーッ!?　お前、何やっちゃってんのぉおおおおーーッ!?」

「あ、アルフォネア教授ぅうううううーーッ!?」

　眼球が飛び出さんばかりに目を剝むいて、絶ぜつ叫きようするグレンとシスティーナ。

「おいおい、グレン。早くホテルにチェックインしようぜ？　私、流石さすがに一いつ旦たん、荷物を置いて落ち着きたいんだが？」

　え？　私、今、何かやりました？　と言わんばかりの白々しい顔で振り返るセリカ。

　すると。

「こら、貴様ぁああああーーッ！　今、何をやったぁあああああああーーッ!?」

　警備官隊の隊長らしき男が、血相を変えてセリカに駆かけ寄ってくる。

「い、今の爆発は魔術だな!?　貴様、魔術師か!?　魔術を使ったんだな!?」

「え？　やだなぁ、魔術のわけないでしょう？　だって、誰だれかが呪じゆ文もんを唱えていたの、聞こえました？」

「む……ッ!?」

　すっとぼけて笑うセリカに、隊長は言葉を詰つまらせる。

「だ、だが、しかし……ッ!?　今、貴女あなたが指鳴らしをしたら現に……ッ！」

「警備官の御お方かたならご存じですよね？　言葉による呪文詠唱スペリングの代わりに、指鳴らし一つで魔術を行使するだなんて……そんな神かみ業わざ、伝説に悪名高き大魔女セリカ＝アルフォネアでもない限り、不可能な技わざですよね？　ね？」

「た、確かに……そう言われてみればそうだが……ッ！」

「お前、何言っちゃってんのぉおおおおおおおおーーッ!?」

　頭を抱かかえて、天に吠ほえるグレンであった。

「きっとあの爆発は、誰かが悪戯いたずらで仕し掛かけた地じ雷らいか何かですよ。運悪く、警備官の方々が踏んじゃったんです。ああ、おいたわしい。というわけで、私はこれで……」

　と、セリカが、そのままバリケードの向こう側のホテル正面玄関口に向かって、悠ゆう然ぜんと歩き始めた所で──

「だ、だから、駄目なのだッ！　止まれッ！　そっちに行ってはならんッ！」

　我に返った隊長が、慌あわててセリカの肩かたを摑つかんで引き留める。

「あの集団が見えないのかッ!?　今、ホテルは完全封ふう鎖さされているのだよ！」

「あ、別に私は構いませんので」

「我々が構うのだ！　怪け我がでもしたらどうするつもりだッ!?　そもそも貴女は若く美しい女性だッ！　連中に捕つかまれば、もっと酷ひどい目に遭あう可能性だって──」

「望むところです」

「ぇえええええーーッ!?　望んじゃうの!?」

　というより、警備官や銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋの存在自体が、旅行で浮うかれているセリカの眼中にまるで入っていないようだ。

　おかげで話はまったく嚙かみ合わず、すまし顔で取り合わないセリカへ、隊長は頭をかきむしりながら、激しくまくし立てる。

「聞きなさい！　現在、連中と我々の上層部や市議会との間で交こう渉しようが進行中だ！　じきに銀竜祭中止の方向性で話がまとまるだろう！　貴女達観光客には申し訳ないが、早急にこの街から立ち去ってもらわねば困るのだ！　今、余計な問題を起こされては──」

　と、隊長がそんなことを言った──その時だった。

「……あ？　中止？　帰れ？」

　ぞくり、と。

　セリカが復唱した瞬しゆん間かん、只ただでさえ氷点下の気温が、さらに下がった。

「つまり……何？　どうしても、お前達は、私とグレンの楽しい楽しい旅行の邪じや魔ますると……そういうわけ？　許されざるよ？　ん？」

　その据すわって凍こごえきった血色の虹こう彩さいは、正に死神の双そう眸ぼうだった。

「ひいっ!?　だ、だ、誰かこの女を止めろぉおおおおおおおーーッ!?」

　絶望的な重圧感を放つセリカに気け圧おされた隊長が、部下の警備官達へ命令を下す。

「う、うぉおおおおおおおおーーッ！」

「確保ぉおおおおおおおおーーッ！」

　すると、警備官の一隊が決死の覚悟で密集陣形フアランクスを組み、セリカを取り押さえようと津つ波なみのように突とつ進しんして行くが──

　ぼんっ！

「「「「ふぎゃあああああああああああああああああああああああーーッ!?」」」」

　その光景は先ほどの焼き直しだ。

　セリカの指鳴らし一つで、哀あわれな隊長と警備官達の悉ことごとくが気絶して空を舞まい、厚く降り積もった雪に頭から刺ささって、無様なプリケツを晒さらすこととなっていた。

「まぁじで？」

　口をあんぐりと開けて、呆ぼう然ぜんとその光景を凝ぎよう視しするグレン。

「さぁ、チェックイン、チェックイン♪」

　まるで意に介かいした風もなく、手荷物を持って玄げん関かん口へと歩いて行くセリカ。

　当然、その途と中ちゆうには聳そびえ立つバリケードが道を阻はばんでいて……

「なんだぁ？　テメェは？」

「おい、女……このバリケードが見えねえのかぁ？」

「痛い目見ないうちにさっさと、立ち去──」

　そのバリケードの上から、白い三角頭ず巾きんの教団員達が鎌かまや鋤すきを手に凄すごんでくるが……

「《邪魔》」

　ぼんっ！

「「「「どぎゃあああああああああああああああああああああああーーッ!?」」」」

　瞬時に、バリケードが完全爆破されて四散し、気絶して吹き飛ばされた教団員達が、雪上をごろごろと転がっていって、雪だるまとなっていく。

「うーん、ちょっと評価マイナスだな。せっかくの三つ星一流のホテルなんだから、玄関前はゴミだらけにしてちゃ駄目だろう。品格が疑われるぜ」

　警備官もバリケードも教団員も、そもそもまるで眼中になし。

　その場に集つどう大量の野次馬達の、呆あつ気けに取られた視線を一いつ斉せいに集めながら。

　セリカは、綺き麗れいに更さら地ちとなったホテル正面玄関前を悠然と歩き、正面玄関から堂々とホテル内へ侵しん入にゆうしていくのであった。

　教団員と警備官が織りなしていた、先ほどまでの喧けん噪そうがまるで噓うそのよう。

　今や死し屍し累るい々るいとした静せい寂じやくだけが、広場を支配していた。

「ちょちょちょ、ちょっと待てぇええええええーーッ！」

　そんなセリカの背中を、ようやく我に返ったグレンが慌てて追いかけ始める。

「あっ！　先生!?」

「俺はセリカを連れ戻もどしてくる！　お前らはそこでじっとしてろよ!?　いいな!?」

　こうして、セリカを追って、グレンもホテル内へと消えていくのであった。




「ほほう、なかなか良い内装じゃないか？　気に入った」

　セリカが手荷物を提さげてホテルのロビーに入る。

　そんなセリカへ、そこを占せん拠きよしていた教団員達の視線が一斉に集まった。

「この上物の絨じゆう毯たんは踏ふみ心ごこ地ち良いし、あのシャンデリアなんか実に趣しゆ味みがいい」

　教団員など見えていないかのように、セリカは奥のフロントカウンターへ悠然と歩み寄っていく。

　すると、当然だが……

「なんだぁ？　お前は!?」

「どうやって入ってきた!?　外の連中は一体、何をやってる!?」

　それを見た三角白頭ず巾きんの教団員達が、セリカを取り囲んでいく。

　が。

「おい、見て分からないのか!?　今、このホテルは、我々《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》が占──」

　ずどんっ！

「「「「グワァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーッ!?」」」」

　巻き起こる爆ばく風ふうは、最も早はやお約束。十数名の教団員達が、木こっ端ぱのように四方八方へ吹っ飛んでいき、壁かべに叩たたき付けられ、床ゆかをバウンドしていき、意識を刈かり取られていた。

「な、な、なぁ──ッ!?」

　辛かろうじて難を逃のがれた数名の教団員達が、恐おそれ戦おののき後ずさりする中。

　セリカはフロントカウンターへ、しずしず足を進め……カウンターの上に、どんっ！　と、旅りよ行こう鞄かばんを置いて言った。

「早さつ速そく、チェックインの手続き頼たのむ」

「ひぃいいいいいいーーッ!?」

　当然、そのフロントカウンター内に普ふ段だんのホテル従業員がいるはずもなく、そこに不運にも立っていたのは、三角白頭巾の教団員だ。

「えー、私の名前は、速達の書き留めで、先日こちらに予約を入れた、セリ──」

「たたたた、助けてくれぇええええええええええーーッ!?」

　恐れをなした教団員がカウンターを飛び越こえ、脱だつ兎との如ごとく逃にげ出そうとするが……

「……おいおい、《職務放ほう棄きは・感心しないぞ》？」

「うわぁああああッ!?　僕の足がぁ!?　足が動かなぁあああああいッ!?」

　急に石化したかのように足が固まってしまったその教団員が、半はん狂きよう乱らんで泣き叫さけぶ。

「よっと」

　セリカが、ぱちんっ！　と指鳴らしをすると。

「ひぃいいいいいいーーッ!?　助けてぇええええええーーッ!?」

　恐らく、念動系の魔術が即そつ興きよう起動されたのだろう。

　教団員の身体からだがふわりと浮いて、独りでにフロントカウンターの中へと戻される。

「さ、チェックインの手続き頼む。こっちも長旅で疲つかれてんだ、早くしてくれ」

　にこやかなセリカ。その穏おだやかな笑えみが何よりも恐ろしい。

「あ、いや、その……でも、ボク、手続きとか良くわからなくて……」

「……あ？」

　途と端たん、びきりと青筋立てて睨にらんでくるセリカに、教団員が震ふるえ上がる。

「おい、ふざけんなよ？　お前、それでも一流ホテルのホテルマンか？」

「い、いえ、あのッ！　ボク、ホテルマンじゃなくてですね!?　その、ほら、見て下さいこの格好！　どっちかっていうとホテルマンというより狂きよう信しん者じやなわけで……」

「どやかましいッ！　プロのホテルマンがごちゃごちゃ言うなッ！」

　がんっ！　とカウンターを叩くお冠かんむりのセリカに、可哀かわい想そうな教団員が縮こまる。

「さっさとチェックインの手続きだ！　これ以上待たせたら、このホテルごと、お前を灰にしてやるからな!?」

「ひぃっ!?　かっ、かしこまりました、少々お待ちをぉおおおおおおーーッ!?」

　もうヤケクソだとばかりに、その教団員は泣きながら、カウンター周りを必死で漁あさり、予約リストやら宿帳やらを引っ張り出してくる。

「ったく、フロントを務めるホテルマンの新人教育くらい、きちんとやっとけよ……一流ホテルのくせに。減点だな」

「……お前、何やってんの？」

　ようやく追いついたグレンが呆あきれながら、セリカの隣となりに並んだ。

　グレンが周囲を見回せば、気絶して倒たおれ伏ふす者、怯おびえきって隅すみで縮こまる者、失禁して忘我する者……改めて確かく認にんするまでもなく酷い有様であった。

「お、グレン、来たか。待ってろ、今、チェックイン手続きしている所だ」

　当のセリカは、教団員が震える手で差し出した宿帳へ、宿しゆく泊はくに必要な個人情報を記き載さいしている所であった。どこまでもマイペースである。

「いや、そうじゃなくてだな。……お前、状じよう況きようわかってんの？」

「ん？　何が？」

　グレンの呆れたような問いに、小首を傾かしげるセリカ。

「て、ててて、手続き終わりましたぁ！」

　そんなセリカへ、ガクブル震える教団員が、部屋の鍵かぎを差し出す。

「そうか、ご苦労。なーんか、余よ所そのホテルと比べて手続きが妙みように雑だがいいのか？」

「ととと、当ホテルはこれで結構なんです、はい！」

「そうか。ところで宿泊代金の支し払はらいだが、小切手でいいか？」

「いえいえいえいえいえッ！　貴女あなた様からお代を頂くなど滅めつ相そうもございませんッ！」

「おや？　いいのか？」

「は、はいぃっ!?」

　畏かしこまり、背筋を伸のばして声を裏返す教団員。

「あ、そうだ、忘れてた。追加で三人分の部屋を取りたいんだが……」

「それも結構ですッ！　お代は要いりません！　どうぞ、何人でも好きなだけお泊とまりくださいッッッ！　だから、お願いします、命だけは助けてぇええええーーッ!?」

　すると、セリカは、にしし……と嬉うれしそうにグレンへ微笑ほほえんだ。

「聞いたか？　グレン。このホテル、なんか知らんが妙にサービスいいぞ？　どうしたんだろうな？　ひょっとして、私達、来店者のキリ番でも踏んだかね？」

「……さあな、どうだろ」

　頰ほおを引きつらせて、投げやりに応じるしかないグレンであった。

「ま、無事、部屋も取れたことだし、早速、荷物を置いてどっか食事にでもいくか。グレン、お前はシスティーナ達を呼んできてくれ。おい、そこのホテルマン、荷物運びと案内人呼んでくれ。いるだろ？　そのくらい」

「かかか、畏まりましたぁああああーーっ！　少々お待ちをぉおおおおーーッ！」

　そんなこんなで──

「ど、ど、どうぞ……こちらでございます、お客様……」

「な、長旅ご苦労様です。今宵こよいは当ホテルでごゆるりとお休み下さい！」

「あっはっは！　超ちよう一いち流りゆうホテルらしいサービス、期待しているぞ！」

　荷物運びに案内人。哀れな三角白頭巾達を引き連れて、セリカが鼻歌交じりでホテル内の廊ろう下かを歩いて行く。それはもう、目め眩まいがするような光景だった。

「……あー、うん、まぁ、そうだよね……」

　そんなセリカの後ろ姿を見送りながら。

「そりゃ、セリカの心配するより、教団員の心配をするほうが先だったよね……はぁ」

　グレンは肩かたを落とし、くたびれた溜ため息いきを吐つくのであった。




　格調と格式高き高級ホテル──シャトースノリア。

　今、その内部は地じ獄ごくへと変へん貌ぼうしていた。

「ここは通さぁああああんっ！」

「死守だッ！　死守──」

「我らの教団の誇ほこりにかけて──」

　ちゅどおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

「「「「ぎゃあああああああああああああああああああああ─ーっ!?」」」」

　通路を塞ふさぐように密集陣形フアランクスを組んでいた十数名の教団員が、爆風で吹ふき散らされる。

「すまんな！　そこに集団で立たれていると、ちょっと見えなくて！」

　煤すすだらけで気絶している教団員達には見向きもせず、セリカはその傍かたわらを通る。

「おいおい、見ろよ、グレン！　これ、アイノールだぞ！」

　そして、通路の壁に飾かざられていた絵画を指さし、嬉き々きとしてグレンへ振ふり返る。

　その足は、ぴくぴくしている教団員を、ごく自然に踏んづけていた。

「その隣はペカソだし、あっちはヴィンセント＝グッハ！　やっぱ、超一流のホテルともなれば調度品も超一流だな！　いやぁ、眼福眼福」

「そっすね……」

　もうどーにでもなーれ。グレンはすでに思考を放棄していた。

「な、なんなんだ、この人……ッ!?　化け物……ッ！」

「各フロアを制圧していた我々の分隊が悉ことごとく、全ぜん滅めつ、滅、めつ……」

　そんなセリカの後を、荷物運びと案内役を仰おおせつかった三角白頭巾の教団員が、ガクブル震えながらついていっている。

　ホテル内は各フロアごとに教団員達が大量に配置され、軟なん禁きんしている客や従業員を監かん視ししていた。正せい攻こう法ほうでこれを解放するのは至難の業わざ──そんなはずだったのだ。

　だが、セリカはこんな調子で片かた端はしから教団員達を一方的にボコボコにし、各フロアを解放していく。本人にそのつもりはまったくないのだが、結果としてはそうなっている。

　グレンが窓の外をちらりと覗のぞけば、各フロアに軟禁されていた客や従業員達が、次々と正面玄げん関かん口から外へと逃げ出していくのが見えた。

「しかし、あれだな、グレン。最上階スイート取ったのは良いが、そこに行くのが面めん倒どうだと思わないか？　こんなんだったら、もっと低層の安い部屋でも良かったかもな」

「そっすね……」

　最早、グレンは思考を放棄していた。

「おーい、案内人、部屋はまだか？」

「ひぃっ!?　あと少しです！　この階段を上った先です！　だから殺さないで!?」

（こいつらも一いつ生しよう懸けん命めい、ホテル占せん拠きよの準備をしていただろうに……）

　なんだか、教団員達が可哀想になってくるグレンであった。




　やがて、螺ら旋せん状の階段を上って、セリカ達は最上階のフロアへと到とう達たつする。

「あ、あ、あの奥の部屋です……」

　一ひと際きわ豪ごう奢しやな内装の廊下の先に、いかにも高級そうな部屋の扉とびらが見えた。

「そうか。よし、ごくろう。チップをやろう。遠えん慮りよ無く受けとれ」

「チップ!?　まさか、地獄への橋はし渡わたし賃的な意味!?　い、要りませぇーーんッ！」

「ひぃいいいいいいいいいーーッ！　ご利用ありがとうございましたぁーーッ！」

　教団員達は、セリカの荷物を置いて、慌あわてて階下へ逃げていくのであった。

「ふっ……チップを受け取らないなんて、奥ゆかしいな、ここのホテルマンは」

「すっげぇツッコミたいが突つっ込まないぞ、俺は。面めん倒どう臭くさいからな」

　頼むから、もう何も起きてくれるなよ……グレンが祈いのるような気持ちで、セリカの後を歩いていると。

　不意に、正面奥の扉──セリカが宿泊する予定のスイートルームの扉が開いた。

「そ、そこまでだッ！」

　部屋の中から出てきたのは、数名の教団員だ。

　先頭に立つそのリーダー格と、その取り巻きの腰こし巾ぎん着ちやく達……そんな雰ふん囲い気きである。

「へっ……この化け物めッ！　こ、これが見えねえのか？　大人しくするんだなッ！」

　妙に強気な態度のリーダー格教団員。

　そんな彼が掲かかげる手には、一つの石が握にぎられていた。

　立方体の黒石だ。その表面にびっしりと刻まれたルーンには魔ま力りよくが走り、どうやら何らかの魔術機能が起動済みのようであった。

「念のために用意しといたコイツが役に立つとはなぁ……？」

「なっ──あ、あれはッ!?」

　その黒石を目まの当たりにした瞬しゆん間かん、グレンの中で、どこか楽観視し、弛し緩かんしきった空気が一気に吹き飛ぶ。

　グレンは背筋を駆かけ上る圧あつ倒とう的な戦せん慄りつと共に、その石を凝ぎよう視しした。

「へ……へへっ……ッ！　そっちの兄ちゃんは気付いたみたいだなぁ？　そうだよ、これは魔術爆ばく弾だんってやつだ……炸さく炎えん黒石って聞いたことあるかぁ？」

　炸炎黒石──軍時代に、グレンも扱あつかったことがある。

　爆ばく晶しよう石より段だん違ちがいの爆発力を持ち、しかも、込こめる魔力量や術式で、その威い力りよくや指向性をも自在に変えられる、破は壊かい工作用の魔術爆弾だ。

　その炸炎黒石による魔術爆弾は、無力化するのが非常に困難だという特性があり、解呪デイスペルには超一流の解呪師が何人も必要で、おまけに多くの時間も要する。

　味方が使えば便利だが、敵が使えば厄やつ介かい極きわまりない典型例のような魔道具であった。

「こいつを起爆すりゃ、このホテルとその周辺はドッカンだ。一体、何人死ぬのか、想像もつかねえなぁ？　くっくっくっ……お前ら、動くなよ……ッ!?」

　教団員達は、いよいよ後がなくなって、冷静な判断力を失ってしまったらしい。

「や、野や郎ろう……ッ!?　越こえちゃならねえ、一線越えやがったな……ッ!?」

　その光景に、グレンは胸中にこみ上げる怒いかりを吐はき出すように叫さけんだ。

「おいッ！　お前ら、馬ば鹿かな真ま似ねはやめろッ！」

「う、う、うるせえッ！　動くんじゃねえよッ!?　ど、どうせ、お前らは、階下の連中のように、俺達を皆みな殺ごろしにするつもりなんだろッ!?　だったら──」

「別に殺してねえよ！　だから、落ち着け──」

「黙だまれ黙れ黙れッ！　それ以上近づくんじゃねえええええーーッ！」

　駄だ目めだ。完全に我を失っている。パニック状態だ。

　無理もない、あんな派手な爆発と爆風に巻き込まれて、誰だれが生きていると思うか。

　さきほどまでのセリカが起こした爆発は全すべて、黒くろ魔ま【プチ・エクスプロージョン】だ。

　見た目の派手さのわりに殺傷力が極きよく端たんに少ない、セリカがグレンへのお仕置きなどによく使用するジョーク魔術であった（もちろん、セリカ作。特許出願中）。

　だが、どうやら、それが必要以上に教団員達を刺し激げきし、追い詰つめてしまったようである。

（くそッ！　どうする!?　あんな危険物を持ち出してくるとは……結局、とんでもねえ事態になっちまったぞ!?）

　石がすでに起動済みである以上、【愚ぐ者しやの世界】は通用しない。下手に取り押さえようとすれば、自や棄けになられて起爆される恐おそれがある。つまり迂う闊かつに手出しができない。

　外にはシスティーナ達がいる。システィーナ達は中の状じよう況きようを知らない。

　もし、あの教団員がやけを起こして、今、いきなり爆ばく弾だんを起動したら──

　そう思うと、震ふるえが止まらない。

「おい、セリカ……連中を刺激すんなよ？　これはもう、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だんの案件だ」

　グレンが声を潜ひそめて、隣となりのセリカに囁ささやく。

「……なんとか軍に連れん絡らくして、外の連中の避ひ難なんを……」

　だが。

　そんなグレンの切せつ羽ぱ詰つまった囁きに、反応はまったくない。

「セリカ、おい……セリカ？　聞いてんのか？」

　訝いぶかしんだグレンが隣をちらりと横目で見れば。

　……セリカが居ない。

　その事実をグレンが認にん識しきした……その時だった。

「おーい、グレン～～ッ！」

　見れば、それは教団員達の向こう側。

　奥の扉の開いたスイートルームの中に据すえられた、やたら豪ごう華かなベッドの上。

　いつの間にそこへ移動したのか。セリカがそこに寝ねっ転がって、トランポリンのように無む邪じや気きに跳はねている姿が、遠目に見えた。

「流石さすがは高級ホテルだぞ！　このベッド、すっごい柔やわらかい！　気に入った！」

「刺激すんなっつったろぉおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　もう泣きたくなってくるグレンである。

「大体、お前、いつの間にそんな所に!?」

「【ショート・テレポ】で、ダイナミックお邪じや魔ましますしました」

「入室ごときで無む駄だに高度な魔術使うなッ！」

　場違いすぎるそんなやり取りの前に、教団員達は呆あつ気けに取られて絶句するしかない。

　すると、そんな教団員達を余よ所そに。

「しかし、なんだ？　この部屋。まだ掃そう除じと片付けが終わってなかったのか？」

　セリカが、少し不満げにスイートルームの中を見み渡わたしていた。

　そして、教団員達へ振り返って言う。

「おい、そこの掃除係。さっさとこの部屋の掃除しちゃってくれよ」

「だ、誰が掃除係かぁああああああああああああああーーッ!?」

　流石にブチ切れたらしいリーダー格の教団員が、反射的に呪じゆ文もんを唱えた。

「《紅ぐ蓮れんの獅し子しよ・憤ふん怒ぬのままに・吼ほえ狂くるえ》──ッ！」

　ごわっ！

　セリカのいるスイートルーム内を、猛もう烈れつな爆炎が破壊の渦うずとなって暴れ回る。

　室内の豪華な調度品が、煌きらびやかな内装が、一瞬にして粉ふん砕さいされた。

「ば、馬鹿め！　舐なめたな、この俺をッ!?」

　意外にあっさり爆炎に飲まれたセリカの姿を嘲あざ笑わらいながら、リーダーが吠ほえた。

「炸炎黒石を持ち出した時点で予想つかなかったか!?　そうだよ、俺は元・魔術師なんだよ!?　某ぼうギルドじゃそれなりの位階で鳴らしていた凄すご腕うでだったんだぜ!?」

「おお、流石、リーダーッ！　やりましたね!?」

「へっ！　俺達のリーダーに敵かなうと本気で思っていたのかよ!?」

「ふっ！　手て応ごたえありだ！　やつは対抗呪文カウンター・スペルを唱える暇ひまもなかった！　直ちよく撃げきだ！　これだけの威力の爆炎……流石に無事ではいられまい！」

「ひゃはははっ！　案外、大したことない相手でしたな!?」

「お前ら、なんでそんなに、やたらめったらフラグ立てまくるの!?　馬鹿なの!?」

　歓かん喜きする教団員達を前に、グレンが頭を抱かかえて叫ぶ。

　長い付き合いのせいか、この先の展開がもう目に見えているからだ。

「ええい、そこのお前らッ！　命が惜おしかったら、早く逃にげろッ！　急げ、死にたいのかぁああああーーッ!?　頼たのむから、早く逃げてくれぇええええーーッ！」

　そんな、グレンの切羽詰まった叫びに。

　何、言ってるの？　あいつ馬鹿じゃねーの？　とでも言いたげに、教団員達が蔑さげすむようにグレンを流し見る。

　すると、そんな彼らの背後から、不意に超ちよう特大の爆炎が唸うなりを上げて襲おそいかかった。

　その刹せつ那な、咄とつ嗟さにグレンは近くの部屋の扉を蹴けり開け、室内に転がり込む。

「「「「ふんぎゃああああああああああああああああああああああーーッ!?」」」」

　哀あわれな教団員達は、そんなグレンが半瞬前立っていた通路を、木こっ端ぱのように、もみくちゃにされながら押し流されていった。

「な──ッ!?」

　リーダーだけは、咄嗟に魔力障しよう壁へきを展開して、その爆風をいなしていたが……

「お前らぁ……ッ!?　いい加減にしろよ……ッ!?」

　煙けむり立ちこめるスイートルームから、ゆらりと亡ぼう霊れいのように出てくるセリカの姿に、ただただ恐れおののくしかなかった。

　言うまでもないが、セリカは当然のように無傷で、その身体からだに煤すす一つついていない。

　そして、その爛らん々らんと血色に輝かがやく双そう眸ぼう、全てを圧殺せんばかりの憤怒の威い圧あつ感かん──セリカの形相はまさに、魔ま王おうとしか形容できない恐るべきものであった。

「ひ、ひぃいいいッ!?　なんで無事なの!?」

「許さんッ！　許さんぞぉ、お前ぇ……ッ！」

　ひたすら恐きよう怖ふに震えるリーダーへ、セリカはまるで死し刑けい宣告のように告げた。

「お前、よくも私の部屋を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてくれたなぁあああーーッ!?」

「デスヨネー」

　セリカのどこかズレた怒りに、グレンが義務のように突つっ込む。

「お前、それでも一流ホテルの掃除係か!?　客が使う部屋を、こんなに散らかして汚よごしまくって……お前には掃除係としての自覚と誇ほこりはないのかッ!?」

「う、う、う、うるせえっ！　俺は掃除係じゃねえぇえええええーーッ！」

　ヤケクソになったリーダーが、再び炸炎黒石を掲げる。

「お前、これが見えねえのかよ!?　俺がその気になりゃ、この一帯がドッカンなんだぜ!?　へへへ、それが嫌いやだったら大人しく──」

　すると、セリカが据わった目で石を指さし、ぼそっと呟つぶやいた。

「《解呪デイスペル》」

　その途と端たん。

　リーダーの手の中で黒石はあっさり力を失い、粉々に砕くだけ散っていた。

「えええええええええええええーーッ!?　解呪デイスペルに超ちよう一いち流りゆうの解呪師が何人も必要なはずの炸炎黒石がぁあああああーーッ!?」

「まったく！　そんな下らない玩具おもちやで遊んでいるから職務怠たい慢まんになるんだッ！　少しは真ま面じ目めに仕事しろッ！　掃除係のくせにオイタが過ぎるぞ!?」

「……何もかも無茶苦茶だなぁ」

　半眼で呻うめくグレン。セリカがとんでもないレベルの魔術師だということを、痛いほど再認識するのであった。

「……ぅ……ぁ……あ……」

　そして、最も早はやすっかり戦意喪そう失しつし、その場にがっくりと膝ひざをついてしまうリーダー。

　そんなリーダーへ歩み寄り、セリカはその肩かたへ、ぽん、と手を乗せる。

「さて……せっかく楽しみにしていた私の部屋を、ズッタボロの台無しにしてくれたお前には、少々お仕置きが必要だよなぁ？　……ん？」

　よほどご立腹なのか。こめかみにビキビキ青筋を立てながら、そう言って。

　セリカは掲かかげた左手に、大気を震わせんばかりの破壊のエネルギーを集め始めた。それはまるで太陽のように輝いて、ホテル内を白く白く白熱させていく──

「ひ、ひぃ──」

　リーダーは恐怖のあまり髪かみの毛が真っ白になり、みるみる老ふけていき──

「アホかぁあああーーッ!?　おい、セリカ!?　そんなもん撃うったら、このホテルがぁああああーーッ!?　ていうか俺まで巻き込むなぁあああああああーーッ!?」

　ぎょっとしたグレンの制止の声も空むなしく──

「《死ね》ぇえええええええええええええええええええええーーッ!?」

　セリカが呪文を叫さけんで、魔術を起動する。

　次の瞬しゆん間かん、全ての視界が真っ白に包まれていった。

　ホワイトタウンが誇る超一流の高級ホテル、シャトースノリアは、文字通り地図から消えてしまうのであった。
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　経過：事件発生より、二時間十四分のスピード解決

　怪け我が人：《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》、ホワイトタウン警備官双そう方ほうより多数。総計、百二十四名。

　死亡者：奇き跡せき的に〇名（ただし、ホテル占拠に参加した教団員のリーダー格が錯さく乱らん中）

　実被ひ害がい：ホテル・シャトースノリア完全倒壊








第二章　北の大地に潜ひそむ闇やみ









　そこは──混じりけのない闇の中だった。

　年中を雪と氷に覆おおわれた極ごつ寒かんの地スノリアの、人知れぬ深しん淵えんの渦か中ちゆうだった。

　一体、其そ処こは何ど処こにあるのか。陽ひの下を歩く堅かた気ぎの者は誰だれも知らないだろう。

　だが、知る人ぞ知る。蠢うごめく闇の底に、それは確かに存在する。

　彼かの地に在ありて、古いにしえより伝えられし秘ひ奥おうを実じつ践せんする者達の祭さい壇だん──銀ぎん竜りゆう神しん殿でん。

　此こ処こは《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の本部であった。

「あの愚おろか者共めがッ！　勝手に先走って、勝手に失敗しただとッ!?」

　闇が支配する空間に、ヒステリックなしわがれた叫びが反はん響きようする。

　その声の調子から、叫びの主は初老の男性と思われた。

　思われたと表現を濁にごすのは、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》のご多分にもれず、その男も三角白頭ず巾きんと白ローブで全身を覆い隠かくし、見た目から年ねん齢れいと性別の判断をつけるのが難しいからだ。

　ただ、その男のローブには、竜りゆう頭ずを戯ぎ画が化した奇き妙みような紋もん章しようが刺し繡しゆうされており、組織内では高い立場にある幹部であろうことだけは、おぼろげながらに窺うかがい知れた。

　この《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の本部は、何処かの古代遺い跡せきの中にある。奇妙な幾き何か学紋もん様ようが刻まれたブロック石を積んで作られた円形の空間だ。

　天てん井じようは高く、闇に吸い込まれて見えない。本当に天井があるかどうかすら疑わしい。

　そして、同じく不可思議な紋様が刻まれた巨きよ大だいな円柱が、その円形空間のあちこちに幾いく本ほんも突き立っており、その円柱の先せん端たんはやはり高き闇の中へと溶とけている。

　そんな円形空間の要所要所には篝かがり火びが幾つもくべられ、その炎ほのおの揺ゆらめきだけが、空間を暗黒に塗ぬり込めようとする重い闇を辛かろうじて焼き払はらっている。

　その中央には、四し角かく錐すい型の巨大な石造りの祭壇がある。

　祭壇の斜しや面めんには階段があり、祭壇の天辺に続いているようだ。

　そして、そんな祭壇の階段の傍に、先ほどヒステリックな叫びを上げた幹部教団員──エルネストは佇たたずんでいる。

　彼は、年若い同志達の先走りによる決起の失敗報告を受け、さらに怒ど鳴なった。

「新参者め！　なぜ、我々の指示を待てないッ！　なぜ、我らが大長老様の、そして、白はく銀ぎん竜りゆう様さまの御ご意志を理解できぬッ!?」

　改めて祭壇周りを見渡してみれば、そこは異様な光景であった。

　祭壇を中心に、何十という三角白頭巾達が何重にも円を作って囲み、祭壇に向かって祈いのるように手を組んで跪ひざまずき、何事かをぶつぶつと一心不乱に呟いている。

　その白頭巾達を繫つなぐように、床ゆかには巨大で禍まが々まがしい魔ま術じゆつ法ほう陣じんが描えがかれている。

　その三角白頭巾達のささやかな祈りの呟きは、幾十にも折り重なることで増ぞう幅ふく反響し、その円形空間の内部を不気味に木こ霊だましていく。

　そんな祭壇の上には──巨大な氷ひよう塊かいがあった。

　知る人ぞ知る。その氷塊は決して溶けず崩くずれない『永久氷ひよう晶しよう』という呪じゆ氷ひようだ。

　そして、その氷塊の中には、一人の少女が閉じ込められていた。

　何かの人柱だろうか？　祈るように手を組んで安らかに眠ねむる幼い少女だ。

　常識で考えれば、生きているはずはない。だが、それを凍とう死し体たいと断ずるには、氷越ごしに覗のぞけるその顔や肌はだには生気があり、本当に眠ってるようにしか見えなかった。

　謎なぞの氷塊少女を取り囲む怪あやしげな魔術儀ぎ式しき場……そこはそんな場所であった。

「ええい、忌いま々いましいッ！　この誇り高き《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の恥はじさらし共めッッッ！」

　そして、エルネストの吠ほえ声に、報告に来た三角白頭巾達がひたすら恐きよう縮しゆくした……

　……その時であった。

「まぁまぁ、そう目くじらを立てないでくださいませ、エルネスト様……」
















　ず……と。

　その女は、その空間にわだかまった闇の中の闇から、まるで染しみ出るように現れた。

　暗くら闇やみに、鮮せん血けつで朱しゆを引くように、その唇くちびるが笑えみの形を作る。

　黒の喪も服ふくを典てん雅がに身に纏まとった奇妙な女だ。

　歳としの頃は二十代の半ばほど。烏からすの濡ぬれ羽ばを思わせる黒くろ髪かみに黒こく瞳とう。頭に被かぶったトークハットから垂れるシースルーのベールが、その女の顔を奥ゆかしく覆っている。

　だが、ベールに覆われて尚なお、その女のどこまでも昏くらい瞳ひとみに渦うず巻まく闇と狂きよう気きは、隠しきれぬほどに周囲へ滲にじみ漏もれるようであった。

　その場に在るだけで、周囲の闇がより一層濃こくなるようなその女は──

「え、エレノア殿どの……ッ!?　いらしていたのか……ッ!?」

　天の智ち慧え研究会内陣インナー・第二団《地位》アデプタス・オーダー──エレノア＝シャーレット。

　研究会の構成員でありながら、かつて女王の秘書官を務め、帝てい国こく政府内を我が物顔で闊かつ歩ぽし、様々な暗あん躍やくを行った知ち謀ぼうの外げ道どう魔術師が、装よそおい新たにそこに居たのだ。

「先ほど先走った教団員の方々は、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の外陣アウター……教団の内陣インナーである貴方あなた達には何の影えい響きようもございませんこと？」

　秘密結社のご多分に漏れず、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》もその構成員は内陣インナーと外陣アウターに分かれている。

　組織の秘奥や運営を管理する、限られた者のみが入にゆう陣じんできる組織の中ちゆう枢すう部──内陣インナー。

　そして、内陣インナーの先兵や手足として動く外陣アウター。

　外陣アウターがいくら捕つかまろうが、決して内陣インナーの情報が外部に漏れることはない。そういう組織構造と仕組みを取るのが、秘密結社の基き礎そ中の基礎だ。

「しょせん、彼らは〝ちょっと危険な火遊びに憧あこがれて入団した、やんちゃな子供達〟……そういった連中を計画実行前に足切りできて、むしろエルネスト様にとっては、好都合だったのでは？」

　くすくす、とエレノアが笑う。笑うだけで周囲の温度がみるみる下がる。

　そんなエレノアに気け圧おされてはならぬとばかりに、エルネストが感情を荒あららげた。

「それはその通りだが……しかし、口を挟はさむのは止やめて頂きたいものだなッ！　これは我々の組織の意義の問題なのだッ！」

　エレノアとエルネストでは、明らかに格が違ちがった。それを誤ご魔ま化かして威い厳げんを保とうとするエルネストの有様は、最早、滑こつ稽けい以外の何物でもない。

「ああ、嘆なげかわしいッ！　最近の若い団員は、我らが《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の崇すう高こうな意義を何一つ理解していないッ！　忌々しいッ！」

　だが、それでも入団させなければ、活動に必要な人数すらおぼつかない。保有する魔術師の数も少ない。秘密結社という区切りで言えば、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》は弱小結社なのだ。

「まぁまぁ、エルネスト様」

　そんな滑稽なエルネストをも受け入れ、抱ほう擁ようするように、エレノアが微笑ほほえんだ。

「そんな状じよう況きようを打破するために……今回、貴方方は我々と結けつ託たくしたのですよね？」

「そ、その通りだッ！」

　エルネストが苛立たしげに言った。

「今回の儀式が上う手まくいけば、我々の教義、信しん仰こう、意義──その全すべてが、この現代に復活するのだッ！　その時こそ、この大いなるスノリアに真の信仰が蘇よみがえるッ！　我々の時代がやってくるのだッ！」

「はい。《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》が、古代より連綿と現代に語り伝えてきた秘奥……そして、我々が保有する魔術の業わざ……その二つが合わさった時、貴方方の数千年に渡わたる悲願は達成されるのですわ……」

　くすくすくす……エレノアが笑う。

　どうして、この女は笑うだけで原初的な本能に根ざす恐きよう怖ふを逆立てるのか。

「……どうか、この儀式に御専心頂けるよう……よろしくお願いしますわ」

　喪服のスカートの裾すその両りよう端たんをそっとつまみ、優ゆう雅がに一礼するエレノア。

　こんなに下した手てなのに、いまいち主導権を握にぎれていない気がするのは、なぜか。

「し、しかしだな、エレノア殿……本当にそんなことが可能なのか？」

　エルネストが、三角白頭巾の下を流れる冷ひや汗あせの感かん触しよくを堪こらえながら、問う。

「無論、件くだんの儀式完かん遂すいは我々の永年の悲願だ。しかし、本当にそれが為なせるなど……」

「ご心配は無用ですわ。理論的には充じゆう分ぶんに可能なこと。実は私、その手の儀式にはとても詳くわしいのです。それに……」

　ちらりと、エレノアが祭壇の上──氷塊の隣となりへ目を向ける。

　エルネストもそれにつられて、そこを見る。

　氷塊の傍かたわらには、一ひと際きわ豪ごう華かな刺繡を施ほどこされた三角白頭巾と白ローブの人物が、豪ごう奢しやな杖つえをついて、眼下の光景を睥へい睨げいしていた。

　その背筋の曲がり方から察するに、どうやら老人であるらしい。

「《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の現マスター……大長老様」

　エレノアがエルネストに視線を戻もどし、くすりと微笑んだ。

「かの御お方かたが今回の計画の遂すい行こうを決意して我々に打だ診しんし、我らの大導師様がそれに応じたのです。研究会の尖せん兵ぺいに過ぎない私は、大導師様の命に従って、大長老様に尽じん力りよくするだけですわ。貴方も大長老様の意を汲くみ、儀式を実践するだけではありませんか？」

「む、むぅ……そうなのだが……」

　エルネストが、祭壇上の大長老をじっと見上げる。

　すると、エルネストの視線に気付いたのか、大長老が力強くエルネストに頷うなずき返す。

　そう。最も早はや、全ては動き出し、エルネストは任されたのだ。後あと戻もどりは許されない。

　ならば、後は計画の完遂を目指し、突つっ走るしかない。

「〝全ては白銀竜様のために〟……わかった。これからも協力、頼たのむぞ、エレノア殿」

「はい、かしこまりましたわ。お任せくださいませ」

　エルネストの言葉に慇いん懃ぎんに一礼しながら。

　──エレノアは、どこまでも冷たく微笑みながら、物思った。

（ふぅ……お子様達のお守りも大変ですわ）

　表の慇懃さとは裏腹に、エレノアは内心どこまでも《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》を蔑さげすみきっていた。

（ですが、ここまでは順調。少々トラブルもありましたが、まぁ、この程度は想定内。件の儀式は概おおむね予定どおり進行中……問題ありません……）

　そして、ふと、エレノアはその表情を引き締しめる。

（それに今回は、あの御方もこのスノリアにいらしています……あの御方の前で無様な真ま似ねだけはできません。慎しん重ちように……慎重に、事を運ばせていただきますわ）

　くすり、と。エレノアは暗闇に朱を引くように嗤わらった。

　塗り潰つぶすような深しん淵えんの闇の中、どこまでも昏く冷たく嗤うのであった。




　──《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》によるホテル占せん拠きよ事件の終結後。

　人々の混乱が次し第だいに収まり、やがて日も落ちた、その夜。

　グレン達は、ホワイトタウン市長宅に招かれ、晩ばん餐さんの歓かん待たいを受けていた。

「いやぁ……まさか、貴女あなたがあの第七階梯セプテンデ、セリカ＝アルフォネアさんだとは」

　長テーブルの食しよく卓たくに並んでつくグレン達の対面に腰こしかけるのは、三十五歳の若きホワイトタウン市長、ジョン＝マイヤール氏だ。その高貴な細ほそ面おもてはやや童顔で、年ねん齢れいよりも若く見える紳しん士しであった。

「ホワイトタウン市議会や銀ぎん竜りゆう祭さい実行委員会、警備官関係者各位の皆みな様さま達も、話を聞いて驚おどろきに驚いていましたよ。いや、こうして直じかに会えて本当に光栄です」

　氏は穏おだやかな笑みを浮うかべながら、セリカを褒ほめ称たたえていた。

「そして、セリカさん。貴女のお陰かげで《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》とのいざこざも無事に早期解決しました。件のホテル占拠に参加していた教団員は全員、現行犯逮たい捕ほできましたし、軟なん禁きんされていた人々も皆、怪け我が一つなく無事に救出されました。市議会では色々と今後の事で揉もめましたが、なんとかこのまま明日からの『銀竜祭』を開かい催さいすることができそうです」

「ふっ、そうか、それは良かった……（中止とか言ったら、この街を地図から抹まつ消しようしてやる所だったぞ）」

　ナイフとフォークで優雅に魚料理を切り分け、すまし顔で口に運ぶセリカ。

　ぼそっと聞こえた物ぶつ騒そうな囁ささやきを、隣のグレンは全力で聞こえない振ふりであった。

「しかし……軽傷とはいえ、ホワイトタウン警けい邏ら署の警備官達に多数の負傷者が出てしまったのは、やはり残念ですね。明日からの業務には支障ないようですが……」

　そして、ジョンは痛ましそうに目を伏ふせる。

　その言葉に、グレンがぎくりとフォークを嚙かんだ。

「それに、我がホワイトタウン市が総力を挙げて築いた高級ホテル、シャトースノリアも完全倒とう壊かいしてしまって……それというのも全て……」

「そ、そ、そうなんですよぉーーッ！　さっきボクが正直に供述しましたとおり、全てあのにっくき《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の仕し業わざでしてーーッ！」

　途と端たん、汗だらだらのグレンが慌あわてて、弁明し始めた。

「まったく、あいつらって本当に質たちが悪いですよね!?　あんな凶きよう悪あくな爆ばく弾だんまで持ち込んでいたなんて！　セリカに制圧されて計画が頓とん挫ざしそうになったからって、苦し紛まぎれにその爆弾を起爆させて、栄はえある高貴なホテルを完全破は壊かいしちゃって、もう本当にド許しがたい連中ですよね!?　ね!?」

「ん？　グレン？　なんか話が違ちがくないか？　だってあれは、私が──」

「いいから黙だまってろ！　頼むから黙っててくれ、お願いしますッ！」

　慌てて手を伸のばして、隣に座るセリカの口を塞ふさぐグレン。

　グレンからは何も聞かされていないが、なんとなく事情をお察しなシスティーナとルミアは、戦せん々せん恐きよう々きようと頰ほおを引きつらせながら苦笑いを浮かべており……

「……はむはむ」

　リィエルは我関せずとばかりに、デザートの苺いちごタルトを山のように皿に積んで、ひたすらリスのように頰張っていた。

「市長さんッ！　連中はホテル爆破について、きっと、〝ボクじゃなーい〟とか、しらばっくれると思いますから、しっかりと責任追つい及きゆうしちゃってくださいね!?　爆弾の破は片へんという動かぬ証しよう拠こがあるんですから、是ぜ非ひ、連中に正義の鉄てつ槌ついを！」

「ええ、それはもちろんです」

「ああ、それにしても本当に残念だなぁーーッ！　俺達がもうちょっと上う手まく立ち回れば、あの高級ホテルを爆破されなくて済んだのかもしれないのになぁーーッ!?」

「いえ、それには及およびません。どうか気に病やまないでください、グレンさん」

　すると、義ぎ憤ふんに燃えている（ように見える）グレンを宥なだめるように、ジョンは穏やかに言うのであった。

「ホテルは所しよ詮せん、物です。壊こわれたなら、また建て直せばいいんです。ですが、人はそうもいきません。だから、はるばるこのスノリアを訪おとずれてくれたお客様方が、皆無事だったことをここは素す直なおに喜びましょう」

　そして、ジョンはセリカとグレンへ深々と頭を下げた。

「もし、お客様方の身に何かあれば、本当に『銀竜祭』を中止しなければならないところでした。市を代表してこの私、ホワイトタウン市長ジョン＝マイヤールが、お二方に心からお礼申し上げます。……本当にありがとうございました」

「くっそ！　この人、聖人過ぎる！　心が痛いてぇ!?　心が痛ぇ!?」

「おいおい、グレン？　食事中になんだ？　行ぎよう儀ぎが悪いぞ？　紳しん士し淑しゆく女じよたるもの常に余よ裕ゆうをもって優雅にだな……あ、すまん、そこの給仕、食後の紅茶を頼む。そうだな……リフレスの特急熟選茶葉を八分煎せんじで、カモミールを一ひと摘つまみ合わせてくれ」

「面めん倒どう臭くせぇ注文してんじゃねーよ!?　お前はもっと、心を痛めろッ！」

　すまし顔のセリカに、目を血走らせて吠ほえかかるグレンであった。

　そんなグレンとセリカのギャーワーうるさいやり取りを尻しり目めに。

「あの……市長さん？」

　ルミアがおずおずと手を上げて、問う。

「ええと、あんなことがあっても、明日からの『銀竜祭』は行われるんですよね？」

「ええ、そうです。予定どおりに」

「その……ちょっと不思議に思いまして。どうして、そこまで『銀竜祭』に拘こだわるんでしょうか？　事情はよくわかりませんが、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の人達みたいに激しく反対して、過激な手段に出る人達もいるのに……」

「はは、確かに。余よ所そから来られた方々には、少し奇き妙みように思えるかもしれませんね」

　特に気分を害した風もなく、ジョンが苦く笑しようすると。

「……拘るのは、『銀竜祭』が今のこのスノリアの生命線だからです」

　ジョンの傍らに影かげのように付き従っていた歳とし若い女給仕が、突とつ然ぜん、口を挟はさんだ。

　先ほど、ジョンから紹しよう介かいされた、ジョンの侍じ女じよ兼けん秘書の女性──ミリアだ。

「元々、このスノリアは帝てい国こくの辺境……近代化の波に取り残された、限界集落の見本のような土地だったのです。ここは只ただでさえ人が住むには厳しい地域。過か疎そ化かは年々激しく進行し、もうスノリアは静かに滅ほろび行くしかなかった……そういう地方だったのです」

　すると、ジョンが何か物言いたげにミリアへ目配せするが、ミリアは〝いいえ、言わせて頂きます〟とばかりに続けた。

「そんな故郷を救わんと立ったのが、ここにおわす我が主あるじ……ジョン市長です。帝都のアルザーノ帝国大学で最新の経済学を修めた市長は、政府高官職のスカウトも蹴けってスノリアに戻り、郷土復興政策を推進しました」

「官職を蹴った？　ほう？　そりゃあなんとも豪ごう気きな……」

「市長は、その卓たく越えつした施し政せい手しゆ腕わんを振るい、観光事業を主しゆ軸じくにスノリアを瞬またたく間まに蘇よみがえらせたのです。こんな辺へん鄙ぴなスノリアに鉄道が敷しかれたのも、市長の交こう渉しよう手腕と、大学時代に培つちかわれた人脈の賜たまもの……」

　どうやらグレン達の前にいる人物は、思った以上の傑けつ物ぶつのようであった。

「今では、ウィーナス商会やレイディ商会などの各有力商会の協力も得て、スノリアは見違えるほど発展することができたのですよ」

「そ、そうだったんですか……凄すごいですね……」

「そういえば、確かにスノリアが観光名所として有名になったのって、本当にここ最近の話だって……」

　ルミアとシスティーナが目を丸くして驚く。

「ははは、大したことじゃありません。私は生まれ育ったこのスノリアのために何ができるか……それを考えて実行しただけなんです」

「そして、市長が推進した観光事業の一つの目玉が、明日からの『銀竜祭』というわけです。これによって生まれる経済効果は周辺地域の住民達の生活を……」

「はいはい、ミリア、ストップ」

　面おもはゆそうにミリアの弁舌を遮さえぎり、ジョンがその後を続ける。

「『銀竜祭』は、このスノリアに根強く残る白はく銀ぎん竜りゆう信しん仰こうに根ざした伝統祭事なんです」

「白銀竜……あ、それ知ってます！　なんでも遥はるか大昔、この地方一帯は、白銀竜と呼ばれる竜の神様が加護してくれたおかげで、平和で豊かに暮らせていたんですよね？」

「おお。流石さすが、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の生徒さん。勉強家ですね」

　システィーナの言葉に、ジョンが満足そうに頷く。

「その通りです。その逸いつ話わが噓うそか誠まことか、そのような竜が本当に実在したか否いなか……今となっては真実は知り得ませんが、私は観光事業の一いつ環かんとして、その白銀竜を祭る『銀竜祭』を復活させたのです」

「あー……なんとなく事情がわかって来ました」

「ええ、恐おそらくお察しの通りです」

　ジョンが少し疲つかれたように、システィーナへ頷うなずいた。

「《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》は、辺境特有の排はい他た的性質を持った白銀竜信仰の最さい右う翼よく集団です。その幹部構成員の殆ほとんどが年配の方々で、自分達だけの物だと信ずる神聖な祭事を、我々若じやく輩はい者ものや余所者に勝手に執とり行われ、商業利用されることが我が慢まんならないのです」

「それは……根が深い問題ですね……」

「僕も、なんとか彼らの理解を得ようと、今もなお交渉を続けているのですが、彼らは頑かたくなに話を聞いてくれません。ですが、今を生きるこのスノリアの住人達の生活のためにも、今さら『銀竜祭』を止やめることはできないのです」

「ふん、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の老害どもなど、放ほうっておけばよいのですよ」

　すると、よほど腹に据すえかねているのか、ミリアが強い語気で言った。

「かつて、長年に渡わたってスノリアを牛ぎゆう耳じっていた《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》……彼らはスノリアを滅びゆくに任せ、何もしてこなかったではありませんか」

「ミリア」

「教団のトップに居座る連中は、教団内の権けん威いと地位を護まもることばかりに執しゆう心しんし、人々に竜の教えを一方的に押しつけ、ふざけたお布ふ施せを要求するばかりで、寒村で飢うえた私達にパン一つ配ることもしなかった！　そんな私達が今、こうして人間らしい温かな生活を享きよう受じゆできるのは、全すべてジョン市長のお陰だというのに！　あまつさえ、最近の若者の間では遊び半分で《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》を支持する者達も居て──ッ！」

「ミリア、君は優ゆう秀しゆうな秘書だけど、すぐ感情的になるのがいけない」

　苦笑いしながらミリアを宥め、ジョンがグレン達を振り返る。

「……とまぁ、そういうわけで。色々と私達にも事情があるのです。貴女あなた達には納なつ得とくできないかもしれませんが、どうかご理解いただけると助かります」

「い、いえ……こちらこそ、何も知らないくせに、込こみ入ったことを聞いてしまって、すみません」

　ルミアが恐きよう縮しゆくしたように頭を下げた。

「いえいえ、いいんですよ。それよりも、我々は貴方あなたがたを歓かん迎げいします。ようこそ、我らがスノリアへ」

　ジョンはルミアを安心させるように、穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「この時期、スノリアには様々な見所やイベントが用意されています。貴方がたはこの街の恩人、滞たい在ざい費用や遊興費は全て私がもちますので、どうか、目一いつ杯ぱい、スノリアでの秋休み休きゆう暇かを楽しんで行かれてください」

「おい、グレン、聞いたか？　市長もそう言ってるし、遠えん慮りよなく遊び倒たおそうぜ!?」

　そんな聖人君子なジョンにつけ込み、どこまでも図太すぎるセリカ。

「ぁあああああ、もうッ！　お前ってやつぁ!?　心が痛いてぇ！　心が痛ぇえええーーッ！」

　そんな彼女の前には、流石のグレンも、ロクでなしの称しよう号ごうを返上せざるを得ないようであった。




　こうして、ジョン市長の厚意で、グレン達はこのスノリア滞在中、この豪ごう奢しやな市長邸ていに客人として逗とう留りゆうすることが決まった。

　元々、ジョンは質素な生活を旨むねとしていたらしいが、〝街の長たる者、それなりの格式を持った家と生活を〟と市民から望まれ、この市長邸に無理矢理押し込まれたらしい。

　そういう経けい緯いもあり、この市長邸は高級ホテルの規模には遠く及ばないが、それでも上流階級層基準から見ても立派な貴族屋や敷しきであり、部屋には余裕があった。

　そこで、グレンとセリカにそれぞれ個室を、システィーナ、ルミア、リィエルの三人で大部屋を借り、倒とう壊かいしたホテルの代わりに寝ね泊とまりすることになったのである。

「はぁ～～、ったく、疲れた……」

　グレンが深い溜ため息いきを吐つきながら、絨じゆう毯たんが敷しかれた市長邸内の通路を歩いていた。

　その格好は、着き崩くずしたワイシャツにスラックス、首にかけたタオルと、非常にラフな格好だ。ちょうど今、グレンは大浴場で風ふ呂ろを浴びてきたのだ。

　濡ぬれた髪かみや火ほ照てった肌はだからは湯気が立っているが──

「うぉおおお～～っ!?　寒ッ!?　寒ッ！」

　歩きながら急速に冷めていく身体からだの熱に、グレンが身を震ふるわせた。

　寒冷地の住宅である市長邸内は、全部屋に暖だん炉ろや石炭ストーブが設置されており、常に暖かな暖気で満たされている。

　が──仕方ないことだが、階段や通路に限っては、その限りではない。

　さっさとどこかの部屋に入ろうと、グレンは等とう間かん隔かくに設置された淡あわいランプの光を頼たよりに、早足で薄うす暗ぐらい通路を歩く。

　ふと、嵌はめ殺しの二重窓の外を見れば、しんしんと降り続ける綿雪の陰いん影えい。

　吹ふきかける息が、窓まど硝子ガラスの表面を白く曇くもらせた。

「えーと、確か、ここが……」

　グレンが、傍かたわらの扉とびらを開いて中へ侵しん入にゆうする。

　先ほど頭の中に入れた屋敷見取り図の記き憶おくどおり、そこは談話室ラウンジであった。

　暖かな絨毯が敷かれ、シャンデリアや剝はく製せいなどの品の良い調度品が飾かざられている。奥に設置された暖炉が、ぱちぱちと静かに燃えている。入室した途と端たん、暖かな空気が冷えかけたグレンの身体を、ふわりと優やさしく抱だき留とめた。

「ん？」

　グレンは、この談話室ラウンジに先客がいることに気付いた。

「……ねぇねぇ、システィーナ。ここ、わかんない……答え教えて」

「もう、駄だ目めよリィエル。まずはちゃんと自分で考えないと」

「むぅ……いじわる」

　談話室ラウンジのテーブルとソファに見慣れた顔があった。

　寝間着ネグリジエ姿のシスティーナ、ルミア、リィエルの三人だ。

　テーブルの上に、ノートやら教科書やらを広げて、顔を突つき合わせている。

「何やってんだ？　お前ら……」

「あっ、先生。う、わぁ……」

「ちょ──入るならノックくらいしてくださいよねっ！　もうっ！」

　すると、ルミアとシスティーナが頰ほおを赤らめ、慌あわてたように傍らに置いてあった上着を羽織り、寝間着ネグリジエ姿を隠かくす。

「「……？」」

　その行動の意味がわからないグレンとリィエルは首を傾かしげるだけだ。

「え、ええと、夜の空いた時間を利用して……皆みんなで、秋休みの課題をやってたんです」

「旅行に来てまでか？　……真ま面じ目めだねぇ」

　呆あきれたようにぼやくグレンであった。

「旅行中くらい、んなもん忘れりゃいいのに」

「いいじゃないですか、別に……」

　憮ぶ然ぜんと返すシスティーナ。

「まぁ、明日から銀ぎん竜りゆう祭が始まるんだ。早く寝ねとけよ？」

　談話室ラウンジ内にある、グレンが入った扉とは反対側の扉を目指して歩くグレン。

　その扉の向こうにある階段を上った先に、グレンの部屋があるのだ。

　そういうわけで、グレンがシスティーナ達の傍らを通り過ぎようとすると。

「あ、そうだ。ねぇ、システィ。さっきのところ、今、グレン先生に聞いたらどう？」

「……それもそうね」

　そんなことを言い合うシスティーナとルミアに、グレンは足を止めた。

「どうした？」

「あ、えっとですね」

　すると、システィーナはグレンへ魔術の参考書を差し出した。

「この問題の、ここの配列が、どうしてこうなるのかが、イマイチわからなくて」

「ほう？　このグレン＝レーダス大先生様に見せてみな？」

　どや顔でグレンが参考書を受け取り、そこに書かれている根源素オリジン配列式を見る。

「ああ、これな。このケースの配列変へん換かんは特とく殊しゆ法則でな……えーと、……うん？」

　すると、いつもならすぐ、スラスラとわかりやすい解説が返ってくるのだが。

「アレ？　えーと……これ、なんだっけ？　あー、そこまで出かかってるんだが……くっそ、出てこねえ……えーと、うーんと……」

　今日は珍めずらしく、グレンの歯切れがどうにも悪い。

「くそっ！　すまん！　なんかここ、ド忘れしてやがる。ええい、もどかしい！」

「め、珍しいですね、先生がこんなに苦戦するなんて」

「あはは、先生でもそういうことあるんですね」

　システィーナとルミアは目を瞬またたかせて、グレンの様子を見守るしかない。

「あ、あの……先生？　す、すみません、旅行中なのに。ええと、もし、この場でわからなかったら、その、帰ってからでもいいですから」

　システィーナは気き遣づかうようにそんなことを言うが、それが一応、なけなし程度にはあったらしいグレンの教師としてのプライドを抉えぐったらしい。

「ええい！　ちょ、ちょっと待ってろ！」

　その参考書を持ったまま、グレンはその場を立ち去ろうとする。

「先生!?　どこへ行くんですか!?」

「忌いま々いましいが、セリカに聞いてくる！　すぐ戻もどってくるからな！」

　まったくもう、子供っぽいなぁ。そんなシスティーナの呆れながらも微笑ましい目を背中に受けながら、グレンはその談話室ラウンジを足早に出て行くのであった。




「くっそう！　この俺としたことが、こんなド基き礎その基礎を、ド忘れするとは！」

　悔くやしげに歯は嚙がみしながら、グレンがずかずかと通路を歩いて行く。

　答えられて当然のことを答えられず、その悔しさで通路を支配する肌はだ寒ざむさのことはすっかり忘れてしまったようだ。

「えーと、セリカの部屋は、確かあっちだな？」

　通路を過よぎって、階段を登り……やがて、グレンはセリカの部屋の前に立っていた。

「あーあ、絶対、バカにされるぞ……こんなこともわかんないのかって。……鬱うつだ」

　だが、なぜかシスティーナ達の質問に答えられない方が、なんとなく嫌いやなのだ。

　仕方ないと諦あきらめ、グレンが部屋の扉をノックしようとすると。

　扉を叩たたこうとする手を、グレンはふと止める。扉越ごしに話し声が聞こえたのだ。

「……セリカ？」

　思わず、グレンが扉の向こう側へ聞き耳を立ててしまう。

「──いい加減にしろよ、お前!?」

　扉越しのせいでくぐもってはいるが、セリカの声だ。

「何度言ったら、わかる!?　私はもう思い出せもしない使命なんて──ッ！」

　常に人を食ったような態度のセリカが相当苛いら立だっている。かなりの剣けん幕まくだ。

　ただ、セリカが話をしている相手はよほど小声らしく、扉の外で聞き耳を立てているグレンには聞こえなかった。

「──わかってる。そんなこと、わかってるんだよ！　だが、それでも、私は──ッ！」

　やがて、セリカの吐はき出す言葉に、どこか堪こらえきれない苦く悩のうが交じり始めていた。

　今にも頭を抱かかえて泣き出しそうな、そんな雰ふん囲い気きだった。

「……やめろよ……やめてくれ……もう言わないでくれ……頼たのむ……」

　一体、誰だれがそこまでセリカを追い詰つめているのか？

　途端、聞き耳を立てていたグレンの腸はらわたが煮にえくりかえってくる。

「おいっ！　てめぇッ！」

　反射的に、グレンは扉を蹴けり開け、部屋の中に飛び込んでいた。

「グレン!?」

　グレンへ背を向けるようにソファに座っていたセリカが、驚おどろいたように振ふり返る。

　構わず、グレンはずかずかと室内へ侵入し──

「どこの誰だか知らねえが、てめぇ、一体、セリカに何の用だ？　ああん？」

　セリカに何事かを吹き込んで追い詰めていた、憎にくき相手を睨にらみ付けようとする。

　睨み付けようとしたのだが。

「……は？」

　次の瞬しゆん間かん、グレンは愕がく然ぜんとして硬こう直ちよくするしかなかった。

　なぜなら──テーブルを挟はさんだセリカの対面には。この室内には。

　セリカ以外、誰もいなかったからだ。

「あ、あれ？　どういうことだ……？　お前、今、誰と話して……？」

　冷たいものが背中を駆かけ上る感覚を堪えながら、グレンがセリカを見る。

「…………」

　セリカはしばらく無言だったが、やがて。

「えーと……ははっ、ははは……ど、どうやら心配かけちまったみたいだな！」

　ポケットから宝石型の通信魔ま導どう器きを急に取り出して、グレンに見せていた。

「……ちょっとこれで、とある昔なじみの人物と遠えん距きよ離り通話をしててな……うん」

「…………」

「そいつとは、とある案件でずっと揉もめていたんだが……安心しろ。もう絶交したよ。おかげでせいせいしたわ、ははははっ！」

　グレンは、微かすかな喉のどの渇かわきを感じながら、セリカを見る。

「ていうか、お前さ。私とお前の仲とはいえ、女性の部屋に入る時はノックくらいしろ、まったく……その歳としでそんなデリカシーないようじゃ、お母さん、心配だぞ？」

　セリカはいつもどおりだ。いつもどおりに見える。

　いつもどおりなのだが……なぜかグレンは、一いち抹まつの不安を覚えていた。

「そんなことより……なぁ、グレン」

　そんな煮えきらない表情のグレンへ、セリカはいつものように、何かを企たくらんでいるかのような悪戯いたずらっぽい表情で笑いかけた。

「遠路はるばるこんな所まで来たんだ。明日からの銀竜祭、目一いつ杯ぱい楽しもうな？」

「お、おう……」

　そんなセリカに、グレンは曖あい昧まいに頷うなずき返すしかないのであった。








第三章　銀ぎん竜りゆう祭の開かい催さい









　次の日の早朝。

　銀竜祭開催のセレモニーは、厳おごそかに始まった。

　大勢の観光客達が見守る中、ホワイトタウンの東口、西口、南口から、純白のローブを纏まとった巫み女こ役の少女達が、数名の従者を引き連れ、市内へ入来したのだ。

　その巫女は、それぞれスノリアの東、西、南集落方面からの代表者なのだ。

　巫女は各集落の竈かまどで灯ともされた聖火を、銀細工のランタンに灯してそれを掲かかげている。

　そして、その巫女に従う従者達は、渓けい谷こくで取れた川魚の燻くん製せい、山やま間あいで捕とれた鹿しか肉の燻製、リャマの乳酒、ガジャ芋いもなど、スノリアで収しゆう穫かくできる幸さちを抱えている。

　三組の巫女と従者達は、警備官達が厳重に警備する東、西、南の大通りを、それぞれ厳かな雰囲気で歩いて行き、ホワイトタウン中央大広場を目指した。

　中央大広場には劇舞ぶ台たいのような大きな祭さい壇だんが築かれ、その周囲を大勢の観光客が息を潜ひそめてごった返している。

　やがて、三組の巫女と従者達が祭壇に辿たどり着き、聖火と供く物もつを奉ほう納のう、そこで待機していた神官が伝統儀ぎ礼れいに沿って、儀式を進行していく。

　やがて、予あらかじめ祭壇で待機していた四人目の巫女が、三つの聖火を一つに纏まとめ、供物を抱えた従者達と一いつ緒しよに、北の大通りを北上していった。

　聖火と供物を、北の山脈の入り口の麓ふもとに築かれた《竜の祠ほこら》に納めるのだ。

「ねぇ、先生。今の儀式ってどういう意味があるんでしょうか？」

　北へ向かう巫女の一団を見送りながら、ルミアが不思議そうに言った。

「うーん……流石さすがの俺も、こんな辺境の土着宗教の儀礼はよくわからんな……」

　頭を搔かきながら、グレンが言葉を濁にごす。

「ふっふーん！　どうやらここは私の出番のようですね！」

　すると、システィーナが得意げに胸を張った。

「こういう民みん俗ぞく学・考古学的なことは私に任せてください！　あの儀式はですね──」

「アレはこのスノリア地方の守護者ガーデイアン、白はく銀ぎん竜りゆうに感謝を捧ささげる儀式だ」

　だが、システィーナが何かを言おうとしたことに先んじ、セリカがあっさりと言った。

「……白銀竜？　例の土着地方宗教の白銀竜信しん仰こうが奉ほうじる神性か？」

　グレンがセリカを振り向いて、聞き返す。

「そうだ。かつてこのスノリアには、この一帯を守護する白銀竜という神がいたとされている。白銀竜の加護のお陰かげで豊かな暮らしを享きよう受じゆできた、とも。つまり、この地で得られる収穫物は、この一帯の自然を支配していた白銀竜様のお恵めぐみだった、というわけだ」

「噓うそ臭くせぇ。竜なんてただの魔ま獣じゆうだろ。人間に仇あだ為なす害獣だろ」

「さあな。だが、もし話が実話だったら、その白銀竜とやらは、年月を経へて人を超こえる知性を得た古代竜エインシヤント・ドラゴンだったのかもしれん。今となってはわからん。何せ、今やこのスノリアのどこにも、竜一いつ匹ぴきの存在すらも確かく認にんできないんだからな。かつて、この地に白銀竜と呼ばれる竜がいた……と、伝説に語られるのみだ」

「やっぱな。所しよ詮せん、伝説は伝説だろ。そんな竜、いるわけねーんだよ」

「わからんぞ？　年月を経た竜は、人間に化身することもあると言われているからな。その白銀竜様とやら、今も案外、身近な所にいるのやもしれんぞ？」

「はっ！　ンな馬ば鹿かな！」

　グレンがセリカの弁を一いつ笑しように付した。

「ぐぬぬ……さすがアルフォネア教授ッ！　あっ、でも、先生！　この話には少し興味深い逸いつ話わがありまして！　あの儀式って、実は──」

　すると、システィーナがさらに何かを話そうとするが……

「それにあの儀式な、元々は〝白銀竜へ生いけ贄にえを捧げる儀式〟だったという説がある」

「──うぐ!?」

　またしてもセリカに先んじられてしまい、システィーナが頭を抱えた。

「生け贄だぁ？　おいおい、なんだか穏おだやかじゃねえな？」

「あの北の祠へ供物を奉納に向かった巫女は、その身を賭として、荒あらぶる神竜を鎮しずめた人ひと身み御ご供くうの暗喩メタフアーだ。かつての風習が形を変えて残ったってわけだ」

「マジかよ……こっわ」

「そ、そうなんですよ、それでですね、先生。私、思うんですが、その白銀竜──」

「白銀竜が人々を護まもる神だったのか？　それとも人々に仇為す悪あつ鬼きだったのか？　その答えは、案外、両方正しいんじゃないかと私は思ってる」

「──うぐっ。じ、実は私もそう思ってて……その根こん拠きよは……」

「というのも、この銀竜祭はセレモニーの一いつ端たんとして、白銀竜に捧げる奉納舞ぶ踊ようをやるんだが、その演えん舞ぶの内容がまさにそんな白銀竜の二面性を表したような感じなんだ」

「奉納舞踊？　そんなのがあるのか？」

「ああ。この地方に伝わるとある民間伝承を、舞踊で表現するものだ。この銀竜祭におけるメインイベントの一つだそうだ」

　グレンの言葉に、セリカが頷く。

　システィーナはここぞとばかりに口を開いた。

「そ、そうなんですよ！　そして、この私の考えでは、その奉納舞踊は──」

「私は、その奉納舞踊で取り上げられる伝承は『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』の原典の一つだと考えている」

　また謀はかったように先んじられ、システィーナは雪の上にビターンと転んでしまう。

　ここまで被かぶると、わざと意地悪されてるのかと勘かんぐってしまうほどだ。

「はぁ？　なんでここで『メルガリウスの魔法使い』ぃ～～？」

　また、自分達に先回りするように出てきたその言葉に、グレンが辟へき易えきする。

　童話『メルガリウスの魔法使い』。それは、魔導考古学者にして童話作家であったロラン＝エルトリアが書いた、アルザーノ帝てい国こくに広く伝わるお伽とぎ噺ばなしだ。

　そして、それは帝国各地に残った伝説や神話、民間伝承を集め、その特に共通する類るい似じ項こう、正義の魔法使いと魔王の戦いの逸話を主しゆ軸じくに、著者ロラン＝エルトリアが独自の解かい釈しやくの下もと、編へん纂さんした古代神話集大成でもある。

「『メルガリウスの魔法使い』の第七章だったかな？　この銀竜祭で行われる奉納舞踊は、今はいなくなってしまった白銀竜の鎮ちん魂こんのための儀式なんだが、それが第七章の内容にどうにも類似点が多い。ふっ……恐おそらくロラン＝エルトリアも、かつて古代史研究にこのスノリアの地を訪おとずれて、自身の著作に組み込んだんだろう」

「ふーん、なるほどねぇ。よく知ってんなぁ、流石、セリカだ」

「うぐぐぐぐぐぐぐぅ～～……ッ！」

　語りたいことをほぼ全部セリカに言われ、歯は嚙がみするしかないシスティーナであった。

「システィーナ、顔が雪塗まみれ。変なの」

「し、仕方ないよ。アルフォネア教授がいたら、システィの出番はないよ……」

　リィエルがきょとんと小首を傾かしげ、ルミアが涙なみだ目めなシスティーナを慰なぐさめる。

（しっかし、『メルガリウスの魔法使い』の第七章って、どんな話だったっけ……？）

　そして、グレンが幼い頃ころの記き憶おくの奥底をほじくり返そうとしていると。

「おーい、お前達。もう始まりのセレモニーは終わったんだ。せっかくだから、このホワイトタウンで行われている各種イベントを回ってみようぜ」

　妙みようにはしゃぐセリカが、グレンの右手を引いて、さっさと歩き出す。

「あっ!?　お、おい……待てって、こら！　引っ張るなって!?　ったく、大の大人が祭りごときで大はしゃぎしやがって……ガキかよ」

　だが、そんなグレンは口で言うほど嫌いやそうでもなく、セリカに引っ張られるまま、そのまま歩いて行く。

「うぬぬぬ……」

「あはは、想像以上に強敵だね、教授」

「むぅ……セリカばっかり、なんかズルい」

　そんなグレン達を、システィーナが悔くやしげな表情で、ルミアが苦笑いで、リィエルがほんの少し眉まゆ根ねを寄せて見送るのであった。




　銀竜祭開催のセレモニーが終しゆう了りようした後。

　大勢の観光客で賑にぎわうホワイトタウンに、本格的な祭りが動きだした。

　年に一度の『銀竜祭』ということで、まるで聖夜ノエルのように、様々な装そう飾しよくが施ほどこされたホワイトタウンの街並みは実に華はなやかであった。

　街の各所で合奏隊がひっきりなしに楽しげな演奏を行い、ベルが鳴り響ひびく。空には花火がひっきりなしに打ち上げられ、見事な大輪を息つく暇ひまもなく咲さかせている。

　東西南北の大通りは、ホット蜂ミ蜜ー酒ドやソーセージなどの軽食屋台が所ところ狭せましと並び、休む暇もなく竜を模した被り物をした連中が行列を組んで、パレードが行われていた。

　軽快で楽しげな雰ふん囲い気きは、街の中だけには留とどまらない。

　西の門から街の外へ出てみれば、広がる雪原に犬ぞりレースが開催され、大盛せい況きよう。

　東南の門前にある凍こおった湖の上はスケート場が敷ふ設せつされ、大勢の観光客達がスケートを楽しんでいるし、地元民による即そく席せきスケート講座も開かれている。

　街の南の木々の疎まばらな雑木林の中では、雪像コンテストが開催されており、この日のために作られた見事な雪像が、散策に訪れる者達を飽あきさせない。

　グレン達は賑やかなホワイトタウン中を足を棒にして回り、楽しげな祭りの雰囲気を存分に楽しむのであった──




「なぁ、グレン！　北西区の高台に上ってみないか!?　そこから仰あおぐ西のアイスリア山が絶景らしいぞ？　お前も見たいだろ!?　我が弟で子し！」

「はいはい、どうぞお好きに。付き合いますよ、我が師匠マスター」




「見ろ、グレン。お前の分まで買ってきてやったぞ？　食え」

「はぁ!?　なんでこんなクソ寒い中、アイスなんか食わなきゃならねーんだ！」

「寒いときに冷たい物食べるのがオツなんだろ。ほら、食えって。それとも食わせてやろうか？　はい、あーん……」

「するかッ!?」




　そして、終始楽しげなセリカは、グレンにべったりだった。

　何かとグレンの傍かたわらを離はなれず、いつも以上の自由さで好き放題に振ふり回していた。

　──が。

「負けてられないわッ！」

　このセリカの圧あつ倒とう的攻こう勢せいに、ついにシスティーナの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「教授にとって、先生がかけがえのない家族ってことはわかるわ！　でも、いくらなんでもこれじゃ、私達、完全にお邪じや魔ま虫じゃない……ッ！」

　悔しげに拳こぶしを握にぎり固めるシスティーナ。

「このままじゃ、この旅行で、先生に私達を女の子として見てもらえるようになるどころか、私達が一緒に居たっていう記憶すら、先生の頭に残らないわ！」

「そうだね……このままじゃいけないよね！　うん！」

「わたしにはよくわからないけど。……わたしももっとグレンと遊びたい。なんかセリカばっかりズルい」

　いつもは淑しとやかでほんわかしたルミアも、いつになく表情を引き締しめ、リィエルもどこか不満げに口を尖とがらせていた。

「なんとかして、ペースを私達に持ってこないと！」

　だがどうしたものかと、システィーナが頭をフル回転させる。

　と、そんな時だ。

「でも……アルフォネア教授、本当にどうしたんだろう？」

　ルミアがふと、何かに気付いたようにその細い顎あごに手を当てた。

「どうしたの？　ルミア」

「その、確かに教授……グレン先生にべったりで、もの凄すごく楽しそうなんだけど……」

　すると、ルミアは微かすかに表情を引き締め、慎しん重ちように言葉を選んで言った。

「同時に、なんだか凄く焦あせっていらっしゃるような……？」

「焦ってる？　教授が？」

　妙なルミアの台詞せりふに、システィーナがセリカ達を流し見る。

　当のセリカは、遊ゆう戯ぎ屋台でグレンと射的勝負をやっていた。

「いっえーいっ！　私の勝ち～～ッ！　ざまあ！」

「汚きたねえッ！　汚えぞ！　お前、最後、魔術使ったろ!?　コルク弾だんが、途と中ちゆうであり得ない曲がり方したじゃねーか!?　おい、こら、聞いてんのか!?」

　そんなやりとりをするセリカの横顔は……こんな極ごつ寒かんの地にあるというのに、まるで真夏の太陽のように輝かがやいている。

　焦っている、と言われても、システィーナには何もピンと来ない。

「うん、やっぱり、教授……何かに焦ってらっしゃると思う……」

　だが、ルミアは確信しているようだった。

「うまく言えないんだけど……まるで、今回の機会を逃のがしたら、もう二度と、先生とこんな楽しい時間を過ごす機会はない……そんな風に思い詰つめているような……？」

「うーん……そう？　考えすぎじゃない？」

「……だといいんだけど」

　ルミアが苦笑いをして、システィーナに応じた。

　ルミアの気のせい……と思いたいが、これまでの人生経験的に、他人の心の機き微びには人一倍敏びん感かんなルミアだ。そのルミアがそう感じるというなら、気にはなる。

　……とはいえ。

「でも、このままじゃいけないってのは同じ意見でしょ？　だって、せっかくの旅行なんだし……（私だって、もっと先生と一いつ緒しよに遊びたいし……）」

「……システィ？　最後、何か言った？」

「えっ!?　いや、なんでもない！　なんでもないの、あはは……ッ！」

　ぼそぼそした呟つぶやきを拾われかけ、システィーナは慌あわてて手を振った。

「でも、一体どうしたらいいのかしら？　割り込める隙すき、なさそうなんだけど……」

　そして、前方を並んで歩くグレンとセリカの後を、システィーナ達がとぼとぼとついていきながら溜ため息いきを吐ついていた……その時だ。

「あああああああああああああーーッ!?　あ、貴女あなた達はーーッ!?」

「あああああああああああああーーッ!?　お、お前らはーーッ!?」

　不意に、システィーナ達の背中にそんな声が浴びせかけられ、思わず振り返る。

　すると、そこには三人の少女が、驚きよう愕がくの表情で立っていた。

　一人は、金きん髪ぱつを縦ロールにした、いかにも良家のお嬢じよう様さま風な少女。

　一人は、長い黒くろ髪かみと切れ長の瞳ひとみの、いかにも男前な少女。

　そして、もう一人は、灰色の髪をお下げにした表情に乏とぼしい少女だ。

「あ、あれ……？」

「貴女達は……？」

　システィーナ達は、その三人の少女に見覚えがあった。制服ではなく、防寒具に身を包んでいたから、一いつ瞬しゆん、わからなかったが──

「フランシーヌ!?　コレット!?　ジニーまで!?」

　そう。彼女達は、以前、聖リリィ魔術女学院へ短期留学した時に出会った、問題児お嬢様三人組であったのである。

「システィーナ！　ルミア！　リィエル！　久しぶりだなぁーーっ!?」

「まさか、こんな所で貴女達に再会するとは思いませんでしたわ！」

　歓かん喜きの表情を浮うかべて駆かけ寄ってくる、コレットとフランシーヌ。

「どうもー、ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　微び動どうだにせず、表情も動かさず、相変わらず気の抜ぬけた挨あい拶さつをするジニー。

「貴女達、どうしてこんな所に!?」

「そりゃ、理由は多分、お前らと一緒だろうよ！」

「わたくし達も、秋休みを利用して、スノリアに旅行に来たんですの！」

「はぁ……おかげで休きゆう暇か中もバカお嬢のお世話です。やってられませんね」（ぼそっ）

「えっ？　ジ、ジニー？　い、今、何と……？」

「いえ、何も。この不ふ肖しようジニー、フランシーヌお嬢様の身の回りのお世話、誠心誠意務めさせて頂きます。それがお嬢様の従者たる私の喜び」（キリッ）

「ジニー……あ、相変わらずなんだね……あはは……」

　そんなこんなで。

　思わぬ再会を果たした彼女達は、並んで歩きながら簡単に互たがいに近きん況きよう報告をし合った。

　聞けば、以前の一件以来、学院内の二大派は閥ばつだった『白しら百ゆ合り会』も『黒百合会』も、お互いに融ゆう和わムードになったそうだ。そして、単なるなれ合いではない、互いに切せつ磋さ琢たく磨まするための、前向きで積極的な交流が図はかられるようになったという。

　今回は、その交流の一いつ環かんということで、両派閥から希望者を募つのって、旅行が計画されたそうだ。ここにはいないが、今、このホワイトタウンには、四十人近い聖リリィ魔術女学院の生徒がやってきているらしい。

「……エルザは？　エルザは来てないの？」

　リィエルがキョロキョロ辺りを見回しながら、フランシーヌ達に問う。

「残念ながら、エルザさんは今回の旅行には参加されていません」

　ジニーがリィエルの疑問に淡たん々たんと答えた。

「今いま頃ごろ、エルザさんは故郷に帰って、山ごもりの修しゆ行ぎようを積んでおられるはずです」

「リィエルと別れて以来、エルザはひたすら剣けんの鍛たん錬れんに励はげみ、目を見張るほど腕うでを上げられていますの！　いつか、リィエルと肩かたを並べられるように、とね」

「あいつ、この休暇中でまた腕を上げるんだろうなぁ。こないだは軍のスカウトからも声がかかったみたいだし……」

「はぁ……バカお嬢の世話さえなければ、私も里に帰って、お祖じ父い様に稽けい古こを付けてもらうんですが」

「ジニー……あ、貴女、最近、段々隠かくす気もなくなってきてません!?」

「そう。エルザ、頑がん張ばってるの。……うん、わたしも頑張る」

　エルザの近況を聞いたリィエルが、少しだけ残念そうに、だけど少しだけ嬉うれしそうに、口元を緩ゆるめていた。

「もちろん、エルザほどじゃねーが、アタシ達だって腕を上げてるんだぜ？　お前達との再戦の日が楽しみだぜ」

「ふん、こっちだって」

　コレットとシスティーナが、にやりと不敵に笑い合う。

　そして、思わぬ再会に沸わき立つ一同の話題が向かう先はやはり──例の件だ。

「ところで……ねぇ、システィーナ？　その……レーン先生はどうされてますの？」

「その、なんだ、お前達がいるんだし……レーン先生はいないのか？」

　どこか、そわそわして頰ほおを赤らめながら、フランシーヌとコレットが聞いてくる。

　レーンとは、グレンが聖リリィ魔術女学院で女性講師となっていた時の名前だ。

　なぜか、彼女達は、レーンに心しん酔すいしているのである。

「グレ……レーン先生なら、ほら、あそこ」

　システィーナが指を指すと。

　そこには、露ろ店てん先で装そう飾しよく工芸品を物色するグレンとセリカがいた。

「なっ!?　ちょ、待て、店主！　妙みようなもん薦すすめてくんじゃねえ！　俺とこいつの関係はそんなんじゃねえ！　俺達はただの──」

「夫ふう婦ふですわ」

　セリカにからかわれ、腕に絡からみつかれ、グレンはひたすら慌てふためいていた。

「あれ？　レーン先生ったら、まだ女性に戻もどられてないんですの？」

「ってか、あの金髪の女は誰だれだ？　なんで、あんなにレーン先生に馴なれ馴れしく……？」

「はぁ～～、面めん倒どう臭くさいなぁ……どっから説明しようかしら？」

　面倒臭い予感に、頭が痛くなってくるシスティーナであった。




　──しばらくして。

「「レーン先生が、実は男性ぃいいいいいーーッ!?　噓うそぉおおおおおーーッ!?」」

「いや、気付くっしょ、普ふ通つう。どんだけ鈍にぶいんですか」

　案の定なリアクションをするフランシーヌとコレット、そしてジニーであった。

「そそそそそ、そんな！　先生が本当は殿との方がただったなんて、そそそそれってつまり、わたくしとレーン先生、むむむ結ばれることが可能なわけでででで──」

「お、お、お、女同士だからって諦あきらめてたのに、え、え、え、え!?　マジでワンチャンありありあり──」

　フランシーヌとコレットは、真っ青になったり、真っ赤になったり、うっとり乙女おとめの表情になったりと忙いそがしい。

「……だっから、話したくなかったんだけど」

「あ、あはは……」

　なんとも複雑になるしかないシスティーナとルミアであった。

「そういうことなら、なおさら許せませんの！　いくらアルフォネア教授が、先生のお師し匠しよう様だからといって、わたくしの愛いとしい先生を独ひとり占じめするなんて言語道断ですの！」

「その通りだッ！　先生はアタシのもんだッ！」

「……別に、貴女達のものじゃありませんから。この発情期の雌めす猫ねこ共が」

「ジニー……貴女、毒舌の切れ味、増してるわね」

　しかも、ジニーはそれを全部、リィエル以上の無表情でさらりと言うのが怖こわい。

　まぁ、それはともかく。

「……というわけで、どうしようかなって思ってるわけ」

「このままじゃ、せっかくの旅行なのに、何も進展がなさそうで」

　事情を一通り説明したシスティーナとルミアが、苦い顔をして溜息を吐く。

「なるほど、グレン先生のお師匠様……強敵ですわね！」

「だが、そういうことなら、アタシ達に少し考えがあるぜ？」

　すると、フランシーヌとコレットが、そんなことを言い始めた。

「えっ？」

「耳を貸しな。実は──」

　コレットが提案した、その作戦とは──




　それは、ちょうど昼を過ぎた頃。

　グレンが、セリカの言いつけで、そこら中の屋台へ全員分の昼食を購こう入にゆうしに行かされ、その場から姿を消した時の事だ。

「ねぇ、アルフォネア教授……私達と勝負しませんか？」

　システィーナは唐とう突とつに、そのようなことをセリカに提案し始めた。

「ん？　どうした？　システィーナ。……勝負、とは？」

　不意を討うたれたセリカは、一瞬、驚おどろいたように目を見開くが……やがて、何やら面おも白しろそうなことの予感に、余よ裕ゆうの笑えみを零こぼして見せた。

　すると、ルミアが街頭で配られていた一枚のチラシをセリカに見せる。

「何々？　『ホワイトタウン最強決定大雪合戦大会』？　東のリーネ雑木林にて？」

「はい、結構な豪ごう華かな賞品が出るみたいなんですが、それはいいんです。この大会で、私達の中でもっとも好成績を残した人が……そ、その……明日一日、グレン先生と一緒に銀ぎん竜りゆう祭を見て回る権利を得られる……というのはどうでしょうか？」

「……ほう？」

　セリカが微かすかに目を細めて不敵に笑い、システィーナ達を流し見る。

「わ、私はそんなの別にどうでもいいんですけど！　でも、教授ばかり先生のお守り、大変かなって思いまして！　ええい、なんか無茶苦茶ですけど、勝負です！　勝負！」

「ごめんなさい、教授。私達も先生と一緒に遊びたいって思っていまして……この勝負、受けていただけませんか？　どうか、私達にもチャンスをください」

「ん、セリカ、勝負」

　三者三様に、セリカをじっと見つめてくる。

　照れと混乱、恥はじらいと決意、よくわかってないけどノリと勢い。その表情は様々ながら、その目はしっかりと恋こいする乙女達の目であった。

「…………」

　セリカはそんな三人娘むすめ達を、しばらくの間、じっと真しん摯しに見つめて……やがて、ぷっと吹ふき出した。

「そうか、すまなかったな。私はちょっとグレンを独り占めにし過ぎたらしい。許せ」

「教授？」

「実はな。私は、こうしてグレン分を定期的に補ほ充じゆうしないと死ぬんだ。マジで」

「えっ!?」

　本気とも冗じよう談だんともつかないようなことを、茶目っ気たっぷりに言われて、システィーナ達が目を瞬またたかせる。

「なにぶん、グレン分を補充するのは久しぶりでな……私としたことが、少々はしゃぎすぎてしまったらしい。くっくっく……」

　そして、セリカは……

「……ふっ、なるほど。あいつの周りには、もったいないほど良い娘達がいるな。これならば、いつか、私が私でなくなっても……」

　そんなことを、一いつ瞬しゆん、寂さみしげな表情で、ぼそぼそと呟つぶやく。

「えっ？　教授、今、なんて……？」

「いいぞ。その勝負、受けてやる」

　だが次の瞬間、セリカは勝ち誇ほこったように満面な笑みを浮うかべて宣言した。

　それは、一瞬前見せた表情が噓のような、真夏の向日葵ひまわりの笑顔であった。

　だから、システィーナ達は、それを追つい及きゆうする機会を逸いつしてしまう。

「たーだーし！　勝負と言ったな？　勝負と名をつけたからには、全力だ。言っておくがどんな勝負でも私は強敵だぞ？　心しろよ？　お前達の全すべてを尽つくせ。それこそ助すけっ人とでも、久々に再会したお友達の力でも、なんでも使ってな」

「うっ……」

　なぜか、フランシーヌ達のことがバレている。一体、どこからこちらの状じよう況きようや情報を収集したのだろう。やはり、第七階梯セプテンデは計り知れない。

　だが、こうなった以上、最も早はや、尻しり込ごみも後あと戻もどりもできない。

「や、やるわよ、ルミア、リィエル」

「うん、わかったよ、システィ」

「ん、任せて」

　こうして。

　システィーナ達は、セリカを連れ、意い気き揚よう々ようと雪合戦会場へ向かうのであった──




　──そして。

「……これって、酷ひどくね？」

　グレンが大量の食べ物を両手に抱かかえ、ようやく元の場所に戻ってきてみれば。

　そこのベンチで待っていたはずのセリカ達の姿は、誰一人いなかった。

「人をパシっといて、何これ？　新手のイジメ？　泣いていい？」

　この食べ物、どうしよ？　……深い溜ため息いきを零こぼすしかないグレンであった。




　ホワイトタウンの東には、針葉樹林の雑木林が広がっている。

　程ほど良い間かん隔かくを保って立っている針葉樹林は、雪ゆき化げ粧しようが満まん遍べんなく施ほどこされ、足あし下もとには柔やわらかな綿雪が充じゆう分ぶんに降り積もっている。派手に転んでも怪け我が一つしないだろう。

　それなりに敷しき地ちも広く、まさにそこは、雪合戦をするなら絶好の場所であった。

　そして、その雑木林の中心部にある大きく開けた場所に、今、二百人近い大勢の参加者達が集まっていた。

　無論、そこには、システィーナ、ルミア、リィエル、セリカがいて。

　彼女達から少し離はなれた場所に、フランシーヌ、コレット、ジニー達も佇たたずんでいた。

『皆みな様さま、ようこそお集まり頂きました！　それではただ今より、ホワイトタウン最強決定大雪合戦大会を開かい催さいします！』

　大会運営者が、大勢の参加者達の前で、拡声器メガホンを使って語りかける。

『今、皆様がお付けになったゼッケンは、身体からだに雪玉を当てられると、次し第だいに着用者の身体が重くなっていく魔ま術じゆつ的仕組みがございます。最終的には、二の足で立つことも難しくなるでしょう。無論、ゼッケンを無断で外した者は失格です。ゆえにルールは単純、最後まで立っていられた御お方かたが優勝者です。自分以外の者は全て敵なのです』

　この銀竜祭では運営を円えん滑かつにするため、許可を取って、いくつかの魔術的道具の導入が行われており、この魔法のゼッケンもその一つだ。

　そんなことを可能にしたのも、ジョン市長の政治手しゆ腕わんの賜たまものだろう。

「へー、これが？　不思議ねぇ……」

「これが魔術というやつか……」

　観光客のメイン層である上流階級や比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな有産者は、魔術という存在そのものには慣れている。貴族も教養の一つとして魔術を学んでいる者は多いのだ。魔術的な仕組みを聞かされても、その程度の反応であった。

『競技フィールドはこの雑木林全域。フィールドの外に出た者は失格でございます。このフィールドは時間経過と共に、ロープで進入禁止区域を区切っていき、段々と狭せまくなっていくので、ご注意を』

　つまり、逃にげ続けるだけでは駄だ目めだと言うことである。

『そして、雪合戦と名付いているからには、有効な攻こう撃げきは雪玉のみに限られます。それ以外の手段で他ほかの参加者を攻撃した方も、問答無用で失格となりますので、ご注意を。それさえ気をつけていただければ、結けつ託たく、共きよう謀ぼう、挟きよう撃げき、なんでもござれ。要は、最後に立っている一人になれば良いのです。それでは──』

　大会進行者の音おん頭どで、いよいよ雪合戦大会が開始されるのであった。




　競技開始直後。

「でも、考えたわね、コレット！」

　一いつ旦たん、セリカから離れたシスティーナ達は、コレット達と密ひそかに合流を果たした。

　彼女達は雑木林の中を並走しながら、互たがいに顔を見合わせる。

「このルールなら、教授がどんなに魔術に長たけていても関係ないわ！　だって、有効な攻撃手段が雪玉しかないんだから！」

「だろ!?　なら、一時的に手を組んだ私達の方が、頭数で有利だ！」

「そして、わたくしのグレン先生を誑たぶらかすアルフォネア教授……彼女を直接倒たおした者が、明日一日、先生と一いつ緒しよに銀竜祭を見て回る権利を得る……恨うらみっこなしですの！」

「はぁ、面めん倒どう臭くさい。なんで私まで……？」

　コレット、フランシーヌが得意げに笑い、ジニーが嫌いやそうに溜息を吐ついた。

「はぁ……なんか教授には悪いことしたかなぁ。それに、先生を勝手に勝負の景品扱あつかいしちゃうのも……」

「でも、わたしもグレンと遊びたい」

　申し訳なさそうに苦笑いするルミアに、リィエルが呟く。

「気にしたら負けよ、ルミア！　どうせ、お祭りなのよ!?　無礼講よ、無礼講！　たまの旅先で、ちょっとくらいハメを外したっていいはずだわ！」

「そうだ、そうだ！　はっちゃけたもん勝ちだぜ！」

「そうですわ！　皆みんなではっちゃければ怖くありませんのっ！」

　最早、吹っ切れてヤケクソになったらしいシスティーナの論調に、コレットとフランシーヌが声高らかに同調した。

「そういうわけで、まずは──」

　やがて……一同が走る先に、数名の参加者の集団が見えた。

　皆、それを見るなり素す早ばやく散開し、走りながら足下の雪をすくって、丸めて……

「──教授との戦いを前に、邪じや魔まな部外者達を全員、片付けるわッ！」

　そして、作った雪玉を、全員で一いつ斉せいに、猛もう然ぜんと投とう擲てきした。

　空間を鋭するどく飛んでいく雪玉の流星群。

「て、敵てき襲しゆうぅーーッ!?」

「う、うわぁああああああああああああーーッ!?」

　恋する乙女おとめ達の哀あわれな犠ぎ牲せい者しや達が悲鳴を上げ、雑木林に木こ霊だまするのであった。




　──。




　雪合戦はまさに、大乱らん闘とうの混戦状態であった。

　大人も子供も関係ない。童心に返った参加者全員が全力で必死になり、ひっきりなしに雪玉を投げつけ合っては、雪に塗まみれていく。

「うぅ……か、身体が重い……ぜぇ……ぜぇ……」

「もう動けないわ……悔くやしい……はぁ……はぁ……」

　そして、次々と脱だつ落らくし、雪原に倒れ伏ふしていく参加者達。

　開始から小一時間ほどで、ほとんどの参加者達が駆く逐ちくされつつあった。

　鬼おにのように強い六人の少女達が、そのフィールドを完全支配していたのだ。

「はぁー……っ！　はぁー……っ！　あらかた、他の参加者達は倒し尽くしたわ！」

　システィーナが木の陰かげに背をつけて隠かくれながら、祈いのるように雪玉を握にぎりしめる。

　邪魔者は排はい除じよした。ダメージも軽けい微び。身体はまだまだ軽いし、動く。

　そう、本番はこれから。これからなのだ。

「勝負はこれからよ。よもや、あの教授がもうやられているってことはないだろうけど……魔術の攻撃なしなら、私にも勝ち目はあるはず……ッ！」

　混迷する戦いの果てに、ルミアやリィエルとはぐれてしまったシスティーナが、木の幹から顔を半分出し、フィールドの様子を見み渡わたす。セリカの姿を探す。

　すると、ほどなくして、並ぶ木々の向こう側に……

（いた……ッ!?）

　セリカとジニーの二人が、正面から対たい峙じしているのが遠目で見えた。

「セリカさん。貴女あなたに恨みはないのですが。お嬢じよう様さまの命令なので倒させて頂きます」

　ジニーが両手に雪玉を持って、身構える。

「実は私、東方の『シノビ』の技わざを代々伝える里の出身でして、投げ物は得意中の得意なのです。その佇まいから察するに、貴女もかなりの使い手のようですが──」

「ほう？」

　すると、セリカが楽しげに、懐ふところから何らかの金属片を取り出して……

「《罪深き我・逢おう魔まの黄昏たそがれに独り・汝なんじを偲しのぶ》」

　何事かの呪じゆ文もんを唱えた。

　途と端たん、セリカの纏まとう雰ふん囲い気きが──変わった。

　セリカの存在感が、威い圧あつ感かんが、唐とう突とつに圧あつ倒とう的なまでに膨ふくれ上がったのだ。

「……あっ。これ、絶対、戦ったらアカン人でした」

　実力者であるがゆえに、ジニーは唐突に発生した彼ひ我がの絶望的な戦力差を悟さとり、諦あきらめたように半眼で空を見上げ──

　その全身に、セリカが投擲した無数の雪玉が、まるで驟しゆう雨うのように叩たたき付けられる。

　その鋭いコースを描えがく雪玉は、達人の剣けん技ぎのように美しく正確無比であった。

「んぎゃー」

　哀れなジニーは、そのまま雪の大地へばったり昏こん倒とうするしかなかった。

（い、今の呪文は……黒くろ魔ま改【ロード・エクスペリエンス】!?　じゃあ、あの破は片へんは、ひょっとしてエリエーテの剣けんの破片!?）

　そんな様子を盗ぬすみ見ていたシスティーナは、戦せん慄りつするしかない。

　そう、セリカは【ロード・エクスペリエンス】で、剣の破片に宿る英えい雄ゆうエリエーテの能力と技術を、その身に降ろしたのだ。

　あのような破片では、流石さすがに再現精度は相当に落ちるだろうが……それでも、帝てい国こく史上最強の剣士と名高い英雄の力だ。ジニーに対しては絶大な力を発揮する。

（ちょ、ちょちょちょ、ちょっと、ちょっと!?　そんなのズルくない!?）

　システィーナが、木の陰に隠れながら、冷ひや汗あせをかいていると。

　セリカが、再び何事かの呪文を、ぼそぼそと唱えていて……

「ほう？　そこに隠れているな？　システィーナ」

　セリカが、システィーナの隠れている木をにやりと流し見た。

（さ、索さく敵てき魔術──ッ!?）

　システィーナは自分のとんでもないぬかりを悟った。

　ただの雪合戦？　相手に対する攻撃手段が雪玉だけだから、勝ち目がある？

　とんでもない──これは魔術戦だ。

　攻性呪文アサルト・スペルを封ふう印いんして、攻撃手段を雪玉だけに限定した魔術戦だったのだ。

　これは、自分の持ちうる英知を尽つくさないと即そつ刻こくやられる。やられてしまう──

「さて……自分の手で投げるのも面めん倒どうになったな」

　セリカが指を打ち鳴らし、念動魔術を起動する。周囲の雪が、独りでに丸まって大量の雪玉が瞬しゆん時じに形成され、セリカの周囲に浮うかび上がった。

「そっ、そんなのアリですかぁああああーーッ!?」

　悲鳴を上げるシスティーナへ、セリカが、ぴっ！　と指を指せば。

　雪玉がそれぞれ自由な弧こを描いて、システィーナへ一斉に高速殺さつ到とうした。

「し、し、し、《疾しつ風ぷうよ》ぉおおおおーーッ!?」

　咄とつ嗟さに、システィーナは《疾風脚シユトロム》を発動した。

　激風を纏まとい、立ち並ぶ木々を足場に蹴けり進みながら、雑木林の奥へ飛ぶように駆かける。

　どこまでもしつこく追い縋すがってくる雪玉の群れから、必死に逃げる、逃げる──

　激流のように、木々が後方に流れていく光景の中、システィーナは叫さけんだ。

「じょ、じょ、上等よッ！　良い機会だわッ！　今の私達の力が、世界最強にどれだけ通用するか──試ためしてやるぅううううーーッ！」

　もう涙なみだ目めで、ヤケクソになるしかなかった。




　最も早はや、完全に勝負は、セリカ[image: vs.]システィーナ達五名の構図となっていた。

　あまりにも最強過ぎる敵を前に、誰だれが最初にセリカを仕留めるかなど、やっている暇ひまも余よ裕ゆうもない。

　システィーナ達は、協力してセリカに立ち向かうしかなかったのである。

　なんとかフランシーヌやルミア達と合流を果たしたシスティーナは、さっそく五人がかりで、セリカを攻せめ立てていた。

「《集つどい戯たわむれよ・雪より生まれし・白き姫ひめ達》！」

　フランシーヌが呪文を唱えた。召しよう喚かん【コール・スノーホワイト】の呪文だ。

　その界かい隈わいに存在する雪の妖精スノーホワイト達が、フランシーヌによって緊きん急きゆう招集される。

　その周囲に、氷の羽を生やした手乗りサイズの白い少女達が、無数に出現する。

「さぁ、行ってくださいな！」

　そんな雪の妖精スノーホワイト達が、雪玉を抱かかえて、セリカを目がけて飛んでいく。

　雪の妖精スノーホワイト達は白い閃せん光こうのような速度で、セリカの周囲を飛び回り、取り囲む。

　そして、一斉に雪玉を持ったまま、セリカへ全方位から体当たりを仕し掛かけるが──

「《温ぬるいぜ》」

　セリカの、錬れん金きん【形質変化法フオーム・アルタレイシヨン】が一節で起動される。

　しゃん！　鈴すずなりのような音を立て、周囲の大量の雪が氷の槍やりへと変へん貌ぼうし、セリカの周囲を針千本のように突つき立った。

　哀れ、雪の妖精スノーホワイト達は一いつ匹ぴき残らず氷の槍に串くし刺ざしにされ、あっさり消しよう滅めつしていく。

「ええーーッ!?」

　あれだけの数の妖精達を一いつ瞬しゆんで叩き落とされ、フランシーヌが目を剝むいた。

「なろぉおおおおーーッ！　負けるかよぉッ！」

　コレットが氷ひよう塊かいの様に固めた雪玉を、セリカへ全力投球する。

　空気を割り裂さくような投擲音が鳴り響ひびく。白はく魔ま【フィジカル・ブースト】で超ちよう強化された身体能力で放たれたその雪玉の球速は、まるで一筋の流星のようであった。

　そして、キンと唸うなって、セリカへ真っ直すぐ迫せまるその雪玉へ──

「《見えざる手よ》ッ！」

　コレットは、白魔【サイ・テレキネシス】を唱え、その弾だん道どうを変化させる。

　雪玉はぐるんとカーブを描えがき、セリカの死角へ回り込む。

　が。

「バーカ。そんなん割り込んでくれと言ってるようなもんだ」

　セリカがくるりと指を回すと。

　突とつ如じよ、雪玉の弾道が、コレットの支配を離はなれてセリカに掌しよう握あくされ、Ｕターン。

「ひぃいいいいいいーーッ!?」

　咄嗟に顔を引っ込めたコレットの頰ほおを掠かすめて、弾丸のように飛んでいく。

　詠唱割込スペル・インターセプト。敵が詠えい唱しようした呪文で、自分がその魔ま術じゆつを逆起動し、その術の全制せい御ぎよを掌握するという、超が三つくらい付く高等魔術技法であった。相手の口の動きで、使用される呪文を先んじて看破する必要があるが、決まれば威い力りよくは絶大だ。

　無論、そんなことができるのは、世界広しといえど、セリカくらいのものである。

「いいいいいやぁあああああああああああーーッ！」

　すると、今度はセリカの横合いからリィエルが猛もう速度で走ってくる。

　リィエルは、直径が身の丈たけを三倍以上超こえる超ちよう巨きよ大だい雪玉を掲かかげていて、それを身体能力に任せて、セリカに投げつけた。

　直線の軌き道どうを描いて猛スピードで飛ぶ特大雪玉。簡素なログハウスくらいなら一発で潰つぶしてしまいそうな、圧倒的な質量と運動エネルギー量が、セリカを襲おそった。

「アレは流石に、念動で止めるには重すぎるな……」

　余裕の表情で、セリカが指を鳴らす。

　起動される、召喚【コール・エレメンタル】。セリカの眼前に、雪の巨人が厚く積もった雪の中から現れ、飛んでくる超特大雪玉を、そのデカい拳こぶしで迎げい撃げき粉ふん砕さいする。

「さて……もう終わりか？　……む？」

　と、その時。

　セリカは自分の足あし下もとが凍こおり付いていることに気付く。

　氷化した雪に足が囚とらわれ、足が動かない。

「……ごめんなさい、教授！」

　見れば、遠くでルミアが地面の雪に手を突いていた。

「ほう？　黒魔【フリーズ・フロア】？」

　設置付呪じゆ型がたの魔術罠マジック・トラップ呪文だ。

　それをリィエルの雪玉攻こう撃げきと合わせて、起動したのだろう。

「教授、覚かく悟ご！」

　それを好機とばかりに、システィーナが《疾風脚シユトロム》で中空を駆ける。

　周囲の木々の間を三角跳とびで縦じゆう横おう無む尽じんに蹴り登り、セリカの遥はるか頭上を瞬時に取る。

「──やぁああああああーーッ！」

　そして、動けないセリカに向かって、抱えた雪玉を次々と投げつけ──

「今だッ！」

「ええ、合わせますわッ！」

　セリカを取り囲むフランシーヌ、コレット、リィエル、ルミアも一いつ斉せいに、密ひそかに作って溜ためていた雪玉を、ここぞとばかりにセリカへ投げまくる。

　動きを止めての、頭上周囲三百六十度からの全方位、面制圧雪玉弾だん幕まく攻撃。

　どの方面を防いでも、必ずいずれかの方面から来る雪玉を貰もらってしまう──はず。

　ついに勝った！

　全すべては作戦のうちだったのだ。

　この必勝の状じよう況きようを作り出すため、今までずっと耐たえ忍しのんできたのだ。

　システィーナが会心の勝利を確信した──その時。

「……まぁ、読んでいたけど」




　かちっ！




　時計の針を合わせるスイッチ音と共に、セリカの姿が消えた。

「え？」

　投げつけた雪玉は、ほんの一瞬前までセリカが居たはずの空間を空しく切った。

　唐とう突とつのことに、呆ぼう然ぜんとするしかないシスティーナ達。

「はっはっは！　惜おしかったな！」

　不意に、上から降ってくる笑い声に、一同が恐おそる恐る頭上を仰あおげば。

　近場の木の枝の上に、足を投げ出して悠ゆう然ぜんと腰こしかけているセリカの姿があった。その指先に古びた懐かい中ちゆう時計の鎖くさりをひっかけ、くるくる回して弄もてあそんでいる。

「ふっ……【私の世界】へようこそ」

「じ、時間停止魔術!?　ちょっと、大人げなさ過ぎじゃありません!?」

　もう頭を抱えるしかないシスティーナであった。

「いくらなんでも、流石にそれは反則でしょう!?　こんなとこで、こんな遊びで、貴重な魔術触しよく媒ばいを無む駄だ遣づかいして、何やってるんです!?」

「言ったろ？　全力だって」

　地じ団だん駄だを踏ふんで叫わめくシスティーナを、どこまでも楽しそうに見下ろすセリカ。

　そんなセリカを、フランシーヌとコレットが啞あ然ぜんと見上げながら、呟つぶやいた。

「じ、時間停止魔術……セリカ＝アルフォネアと聞いた時は、まさかと思ってはいましたけど……」

「あの金きん髪ぱつの女……本当の本当に、あの伝説の《灰かい燼じんの魔ま女じよ》、セリカ＝アルフォネアだったんだな……うっそだろ？　何、この無理ゲー？」

　一応、システィーナ達から事前にセリカについて聞かされてはいたが、セリカがあの本物の伝説の魔女だとは半信半疑だったのだ。

「うーん……これは、勝てる気がしないね……」

　ルミアは苦笑いをしている。

「むぅ……悔くやしい。諦あきらめない」

　地面に屈かがみ込んだリィエルは、せっせと雪をかき集め、大きな雪玉を丸めている。

『え、えーと……これは……』

　雪合戦大会本部で、セリカ達の戦いを見守っていた運営陣じんは啞然としている。

　一いつ般ぱん人とは次元が違ちがい過ぎる、あまりにもハイレベルな雪合戦に、実じつ況きようも言葉を失うしかないようであった。

　というかもう、これはすでに雪合戦ではない。

「ほら、まだ終わりじゃないぞ？」

　地面にふわりと飛び降りたセリカが、再び指鳴らしをすれば。

　やはりひとりでに大量の雪玉が出来上がり、その周囲に浮うかび上がった。

「どうした？　お楽しみはこれからじゃないか？」

　絶望感に気け圧おされる少女達の前で、セリカが禍まが々まがしく嗤わらって宣言した。

「息を整えろ。雪玉を作れ。魔力を練り上げ、叡えい智ちを絞しぼれ。〝汝なんじ、望まば、他者の望みを炉ろにくべよ〟……それこそが魔術師だろう？　くっくっく……さぁ、お前達の望みでその雪玉を固め、私の喉のど元もとに届かせて見せろ……私を倒たおしてくれるんだろう？　さぁ、知ち恵えをひねり出せ、魔術師！　命を燃やせ、人間ッ！　私はッ！　《灰燼の魔女》はッ！　お前達の倒すべき仇きゆう敵てきはここにいるぞッ!?　ははははははははははは──ッ！」

　ばっ！　と両手を広げ、コートを翻ひるがえして、少女達を睥へい睨げいするセリカ。

　絶句し、冷ひや汗あせを垂らし、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように縮こまる少女達。

　セリカのその凄せい絶ぜつな嗤いは、圧あつ倒とう的な風格は、纏まとう暗黒オーラは──まさに魔王と形容するのが相応ふさわしい。

　なんていうかもう、セリカさん、ノリノリであった。

「ぅ、ぉおおおおおおおーーッ！」

「あああああ、もうっ！　こうなったらヤケクソよーーッ!?」

「とっ、とことんまで、やってやりますわーーっ！」

　この絶望的な敵へ、少女達は果か敢かんに立ち向かう。

　飛び交かう雪玉。叫さけばれる呪じゆ文もん。──悲鳴。

　雑木林中に木こ霊だまする、セリカの凶きよう鳥ちようのような高笑い。

　雪玉で、命と魂たましいを削けずるような死し闘とうは続いていき──そして──




「まぁ、わかってたけど」

「ぐ、悔ぐやじい……」

　システィーナの諦めたような呟きに、コレットの涙なみだ声ごえが混じった。

　一体、いかなる展開の果てにこうなったのか。

　そこには、大きな雪玉の中に頭だけ残して埋うずまり、まるで雪だるまのようになって無様に転がっている五人の少女達の姿があった。

「うぅ……エカティーナ家の令れい嬢じようたるこのわたくしがぁ……こんな無様な格好に……」

「あはは……でも、まぁ、私達、よく頑がん張ばった方かなぁ？」

「ん……それになんか、これ、結構楽しい」

　雪だるまになったまま、リィエルがごろごろと明後日あさつての方向へ転がっていく。

「ふっ。お前達、なかなかいい線いってたが、まだまだだな！　グレンが欲ほしけりゃ、もっと研けん鑽さんを積んでこい！　なぁんてな？」

　そんな風に勝ち誇ほこるセリカの元へ、大会運営の責任者がやってくる。

「えーと、ゼッケン１３５番の……セリカさん？」

「お、なんだ？　あ、そうか！　私の優勝か!?　いやー、嬉うれしいなぁ！　賞品どうしよっかなー？　グレンにプレゼントしちゃおっかなー？　あいつ、きっと喜ぶ──」

　そんな風に、はしゃぐセリカに。

　責任者は、祝福するような笑え顔がおを浮かべ、セリカの肩かたを叩たたいて言った。

「貴女あなた、失格」

「ですよねー？」

　てへぺろっと、舌を出し、こつんと自分の頭を叩いておどけるセリカ。

「ていうか、キミ達、全員、失格」

「「「「ですよねー」」」」

　盛せい大だいに溜ため息いきを吐つく、雪だるま状態のシスティーナ達。

　そんなこんなで。

　ホワイトタウン最強決定大雪合戦大会は、果てしない徒労の内に終わるのであった。

　ちなみに、来年以降、大会のルール規定に、しっかり〝あらゆる魔術の使用禁止〟という項こう目もくが書かれることになるのだが……今のシスティーナ達は知るよしもなかった。

















第四章　氷の銀河









　こうして、混こん沌とんとした大おお騒さわぎのままに、銀ぎん竜りゆう祭一日目は終しゆう了りようした。

　すっかり日も暮れて夜になると、さらに寒気が強まり、身体からだを蝕むしばみ始める。

「いやー、遊んだ、遊んだ！」

　意い気き揚よう々ようとしたセリカが、先頭を歩きながら伸のびをした。

「つ、疲つかれた……お風ふ呂ろ入りたい……」

　システィーナがぐったりと呻うめく。

　大会終了後、皆みんなで独り寂さみしげなグレンを迎むかえに行き（その際、グレン絡がらみでシスティーナ達とフランシーヌ達の間で一ひと悶もん着ちやくあった）、その後、フランシーヌ達と別れた一行は、ジョン市長邸ていへの帰路についていた。

「……なんだよ、お前達。俺をほっぽって、楽しそうなコトしやがって……ふーんだ」

「あ、あはは……ごめんなさい、先生……」

　殿しんがりでふて腐くされているグレンを、ルミアが申し訳なさそうに苦笑いしながら慰なぐさめている。

「ｚｚｚ……」

　珍めずらしく疲れてしまったのか、リィエルはグレンの背であどけない寝ね息いきを立てていた。

　やがて、グレン達は、ジョン市長邸に到とう着ちやくする。

　玄関広間エントランスホール内へと進入し、屋や敷しき内の暖かな暖気が一同を迎えた……その時だった。

「……はぁ、困りましたね」

「《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》……なんて、どこまで……ッ！　なんて、恥はじ知しらずな……ッ！」

「しかし、どうしましょうか!?　今さら中止するわけには……ッ!?」

　ジョン市長、その秘書ミリアを筆頭に、恐らく銀竜祭運営関係者と思おぼしき数名が顔を突つき合わせてそこに集まり、何やら深刻そうに溜息を吐いていた。

「……ん？　どうしたんだ？　市長さんよ」

　なんとなく無視も気が引けるので、グレンがとりあえず声をかけてみる。

「あ、グレンさん、お帰りなさい。実はですね……」

　ジョン市長は愛あい想そ良くも、苦々しげに事情を話し始めた。

「……グレンさんは、銀竜祭の銀竜降臨演えん舞ぶをご存じですか？」

「銀竜降臨演舞？　ああ、確か、祭りの三日目に行う白はく銀ぎん竜りゆうへの奉ほう納のう舞ぶ踊よう……銀竜祭の神事の一つじゃなかったか？　演目名は確か『白銀竜と魔ま法ほう使つかい』……」

　銀竜降臨演舞……それは、このスノリア地方に伝わるとある伝承を、音楽と舞踊で表現し、このスノリアの地のどこかに眠ねむるとされる白銀竜への供く養ようとして奉納する……そんな趣しゆ旨しの、スノリア伝統の奉納舞踊だ。

「それがどうしたのか？」

「ええ、その奉納舞踊なのですが……ちょっと、トラブルが起きてしまいまして」

　すると、言葉を濁にごすジョン市長に代わって、ミリアが説明を始める。

「実は、その奉納舞踊における中心的な配役に、白銀竜役、魔法使い役、魔王役の三つがあり、それぞれ有名なダンサーを雇やとって、演舞の練習をしていただいていたのですが……もっとも重要な白銀竜役の人が急きゆう遽きよ、契けい約やくを反ほ故ごにして、このスノリアを去ってしまわれたのです。他ほかにもバックダンサーなど、多くのスタッフが急遽抜ぬけてしまって……」

「え──ッ!?　どうして!?　なんでそんなことに!?」

　システィーナがぎょっと目を剝むく。

「恐おそらく《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》の仕し業わざでしょう。恫どう喝かつか、買収か……いずれにせよ、メイン役のダンサーに外部の人間を雇ったのが失敗でした。このままでは、奉納舞踊を執とり行うことができなくなるでしょう」

　ミリアの淡たん々たんとした状じよう況きよう説明に、ジョン市長や関係者達が溜息を吐く。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのか？　三日目の奉納舞踊が、銀竜祭最大のメインイベントじゃなかったか？　それを目当てに来てるやつだって……」

　グレンのぼやきに、ミリアが眼鏡を押し上げて無念そうに応じた。

「その通りです。今年の奉納舞踊は、銀竜祭のメインイベントに相応しいものに仕上げるため、特に予算がかかったものでした。さらなる集客効果を期待し、あのマリー＝アクトレスを白銀竜役に招いていたのです」

「おいおい、マリー＝アクトレスって、今、帝てい都とで超ちよう有名な、超一流のプロバレリーナじゃねえか!?　やつが舞ぶ台たいで舞まうだけで、世界が塗ぬり変わるとかなんとか……」

　唐とう突とつに出た大物の名に、グレンがぎょっとして、目を剝く。

「はい。今回の銀竜祭の開かい催さいの際、彼女の出演を大々的に事前告知したので、彼女目当てに銀竜祭へお越こしいただいた方も大勢いたでしょう……ですが、彼女は契約を破は棄きし、引き上げられてしまった」

「今年はスノリアの宣伝のため、各新聞社の方にも多くお越し頂いています。このまま彼らの目玉だった奉納舞踊が流れたことが報道されれば、今後のスノリアの観光業に計り知れないダメージが及およぶことでしょう……困ったものです」

　ジョン市長の総そう括かつに、周囲の関係者達も口々に嘆なげいていく。

「ああ、どうしたらいいんだ？　ずっと前から準備に余念がなかった奉納舞踊が、こんな形で駄だ目めになるなんて……ッ！」

「くそっ、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》め……あいつらはスノリアを滅ほろぼしたいのか……ッ!?」

「諦あきらめるのは早いですよ。とにかく、足りないスタッフは急遽こちらで募ぼ集しゆう手配します。それでハイネ座長……なんとか、今から主演のマリーの代役は立てられませんか？」

「……はっきり言って、不可能ですな」

　小太りチョビ髭ひげの中年男性──奉納舞踊座長ハイネは、溜息交じりに首を振ふった。

「はっきり言って、マリー＝アクトレスは何十年かに一人の天才ダンサーです。そこらの踊おどり手とはモノが違ちがう。他者の追つい随ずいを許さぬ圧倒的な美び貌ぼう、持って生まれた華はな、立っているだけで滲にじむ大スターとしてのオーラ……彼女の代役など立てられっこありません。よしんば立てても、彼女目当てでやってきた大勢の観光客が納なつ得とくするわけが……」

　重く暗い雰ふん囲い気きが、銀竜祭運営陣じんを包んでいた。

　すると、戸と惑まどうグレン達に気付き、ジョン市長が頭を下げる。

「ああ、すみません。みっともない場面をお見せしてしまって……」

「いや、その……なんか、大変っすね……」

「市長、まだ後一日あります。なんとかしてマリーの代役を探して……」

　と、ミリアが何か言いかけた、その時だった。

「マリーの代役……？」

　ジョン市長達が、何かに気付いたようにグレン達へと視線を向ける。

　正確には、グレンの後ろで目を瞬またたかせている女性陣を。

「他者の追随を許さぬ圧あつ倒とう的な美貌……？」

「持って生まれた華があり……？」

「立っているだけで滲む大スターとしてのオーラ……？」

　しばらくの間、その場を奇き妙みような沈ちん黙もくが支配して。

「「「「居たぁーーっ!?」」」」

　やがて、女性陣を見つめる市長達が声を揃そろえて、そんなことを叫んでいた。

「え、えええええええええええええええええーーッ!?」

　システィーナが素すっ頓とん狂きような声を上げ、ルミアが目を瞬かせ、リィエルが小首を傾かしげる。

「わ、私がマリーの代役!?　ちょ、ちょっと待ってください、心の準備が──ッ!?」

「そ、その……ごめんなさい、私、舞踊なんてとても……」

「わたしにはよくわからないけど……照れる」

　システィーナ、ルミア、リィエルが三者三様にどぎまぎしていると。

　歩み寄ってきた市長達が、そんな彼女達の傍かたわらを、すっと通り過ぎていって……

「お願いします！　セリカさん！」

「マリーの代役を務められるのは、貴女あなたしかいません！」

　……その後ろのセリカを取り囲んでいた。

「うん、実はわかってた。言ってみただけ」

「あはは、そうだね……」

「むぅ」

　ちょっと残念そうに肩を落とすシスティーナ、ルミア、リィエルであった。

「ほう？　私が奉納舞踊を？　なんか面おも白しろそうだな？」

　そして、市長達に囲まれたセリカが、にやりと笑う。

「おい、ちょっと待て、セリカ。お前、舞踊なんかできんのか？　そもそも、後一日しかないんだぞ？　一日で振り付けなんか覚えられるわけねーだろ」

「はぁ？　お前、私をバカにしてんのか？　ぱらぱら一読すりゃ、辞書を最初から最後まで、完かん璧ぺきにそらんじられる私だぞ？　それに、いざとなりゃ、私には【ロード・エクスペリエンス】がある。衣い装しようから過去の踊り手達の記き憶おくを読み込めば問題ない」

　このチートめ！　才能の差が妬ねたましくなってくるグレンであった。

「市長、行けます。あの伝説の第七階梯セプテンデ、セリカ＝アルフォネア女史が代役を務めると告知すれば、話題性はマリーに勝まさるとも劣おとらないでしょう」

「しかし……観光客達がそれを受け入れてくれるでしょうか？」

「無論、リスキーでしょう。彼女には偉い大だいなる勇名と共に、噓うそか真かも知れぬ悪名もあります。が、そこらの名も無き凡ぼん人じんをマリーの代役に立てるよりは遥はるかに上策のはず──」

「ここは、観光客の怖こわい物見たさの冒ぼう険けん心しんと好こう奇き心しんに賭かけましょう、市長！」

　どうやら、市長達の間で結論は出たようであった。

「すみません、セリカさん。話の通りです。どうか、マリーの代役……務めていただけませんでしょうか？　お願いします」

「この街のために……どうか、この通りです！」

　市長達が深々と頭を下げると。

「いいぞ」

　どうやら興味を引かれたらしい。セリカはあっさりとそう答えていた。

「……マジかよ？」

　グレン達はそんな様子を、呆ぼう然ぜんと眺ながめるしかない。

「……ただし、条件がある」

　そして、セリカが得意げに、そんなことを付け足す。

「条件、とは？」

「私を、その奉納舞踊とやらに出演させたいのなら……」

　セリカが、さも当然とばかりに出した、その条件に。

「はぁああああああああああああああああああああああああーーッ!?　ナンデ!?」

　思わずグレンは、素っ頓狂な声を上げるのであった。




　そして、夜が明けて──銀ぎん竜りゆう祭、二日目が始まる。

　祭の最終日である三日目に行われる一大メインイベント、銀竜降臨演舞。それは一日目に開催セレモニーを行った中央広場の大おお舞ぶ台たいで行われる。

　今、その大舞台は、大きなテントにすっぽり隠かくされ、外から中は見えなくなっていた。

　そして、そんなテントの中の舞台上にて──

「ふ──」

　演舞指導を受けながら、テンポ良く舞踊を舞うセリカの姿があった。

　複雑ながら滑なめらかな手の動作と共に、軽かろやかにステップを踏ふみ──その場をひらりと蝶ちようが舞うように回転、そのまま滑すべるように舞台上を移動して──決めポーズ。

　優ゆう雅がで切れのあるセリカの舞まいは、その場に居合わせる全すべての者達の視線を釘くぎ付づけにし、啞あ然ぜんとさせていた。

「と、とんでもない逸いつ材ざいを拾いましたね、ハイネ座長……」

「あ、ああ、何者なんだ、彼女は……？　マリーなんて目じゃないぞ……」

　舞踊演目を一通り一読し、適当に演舞指導を受けただけで、すぐにセリカは完璧過ぎる演舞を獲かく得とくしていた。最も早はや、その存在感と表現力は神がかっていた。

　奉納舞踊には台詞せりふがない。舞と振り付けだけで、物語を表現しなければならない。

　セリカの舞は、その物語全てを何よりも雄ゆう弁べんに語りきっている。まるで、セリカ演じる白はく銀ぎん竜りゆうの想おもいとドラマが、見る者の魂たましいに直接伝わってくるかのようであった。

　歴史に残るかもしれない神の踊り手が、ここに爆ばく誕たんしたのであった。

「いける……いけるぞ……ッ！　思わぬトラブルだったが、この逆境を発ば条ねに、さらなる躍やく進しんをすることだって不可能ではない──」

　握にぎり拳こぶしを固めて、そんな風に感かん涙るいするハイネ座長の前で……

「ぎゃあああああああああーーッ!?」

　びたーん、と。

　足をもつれさせたグレンが悲鳴を上げて倒たおれていた。

「ちょっと、グレンさん!?　貴方あなた、何度言ったらわかるんです!?　足の動きが全然、違いますって！　基本のステップは──」

　たちまち、その傍らの演えん舞ぶ指導の女性が目くじらを立てる。

「だぁああああああああああーーッ!?　知るかぁああああーーッ!?　ってか、なんで俺がンなことやらにゃならんのだぁあああああああああああーーッ!?」

　頭を搔かきむしって吠ほえるグレン。

　グレンのそんな練習風景を見守っていたハイネ座長とその部下は、深い溜ため息いきを吐ついた。

「うむ……この逆境を発条に、さらなる躍進をすることだって不可能ではない……」

「相方が、グレンさんじゃなければ、ですねぇ……」

　白銀竜役は、その舞ぶ踊ようが表現するストーリーの都合上、ヒロイン役でもある。

　ならば、〝そのヒロインの相方である主人公──魔ま法ほう使つかい役をグレンに演じさせること〟……これこそが、セリカの出した出演条件だったのだ。

「し、仕方あるまい！　世界一の名花を得るためなら、多少、大根を添そえるのも仕方ないというものだッ！」

「逆に考えましょう、座長！　逆に大根があるからこそ、相対的に世界一の名花がさらなる輝かがやきを得ると！」

「おい!?　聞こえてるぞ、そこのお前ら！　ド畜ちく生しようがぁああああああーーッ!?」

　グレンは涙なみだ目めで叫わめくしかなかった。

「ああもう、ちっくしょう……ッ！　踊り慣れたシルフ・ワルツならともかく、昨日まで見たこともなかった辺境の伝統舞踊なんざ、一日で出来るわきゃーねぇだろ……ッ！」

　そして、ぶつぶつ言いながら、グレンが渋しぶ々しぶ振り付けの練習をしていると。

　そんなグレンへ、セリカが背後から悪戯いたずらっぽく絡からみついてくる。

「さぁ、グレン。そろそろ、私とお前のデュエットシーンの練習をしような？　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、私がリードするから。お前はやれば出来る子だ」

「近い！　顔が近いって……ッ!?　おっかしいなぁ!?　これ、そんなにベタベタくっつきあう振り付けだったかなぁ!?」

　互たがいに手を組み合って、ぐぎぎと睨にらみ合うグレンとセリカ。

「おいおい、意識すんなよ？　たかが演技だぞ？　演技。私達の配役は、悲ひ恋れんの恋こい人びと同士っていう設定なんだから、ちゃんと、それを演じなきゃな！」

　くるりとグレンの背後に回り込んで抱だきつくセリカは、どこまでも楽しそうだった。

「だぁあああああーーッ!?　ええい、放せ、こんちくしょうッ!?」

　グレンはセリカを振りほどこうとするが、セリカは絶ぜつ妙みようにそれを先読みし、絡みつく蛇へびのようにグレンから離はなれない。

「なぁ、グレン。デュエットシーンの練習しようぜ？　な？　いいだろ？」

「ふざけんな!?　お前、さっきから、十分おきに俺とのデュエットの練習ばっかじゃねーか!?　他ほかのパートの練習しとけよ!?」

「もう全部、極きわめた」

「デュエットもすでに極めてるだろーがぁあああああーーッ!?」

　グレンが涙目で吠える。

「お前と違ちがって、俺はまだ、どのパートもボロッカスなんだよ!?　ナチュラルチートなお前に付き合って遊んでらんねえの!?　わかる!?」

「えー、つまんなーい。いいじゃん、別に。他のパートなんて放ほうっておいて、私とデュエットの練習しようぜ？　な？　な？　そっちの方が楽しいだろ？　だって、合法的にお前とベタベタできるし。お前だってそっちの方が嬉うれしいだろ？　ん？」

「お前、もう、俺を弄いじり倒したいだけじゃねえかぁああああああああーーッ!?」

　練習場に、グレンの悲痛な悲鳴が響ひびき渡わたるのであった。




　そんなグレン達から、少し離れた場所にて。

「えーと……こんな感じかしら？　……どうかな？」

　システィーナが、くるくると踊おどりの練習をしていた。

「あー、なかなかいいんじゃね？」

「じゃあ、そろそろわたくし達と合わせてみましょうか！」

　そんなシスティーナへ、コレットとフランシーヌがぱちぱちと手を叩たたいていた。

「そう？　まぁ、私も大体覚えたかな……振ふり付け」

　すると、システィーナは溜息交じりにコレット達へ言った。

「それにしても、ごめんね、二人とも……せっかくの休きゆう暇か旅行中に、こんなことに巻き込んじゃって……」

「抜ぬけたスタッフ達の代わりに、わたくし達が補ほ充じゆう要因として参加したことですの？」

「いいって、いいって、これも良い思い出だぜ」

　唐とう突とつに大半のスタッフが抜けてしまった奉ほう納のう舞ぶ踊ようの人手不足は深刻だった。裏方はもちろん、バックダンサーなども不足しているような有様であったのだ。

　そこで、ジョン市長やハイネ座長に頼たのまれ、システィーナは聖リリィ魔術女学院組に声をかけたのである。

　その声に応じ、コレットやフランシーヌを中心に、スノリアに来ていた聖リリィ魔術女学院の多くの生徒達が、ボランティアで手助けしてくれることになったのだ。

「や」

　ひゅごぉ！

「うひゃあ!?　リィエルさん、本気出さないで!?　死んじゃう!?」

　向こうでは、魔ま王おう配下の兵士役をもらったリィエルとジニーが、模造剣けんを手に剣舞の練習をしている。シノビの一族ということで型稽けい古こに慣れているジニーや、一度見た動きは機械のように再現できるリィエルには、ぴったりの役だ。

　その他の生徒達も、残ったスタッフ達と協力して、舞ぶ台たい道具の準備や舞台運びの打ち合わせを行い、明日の奉納舞踊に向けて、皆みんなで協力しながら突とつ貫かん工事で準備を進めていた。

「でも、これはこれで面おも白しろそうだよな？　惜おしむらくは、アタシ、もっと良い役が欲ほしかったけどさ！」

「ええ、まったくですわ！　わたくしにも、もっと相応ふさわしい役があるはずですの！」

　コレットとフランシーヌがうんうん頷うなずく。彼女達も外そと面づらはとても華はなやかなので、システィーナ同様、バックダンサーとして舞台へ上がることになったのだ。

「そうね、確かにこれはこれで、休暇中の良い思い出になりそうだわ」

「良い思い出にするためにも、やると決まったからには、全力を尽つくしますの！」

「ああ、グレン先生がやる主役ってのも楽しみだしな！　酷ひどいことになりそうだけど！」

　三人は、くすくすと笑い合うのであった。

「ところで、ルミアのやつはどこ行ったんだ？」

「ええ、そうですわね。そろそろ皆で、動きの合わせをしたいですわ」

「そう言えば……そうね。私、ちょっと探してくるわ」

　そう言い残して。

　システィーナは、一いつ旦たん、その場を離れていくのであった。




「さぁ、早く皆の所に戻もどらなきゃ」

　その頃ころ、ルミアはハイネ座長に頼まれ、足りない小道具の買い出しに行っていた。

　今、用事を終え、彼女は中央舞台のテントを目指し、帰路についた。

　道中、歩きながら周囲を見み渡わたせば、街は相変わらず祭りと観光客で賑にぎわっている。

　ほんの一日前まで、自分達は祭りを楽しむ側のあの中に居たのだ。そんな自分達が祭りの裏方に回ったことが、なんだかちょっと信じられない。

「えーと、テントはあっちだね」

　さくさくと雪を踏みしめながら、ルミアが通りの角を曲がろうとする。

　と。

「やぁ、そこの可愛かわいいお嬢じようさん。ちょっといいかな？」

　不意に、ルミアは横手から声をかけられて、ふと足を止めていた。

　傍かたわらを見れば、街角に敷しき物ものを広げ、筐はこのような台と共に座る一人の少年がいた。

「僕の芸を見ていかないかい？　……お暇ひまがあるならさ」

　歳としの頃はルミアと同じか、やや歳上か……どこか民族的な紋もん様ようが刺し繡しゆうされたローブを全身にゆったりと纏まとった、少年だ。

　目ま深ぶかに被かぶったフードと銀ぎん髪ぱつが、少年の顔を半分以上覆おおい隠かくしているため、その造作はよく窺うかがえないが……なんとなく絶世の美少年であろうことが雰ふん囲い気きでわかる。

　少年の隣となりにある筐のような台は、人形劇のセットだ。

　察するに、少年は人形劇の屋台芸を商あきなっているようであった。

「え、ええと、あなたは……？」

「僕の名は、フェロード。フェロード＝ベリフ。……しがない旅芸人だよ、ルミア」

　あれ？　私、名乗りましたっけ？

　だが、どことなく不思議な雰囲気を纏う少年──フェロードを前に、なぜかルミアのその疑問は霧む散さんしていく。

「流石さすがにこのご時世、こんな古ふる臭くさい人形劇なんて時じ代だい遅おくれでね。だから、誰だれも見てくれなくて、ちょっとへこんでいたんだよ」

「あ、あの……？」

「だけど、せっかくこの日のために用意した芸、このまま誰の目にもとまらないなんて哀かなしいだろう？　だから、君に見て欲しいんだ、ルミア」

　その少年はどこまでも穏おだやかで優やさしげで、つい飲まれてしまう。

　非常に断りづらい雰囲気だ。

「もちろん、お代はいらないよ。……どうか、僕の芸、見てやってくれないかな？」

「でも……その……私……」

「演目名は『白はく銀ぎん竜りゆうと魔法使い』」

「『白銀竜と魔法使い』？　あれ？　それって……？」

「そうだよ。明日、行われる奉納舞踊の演目と一いつ緒しよなんだ。奉納舞踊は音楽と舞まいの振り付けで全すべてのストーリーを表現するんだけど、僕の人形劇は、もちろん僕の人形繰くりと合わせて、ナレーションと台詞せりふ入りでストーリーを表現するよ。……それゆえに子供っぽいってことで、大人には受けないんだろうけどね」

　フェロードが屈くつ託たくなく笑った。

　そんな無む邪じや気きで天てん真しん爛らん漫まんな少年の様子に、ルミアは思わず目を瞬またたかせる。

「どうだい？　同じ伝承を違う表現方法で見る……なかなか面白いと思うんだけど？」

　すると。

「あっ……はい、わかりました……じゃあ、ちょっとだけ……」

　つい流されて。あるいはほんの少しだけ、少年の人形劇に興味を惹ひかれて。

　ルミアは曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて、頷いてしまうのであった。

「ありがとう。じゃあ、さっそく始めるよ。改めて演目は、『白銀竜と魔ま法ほう使つかい』……それでは始まり始まり……」

　そう告げて、フェロードと名乗る少年は吟ぎん遊ゆう詩人のように謳うたいあげながら、両手から垂らした操り人形マリオネツトの操作を始めるのであった。




　フェロードが吟ぎん詠えいしながら披ひ露ろうした人形劇は、特に上う手まくも下手でもなかった。

　その場ではそれなりに楽しめるが、明日になればきっと綺き麗れいに忘れている……その程度の変へん哲てつも無い平へい凡ぼんな芸だった。

　興味深いのは『白銀竜と魔法使い』の内容そのものだ。それは、このスノリア地方の伝説であり、銀ぎん竜りゆう祭の奉ほう納のう劇の演目ともなっている伝統芸能らしい。




「──昔、昔、ある所に、心優しい白銀竜様がいて、その地域一帯は白銀竜様によって守られていました。ですが、ある時、悪い魔王がやってきて、白銀竜様を倒たおし、その白銀竜様に『悪の鍵かぎ』を刺さしました。それが全ての不幸の始まりだったのです──」

　心臓に刺された『悪の鍵』によって、白銀竜様は正しき心を忘れて、悪あしき心に支配された。魔王に忠誠を尽くし、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くして暴れ回るようになったという。

　それを鎮しずめるため、毎年何人もの年若い娘むすめが、白銀竜の生いけ贄にえに捧ささげられ続けたらしい。

「──そんな時、悪しき白銀竜に虐しいたげられる村に、一人の少年が現れます。全ての元げん凶きようたる魔王を退治するため、この乱れた世界を旅する魔法使いでした」

　そして、その魔法使いはその村で、とある娘と一目で恋こいに落ちる。

　だが、運命はかくも残ざん酷こくか、その娘は白銀竜に捧げられる今年の生け贄役だったのだ。

「──魔法使いは、その娘を助けるため、そして村を助けるため、北の聖なる山を登って、白銀竜と戦うことを決意したのです」

　だが、白銀竜は強敵であった。魔法使いの魔法をもってしても白銀竜は倒せなかった。白銀竜を支配する魔王も現れ、その攻こう撃げきの前に魔法使いの命は最も早はや、風前の灯ともし火び。

　そんな時、魔法使いの前に、生け贄の娘がやってきたのだ。

「娘は言いました。〝魔法使い様。どうか、私と契けい約やくしてください〟」

　実は、その生け贄の娘は、白銀竜の『善き心』の化身だったのだ。

　愛する魔法使いを助けるため、数千年の時を経へて得た強大な力を持つ自分の本体を捨てる覚かく悟ごをしたのです。

　白銀竜の『善き心』と契約した魔法使いは、竜の力を得て、見事、白銀竜を倒しました。

「白銀竜を倒し、魔王を退散させた魔法使いは、白銀竜の『善き心』の化身と共に、再び魔王を倒すための正義の戦いの旅を続けるのでした。そして、この地の人々は忘れないでしょう。人々を救ってくれた魔法使いの存在を。そして、その身を犠ぎ牲せいにして、人々を救ってくれた優しき竜の存在を。……めでたしめでたし」

　こんな締しめくくりで。

　フェロードの人形劇は幕を引くのであった。




「どうだい？　少しは退たい屈くつしのぎになったかい？」

　芸を終えたフェロードが、ルミアへにこやかに微笑ほほえみかける。

「ええ、とても興味深い話でした。素す敵てきな時間をどうもありがとうございます」

　ルミアも穏やかな笑みをフェロードへと返す。

「こちらこそ。祭りの余興としては受けが悪かったけど、君が見てくれたんだ。せっかく練習した芸も、この日のために作った人形達も、これで浮かばれるよ。下手の横好きに付き合ってくれて、本当にどうもありがとう」

「いえいえ、そんなことありませんよ？　なんだか凄すごく引き込まれましたし……それに、この『白銀竜と魔法使い』って、『メルガリウスの魔法使い』の一部なんですよね？」

「おや、詳くわしいんだね、ルミア」

　少年がにこやかに微笑んで、話し始めた。

「そうなんだ。『メルガリウスの魔法使い』の第七章は、このスノリア地方の民間伝承である『白銀竜と魔法使い』を取り入れた物だと言われているんだ。『白銀竜と魔法使い』で登場する〝魔法使い〟を、『メルガリウスの魔法使い』の主人公である〝正義の魔法使い〟と同一視したんだと思う。この国には、〝魔法使い〟や〝魔王〟が登場する様々な伝承、逸いつ話わが各地にあって、一つの物語群サイクルを形成している。ロラン＝エルトリアはそれらを個々に独立した伝承とは捉とらえず、共通する一人の〝正義の魔法使い〟を主人公とした物語として一本に筋道立てて編へん纂さんした……それが『メルガリウスの魔法使い』なんだ。そして、興味深いのが、ロラン＝エルトリアが編纂した『メルガリウスの魔法使い』は、基本的にどの章もハッピーエンドということなんだ。この『白銀竜と魔法使い』はともかく、元になった原典では、わりと悲ひ惨さんな結末の逸話も多い。なのになぜ、ロランは原典をねじ曲げてまで、あえてハッピーエンドにしたのか？　そこにはロランの何らかの願いやメッセージが込こめられているのかもしれないわけで──」

　やけに饒じよう舌ぜつに語るフェロードが語っていると。

　やがて、ルミアがくすくすと笑っていることに、フェロードは気付く。

「おっと、ごめんね。この手の話となるとつい夢中になってしまうのが、僕の昔からの悪いクセなんだ。……気分を悪くしたかな？」

「いえ、その……システィを連れてくれば良かったなって思いまして」

「システィ？」

「ええ、そういった話にとても詳しくて、大好きな子がいるんです。名前は、システィーナと言って……」

「システィーナ、か。……君のお友達かい？」

「はい。彼女は、私がお世話になっているフィーベル家の令れい嬢じようで……こういう昔の伝承や考古学が大好きで、きっと、フェロードさんと話が合ったと思います。システィならフェロードさんの人形劇もすっごく喜んだと思いますよ？」

「ははは、そうかな？　ふふっ、そうだと嬉うれしいね」

　なんだかんだで打ち解けた二人が、穏やかな笑みをかわし合った……その時だ。

「ルミア～～っ！」

　遠くから、そのシスティーナの声が、ルミアの耳に飛び込んでくる。

「ちょっと、もう～っ！　早く練習の続きしましょうよ～～っ！」

　システィーナがルミアの姿を見つけるなり、たたたっと駆かけ寄ってくる。

「あっ、ごめんなさい、フェロードさん。長居し過ぎちゃいました。私はもうこれで……」

　別れる前の最後の挨あい拶さつをしようと、ルミアがフェロードを振ふり返る。

「え？　……フェロードさん？」

　だが、そこには……誰も居なかった。

　ついほんの一いつ瞬しゆん前まで、確かにあったはずの人形劇台も、何もかも。

　まるで本当に夢か幻まぼろしであったかのように、綺麗さっぱり消えてしまっていたのだ。

「……え？　ええっ？　噓うそ……だって、さっきまで確かに……？」

　目を瞬かせて、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすルミア。

　今、自分の目の前で起きたことが、信じられない。

　確かにこの目で見たはず、聞いたはずのフェロードの言葉、人形劇。

　あれは、現実だったのか。それとも白昼夢だったのか。

　たちまち、ルミアの現実があやふやになっていく──

「もう、どうしたのよ？　角を見てぼんやりしちゃって！」

　そこに元気いっぱいのシスティーナが駆けつける。

　事情を知らない彼女は、ルミアの反応を待つまでもなく、その手を引いて駆け出す。

「ほら、行こう！　せっかくなんだもの、成功させてやろうじゃない！」

「あ、うん……そうだね……」

　どこか夢ゆめ現うつつの気分で、ルミアはシスティーナに手を引かれるに任せるのであった。




　──こうして、スノリアでの二日目は、慌あわただしく過ぎていった。

　祭は客として回るのも楽しいが、裏方に回って準備に勤いそしむのも楽しいものらしい。

　なんだかんだで、忙いそがしくも充じゆう実じつした時間を、グレン達は過ごすのであった。

　そして、その夜──




「それでは、明日の銀竜降臨演えん舞ぶの成功を祈いのりまして……乾かん杯ぱい！」

「「「「乾杯～～っ！」」」」

　ジョン市長の取り計らいで、銀竜祭関係者や奉ほう納のう舞ぶ踊ように協力するグレン達、聖リリィ魔ま術じゆつ女学院の生徒達が呼ばれ、市長宅で立食形式の宴えん会かいが開かれる運びとなっていた。

　大ホ広ー間ルに長テーブルを並べ、その上に様々な食べ物や飲み物が並べられている。

　当然、祭はまだ途と中ちゆうなので、宴会の規模としてはささやかな物だが、今日一日の準備を通して親交が深まった者達が賑にぎやかに談だん笑しようし、楽しい時間が流れていった。

「いやぁ、本当に助かりましたよ、セリカさん。貴女あなたのおかげで……」

「何、まだ、終わってないさ。まぁ、全力は尽くすよ、面おも白しろそうだしな」

「はい、よろしくお願いします、セリカ様」

　向こうでは、ジョン市長、ミリア、ハイネ座長、セリカらが歓かん談だんをしている。

　そんな様子を遠目に眺ながめながら……

「ったく……疲つかれたぁ……」

　グレンは、ぐったりとぼやいていた。

「お疲れ様です、先生」

　グレンの手のグラスに、ルミアがいたわるようにワインを注いでいく。

　そして、お皿にローストビーフやフィッシュ＆チップスなど、こころなしかグレンの好物を多めに取って来たシスティーナが、心配そうにグレンへ問う。

「で？　結局、どうだったんですか？　その……演舞は本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ああ、舞踊の振り付けは、セリカが魔術で俺の脳へ強制的に記録しやがった」

「うっわぁ……なんていう荒あら療りよう治じ……」

「この手の強制記き憶おく魔術は、精神に負荷がかかるから、さっさと解呪デイスペルしてえんだが……まぁ、明日一日の辛しん抱ぼうだ。とにかく、そういうわけで動きは大丈夫だ。問題は、俺の演技力なんだが……どう考えても学芸会レベルです。本当にありがとうございました！」

　そんな風に、グレンががっくりと頭を落としていると。

「まぁ、大丈夫ではないかと」

　ジニーが淡たん々たんと無表情に慰なぐさめていた。

「セリカさんに比べたら、ぶっちゃけ、皆みな、どんぐりの背比べです。観客達の目は皆、セリカさんに釘くぎ付づけ。よほどやらかさない限り、悪目立ちはしませんよ」

「……ん。グレン、頑がん張ばって。これ食べて元気出して？」

　そして、リィエルが大皿に山と盛られた苺いちごタルトを、グレンへずいっと差し出した。

「お、おう……あんがとな……」

　見ただけで胸焼けがしそうな大皿から視線を逸そらし、グレンはリィエルの頭を撫なでた。

「ま、まぁまぁ、なんとかなりますって！」

「そうですよ、私達も全力で先生のサポートをしますから──」

　明日の舞ぶ台たいへの不安からか、げっそりしているグレンを励はげまそうと、システィーナとルミアが、笑顔で何事か檄げきを飛ばそうとする。

　だが、その時。

「ぐれぇんしぇんしぇぃ～～」

「のんでぇるかぁああ～～っ!?」

「うおッ!?」

　そんなグレンの左右から、しがみつくように抱だきついてきた二人の少女がいた。

　フランシーヌとコレットだ。

　二人とも顔が真っ赤で口元が緩ゆるみ、潤うるんだ目は焦しよう点てんを結んでいないようであった。

「なんだ、お前ら!?　酒臭くせぇ!?　さては飲んだな!?　この不良娘むすめどもが！」

「いいじゃないれふかぁ～～しぇんしぇもぉ、わらくひたちとぉのみましょおよぉ～～」

「おしゃくすりゅぜぇ～～」

　だらりとグレンに縋すがり付いてしなだれかかり、フランシーヌがグラスを、コレットがワインの入った瓶びんを、グレンの両頰ほおを挟はさむように押しつけてくる。

「にゃ～～ん、ごろごろぉ～～」

「しぇんせぇ……またあえてうれしぃぜぇ～～もうはなさにゃい……」

　そして、胡う乱ろんな意識のまま、グレンにベタベタと甘えまくる二人を前に……

「ちょ、ちょっと！　二人とも!?　何やってるの!?　ふざけすぎでしょ!?」

「ふふっ、そんなにくっついたら先生が迷めい惑わくだよ？　……だから、離はなれよう？　ね？」

　システィーナが目くじらを立てて、ルミアが朗ほがらかな笑顔で、フランシーヌとコレットをグレンから引き剝はがしにかかる。

「いだだだだだだ!?　こら、お前ら、引っ張るなぁあああああ──もごっ!?」

「食べて」

　そして、悲鳴を上げるグレンの口の中に、苺タルトを詰つめるリィエル。

「……おいしい？」

「もごもがもがぁあああーーッ!?　（息が詰まる!?　殺す気か!?）」

「そう。よかった。もっと食べて」

「もがーーーーーーーーッ!?　（詰めるな!?　これ以上詰めるな!?）」

　少女達にもみくちゃにされて、どたばたと暴れるグレン。

　なんですか、このカオス……と、ジニーが興味なさそうに溜ため息いきを吐ついて。

　そんな姦かしましくも、楽しげで賑やかなグレンの様子を……

「ふっ……」

　セリカは穏おだやかな笑えみを浮うかべ、遠くから最愛の息子むすこを見守る母親のように優やさしげな目で、じっと見つめているのであった。




　──やがて、そんな宴うたげと騒さわぎも一段落が付く。

「ったく、まだ何も終わってねえのに、はしゃぎ過ぎだろ……バカじゃねーの？」

　グレンは一いつ旦たん、宴会場を離れ、市長邸ていのテラスへと出ていた。

　外に面したそこは、雪の積もった屋根とテーブルが据すえられている。設置されたランタンの灯ともし火びにぼんやり照らされ、闇やみの中に浮かぶ雪ゆき化げ粧しようの庭園を一望できた。

　雪は止やんでいた。空気は冷たく澄すみ渡わたり、夜になって上空で風が強くなったせいか、空の雲は綺き麗れいに払はらわれ、天に銀砂を鏤ちりばめたような星空が広がっていた。

　当然、刺さすような寒気が、グレンの身体からだからみるみる熱を奪うばっていくが……先ほどまでの宴会場の熱気に当てられた今のグレンにとっては、熱冷ましに丁度良かった。

「さて……戻もどるか」

　一通り深呼吸をして、テラスから市長邸内へ戻ろうと、グレンが振り返ると。

「よう、グレン」

　いつの間にか、テラスの出入り口にセリカが立っていた。

「ん？　どうしたんだ？　こんな場所に」

「お前と同じさ。私も涼すずみに来たんだ」

「そっか。風か邪ぜを引く前に戻れよ」

　そう軽く声をかけて、グレンがセリカの傍かたわらを過よぎり、邸内へ戻ろうとする。

　だが、セリカが、そんなグレンの手をそっと摑つかんでいた。

「……セリカ？」

　グレンが訝いぶかしむような視線を向けるが、セリカは無言。グレンの方を振り返ることもなく、その手を摑んだまま、穏やかな横顔を見せ続けるだけだ。

「……おいおい、どうしたんだ？　俺、寒いんだけど？」

　すると、セリカはそっと口を開いた。

「ちょっと、外に出ないか？」

「え？」

　目を瞬またたかせるグレンの前で、セリカがぼそりと呪じゆ文もんを唱えた。

　その呪文によって虚こ空くうに小さな門が作られ、何かが召しよう喚かんされる。

　それは箒ほうきだ。一本の箒が、地面と水平になるような格好で浮いていた。

　飛行魔術用の魔ま導どう器きだ。今でこそ飛行用の魔導器は指輪型や靴くつ型がたに作るのが主流だが、大昔は箒型に作るのが魔女達の流行だった……と、聞いたことがある。

　すると、セリカは足を揃そろえて横座りでその箒に腰こしかけ……そのすぐ隣となりを手で叩たたいた。

　どうやら、乗れ、とのことらしい。

「はぁ？　こんな古ふる臭くせぇ飛行魔導器でどこ行こうってんだよ？　勘かん弁べんしてくれよ……」

　グレンはいかにも嫌いやそうに悪態を吐くが……

「…………」

　セリカは、そんなグレンをいつになく穏やかな表情でじっと見つめるだけだ。

「……ったく、どこへ行こうってんだよ？」

　そんな、いつもと違ちがう雰ふん囲い気きのセリカに根負けし、グレンが渋しぶ々しぶと箒にまたがる。

　その瞬しゆん間かん。

「しっかり摑まってろよ？」

　二人を乗せた箒がふわりと、浮いて──

　猛もう速度で夜空に向かって、カッ飛んでいくのであった。

「ぉおおおおわぁあああああああああああああああああーーッ!?」

　全身を襲おそう浮ふ遊ゆう感かん、身を切る寒気、吸い込まれそうな星空へ──グレンの叫さけびが吸い込まれていくのであった。




　グレン達を乗せた箒が、遥はるか空を翔かける。

　ホワイトタウンの上空を過ぎり、雪山を一つ越こえ、大雪原を越える。

　やがて、二人が辿たどり着き、足を地に着けた場所は──四方を雪山に囲まれた盆ぼん地ちに形成された、見渡す限り広大な湖のほとりだった。

　この時期、その湖──クリスタルレイクは完全な氷湖と化しているのだ。

　時間をかけて自然成長した限りなく純じゆん粋すいな氷柱つららが、そこかしこに突き立ち、まるで氷精が踊おどるかのような神秘的なオブジェを形成し、見る者を圧あつ倒とうする。

　吹ふき荒すさぶ寒風によって鏡のように磨みがかれた氷の湖面が、銀天の星空を鏡のように映して輝かがやいている。この自然の奇き跡せきたる氷の鏡面化現象は非常に珍めずらしい現象で、発生に様々な厳しい条件が必要なため、この時期、ここだけでしか見られない現象らしい。

　人の魂たましいを圧倒するその光景は、人呼んで──『氷銀河』。

　その形容に余分な言葉は要いらない。まさに絶景中の絶景。

　極ごく低温の世界で奇跡のように築かれた、世界有数の景勝──水と氷の芸術だった。

「どうだ？　凄すごいだろう？　お前にこれを見せたかった」

　座るにちょうど良い氷柱に腰かけ、セリカは隣のグレンへ得意げに笑いかける。

「さっぶぅううううううううううううううううううううううううううーーッ!?」

　だが、そんな光景をありがたがる殊しゆ勝しようさは、グレンにはなかった。

「寒過ぎる!?　冷気が空調魔術を完全に貫かん通つうしてやがる!?　死ぬぅーーッ!?」

　自分の身体を抱いて、ガタガタ震ふるえ、ぎゃんぎゃん叫ぶグレン。

　夜の氷湖に、グレンの情けない悲鳴が木こ霊だました。

「ったく、うるさいやつだなー、せっかく連れてきてやったのに」

　セリカは苦笑いしながら嘆たん息そくし、どこからか大きなタオルケットを取り出した。

「……こうすれば、少しは暖かいだろ？」

　そして、セリカはグレンへ身を寄せ、二人の身体を一つのタオルケットで包む。

　そのタオルケットには、予あらかじめかなり強固な空調魔術が付呪エンチヤントされていたのだろう。肌はだに感じるセリカの体温も相まって、寒さがかなりマシになっていた。

　……と、その時。

「ほう、これはついてるな」

「!?」

　空に、薄うすぼんやりとした輝きを感じ、二人は空を見上げる。

　銀天の天てん蓋がい──それを優しく包むように、巨きよ大だいな光のカーテンがかかっていた。

　羽は衣ごろものように幾いく重えにも折り重なった極光は、まるで風に吹かれるかの如ごとくゆらゆらと揺ゆれ動き、その色しき彩さいと陰いん影えいを間断なく変化させていく。

　赤、青、緑、桃もも色いろ──まるで虹にじのようにグラデーションする光の大カーテン。氷銀河を水と氷の芸術と評するならば、それはまさに光の芸術。

　霊脈レイ・ラインの関係で、帝てい国こくではこの地方でしか観測されないオーロラが、大パノラマの空一いつ杯ぱいに広がっていたのだ。

　氷銀河とオーロラの、奇跡のシンフォニー。

　氷の鏡面に映され、無限に広がるその光景は、最も早はや、言葉の表現限界を超こえている。

　陳ちん腐ぷではあるが、〝限りなく幻げん想そう的で神秘的で美しい〟──それ以外に、その光景を形容する言葉が見当たらなかった。

「すっげぇ……」

　あのデリカシーゼロのグレンすらも感服して、呆ぼう然ぜんと見とれるしかない。

「ははっ。こりゃ文句なしで一生もんの光景だな」

「ああ。私は今日、こうしてお前と見たこの光景を、絶対に忘れない……」

　セリカがどこか満足そうに、グレンの言葉に頷うなずくのであった。

「……これからこの先、何があっても」

「…………」

　そんなセリカの細い呟つぶやきに、押し黙だまるグレン。

　しばらく、二人はそのまま、無言でその光景を堪たん能のうし続けた。

　…………。

　……そして、どれくらい時間が経たっただろうか。

「なあ、セリカ。……何があった？」

　グレンが静かに、隣のセリカに問いかける。

「ん？　質問の意味がわからないぞ」

「バカ、バレバレだっつーの」

　グレンが白い息を吐はきながら、ふて腐くされたように言う。

「……普ふ段だんのお前とこの旅行のお前、キャラが違い過ぎるぞ」

　途と端たん、セリカは押し黙ってしまう。

「考えてみれば、お前は最近、ずっと家を空けっぱなしだった……先の裏学院騒そう動どうの時もだ。マキシムの不正の証しよう拠こ集めっていってたけど、それにしたって不自然に家を空け過ぎてる。まるで、俺を避さけていたみたいじゃねえか」

「…………」

「そこからの、何か開き直ったような、この旅行でのはしゃぎっぷり……何か勘かんぐらない方がおかしいだろ？」

「…………」

「……話してみろよ。何を悩なやんでいるんだよ？　その……前にも言ったよな？」

　ふと、思い出す。『タウムの天文神しん殿でん』から『星の回かい廊ろう』を通って、到とう達たつした『地ち下か迷めい宮きゆう』の深層で──傷ついたセリカを背負って、魔人から逃にげ落ちた時のことを。

「俺達は……家族だってよ」

　すると、セリカは僅わずかな驚おどろきに目を微かすかに見開いて……やがて、目を伏ふせる。

「はは、あのちっちゃかったガキンチョが言うようになりやがって……」

「……茶化すなよ」

　グレンが不満げにそう返す。

「大だい丈じよう夫ぶだ、心配するな。なんでもない。なんでもないんだ……」

　だが、セリカは穏おだやかにそう言って、グレンをやんわりと拒きよ絶ぜつした。

　そんなわけがない。なんでもないはずがない。

　そんなことを察せないほど、浅い付き合いではないのだ、二人は。

「なんでもないんだよ。私はただ、家族として……お前と今をこうしていられれば、それでいい……」

　セリカはどこまでも透とう明めいに透すき通った微び笑しようで、その横顔を満たしている。

「……それでいいんだ」

　そんな風に言い切られてしまったら、グレンにはもう何も問い詰つめられなかった。

「…………」

　グレンが複雑な気分で無言になっていると。

　セリカは夢見るような表情で、眼前の美しき光景をぼんやりと見つめ続けていた。

「綺き麗れいだな……本当に綺麗だ。まるで夢でも見ているみたいだ」

「……そうだな」

「お前と一いつ緒しよにこのスノリアにやって来て、本当に良かった。……そう思う」

「……かもな」

「なぁ、グレン……もうちょっとだけ……ここで、こうしてていいか？」

「……好きにしろよ」

　こうして、誰だれも知らない遥かな夜空の下で。

　しんと冷え切る氷の世界の真ん中で。

　二人は身を寄せ合いながら、いつまでも星空と氷原を眺ながめ続けるのであった──








第五章　災さい厄やくの降臨









　そこは──阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずであった。

「ぁあああああああああああああああああああああーーッ!?」

「ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいーーッ!?」

　彼かの地に古いにしえより伝えられし秘ひ奥おうを実じつ践せんする者達の本ほん拠きよ地ち──《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》本部。

　今、そこは混じりけのない高純度の恐きよう怖ふと絶望で満たされた、地獄の釜かま底ぞこであった。

　闇やみが支配するその空間、その中心に聳そびえ立つ四し角かく錐すい型の巨大な祭さい壇だん。

　それを囲み、昼夜ひっきりなしに祈いのりの言葉を捧ささげていた教団員達が、突とつ如じよ、魂が割れ砕くだけたような苦痛の絶ぜつ叫きようを上げ始めたのだ。

　それと同時に。嗤わらう髑どく髏ろの戯ぎ画がにも見える禍まが々まがしき魔術法ほう陣じんが、祭壇を中心に、全すべての教団員を絡からめ取るように床ゆかに浮うかび上がっていた。

　それが今、秘めたる力を発揮し、その恐おそるべき冒ぼう瀆とく的な力を振ふるい始めたのだ。

「ぁぎゃああああああああああああああああああーーッ!?」

　吸われている。喰らわれている。

　生命力、魂、マナ……人を人たらしめ、一個の生命として息づかせる超ちよう自然的なエネルギー……教団員達のそういったモノを、髑髏の法陣が容よう赦しやなく暴飲暴食しているのだ。

　命を吸われていく教団員は、みるみるうちに瘦やせ細り、手足は枯かれ木のようになり、肌はしわくちゃになり、髪かみは抜ぬけ落ち……乾かわいたミイラと成り果て、倒たおれていく。

　そこは、生いけ贄にえの血で満たされた盃さかずきだ。

　貪どん欲よくな死神が、それを片かたっ端ぱしから飲み干していっているのだ──

「これはどういうことだ、エレノア殿どのぉおおおおおおおおーーッ!?」

　徐じよ々じよにミイラ化していくエルネストが、この惨さん劇げきの中に平然と佇たたずむエレノアに向かって這はい寄っていく。

「あ、貴女あなたは……我らを裏切ったのか!?　騙だましたのかぁっ!?」

「……別に騙してはいませんわ」

　そんなエルネストを、冷れい酷こくな微笑を浮かべながら、エレノアが見下ろしている。

「これで、貴方あなた達の悲願は達成されるのですよ？　貴方達の奉ほうずる偉い大だいなる主あるじが、この現世に目覚めるのです……そう、貴方達の血と命を以もつて」

「……ッ!?」

「むしろ、喜ばしいことでしょう？　自分達の奉ずる神の血肉になれるんですもの。全ては貴方達の悲願であり……そして、貴方達が信じる大長老様の望みなのですわ」

「噓うそだ……信じられない……ッ！　我らが偉大なる指導者……大長老様が……本当にこんなことをお望みになるなんて……ッ！　我々を切り捨ててまで……ッ!?」

　エルネストが祭壇を見上げる。

　その天辺には、今回の計画の実行を指揮した大長老が悠ゆう然ぜんと佇み、眼下の地獄を睥へい睨げいしている。……このエレノアと協力することを決めた大長老が。

「なぜです、大長老様……一体、なぜ、このようなことを……ッ!?」

　ずりずり……と。

　エルネストが、徐々にミイラ化しながら、なんとか階段を這い上がっていく。

「一体、なぜなのですかぁああああああーーッ!?」

　そして、大長老の足あし下もとへ取り縋すがるように倒れ込み……そのローブを摑つかんだ。

　すると、びり、と。大長老の纏まとうローブが破れ、その下の相そう貌ぼうが露あらわになった。

　そのローブの下は──ぞろりと並ぶ乱らん杭ぐい歯ばに、変色してむき出しになった筋肉、闇色を湛たたえ落ち窪くぼんだ眼がん窩か──ドロドロに爛ただれた腐ふ乱らん死体であった。一目で、とっくの昔に死んでいると理解出来る。

「な、なんだこれは……ッ!?　じゃ、じゃあ、今日まで、私達をお導きになっていた大長老様は……ッ!?」

「……あら、バレてしまいました？　殿との方がたを死人形にするのは趣しゆ味みじゃなかったので、防腐術式が雑でしたかしら？」

　くすりと笑い、エレノアが茶目っ気たっぷりに、ぼそりと何事かを呟く。

　すると、元・大長老だったものは、その肉がどろどろに溶とけて足下に流れていき……やがて、綺麗な白骨となって、がらがらと崩くずれ落ちた。

「〝真に、かくあれかしフアー・ラン〟」

　エレノアが右手で十字の聖印を切り、祈りの聖句を捧げる。

　エルネストは大長老の白骨の隣となりで完全にミイラ化して、すでに息絶えていた。

「……さて、いよいよですね」

　エレノアが祭壇の天辺へ改めて目を向ける。

　その視線が向かう先には巨きよ大だいな氷ひよう塊かいがあった。

　その氷塊の中には、相変わらず祈るように手を組んで閉じ込められ、眠ねむる少女。

　氷塊の下には、やはり法陣が描えがかれており、下の生け贄の巨大法陣と直結している。

　それを通して、氷塊へと流れ込んでいく、命、命、大量の犠ぎ牲せい者しや達の命。

　やがて、決して溶けず崩れないはずの永久氷ひよう晶しようの表面に、ビシリとヒビが入った。

　──どくん。

　何か不ふ穏おんな魔ま力りよくが、その空間に胎たい動どうし始めた。

　どくん、どくん、どくん。

　氷塊の中で眠る少女に、異常が発生した。

　びしびし、と音を立てて、少女の肌はだに白銀の鱗うろこが生まれ、身体からだを覆おおい始める。

　めきめき、と音を立てて、少女の手足の爪つめが、刃は物もののように伸のびる。

　ばきばき、と音を立てて、少女の身体が、筋肉質に膨ふくれ上がっていく。

　どくん、どくん、と。魔力の胎動ごとに、少女が異形の姿へと変へん貌ぼうしていくのだ。

　やがて、不ふ滅めつの永久氷晶が、内部に閉じ込めた少女の変貌に耐たえきれず、木こっ端ぱ微み塵じんに四散する。

　だが、祭壇上に投げ出された少女は、なおも止まらず変態を続けていく。

　どんどん大きく膨れ上がる鋼はがねのような体たい軀く。まるで山と見み紛まがうほどに。

　背中を突つき破って生え、大きく成長していく翼つばさ。全身はすっかり銀色の鱗で覆われ、その美しかった相貌は、流線型のフォルムを持つ蜥蜴とかげじみた異形と化す。

　やがて、その閉じられていた瞼まぶたが、ばっちりと開かれ、その氷のような青眼が暗くら闇やみを切り裂さくように露わになる。

　そして、その巨大な異形は、天に向かって顎あごを開き──

　連なるシルヴァスノ山脈の峡きよう谷こくに、げに恐ろしき獣けものの咆ほう哮こうが木こ霊だまするのであった。




　その日──陽ひも沈しずんだ夕時。

　ホワイトタウンの中心にある、中央大広場にて。

　初日に開かい催さいセレモニーを行ったその場所は、今、大勢の観光客で賑にぎわっていた。

　視線が集まる先は、即そく席せきの暗幕で覆われた舞ぶ台たい上だ。

　薄うす暗ぐらい暗闇のヴェールが辺りを包む中、並ぶランタンでライトアップされる世界。

　そこで始まる奉ほう納のう舞ぶ踊ようの開始を、観光客達が今か今かと待ち受けているのだ。

「ねぇねぇ、奥さん、聞きました？」

「ええ、あのマリー様が出演をご辞退なさったとか……」

　舞台を囲む観客席からは、ひそひそ声が、ひっきりなしに聞こえてくる。

「はぁ……今年は、あのマリー様が主演を務めるというから来たのに……」

「なんでも、マリー殿の代役を、あのセリカ＝アルフォネアが務めるらしいですぞ？」

「ああ、そういえば、市の銀ぎん竜りゆう祭実行委員会が、突如、大々的に告知していたな……」

「セリカ＝アルフォネア？　あの《灰かい燼じんの魔ま女じよ》？　生きた伝説と呼ばれる？」

「わたくし達を馬ば鹿かにしていますの!?　彼女は俳優でも踊おどり手でもない、ただの魔術師でございましょう!?　畑はたけ違ちがいも良いところですわ！」

「はぁ～……今年は銀竜祭始まって以来、最悪の年ですな……」

　メインイベントなので一応集まってはみたらしいが、観客達の間には期待外れと残念そうな気配が、ありありと漂ただよっていた。最初からこんな調子では、恐らく奉納舞踊が始まれば、観客達は次々と席を立っていくことだろう。

「本気で俺達使ってやるのかよ……万が一のことがあっても責任取れんぞ？」

　グレンが舞台の楽屋裏から観客席を見ながら、頰ほおを引きつらせてぼやいていた。

　そんなグレンは、どこか民族的な紋もん様ようが刺し繡しゆうされた蒼あおのローブに身を包んでいる。

　伝承『白はく銀ぎん竜りゆうと魔法使い』の主役である、魔法使い役の衣い装しようだ。

「帰りてぇ……もう、フェジテに帰りてぇ……なんだってこんなことに……？」

「もう、先生ったら……まだぐちぐち言ってるんですか？　ここまで来たんだから、もうやるしかないでしょう？」

「あはは、頑がん張ばりましょう、先生」

　バックダンサーの衣装に身を包んだシスティーナとルミアが、グレンを宥なだめる。

「グレンさん、あまり気負わないでください。別に奉納舞踊が失敗しても、私達は貴方がたを咎とがめるようなことは致いたしません」

「ええ、元々詰つんでいたのです。こうして開催出来るだけでも幸いなことなのですから」

　忙いそがしい中、応おう援えんに駆かけつけたジョン市長とミリアが、及および腰ごしのグレンを励はげます。

「まぁ、グレン君。正直、急作りのわりには君の演えん舞ぶ、そう悪いものではなかったよ」

　ハイネ座長も頷うなずきながら激げき励れいする。

「はぁ……もうどうにでもなれの精神ですね、これ」

「ん」

　魔王の配下役の黒い衣装に身を包む、ジニーとリィエルが頷く。

「なんとかなるって！　先生なら絶対いけるって！」

「そうですの！　貴方は土ど壇たん場ばにとても強い御お方かたですもの！」

　コレットとフランシーヌは相変わらず能天気で、緊きん張ちようなど欠片かけらもせずに元気いっぱいであった。昨日の今日でこれである。以前の聖リリィ魔術女学院で起きた騒そう動どうの時もそうだったが、本当にタフで図太いお嬢じよう様さま達なのであった。

「ところで……セリカはどこ行った？　そろそろ出番じゃねーの？」

「ええと、衣装の着付けにちょっと時間がかかっているみたいで……」

　システィーナがグレンの問にそう返した……その時であった。

「待たせたな」

　その楽屋裏に、白銀竜役の衣装に着き替がえたセリカが現れていた。

「まったく……なんてややっこしい衣装なんだ、これ……」

「──ッ!?」

　その一いつ瞬しゆん、グレンは目を見張った。

　セリカが身に纏う衣装は、白を基調とした、ゆったりとしたローブのような衣装だ。

　全体的に、どこか竜りゆうを思わせるようなデザインである。背中に竜の翼を模したような飾かざり布が垂れ、余よ裕ゆうある袖そでは爪を模すかのように深く尖とがった刻み目を描いている。要所に入った煌きらびやかな紋様の刺繡は、まるで鱗を模しているようだ。

　今は背中に垂らしている三角の白いフードを目ま深ぶかく被かぶれば、角を模したような二つの三角飾りも相まって、竜の頭部を見る者に想起させるだろう。厚ぼったさは全体的にあるものの、その優美な肢し体たいのラインを最大限強調するような奇き跡せきのデザインだ。

　そんな、どこか北方民族的な雰ふん囲い気きを持つ不思議な衣装を、数々の銀細工の装そう飾しよくが煌びやかに飾り立てており、独特の美へと昇しよう華かさせている。

　花はな嫁よめとも、神聖なる竜の巫み女ことも思おぼしきその姿は──ただただ美しく神秘的であった。
















「どうした？　グレン。私の顔に何かついているか？」

「いや……その、なんだ？」

　相手がセリカであるがゆえに、素す直なおに褒ほめ言葉など出ない。

　そもそも昨晩のこともあって、グレンはどうにもまともにセリカの顔が見られない。

　ゆえに……

「その……頑張れよ」

　そっぽを向きながら、グレンはそんな素っ気ない激励を送る。

「……ああ」

　そんなグレンに、セリカは嬉うれしそうに笑って応じ、颯さつ爽そうと踵きびすを返す。

「さて。私はそろそろ出番だから定位置に向かうわ。お前もしっかり頼たのんだぞ」

　しゃなり、しゃなりと。まるで一足ごとに鈴すずが鳴るような優ゆう雅がさを振ふりまきながら、セリカは楽屋裏を後にするのであった。

「「「「…………」」」」

　システィーナも、ルミアも、リィエルも、フランシーヌも、コレットも、ジニーも。

　その次元が違う美と存在感に、ただただその後ろ姿に見とれるしかなかった。

「セリカ、すっごく綺き麗れいだった。いいな」

「強敵過ぎる……ッ！　何をどうしたら女性として、アレに勝てるの……ッ!?」

「あ、あはは……私達も、もっと自己研けん鑽さんしなきゃ……だね」

　リィエルが目を丸くし、システィーナが頭を抱かかえてがくりと膝ひざを折り、ルミアが苦笑いをするのであった。




　夜の深まりと共に、暗闇と寒気が強まっていく。

　舞台周囲に集まる観客達のざわめきが、次し第だいになりをひそめていく。

　焚たかれた無数の篝かがり火びの煌こう々こうとした光の揺ゆらめきだけが、舞台を闇の中から浮うかび上がらせている。

　そんな厳おごそかな雰囲気の中。

　しゃん。

　頃ころ合あいを見た舞踊合奏隊が、ベルを打ち鳴らす。

　その澄すんだ音色が、奉納舞踊の開始を告げるのであった。

　観客席の中央を貫つらぬいて舞台へと続く道がある。等とう間かん隔かくに篝火が灯ともされたそこを、今、一人の白い女性が、舞台に向かって厳かに進んでいく。

　セリカだ。

　白のフードを目深く被って顔を隠かくし、両手で衣装の裾すそを軽く持ち、翼のようなヴェールを引いて……鳴り響ひびく澄んだベルの音に合わせ、静かに歩いて行く。

「ほう……？　あれがマリーの代役の……？」

「噂うわさのセリカ＝アルフォネア……？」

　正直に言えば、観客達は、今回の奉納舞踊に何一つ期待していなかった。

　何しろ、皆みな、マリーを演舞を見に来たのだ。

　ゆえに、その代役を務めるというセリカとかいう、かの悪名高き魔女が、畑違いの分野でいかほどのものか？　むしろ、無様な有様を嘲あざ笑わらってやろう。

　そんな、少し下世話な興味や好こう奇き心しんで、なんとなく集まったに過ぎなかったのだ。

　だが──

　しゃん。

　セリカがベルの音に合わせて、一歩一歩ゆっくり歩を進めるごとに、徐じよ々じよに観客達に動どう揺ようと困こん惑わくが広がり、ざわめきが伝でん播ぱしていく。

「……な、なんだ……？　この畏おそれ多い雰囲気は……？」

「ま、まるで吞のまれるようだ……」

　まだ、何も始まっていないのに。

　ただ、セリカは舞踊の歩法に従って、静かに歩いているだけなのに。

　その所作、振り付け、仕草、佇たたずまい、腕うで振ふり、足運び、息づかい……篝火に浮かび上がるセリカの全身から滲にじみ出る風格、存在感、神秘性──そういった言語化不可能なオーラのようなものが観客達を吞み込み、圧あつ倒とうし始めているのだ。

　しゃん。

「…………」

　セリカは、白銀竜を模した衣装を身に纏まとう人間の女に過ぎない。

　だが、彼女が紛まぎれもない白銀竜そのものであるかのような──そんな強大な存在感が、セリカから滲み出ていたのだ。

　やがて、観客達が固かた唾ずを吞んでセリカを見守っていると。

　合奏隊が氷の鐘かね──アイス・ベルを打ち鳴らし、それに合わせて、角笛を束ねて作ったリャーマ・ホルンを、針葉樹で作られたスノリッシュ・フルートを吹ふき始める。

　山やま間あいを吹き抜ぬける冬風のような不思議に通る音色が、澄んだベル音に同調し……

　やがて、雪楓かえでと呼ばれる樹きから作られたメープル・ハープ、スノリア地方特有の伝統楽器、スノリッシュ・ブズーキ──ギターに似た弦げん楽がつ器き──らが厳かに爪つま弾びかれ始め、主しゆ旋せん律りつを奏かなで始めた。

　いつしか観客達は、無言で、夢中で、セリカを目で追い始めていた。

　辺りを奏で包むスノリア伝統奏楽と、観客達の視線に後押しされるように、セリカは階段を上り……舞台の中央に立ち……観客達を振り返る。

　そして、セリカは舞ぶ踊よう式に従い、頭上で手を大きく交差するように、目深く被っていたフードをふわりと下ろした。

　その相そう貌ぼうが露あらわになった、その瞬間。

　おおおおおおぉぉぉ……

　観客席を、感かん嘆たんの衝しよう撃げきが津つ波なみのように伝播した。

　その不明な存在を明らかにすることで、セリカの存在感が、最も早はや、誤ご魔ま化かしようもなく観客達を圧倒し、魂たましいを根こそぎ刈かり取っていたのだ。

　セリカの目は遠くを見るかのごとく虚うつろ──崇すう高こうなる何かをその身に降ろしたかのようだ。その絶世の美び貌ぼうも相まって、全すべての視線が、心が、彼女へと吸い込まれていく。

　空を堕おとすような衝撃から始まった、その奉ほう納のう舞踊。

　やがて変わる曲調。

　ふわり、ふわりと、舞まい式に従い、舞まい始めるセリカ。

　優雅に振るわれる腕、滑すべるように運ばれる脚あし。

　翼つばさのように広がる衣い装しよう、そのどれもが美しく夢のような軌き跡せきを描えがき──

　すでに観客達は、もう完かん膚ぷなきまでにセリカに魅み了りようされてしまったのであった。




「はぁ……とりあえず、舞踊の入りは上う手まくいったみたいだな……」

　安あん堵どの息を吐はきながら、グレンが楽屋裏から舞ぶ台たいを見ている。

　そこでは、篝火に照らされ、心ここ地ち良い不思議な旋せん律りつと共に、セリカが踊おどっている。

　時に水が流れるように、時に空を飛ぶように──舞台上を目一いつ杯ぱい使って、あらん限りにセリカが白はく銀ぎん竜りゆうを舞で表現している。

　舞台上に、偉い大だいなる伝説の竜が顕けん現げんした──そんな幻げん視しが現れるほどであった。

「それにしたって……俺、アレの相方すんの？　マジで？　うっそだろ……？」

　あまりものハードルの高さに、青ざめ頭を抱えて蹲うずくまるグレンであった。

　なんていうか、一光年くらい助走しても届きそうにない。

「なぁ、白しろ猫ねこ。逃にげていい？　なぁ、俺、逃げていい？」

「き、気持ちはわかりますが！　駄だ目めです！」

　セリカの舞に魂を奪うばわれていたシスティーナが我に返り、厳しくグレンを責める。

「ほら、しっかりしてください！　今は、第一楽章『竜の降臨』です！　このスノリアの大地に白銀竜様が初めて降臨なさり、この地の人間に恵めぐみをもたらした時のことを表現する章です！」

「次の第二楽章『竜と魔ま王おう』で、白銀竜と魔王の壮そう絶ぜつな戦いが表現されるんですよね？」

「ええ、私やリィエルさんの出番です」

　ルミアの呟つぶやきに、ジニーが応じ、リィエルがこくりと頷いた。

「ここで、一いつ旦たん、アルフォネア教授が衣装直しをして、第三楽章『魔法使いと巫女』……先生の出番はここからですからね！　気合い入れてくださいよね！」

「ああ……死し刑けい執しつ行こうの時間が刻一刻と近づいてくる……嫌いやだ嫌だ嫌だ嫌だ……」

　グレンのそのみっともなく情けない姿に、その場の一同が溜ため息いきを吐つくのであった。




　そんなグレンの葛かつ藤とうを置き去りに。

　観客達の魂を根こそぎ持って行ったまま、セリカの演えん舞ぶは続く。

　楽曲がセリカの舞を動かすのか、それともセリカの舞が楽曲を牽けん引いんするのか。

　夢とも現うつつとも取れぬ時間と空間を演出しつつ、神秘的な余よ韻いんを残しながら、第一楽章から第二楽章へ移行する。

　ここからは、スノリアの地を攻せめてきた魔王と、スノリアを守る白銀竜の戦いを表現する演舞が始まるのだ。

　舞台に魔王の衣装を纏まとった魔王役のダンサーが現れる。

　邪じや悪あくな魔王が、白銀竜の守るスノリアの地へ侵しん攻こうしてきたのだ。

　そして、魔王の軍勢の尖せん兵ぺい役であるリィエルやジニーも、魔王役に付き従って現れる。

　魔王役が黒い剣けんを振り回し、残ざん酷こくな動きで、剣の舞を踊る。

　やがて、魔王役のダンサーと白銀竜役のセリカが、演舞の流れのままに、幾いく度どとなく互たがいにすれ違い始めた。二人は入れ替かわり立ち替わり、交こう錯さくしながら、激しいステップ、激しい振り付けで踊り始める。

　途と端たん、背景で奏でられる曲調が、荒あら々あらしく昂たかぶるようなものへと変へん貌ぼうする。

　ついに、白銀竜と魔王の戦いが始まったのだ。

　バックダンサー達が吹き荒あれる極ごつ寒かんの吹雪ふぶきを演じ、リィエルやジニーが、魔王役と共に剣の舞を踊り、セリカを攻め立てる。

　そんな邪悪達に、たった一人で立ち向かう白銀竜。

「……ていうか、本当にマジでなんなの、あいつ。ふざっけんな」

　グレンはもう呻うめくしかない。

　やはり、セリカの演舞の前には、他ほかの全ての踊り手達の存在が霞かすむ。

　魔王役の人もプロダンサーの意地を見せているし、リィエルやジニーも頑がん張ばっている。

　だが、どうあっても、セリカ演じる白銀竜が全てを圧倒している。

　舞踊のストーリーライン上では、ここは白銀竜が魔王に屈くつする場面だが、これはどこをどう見ても完全に勝ってしまっている。

　それほど、セリカの演舞は、次元が違う領域のものだったのだ。

「しつこいけど、もう一度言っていいか？　俺、マジであいつの相方すんの？　これから最後のシーンまで？　マジで？　うっそだろ？　俺、完全にさらし者じゃん」

「き、気持ちはわかりますが、いい加減覚かく悟ご決めて下さいって！」

　システィーナも形だけは怒おこってみせるが、その表情には、流石さすがに同情と憐れん憫びんがありありと浮かんでいた。

「す、凄すごい……凄すぎる……ッ！　あれがセリカ＝アルフォネア……ッ!?」

「今年の奉納舞踊は過去最高──いや、未み来らい永えい劫ごう最高の完成度なんじゃないか!?」

　そして、観客達は否いや応おうなく期待を高め、今回の奉納舞踊の大成功を確信し始めている。

「……もう駄目だぁ……おしまいだぁ……」

　逆に、グレンは自分のクソ下手くそな演舞のせいで、今回の奉納舞踏が大失敗となることを確信し、頭を抱かかえて蹲っている。

　様々な思いが渦うず巻まきながら、奉納舞踊は進行していく。

　そして……

　それは、唐とう突とつだった。




　それまで天てん衣い無む縫ほうに舞い続けていたセリカの動きが──不意に止まったのだ。




　──まるで、いきなり自分の演舞を全て忘れてしまったかのように。

　ざわり。ざわり。ざわ、ざわ……

　唐突なセリカの停止に、会場中に動揺が走る。

　楽曲が止まり、セリカの動きに合わせて動く魔王役のダンサーや、リィエル、ジニーも舞踊を中断キヤンセルせざるを得なくなってしまう。

「お、おい……？　セリカ、どうした？」

　グレンも動揺を隠かくせず、楽屋裏からセリカの背中を覗のぞき見ながら、問いかける。

「…………」

　だが、セリカは動かなかった。

　石像のように、まったく動かなくなってしまったのだ──




　────。

　──非常に手て前まえ味み噌そな話ではあるが。

　セリカは自分の演舞を完かん璧ぺきだと思っていた。

　自分の魔ま導どう考古学の知識を照らし合わせてみればわかる。この奉納舞踊は、南原の遊牧民族が古いにしえより伝える精せい霊れい舞踊と源流が一いつ緒しよだ。その所作には全て暗号的な意味がある。

　この舞い・踊り・振ふりで、物語・台詞せりふ・心情を、余すことなく表現しているのだ。

　この奉納舞踊は、台詞付きの寸劇など比べものにならないほど多くの情報を、受け手へと発信する呪じゆ的てき舞踊だったのである。……聞かれなかったので、誰だれにも言ってないが。

（マリー？　はっ、どこの誰か知らんが、そんな小こ娘むすめ、目じゃないね。この舞踊が持つ意味の全てを理解出来る私以上に、上手く舞える者なんか、この世にいないよ）

　セリカの叡えい智ちは、その場の全てを見み透すかしていた。

　全てが手に取るようにわかる。舞いは、踊りは、振りは、何よりも雄ゆう弁べんに語る。

　白銀竜がいかに、人々を守りたかったか。人々を愛していたか。

　魔王がいかに、世界を憎にくんでいたか。この白銀竜に殺意を向けていたか。

　舞が秘めたその全ての意味がわかるゆえに、セリカは誰よりも深く演舞に入り込み、観客の魂を摑つかむ演舞を行えるのだ。

　この程度、《世界》のセリカ＝アルフォネアにかかればチョロいことなのである。

（なかなか、楽しいじゃないか、こういうのも）

　たまにはこんな余興も良い。

　こんな余興にあグいレつンを巻き込むのも良い。

　きっと、グレンは迷めい惑わくするのだろうが、グレンのそんなちょっと困ったような、迷惑そうな顔を見るのが、セリカは大好きなのだ。

（ああ、これもきっと、良い思い出になる──）

　舞にどこまでも没ぼつ頭とうする外面とは裏腹に、セリカが内心にやにやしていると。

　──不意に気付いた。気付いてしまった。

　黒いローブを纏まとって魔王役を演じるダンサー。

　白銀竜役を演じる自分と、今、壮絶なる戦いの演舞を行っているその相手。

　そのダンサーが演じていた筈はずの魔王役が──




　──いつの間にか、私セリカの顔と背格好をしていたのだ。




「……は？」

　どくんと跳はねる動どう悸き。思わず硬こう直ちよくし、脚を止めてしまうセリカ。

　ざ──、その一いつ瞬しゆん、セリカの意識にかかるノイズ。

　ざっ、ざざざ──その一瞬で世界が──変わった。




　────。

「な、なんだ!?」

　びゅごぉおおおおおおーーッ！　凍いてつく爆ばく音おんが耳を叩たたき付ける。

　唐突に、辺りを猛もう吹雪ふぶきが激しく舞い上がり、極寒の冷気が肌はだを痺しびれさせる。

　圧あつ倒とう的な白のノイズが視界を覆おおい、身体からだが浮うきそうになった。

　ここはどこかの高台か、あるいは山頂か。

　周囲を見み渡わたせば、吹雪、氷ひよう塊かい、氷原、凍てつく連れん峰ぽう──他に何もない。

　祭で賑にぎやかなホワイトタウンなど、綺き麗れいさっぱり消えてしまっている。

　世界が、凍こおれる静せい寂じやくと死が支配する氷結地じ獄ごくへと変わり果てていたのだ──

「どうなっている!?　ここはどこだ!?　私は奉ほう納のう舞ぶ踊ようをやっていたはず──」

　突とつ然ぜんの意味不明の事態に、セリカは狼狽うろたえるしかない。

　そんな彼女の正面数歩先に、全身を黒いローブに包んだ一人の女が立っていた。

　そのフードから零こぼれる豪ごう奢しやな金きん髪ぱつには、見覚えがあった。

　その金髪の隙すき間まから覗く、血のように赤く禍まが々まがしく輝かがやく双そう眸ぼうには、見覚えがあった。

　……いつも鏡で見ているから。

「ちシっツ……この私に楯突くかドウー・トー・ボー・サレ、この屑竜がウエイズ・ドレイゴ」

　その聞き慣れない言語を紡つむぐ声こわ色いろには、聞き覚えがあった。

　……いつも聞いているから。

「とっとと、おっダー・ダー・キツキリー死ね、白銀竜・スリヴア・ドレイゴ。私は■■を、ブチ殺さなイー・ヘイブ・トー・きゃならないんだゥー・キール・■■──」

　その言葉に込こめられし憎ぞう悪お・憤ふん怒ぬ・怨おん念ねんは、まるで世界を焼き尽つくさんばかりだ。

　そして、戸と惑まどうセリカの背後、その遥はるか上空から──凍てつき荒れ狂くるう吹雪を、真っ二つに割り裂さく圧倒的なパワーが迫せまってくる。

　空を覆わんばかりに大きな翼つばさをはためかせ、山の如ごとき巨きよ体たいを持つ白銀色の何かが、魂たましいを震ふるわせる咆ほう哮こうと共に、全てを圧殺せんばかりに、舞まい降りてくる。

　すると、黒い女の凶きよう悪あくな視線は、その上空から迫る何かへと向けられた。

「《■■■■■■》……」

　そして、黒い女が何事か呪じゆ文もんを唱えた。憎悪と憤怒を込めて、呪文を唱えた。

　その女の手に生まれる、圧倒的熱量を以もつて真しん紅くに輝く槍やり。セリカが普ふ段だん使っているような軍用攻性呪文アサルト・スペルなど、まるで玩具おもちやに過ぎないような威い力りよくを漲みなぎらせている、炎ほのおの槍。

　その黒き女は、それを頭上から迫り来る何者かへと、向けて──投げた。

　真紅の流星が空を駆かけ上り、その何者かへと鋭するどく肉にく薄はくしていく。

　それを間近で見ていた、セリカは──




「──セリカッ!?　おい、どうした!?　しっかりしろ!?　セリカッ！」

　グレンが、膝ひざをついて呆ぼう然ぜんと呆ほうけているセリカを激しく揺ゆさぶると。

「──はっ!?」

　幾いく度どかの呼びかけの果てに、ようやくセリカの目に光が戻もどった。

「……ぐ、グレン……？　こ、ここは……ッ!?」

　正気に戻ったセリカが、周囲を激しく見回す。

　もう、ここは、あの死と静寂が支配する氷結地獄ではなかった。

　ホワイトタウンの……奉納舞踊の舞ぶ台たい上だ。

　見れば、観客席は、しん、と静まり返っている。

　そして、舞台上に集まったスタッフ達が、心配そうな表情でセリカを囲んでいた。

（今……私は、白昼夢を見ていたのか……？）

　セリカが頭を振りながら息を吐はく。全身に冷ひや汗あせが一気に噴ふき出し、気持ち悪い。

（だが……なんなんだ、今の白昼夢は？　夢にしては、妙みように真に迫っていて……）

　セリカが動どう揺ようと混乱から立ち直れず、押し黙だまっていると。

　グレンが、そんなセリカの両りよう肩かたに優やさしく手を置いて、いたわるように言った。

「……やっぱ、お前、疲つかれてたんだよ。だから無理すんなっつったのに」

「あ……」

　すると、セリカは完全に白けてしまった会場に気付く。

　もう改めて言葉にする必要もないだろう。

　奉納舞踊は──失敗してしまったのだ。……セリカのせいで。

「……その……すまん。私のせいで……」

「気にすんな、バーカ。そもそも一日前に、素人しろうとへ無責任に重役投げる方が悪い。俺達はなーんにも、悪くありまっしぇーん」

　グレンは相変わらずふてぶてしい。グレンなりにセリカを気き遣づかっているようだ。

「さ、ほら。主役のお前がこんな状態である以上、奉納舞踊は中止だ。とりあえず、お前は帰って休んでおけ。後のことは俺に任せろ」

　グレンがぐったりと脱だつ力りよくしているセリカに肩を貸し、立たせようとする。

（……あれは、本当に夢だったのか……？）

　夢と現うつつの間を未いまだ彷徨さまようセリカは、グレンにされるがままだ。

　と、それはその時だった。




　──天を裂き地をどよもすような恐おそろしき咆哮が、不意に辺りへ響ひびき渡わたったのだ。




　それは、遥か彼方かなた上空からホワイトタウンを叩き付けるように降り注いできた。

　まるで街一つが平らに押し潰つぶされてしまいそうな──そんな吠ほえ声であった。

　途と端たん、観客達はざわざわと恐きよう慌こうに陥おちいってしまう。

「おいおい、今の吠え声はなんだ!?　空から熊くまでも降ってくんのか!?」

「ど、どう考えても熊の吠え声じゃないでしょう!?　もっと、恐ろしい──」

　グレンとシスティーナが狼狽うろたえながら、周囲を警けい戒かいする。

　だが、時、すでに遅おそし。変化は──気付かぬうちに起こっていた。

　寒い。この瞬間にも、気温がみるみる下がっていっている。

　元々、氷点下ではあったが、その寒気のステージの気温がさらに下がっていく。

　空気中の水分が一瞬で結けつ晶しよう化して、キラキラと輝くそれはダイヤモンドダスト現象だ。

　珍めずらしく雲一つなかった、満天の星。

　それが急に発生した厚い雲でみるみるうちに覆われ、陰いん鬱うつな圧あつ迫ぱく感かんを演出する。

　そして──不意に、吹ふ雪ぶき始めた。

　気温の際限なき低下に伴ともない、身を切るような凍とう風ふうが吹ふき始め──吹き荒すさび──どんどんと強さを増していく。それに棘とげのような雪が混じり、その雪量も単位時間ごとに勢いを増し、世界をたちまち白く染め上げていく。

「ちょ、ちょっと待て──なんだこりゃ!?　どうして急に!?　寒ッ!?」

　明らかに異常気象であった。

　極ごつ寒かんと表現するには温ぬるすぎるこの極低温、数メトラ先も見えない猛吹雪。

　そして──空から迫ってくる何者かの、圧倒的存在感。

　再び、壮そう絶ぜつな獣けものの咆哮がホワイトタウンに叩き付けられ……大気がびりびりと震えて、悲鳴を上げた。

「グレン……なにか、来る」

　見れば、リィエルが大たい剣けんを錬れん成せいし、空を見上げて身構えている。

「なんなの!?　一体、どういうことなの!?」

　圧倒的質量を持つ巨大な怪かい物ぶつの接近……それを肌で感じとったグレンも、慌あわてて空に向かって身構える。

「《照らせ灯火・我が指先に・光在あれ》ッ！」

　せめて、夜と吹雪が生み出す闇やみを照らそうと、システィーナが、黒くろ魔ま【トーチ・ライト】の呪文を唱え、魔ま術じゆつの照明を撃うち上げた。

　そして、空に放たれた心細い光球の閃せん光こうに照らされて。

　そいつは──荒あれ狂う吹雪を真っ二つに割り裂いて、グレン達の前に舞い降りた。

　瞬間、その壮絶なる衝しよう撃げきが、強きよう烈れつな風圧が、大地を、世界を震しん撼かんさせた。

「な──」

　目まの当たりにしたその異形に、グレンは絶句するしかない。

　姿を現したそいつ──その山の如き巨体は、白銀に光っていた。

　その巨木のように太い手足には、得もしれぬ暴力が漲っているのがわかる。

　大空に広がる翼は鋭く、天てん蓋がいを覆い隠かくさんほど大きく。

　この闇の中、この凍てつく冷気よりも尚なおも冷たく鋭く輝くは、蒼そう眼がん。

　生まれながらに人間の上位に君臨する絶対的強者。食物連れん鎖さの頂点を極きわめし暴君。

　──竜ドラゴン。

　白銀に鈍にぶく光る魔ま獣じゆうの帝てい王おう。白銀の竜。このスノリアで。

　そんな符ふ号ごうに、誰だれもが、とある単語を頭に思い浮かべた。即すなわち──

「「「「白はく銀ぎん竜りゆう!?」」」」

　そうとしか考えられなかった。

　あの伝説の白銀竜が、今、グレン達の前に降臨したのだ。

「え!?　マジで!?　アレ、マジで白銀竜なのか!?　うっそだろ!?」

「そそそ、そもそも、なんでいきなり白銀竜が現れるんですか!?」

　狼狽える一同などまるで無視して、白銀竜はその巨体で奉ほう納のう劇舞台上へ降り立った。

　当然、舞台がその莫ばく大だいな体重を支えられるはずもなく、ばきばきと音を立てて、その四し肢しが舞台を突つき破っていく。

　呆然と見上げるグレン達の前で。

　その山のような白銀竜が、その鎌かま首くびをもたげ、空に向かって大顎あごを開き──

「やべぇ!?　お前ら、精神防ぼう御ぎよ構えろぉ──ッ!?」

　グレンが、周囲の生徒達に警告した──その瞬間。

　竜の咆哮が、再度、辺りに響き渡った。

　その喉のど笛ぶえは大弓、叫さけぶ言葉は流れ星。大気が震え上がらんばかりのそれは、人間の魂や精神を直接撃ち貫つらぬく凄すさまじい衝撃だった。

　途端、その超ちよう絶ぜつ的な咆哮に晒さらされた観客達の過半数が瞬しゆん時じに失神し、残りが思考を真っ白に吹き飛ばされた白はく痴ちと化す。純然たる恐きよう怖ふという名の鎖くさりで縛しばられた身体からだは、完全麻ま痺ひし、恐慌が一時的に視力・聴ちよう力りよく・触しよつ覚かく……あらゆる五感を失わせてしまう。

　竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウト【打ちのめす叫びスタン・スローター】──それは竜言語魔法ドラグイツシユの一種であった。

「ぁあああああああああ──ッ！　くっそがぁあああああーーッ!?」

「う、ぁあああああああああああ──ッ！」

　グレン、リィエルが、意地と気き迫はくで竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウトへの精神的抵てい抗こうに、ぎりぎり成功する。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ、は──」

　白しろ魔ま【マインド・アップ】を咄とつ嗟さに唱え、魔術的に精神防御を構えたシスティーナも真っ青になり、過呼吸で今にも倒たおれそうになりながら、辛かろうじて意識を保っている。

「こ、これは……ッ!?　どういうことなんですか……ッ!?」

　一方で、ルミアは平然としていたが──

「「「「…………」」」」

　フランシーヌ、コレット、ジニーの三人は、精神的抵抗に失敗。失神は免まぬかれたが完全に茫ぼう然ぜん自じ失しつしてしまっていた。

　そして、ただの咆哮一つで、場の九割以上が行動不能となってしまった、この惨さん憺たんたる状態の中で。

　竜がグレンとセリカを──特に、セリカを真っ直すぐに見下ろし、その蒼眼で射い貫ぬく。

　そして、竜言語で、言ったのだ。

『久しいな、空セリカよ……』

「──ッ!?」

「……は？」

　その意味を取ることができるセリカが愕がく然ぜんと目を剝むき、グレンがぽかんと口を開ける。

「ちょっと、待て……お前、なんで、セリカの名前を知って……？」

　だが、そんなグレンの独り言のような問いには答えず、白銀に輝かがやく竜は続ける。

『さぁ、貴様が、私に刻んだ罪を清算する時が来たのだッ！　貴様によりて、魔の者に貶おとしめられた我が身、我が積年の憎ぞう悪おを、無念を、今、此こ処こに晴らす時が来たのだッ！』

「ふ、ふざけんな!?　私は、お前みたいな竜なんか、知らんぞ!?」

『知らぬなら──忘れたというならば、今一度、その身しん魂こんに刻め』

　そして、その竜は、その背の翼つばさを、天を覆おおわんばかりに広げ──告げた。

『我が名は、ル＝シルバ！　──白はく銀ぎん竜りゆう将しようル＝シルバ！』

「白銀竜将……だと!?」

　白銀竜将ル＝シルバ。

　竜がそう名乗った途端、竜の全身から暗黒のオーラが溢あふれ、漲みなぎっていく。

『決着を付けよう、空セリカッ！　私は貴女あなたとの約束の地にて、貴女を待つ！』

　すると、竜はその広げた翼を、ばさりと羽ばたかせる。

　巻き起こる嵐あらしのような爆ばく風ふうが、その場の人間達を木の葉のように四方八方へ吹き飛ばしながら、竜は空へと飛び立った。

「待て！　お前はなんなんだ!?　お前は一体、私の何を知っている!?」

　セリカの問いかけにも応じず。

　巨大な竜は、闇と吹雪の大空の向こう側に消えていってしまうのであった。

「くそっ……なんなんだ……ッ!?」

　セリカが屈かがみ込み、雪を殴なぐりつける。

「あの竜はなんなんだ……ッ!?　私は一体、なんなんだ……ッ!?」

　雪舞まい、荒れ狂くるう極寒の暴風の中──

「なんなんだぁああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　──セリカの空しい自問自答が、霧む散さんしていくのであった。








第六章　白く滅ほろび行くスノリア









　あれから眠ねむれぬ一夜が過ぎ──事態は、限りなく深刻で最悪のままであった。

　謎なぞの竜ドラゴンが姿を現したと同時に、明らかな異常気象がスノリアを襲おそったのである。

　ただの自然気象としては、こんな北の高地でも決してあり得ぬ程ほどの極寒の寒気と猛もう吹雪ふぶき。

　過去の記録的寒波の気温を圧あつ倒とう的に下方へぶっちぎる氷結地じ獄ごく。

　ホワイトタウンの空は分厚い雪雲と、全すべてを白く塗ぬり潰つぶさんばかりの吹雪に覆われ、もう夜明けだというのに、まるで夜中のように冷えきった暗くら闇やみが支配している。

　下手をすれば、街中で遭そう難なん者・凍とう死し者が出かねない、絶望的で逼ひつ迫ぱくした状じよう況きよう。

　ホワイトタウンの住民と観光客達は、家屋の中に引きこもり、寒さに震ふるえ、この異常気象が、いち早く終わってくれることを祈いのることしか出来ない。

　そんな人々の祈りを嘲あざ笑わらうかのように。

　寒気と吹雪は、時が経たつほどにその強さを際限なく増していく。

　天候回復の兆きざしなど、微み塵じんもない。

　今、スノリアに、滅めつ亡ぼうの危機が訪おとずれていたのだ──




「……今、状況は限りなく最悪と言えるでしょう」

　ホワイトタウン行政庁舎の大会議室に、急きゆう遽きよ作られた災害対策本部にて。

　職員や市議会員、警けい邏ら署関係者各位の前で、ジョン市長は痛ましそうに総そう括かつした。

「この史上類を見ない記録的な大寒波によって、今、スノリアの住民達の命は風前の灯ともし火びと言えます。何よりも不ま味ずいのが、この前代未聞の寒気。……ミリア」

「はい」

　ジョンに促うながされ、秘書ミリアがその場に集つどう一同へ報告をする。

「この未み曾ぞ有うの寒気に、市議会は特Ａ級緊きん急きゆう自然災害対策措そ置ち法を発令しました。戒かい厳げん令れいの下もと、市が備び蓄ちくしている燃料を市民に全開放し、寒気を凌しのぐというものです。通常、この備蓄燃料は中央の支し援えん救助が期待できる一週間を、全市民が余よ裕ゆうをもって過ごすに十分な量があったのですが……その、寒気があまりにも強過ぎます。このペースで備蓄燃料を消費すれば……後一日も持たないでしょう。中央の支援は到とう底てい、間に合いません」

「な、なんてことだ……ッ！」

　ホワイトタウン警邏署の上層部や、市の行政庁職員、市議会員達が頭を抱かかえる。

「脱だつ出しゆつしましょう、市長！　全市民、全観光客を逐ちく次じ的に鉄道列車に乗せ、このホワイトタウンを脱出するしか、最も早はや、道はありません！」

「残念ながら、それも不可能な状況です」

　警邏署署長の意見に、痛ましそうにミリアが続けた。

「通常、この寒冷地の鉄道線路には、熱石と呼ばれる素材が用いられており、線路の凍とう結けつを防いでいるのですが──この常識外れの寒気に、その熱石すら凍こおり付いたのです。今、線路は雪と氷で完全に覆われ、使用不可能。おまけに蒸気機関も凍り付いて完全停止したとの報告を受けました」

「そ、そんな……つまり……？」

「はい。我々は四方をシルヴァスノ山脈に囲まれたここスノリアに、完全に閉じ込められてしまったのです。この猛吹雪の中、人の足であの極ごつ寒かんのシルヴァスノ山脈を越こえるなど、最早、人間に為なせる業わざではありません。我々は燃料切れによる凍死を待つのみ……そんな状況なのです」

　誰もが絶望に頭を抱える中、ジョン市長は必死に一同を𠮟しつ咤たする。

「この街の行政を司つかさどる我々が諦あきらめてはいけません！　必要なのは時間です！　時間さえ稼かせげば、中央からの救援は必ずあります！　それまで、何としても我々はこの寒気を凌しのがなければなりません！」

　そして、ジョンは考えられる限りの対策を、各関係者に指示していった。

「行政庁の皆みなさんは、備蓄燃料の総量と配分ペースをもう一度再計算してください。一日でも一時間でも長く保つように。それと警邏署の皆さん、ホワイトタウンの南西は、確か旧市街の廃はい棄き区画だったはず。そこには、まだ処分されていない旧燃料庫や薪まき小屋が幾いくつか残っているはずです。急いでそれをかき集めて下さい。それに燃やせる廃はい屋おくは倒して燃料にしてしまいましょう。皆さん、ここが正念場です。どうか頑がん張ばってください！」

「「「「はいっ！」」」」

　市長の力強いリーダーシップの下、職員達が一いつ斉せいに動き始めた──




「……寒い……私達、どうなっちゃうの……？」

　椅い子すに座ったシスティーナが、不安げに白い息を吐はいた。

　ここは市長邸ていの談話室ラウンジだ。暖だん炉ろには赤々と炎ほのおが燃え、石炭ストーブもカンカンに焚たかれているというのに……本当に燃えているのかと疑わしくなるほど室内は寒かった。

　せめて魔ま術じゆつを使えば、もう少しこの部屋の寒さもマシにはなるだろうが……この先、何が起きるかわからない。今は、魔力を温存するしかなかった。

「くそ……とんでもねえことになってきたな……」

　グレンが防寒具の胸むな元もとを合わせながら、周囲を見回す。

　不安げな顔なのは、システィーナだけではなかった。

　ここに集うルミア、リィエル、フランシーヌにコレット、ジニーすら、不安げな表情を浮うかべて押し黙だまり、白い吐と息いきを吐いている。

　そして、今、グレンが何よりも気になるのは……

（セリカ……）

　気分が悪いと言っていたセリカは、この市長邸で借りた上の自室で休んでいる。

（あの竜……竜りゆう言語だったが、確かに、空セリカの名を呼んでいた。そして、やつは言った。自分のことを……白銀竜将ル＝シルバ、と）

　白銀竜将ル＝シルバ。その名はグレンも覚えていた。

　童話『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』の第七章。とある地方を守護していた白銀竜が、魔王との戦いの末に敗北し、《竜の鍵かぎ》を刺さされて、魔王の配下へと堕だした時の名前だ。

　そう、やつは竜でありながら、魔王配下の魔将星の一柱だったのである。

（今さら、なんでお伽とぎ噺ばなしの中の魔将星が現実に？　なんて言わねえ。つーか、このパターンはもう飽あきたぜ。魔ま煌こう刃じん将しようアール＝カーン、炎えん魔ま帝てい将しようヴィーア＝ドゥルの《炎ほのおの剣けん》、鉄てつ騎き剛ごう将しようアセロ＝イエロと《炎の船》、そして今回は、白銀竜将ル＝シルバ……）

　これだけの状況証しよう拠こが厳然と示している。

（……恐おそらく、『メルガリウスの魔法使い』はただの童話じゃない。超ちよう魔ま法ほう文明と謳うたわれた古代文明に関する、一定の真実を描えがいた〝記録〟なんだ。魔将星は実在し……連中を従え、あるいは支配していたという魔王も、やはり実在の人物だったんだ……）

　だが、そこで浮かぶ、一つの疑問──

（連中は……魔将星達は、なぜ、いちいちセリカのことを知っている？）

　これだけは、絶対的におかしいのだ。

（仮に魔王が実在の人物で、その配下の魔将星も実在したとして……連中は今から、およそ４０００年から６０００年くらい前の時代の連中なんだぞ？　どうして、そんな連中が現代を生きるセリカのことを知っているんだ？）

　確かに、セリカは出自不明の永遠者イモータリストで、４００年前以降の記き憶おくがない。

　だが、それでも僅わずか４００年前の話なのだ。

（いくらなんでも、時代が違ちがい過ぎるだろう？　記憶がなくても、永遠者イモータリストでも、セリカは近世の人間には違いないんだ。連中がセリカのことを知っているはずがねえんだ！）

　あるいは、永遠者イモータリストだから、セリカは６０００年前の古代からずっと生き続けてきた？

　……それもあり得ない。

　なぜなら、セリカは４００年前、目覚めてから自分の縁えにしや痕こん跡せきを探して、国中をくまなく旅したらしいのだ。だというのに、その目覚めの４００年前より以前、セリカがどこかで生きていた痕跡や形跡、セリカを知る者は、まったく見つからなかったという。

　６０００年も長々と生き続けていれば、何かしらの自分の縁の人間や痕跡が、帝てい国こく内のどこかに間違いなく残ったはずだ。ゆえに、６０００年前から、セリカがこの世界にずっと生き続けた……というのだけはあり得ないのである。

（いや、今はセリカの正体はどうでもいい。問題は、あの白はく銀ぎん竜りゆう……魔将星、白銀竜将ル＝シルバだな）

　グレンの予想が正しくば、恐らくこの異常気象の原因は──

　そんなことをぼんやりと考えていた、その時だった。

「……失礼します」

　室内に、雪に塗まみれたジョン市長が、ミリアを伴ともなって入ってくる。

「市長。……帰ったのか」

「ええ。一いつ旦たん、資料を取りに。グレンさん……セリカさんのご様子はどうですか？」

「……上で寝ねてるよ。大分、まいってたからな」

「そうですか……」

　ジョンは痛ましそうに沈ちん思しし、そして、ストレートにグレンへと切り出した。

「一つ問います。先の奉ほう納のう舞ぶ踊ようの際、私達の前に白銀竜が現れた。それは事実ですね？」

「……あんたは覚えているのか？　市長」

　グレンは驚おどろく。

　先ほど、一同の前に白銀竜が現れたという事実は、ここに居る連中以外は、ほとんどが覚えていないのだ。それに前後する奉納舞踊のことすら忘れている者が大半だ。

　あの竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウトで、一時的に精神を破は壊かいされたせいである。

　自分達の前に白銀竜が現れたということを、多くの人間が、朦もう朧ろうとした意識の中で、白昼夢か何かだと認にん識しきしてしまっている。

　なんとか意識だけは保っていたフランシーヌ達ですら、グレン達が事実だと伝えなければ、夢だったと片付けてしまいそうなほど、竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウトの精神破壊は強きよう烈れつだったのだ。

　今はただ、白銀竜が降臨したという噂うわさだけが、市内をまことしやかに流れるだけだ。

「私もはっきりと覚えているわけではありません。ただ、おぼろげな記憶の中、白銀竜の姿を見たような気がして……気付けば、この異常気象でした」

「そうか……」

「そして、この異常気象……原因は、恐らくその白銀竜ですね？」

　すると、鋭するどいジョン市長の指し摘てきに、グレンが嘆たん息そくした。

「ああ。数千年の時を経へて、自我と智ち慧えを獲かく得とくした古き竜エインシヤント・ドラゴンはな……その支配領域一帯の自然現象と天変地異をも支配するんだ。白銀竜ともあろう竜ドラゴンが実在するなら、そりゃ間違いなく古き竜エインシヤント・ドラゴンだろうよ。だったら、この異常気象は、間違いなく白銀竜の仕し業わざだ……じゃなきゃ、こんな不自然な自然現象、ありえねえよ」

「……そうですか」

　ジョン市長が無念そうに目を瞑つぶる。

　そう、その場の誰だれもが薄うす々うすわかっているのだ……この事態の唯ゆい一いつの解決方法を。

「なぜ、あの白銀竜が突とつ然ぜん、俺達の前に現れたのかはわからん。ここんところ、妙みようにきな臭くさかった《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》が何かしたのか……それとも、もっと別の邪じや悪あくな思おも惑わくが密ひそかに動いていたのか……今となってはわからんし、どうでもいい。ただ一つ確実なのは……」

　わかってて誰もが口にするのを避さけていることを、グレンが敢あえて代弁する。

「あの白銀竜を討とう伐ばつしない限り──俺達、いや、スノリアに住まう全すべての人間、生物が全ぜん滅めつだということだ」

　重苦しい沈ちん黙もくが……一同の頭上にのし掛かかる。

　竜退治ドラゴン・ハント。そんなものは、本来、軍が入念な準備の下もとに行う超大規模軍事行動だ。

　だが、こんな状じよう況きようでは、帝都からの救援など望むべくもない。

　今、ここスノリアにいる者達だけで、竜退治ドラゴン・ハントを成し遂とげるしかないのだ──

「……先生」

　そんなグレンの心中を察し、システィーナがそっと進言する。

「童話『メルガリウスの魔法使い』において、正義の魔法使いは、〝無数に連なる峰みねの、もっとも天近き頂いただき〟にて、魔王に支配された白銀竜……白銀竜将ル＝シルバと対決しています」

「そこまで符ふ号ごうが合がつ致ちしてんのか。怖こえぇな、何者だよロラン＝エルトリア。……まぁいいや。……市長、この辺りで一番、標高の高い山はどこだ？」

　システィーナの意図を即そく座ざに察したグレンが、市長に問う。

「……？　それは一体、どういうことなのでしょうか？」

「シルヴァスノ山脈第八峰ほう──アヴェスタですわ」

　戸と惑まどう市長に代わってミリアが答え、グレンは断言した。

「そうか。白銀竜のやつは、そこに居る」

「なぜそう断言できるのか、わかりませんが……でも、貴方あなた達には何らかの根こん拠きよがあるのですね？」

　すると、ジョン市長はミリアに頷うなずき、指示を飛ばす。

「ミリア。すぐに、自警団と警備官に通達して、討伐隊の編制を──」

「駄だ目めだ！」

　グレンの怒ど号ごうに、一同の視線が集まった。

「竜相手に、〝量〟でぶつかっても意味がねえ！　必要なのは、ひたすら〝質〟だ！　もっと言うなら、この大寒波の中、まともに生存して山の頂上に辿たどり着き、戦せん闘とう行動を行えるのは、魔ま術じゆつ師しだけだ。つまり──」

　グレンが力強い表情で、システィーナら生徒達を見回して言った。

「──俺達がやる。他ほかに魔術師がいねえなら、それしかねえだろ」

　グレンの決意に満ちた声に、システィーナやルミアがはっとしてグレンを見る。

「毎度毎度のことで、本っ当に申し訳ねえんだが……白しろ猫ねこ、ルミア、リィエル。力を貸してくれ。お前らの力が必要だ。……わかるだろ？」

　すると。

「ええ、任せて下さい！」

「はい！　頑がん張ばります！」

「ん。わたしはグレンの剣」

　頼たよられたシスティーナやルミアが、嬉うれしそうに頷いた。

「待ってくださいな、グレン先生！」

「そうだそうだ！　私達だってやれるぜ!?」

「はぁ……面めん倒どう臭くさい」

　すると、フランシーヌやコレット、ジニーも立ち上がった。

「ちょ……待ってください、グレンさん！　いくらなんでも、そんな子供達に──」

　すると、ジョン市長が泡あわを喰くって止めに入る。

「大だい丈じよう夫ぶだ、市長さんよ」

　だが、そんな市長へ、グレンは不敵に笑いかけた。

「こいつらも魔術師だ。ぶっちゃけ魔術師のレベルだけを見るなら、もうとっくに、俺を超こえてるよ。それに竜退治の矢や面おもてに立つのは、こいつらじゃない。当然、俺と──」

「！」

「──いるだろう？　世界最強の魔術師様がよ」

　グレンの言葉に、ジョン市長やミリアが、はっと息を吞のむ。

　そう、今、このスノリアにはいるのだ。世界最強の魔術師が。

　セリカ＝アルフォネア。彼女ならば、あるいは伝説の白銀竜すらも──

「なんという僥ぎよう倖こう……」

「そうか、セリカさん……ッ！　彼女ならあるいは……ッ！」

「せっかくの奉納舞踊を台無しにしちまったんだ。……その分の返済はさせてもらうさ」

　そう言い残して。

　グレンはセリカに話を通そうと、その部屋を後にするのであった。




「しかし……あいつ、体調悪そうだったからな……少し気が引けるな……」

　グレンは、セリカの部屋を目指して歩いて行く。

　確かに、セリカは世界最強の魔術師、第七階梯セプテンデだ。

　軍の救きゆう援えんが望めないこの状況下で、白銀竜討伐を行うことができる人物は、セリカ以外にあり得ない。この未み曾ぞ有うの危機に、セリカの力は絶対必ひつ須すなのだ。

　ただし、同時に無茶もさせられない。以前のタウムの天文神しん殿でんの一件で、彼女の力は未いまだ相当に制限されている状態にある。

「そのための俺達だ。あいつに負担をかけないよう、なんとか白銀竜の居る山頂まで連れて行く。そして、ひたすらあいつの戦いを援えん護ごする……単純シンプルだがそれしかねえ」

　問題は、セリカがこの話に首を縦に振ふってくれるかどうかなのだが。

「……振るよな？　振ってくれよ、マジで。こんな時まで、気が向かない～とか我わが儘まま、マジで勘かん弁べんしてくれよ？　俺達、凍とう死しは嫌いやだぞ……？」

　言って、あながち冗じよう談だんにも思えないそんな展開に、グレンが戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、セリカの休んでいる部屋の扉とびらの前に立つ。

　そして、ノックしようとグレンは、扉に向かって手を振り上げた。

　と、その時。

「ん？」

　グレンは、その扉の向こう側から激しい風音が聞こえてくることに気付いた。

　室内の窓が開いているのだろうか？

「……は？　窓が開いている？　……風？」

　おかしい。寒冷地であるここの家屋の窓は、二重窓のはめ殺しになっているはず。

　本来、窓の開閉なんかできないはずなのだ。

「──ッ!?」

　猛もう烈れつに嫌な予感がしたグレンが、ノックも忘れて扉を蹴けり開ける。

　途と端たん、真っ白な風と世界がグレンの視界を叩たたき付けた。

「セリカッ!?」

　グレンが吹雪ふぶきの吹ふき荒あれる室内へと乱暴に踏ふみ込む。

　すると、奥の窓が内から外にかけて蹴破られたような形で壊こわされているのが見えた。

　当然、極ごつ寒かんの吹雪が吹き込む室内は、降り積もった雪で真っ白だ。石炭ストーブなど、もうとっくの昔に完全に凍こおり付いてしまっていた。

　そして。

　案の定、そこにセリカの姿はなかった──




「アルフォネア教授がいない!?　噓うそ!?　どうしてなんですか!?」

　泡を喰って戻もどってきたグレンの報告に、システィーナが真っ青になって問い詰つめる。

「わからねえ！　あいつ、こんな時に一体、どこに行ったんだ!?」

　嫌な予感がする。猛烈に嫌な予感がする。

　前にもこんなことがあった。あの時は確か、セリカは一人で──

　グレンが、そんな焦しよう燥そうに身を焦こがしていると。

　ずんっ！

　不意に、地じ響ひびきがホワイトタウンを揺ゆるがした。

「なんだ!?　まさか、また白はく銀ぎん竜りゆうが襲おそいかかってきたのか!?」

　グレンを先頭に、その場の一同は弾はじかれたように邸てい宅たくの外へ駆かけ出すのであった。




　市長邸の前庭先に出れば、当然、凄すさまじい吹雪と凍気がグレン達を殴なぐりつけた。

　容よう赦しやなく体温が奪うばわれていく。……が、構っている場合ではない。

　地響きの正体を探さぐろうと、グレン達が周囲を見回すと──

「先生、あれ!?」

「なっ……ッ!?」

　システィーナが指さす先を見て、グレンが目を剝むいた。

　この市長邸は比ひ較かく的てき、高台に存在するゆえ、遠くがよく見み渡わたせる。

　そのおかげか、この猛もう吹雪の遥はるか遠く向こう側に、燃え上がった紅ぐ蓮れんの猛火が闇やみの中に小さく一点を灯ともす光景が見えた。

「あれは方角的に……アヴェスタ山さん峰ぽうの麓ふもとあたりですね。一体、何が……？」

　その炎ほのおの点を見て、ミリアが疑問に首を傾かしげる。

　だが、この極寒の氷結地じ獄ごくの中、あれほどの火力を発揮できるものは限られている。

「セリカの攻性呪文アサルト・スペルだ！　何だ!?　何かと戦っているのか!?」

　それを裏付けるように、再び地響きが街を揺るがし……グレン達の見ている前で、ぱっぱっと、幾いくつかの灯火がその遠い闇の中に連続で上がった。

　最も早はや、間ま違ちがいない。セリカがあの場所で戦っている。

　戦いの相手は白銀竜か、それとも別の何かか。

　いずれにせよ、こんな悪天候の中、あんな派手な戦闘行動が取れるのは、セリカ以外に考えられなかった。

「まさか、アルフォネア教授……？」

「ああ、恐おそらく、そのまさかだろうよ」

　システィーナの呟つぶやきに、グレンが拳こぶしを握にぎり固め、歯は嚙がみする。

　グレンの胸きよう裏りに蘇よみがえるのは、あの竜ドラゴンが、セリカに告げていた言葉だ。




　──決着を付けよう、空セリカッ！　私は貴女あなたとの約束の地にて、貴女を待つ──




「あの馬ば鹿か野や郎ろう……自分一人でケリを付けに行きやがったんだ……ッ！」

　理由はわからない。なぜ、一人でそんな無む謀ぼうな行動に出たのか。

　だが、状況証しよう拠こが、何よりもそれが真実だと雄ゆう弁べんに語っていた。

「どうするんですか!?　先生」

「どうするも、何も──」

　今から追うに決まってるだろ、お前ら、急いで準備しろ。

　グレンがそう返そうとした……その時であった。

「たっ、大変だぁああああああああああああああーーっ!?」

　この猛吹雪の中、数名の集団が、市長邸を目指して駆けてくる。

　それは、ホワイトタウンの警備官と自警団の面々だった。皆みな、その手にサーベルやら警棒やらなどの武器を持ち、酷ひどく慌あわてふためいていた。

「ああもう、今度はなんなんだよ!?」

「市長、大変です！　大変なんですッ!?　このままでは街が……街がぁ……ッ!?」

「落ち着いてください、皆さん。一体、何がありました？」

「ば、化け物が……ッ！　アヴェスタ山峰の方角から、化け物の群れがぁ……ッ!?」

「なんですって!?」

　その知らせを皮切りに、事態はさらなる悪化の一方を辿るのであった──




　ホワイトタウン市の北の玄げん関かん口となる北区画街。

　そこは、今、悪夢のような光景が展開されていた。

　まさに地獄からの使者とも呼べる者達が、大挙して押し寄せ、徘はい徊かいしているのだ。

「な、なんなんだ、こいつらは……ッ!?」

　大広場で、隊列を組んで身構える警備官達の前に現れた者達──

　それは一言で言うなら、〝氷で形作られた骸がい骨こつ〟だ。氷の骸骨達が顎あごをカクカクさせながら、二本の足で歩き、その氷の骨の腕うでを伸のばし……警備官達へ襲いかかってくる。

　だが、仮にも市民を守るため、常つね日ひ頃ごろ、戦せん闘とう訓練を受けている警備官達だ。その程度の化け生しようには怯ひるまず、サーベルや警棒、拳けん銃じゆうなどを手に、必死の応戦を続ける。

　が──

「だ、駄だ目めです、隊長ッ！　やはり、突ついても、叩いても倒たおせません!?」

「くっ!?」

　何度攻こう撃げきを加えて、氷の骨のパーツをバラバラにしてやっても……氷の骸骨達はひとりでに組み上がって復元され、すぐに起き上がって、再び襲いかかってくる。

　そして、北から押し寄せる敵の数は増す一方……最早、どうしようもなかった。

「ひぃ!?　こ、ここは一いつ旦たん、引きましょう、隊長!?」

「駄目だ！　こいつらは窓や玄関を破って家屋へ侵しん入にゆうし、片かたっ端ぱしから住民へ襲いかかっている！　住民達を避ひ難なんさせるまで、我々がここで食い止めなければならんッ！」

「しかし、我々の装備ではこいつらは倒せないッ！　このままでは──」

　警備官達の間に、徐じよ々じよに動どう揺ようと絶望が走り始めた──その時。

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?」

　何者かが吹雪をかき分け、猛もう然ぜんとその場へ突とつ進しんし、飛び込んでくる。

「くたばれッ！」

　魔ま力りよくを付呪エンチヤントした、グレンの拳の一撃が。

「いいいいいいやぁああああああああああああーーッ！」

　同じく魔力を付呪エンチヤントした、リィエルの大たい剣けんの一いつ閃せんが。

　警備官達へ押し寄せていた、氷の骸骨の群れの先せん鋒ぽうを吹き飛ばし、粉ふん砕さいする。

「《紅蓮の獅し子しよ・正しき怒りのままに・吼ほえ狂くるえ》──ッ！」

　続いてシスティーナの黒くろ魔ま改【セイクリッド・バースト】の浄じよう炎えんが──

「《聖なる送り火よ・彼等を黄よ泉みに導け・その旅路を照らし賜たまえ》──ッ！」

　ルミアの、白しろ魔ま【セイント・ファイア】の聖せい炎えんが──

　合わさって圧あつ倒とう的火勢で渦うずを巻き、その場の氷の骸骨達を瞬しゆん時じに吞のみ込む。

　グレン達に粉砕された氷の骸骨達や、システィーナ達の浄化の炎で溶とけ崩くずれた氷の骸骨達は、そのまま二度と復活する気配を見せなかった。

「なんと!?　まさか、倒せた……のか!?」

「警備官の皆さん！　その氷の骸骨達は、白銀竜将の眷けん属ぞくです！」

　システィーナの叫さけびに、警備官達が戸と惑まどいに顔を見合わせた。

「白銀竜将の……眷属？」

　そう、この氷の骸骨達についても『メルガリウスの魔法使い』に記き載さいされていたのだ。

　それを引用するならば──

「彼らは、かつて白銀竜将に殺され、あの雪山に凍いてついて囚とらわれた魂たましいの亡ぼう霊れい達です！　彼らに普ふ通つうの武器は通用しません！　警備官の皆さんは退たい避ひして下さい！」

　唸うなる吹雪の中、声を届かせようとシスティーナが必死に叫ぶ。

「聞きましたね、警備官の皆さん！　貴方あなた達は住民や観光客達の避難誘ゆう導どうを！　南側地区へ急がせて下さい！　今、その境界に急きゆう遽きよバリケードを作っています！」

　続いて、息せき切ってやってきたジョン市長が、必死に指示を出した。

「市長!?　なんだかよくわかりませんが……」

「……わ、わかりました！　我々は避難誘導に回ります！」

　そうして、浮うき足立っていた警備官達がなんとか統制を取り戻し、動き始めた。

「しかし──ヤバいぞ!?」

　グレンが正せい拳けん突づきで、氷の骸骨を次々と粉砕しながら歯嚙みする。

「これじゃ、いつまで経たっても、セリカを助けにいけねえじゃねえか!?」

　グレンが魔術的視覚を駆く使しして、遠くを見渡せば──氷の亡霊達は、アヴェスタ山峰の麓から続々とやってくるようだ。その攻こう勢せいはまるで終わりが見えない。

「で、でも、私達がここを放ほう棄きしたら、ホワイトタウンの人達が──」

　イヴ仕込みの炎術を放ちながら、システィーナも焦あせりを色いろ濃こくする。

「だが、白銀竜をぶっ倒さなけりゃ、いつまでも続くぞ!?　このままじゃジリ貧──」

　セリカを援えん護ごして、白銀竜を倒さなければならない。

　しかし、セリカを援護しにここを放棄すれば、今度はホワイトタウンの危機だ。

　この八はつ方ぽう塞ふさがりな状じよう況きように、グレン達は手をこまねくしかない。

　そして、街の備び蓄ちく燃料の在庫切れというタイムリミットは無情に迫せまっている。

（くそ……ッ！　どうする!?　どうしたら……ッ!?）

　グレンが歯嚙みをしていた……その時であった。

「ふっ──ここは──」

「わたくし達に──」

「……任せてください」

　突とつ如じよ、三人の少女達がグレンの前に躍おどり出て、氷の亡霊達の中心に突っ込んでいった。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　両手の拳に灯した爆ばく炎えん──魔闘術ブラツク・アーツを振ふるい、氷の亡霊の群れを爆ばく砕さいするコレット。

「や──ッ！」

　続いてジニーが、破は邪じやのルーンを刻んだクナイを、両手で無数に投げ放ち──その悉ことごとくが亡霊達の眉み間けんを正確無比に貫つらぬいて。

　次の瞬間、氷の亡霊達の間を、白い影かげが神速で翔かけ抜ぬけた。

「《鏡覗のぞくは我・映るは汝なんじ・我等表裏に在ありて・真理目指す輩やから》──」

　召しよう喚かん【コール・エゴ・アドヴェント】──フランシーヌが召喚した白マいル天ア使ハだ。

　彼女の魂の在り方を生き写した魔術的従者たる白マいル天ア使ハが、翼つばさを広げて飛ひ翔しようし──その細ほそ腕うでが振るう鋭するどい細剣レイピアが、氷の亡霊達を粉々に切り裂さいたのであった。

「おお!?　つ、強い!?」

　瞬時にその一角が掃そう除じされ、警備官達が驚きよう愕がくに目を剝く。

「ほう？　こりゃあ……」

「……や、やるじゃない……」

　グレンやシスティーナも、思わず感かん嘆たんの声を漏もらしていた。

「どうだい？　先生よぉ？」

「わたくし達も、なかなかやりますでしょう？」

「あれ以来、私達も必死に修しゆ行ぎようしていたんですよ。……本物になるためにね」

　コレット、フランシーヌ、ジニーが、得意気にグレンへと振り返る。

　そして、そんな三人へ続くように……

「皆さん、フランシーヌさんに続け！　ですわ！」

「皆、コレット姐ねえさんを援護よ！」

　このスノリアへ来ていた聖リリィ魔術女学院の生徒達も駆かけつけ、氷の亡霊へ魔術を振るい始める。

　総勢約四十名。皆が皆、獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくで、亡霊達を押し返していく。

　そんな混戦の中……

「なぁ、先生！　アルフォネア教授を助けに行ってやれよ！」

　コレットが炎ほのおの拳を振るい、氷の亡霊を片っ端から殴なぐり倒しながら叫ぶ。

「そうですわ！　ここは私達に任せてくださいですの！」

「まぁ、一いつ緒しよに命がけの雪合戦した仲ですしねー、死なれると寝ね覚ざめが悪いんで」

　フランシーヌ達凸でこ凹ぼこトリオは、なんだかんだ抜ばつ群ぐんの連れん携けいで亡霊達を仕留めていく。

　押し寄せる氷の亡霊の群れをものともしない、実に頼たのもしい立ち回り。

　安心してこの場を任せられる──そんな確信が、グレンの中に生まれる。

「……先生」

「ああ、わかってる！」

　そんなルミアの促うながしに、グレンは力強く頷うなずいた。

「お前ら！　ここは、任せたぜッ！　行くぜ、白しろ猫ねこ、ルミア、リィエル！」

「「「「「「はいっ！」」」」」」

　グレンの言葉に、少女達が声を揃そろえて応じて。

　いつもの三人娘むすめを引き連れ、グレンはその場を後にするのであった。

「警備官！　隊の一部を割さいて、ここで戦う彼女達を援護してください！　敵を倒せぬとも、足止めなどの援護は可能なはず！　よろしくお願いします！」

「了りよう解かいですッ！　市長ッ！」

　そんなジョン市長の指揮に警備官達も応じ、フランシーヌ達の援護に動いて。

　今、吹雪ふぶきの中のスノリア攻こう防ぼう戦せんが、幕を上げるのであった──








第七章　アヴェスタ山さん峰ぽうでの戦い









　犬ぞりを繰くり、なだらかに丘きゆう陵りようが続く雪原を疾しつ風ぷうの様に駆け抜け──

　グレン達は、シルヴァスノ山脈の麓ふもとへ一気に辿たどり着いていた。

「ここがアヴェスタ山峰へ続くルートの登山口か……」

　吹ふき荒あれる吹雪が嬲なぶる防寒具の裾すそを押さえながら、グレンは、ジョン市長が急遽用意してくれた最低限の物資と装備を担かつぎ、眼前を見上げる。

　いと高きに聳そびえ立つ白の巨きよ峰ほうだ。

　針葉樹が疎まばらに生え、山の岩いわ肌はだを厚く氷と雪が覆おおい尽つくした、この暗くら闇やみでも輝かがやくように美しい雪山であった。

　地形が複雑にうねっているようで、グレンの場所からでは頂上はよく見み渡わたせない。

　気流がまったく読めないこの超ちよう悪天候下においては、飛行魔術の使用は不可能だ。

　頂上を目指すなら己おのれの足を使うしかない。

　グレンは白い息を吐はきながら、この一帯の地図を開いた。

　地図によれば、山頂から山さん麓ろくへかけて連なる尾お根ねが、幾いくつもの支尾根に枝分かれし、数多くの沢さわと谷を複雑に分断しているようだ。真っ直すぐ山頂へ向かうことは困難を極きわめる。

　この地図を見る限りでは、数ある断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを迂う回かいし、道中幾つかある小ピークをトラバースして進んでいく、とある一つのルートしか山頂への道はない。デタラメだがセリカも人間、飛行魔術が使えないというならば、間ま違ちがいなくこの道を行くはずだ。

　ただ、そのルートの複雑さ、この悪天候と極ごく低温下という環かん境きよう条件を除けば……その登山難易度自体はそう高くないもののように思える。

　とはいえ、油断は禁物だ。

　グレンは携けい帯たいコンパスで方角を慎しん重ちように確かく認にんし、鉛えん筆ぴつで地図上に磁北線を引いた。

「準備はいいか、お前ら？」

　そして、グレンが後ろを振り返る。

　厚い防寒具に身を固め、胚はい囊のうを背負ったシスティーナ、ルミア、リィエルが神しん妙みように頷く。

「【エア・コンディショニング】を切らすなよ？　だが、気張りすぎても駄だ目めだ。すぐに魔力が枯こ渇かつする。……幸い、この近辺は潤じゆん沢たくな霊脈レイ・ラインが通う霊れい峰ほうで、マナの大気中濃のう度どが非常に濃こい。呼吸法でマナを慎重に取り込め。この環境なら、今のお前らはそう簡単に枯渇しねえよ。……だが、慎重にな。焦って大きく吸ったら肺が凍こおるぞ」

「は、はい……」

「俺が先頭、リィエルが殿しんがりだ。ルミア、回復役ヒーラーのお前はなるべく魔力を温存してくれ。白猫、お前は、黒くろ魔ま【スペーシャル・パーセプション】……空間把は握あくの術で、常に周囲の地形確認だ。どんな小さなクレバスも雪せつ庇ぴも見み逃のがすなよ。……お前が俺達の命いのち綱づなだ」

「ま、任せてください……」

「わかりました」

「ん」

「雪山は、魔ま術じゆつ師しである俺達にとってはそう怖こわいもんじゃない。悪意ある罠わなが仕し掛かけてある分、古代遺い跡せきのダンジョンの方がよっぽど危険だ。よし……行くぞ」

　そう言って、三人娘達が頷くのを確認して。

　グレンは、雪山の頂上を目がけて歩き始めるのであった。




　登る。

　……登る。

　……………登る。

　登れど登れど、広がるは白き死の銀世界。
















　次し第だいに角度を増していく雪山の斜しや面めんを、グレン達は無言で登っていく。

　ごぉごぉと、常に音を立てて吹き荒すさんでいく風を背に、ただひたすら登っていく。

「はぁ……はぁ……」

「……ふぅ」

　ただ、グレン達の陰いん鬱うつな息づかいだけが、吹雪の隙すき間まに響ひびいていく。

　幸い、道に迷うことはなかった。

　その道中、まるで道標のように、砕くだけた氷の亡ぼう霊れいの残ざん骸がいが散らばっていたからだ。

「……先生、また……」

　足あし下もとの氷の骸がい骨こつの破は片へんを痛ましく見ながらルミアが呟つぶやく。

「ああ、セリカの仕し業わざだ。あいつが戦ったんだろう」

　周囲を見渡せば、明らかに地形が変わったような破は壊かい痕あとが見られる。

「相変わらず、派手にやってますね……」

　システィーナが呆あきれたように言う。

「ったく、雪崩なだれの可能性を考えろってんだ……」

　グレンが溜ため息いきを吐ついた。こんなに派手な破壊呪じゆ文もんを雪山のあちこちにぶちかませば、いつ雪崩が起きてもおかしくない。街からは、それなりに距きよ離りが離はなれているので、もし雪崩が発生しても被ひ害がいはないだろうが、もう少し気を遣つかって欲しいものである。

「でも、まぁ、教授のおかげで、私達はろくに戦せん闘とうもなく、順調に登れていますよ」

「まあな、道中の亡霊は、あいつがあらかた始末してくれたみてーだし」

　だが、気になるのは……

　先ほどから、セリカの戦闘音が、ぱったり途と絶だえてしまったことだ。

　省エネ戦に切り替かえたのか。

　……あるいは。

（……今、考えていても仕方ねえか）

　ぶくりとあぶくのように浮うかぶ不安と嫌いやな予感を振ふり払はらい、グレンは再び登り始めた。




　登る。

　……登る。

　……………登る。

　登れど登れど、広がるは白き死の銀世界。

　やがて急斜面を登りきり、尾根に取り付いたグレン達は尾根伝いに足を運ぶ。

　ほどなくして切り立つ断崖に突つき当たり、それに沿って吹雪を避さけるように東へと迂回して渓けい谷こくへと進入し、それを渡り、差し掛かかった斜面をさらに登る。

　柔やわらかく積もった雪は、踏ふみしめるごとに深く沈しずみ、足下の自由を奪うばった。

　登れども登れども、頂上は見えない。

　セリカの姿もない。

　そして。

「ふ──ッ！」

「いいいやぁああああーーッ！」

　たまに現れる氷の亡霊を、グレンの拳こぶしが、リィエルの大たい剣けんが粉ふん砕さいするのであった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　先生！　リィエル！」

　戦闘を終えたグレンとリィエルの元へ、ルミアが心配そうに駆け寄る。

「はぁ……はぁ……ああ、大丈夫だ……」

「ん。余よ裕ゆう」

　登山を開始して、これでもう五度目の戦闘だろうか。

　ここが白はく銀ぎん竜りゆうの縄なわ張ばりである雪山だというならば、その山に囚とらわれた亡霊が大量に徘はい徊かいしているはずであった。

　だが、セリカが予あらかじめ亡霊を一いつ掃そうしてくれたお陰かげか、思ったより戦闘は少なかった。

　しかし、この極きよく端たんな環境と足を雪に取られる状じよう況きよう下では、一戦ごとの消しよう耗もうは激しい。

　しばらくの間、グレンは雪上に片かた膝ひざをついて息を整え、やがてふらりと立ち上がった。

「……よし、行くぞ」

　そして、グレンが再び先頭に立って、先を急ごうとする。

「待ってください、先生」

　だが何を思ったのか、ルミアがそんなグレンの行く手を阻はばむように立ち塞ふさがっていた。

　そして、ルミアは右手の手て袋ぶくろを外し、その手を吹雪の中に露あらわにする。

「な、何やってんだ、ルミア!?　凍とう傷しようになるぞ!?」

「私は大丈夫です。それよりも……」

　ルミアは露わにした右手を伸のばし、グレンの頰ほおに触ふれる。

　すると──

「──ッ!?」

　どくん。不意に、グレンの全身の魔力が活性化し始めた。

「感応増ぞう幅ふく……いや、王者の法アルス・マグナだっけか？」

「はい。ほんの少しだけ……今、力を使っています」

　ルミアが労いたわるようにグレンへ微笑ほほえみかける。

「馬ば鹿か、力を引っ込めろ！　お前の負担が──」

「先生、まだ先は長いんです。……どうか無理をなさらないでください」

　真しん摯しに見つめてくるルミアに、グレンは何も言えなくなる。

　どうやら、ルミアはお見通しらしい。

「ちっ……」

　この大寒気と猛もう吹雪ふぶきの中、このような雪山を登るには、魔術の力が必ひつ須すだ。

　体温を保つ【エア・コンディショニング】。身体能力を強化する【フィジカル・ブースト】……その他にも、様々な支援呪文サポート・スペルを自身に付呪エンチヤントする事が必須だ。

　この手の持続付呪デイレーシヨンは、単位時間当たりに注ぐ魔力量で威い力りよくが決定し、付呪エンチヤントの効果を発揮し続けるには、持続的に魔力を注ぎ続けなければならない。

　システィーナ、ルミア、リィエルは、三人とも素す晴ばらしい魔力容量キヤパシテイの持ち主だ。同年代の平均を大きく上回っており、システィーナはさらに頭一つ抜ぬけている。この霊峰がマナに満ちていることもあって、持続付呪デイレーシヨンを相当長く持続させることができるだろう。

　だが──グレンの魔力容量キヤパシテイは凡ぼん人じん並みかそれ以下だ。魔力操作が元々、下手くそなのもあり、呼吸法によるマナの取り入れ効率も悪い。

　この一行の中では、一番グレンの魔力の消耗が激しい。

　顔には出さなかったが……もう相当にグレンは辛つらい状態であったのだ。

「戦闘時以外では、こうして私が王者の法アルス・マグナで、先生の持続付呪デイレーシヨンのアシストをします。いえ……させてください、お願いします。私、先生の御お力ちからになりたいんです……」

「…………」

　しばらく、グレンは自分を真っ直ぐ見上げてくるルミアを、見つめ返す。

　そのどこまでも真摯なルミアの眼の前には、意地も強がりも無意味なのだろう。

　それを悟さとったグレンは、観念したように嘆たん息そくした。

　すると、グレンは自分の左手の手袋を抜き取り、ルミアの右手と手を繫つなぐ。その露わになった肌はだへ凍傷防止用にマフラーをくるくると巻いていく。

「すまねぇ……頼たのむ」

「はい」

　素直にグレンに頼たよられ、ルミアは陽ひだまりのように笑った。

　グレンの魔力が回復するまで、二人は手を繫いで歩き続けるのであった。




　登る。

　……登る。

　……………登る。

　登れど登れど、広がるは白き死の銀世界。

　辺りは小ピークが連なり、急斜面と崖がけの多い、起き伏ふくの激しい地形だ。

　グレン達はそんな複雑な一帯の小ピークを、トラバースしながら進んでいく。

　刺さすように冷たい風が、常に吹ふき付けては耳元で唸うなり、通り過ぎていく。

　今は何合目だろうか。登れども登れども、頂上は見えない。

　セリカの姿もない。

　……やがて、傍かたわらに崖が切れ落ちた、開けた空間に出た。

「大分、登ったな……」

　グレンが額に浮かぶ汗あせを拭ぬぐって、肩かたで息を吐はきながら地図を見ている。

　だが、まだ先は長い……陰いん鬱うつな事実を確かく認にんしたグレンが、少しうんざりしていると。

　くいくい、と。グレンの後ろ袖そでを引っ張る者がいた。

　脇わきに目を落とせば、リィエルだった。

「なんだよ？」

「見て」

　リィエルが、その傍らを指さす。

「おわ!?」

　すると、そこには大きなかまくらが、いつの間にかできていた。

「なんだこりゃ!?　ついさっきまでこんなもんなかったぞ!?」

「今、わたしが作った。錬れん金きん術じゆつで」

　錬金術って便利だな……と、呆れたように嘆息するグレン。

「で？　これがどうしたってんだよ？　雪で遊んでる場合じゃねーぞ」

「グレン、休もう？」

　眠ねむたげなリィエルの唐とう突とつな提案にグレンが眉まゆ根ねを寄せる。

「はぁ？　……お前、疲つかれたのか？　体力お化けのお前が？」

「ううん、わたしと、システィーナとルミアは多分、平気。……グレンが休むべき。グレンは先頭で道を切り開いて……多分、一番、疲れてる」

　じっと見上げてくるリィエルの言葉を、グレンは頑がん固こに突っぱねた。

「アホ。俺なんか気き遣づかわなくていいっつーの。お前らがまだ大丈夫なら……」

　すると。

「グレンは休むべき」

　どんっ！　と、リィエルに突き飛ばされ、グレンはかまくらの中に叩たたき込まれた。

「どわぁ!?　って、何すんだ、こらぁ!?」

　すると、リィエルは怒ど鳴なられてもまったく構わず、かまくらの中にいそいそと入る。

　そして、その中で尻しり餅もちをついているグレンの隣となりに、ちょこんと腰こしを落ち着けた。

「お前、人の話を聞いて──」

「大丈夫」

　妙みように力のこもったリィエルの言葉に、グレンが思わず押し黙だまる。

「わたしは……その……頭が良くないから、うまく言えないけど……うん、セリカはきっと大丈夫」

「…………」

「でも、今のグレンは大丈夫じゃない。なんか疲れて死にそう。このままじゃ……」

「…………」

「もし、グレンに何かあったら……セリカも多分、悲しむと思うし……それに」

「…………」

「その、なんだろう……？　わたしも……なんか、やだ」

　グレンが目を瞬またたかせて、リィエルを見る。

　リィエルは相変わらず眠たげな無表情で、何を考えているのかいまいちわからない。

「グレンがいなくなるのは、やだ」

　だが、その眠たげな目は、眠たげなりに何かを訴うつたえているようであった。

　グレンが見つめる前で、不意にリィエルは懐ふところをごそごそし始め、何かを取り出す。

　それは、食べかけの苺いちごタルトだった。

「ん。休きゆう憩けい。……食べて」

　それをグレンへと差し出すリィエル。

「ったく、甘あまえん坊ぼうめ。……お前にゃ、まだまだ俺が必要みてーだな」

　グレンは苦く笑しようしながら、それを受け取った。

「だがまぁ、ありがとうよ。……そうだな、一息吐つくか。魔力はともかく、体力を整えたいしな。……白しろ猫ねこ、ルミア。お前らも入って来いよ。一いつ旦たん、休憩だ」

　すると、そんなグレンとリィエルのやりとりを傍そばから微笑ましく見守っていたシスティーナとルミアが顔を見合わせ、くすりと笑い合う。

　そして、二人でごそごそとかまくらの中に入ってくるのであった。

　かまくらの中は意外と暖かかった。風雪を凌しのぐだけで段だん違ちがいだ。

　システィーナが携けい帯たいストーブで雪を溶とかして、紅茶を淹いれ始め……しばし、一行の間に穏おだやかな一時が流れた。




　登る。

　……登る。

　……………登る。

　登れど登れど、広がるは白き死の銀世界。

　セリカの姿もない。

　ナイフのように鋭するどい稜りよう線せんを辿たどり、やがて一同は見晴らしの良い高台に出た。

　視界が一気に開け、遠くにシルヴァスノ山脈の連なりが見える。

　辺りは相変わらずの猛吹雪。時間的にはもう正午を大分回っているのに、空を覆おおう雲と吹雪のせいで辺りは暗い。

　グレンは崖際ぎわに立ち、周囲の地形を魔術的な視覚で確認しながら物思う。

（……間に合うのか？）

　不意に猛もう烈れつな不安が──グレンを支配していた。

（俺は、セリカを助けられるのか？　セリカを助けて、あの白はく銀ぎん竜りゆうを倒たおせるのか？）

　一度、不安を感じてしまえば、後は坂を転がり落ちるがごとくだ。

（俺は、生徒達あいつらを、また頼っちまった……本当にそれで良かったのか？　もうセリカやスノリアを見捨てて、あいつらだけでも救う……スノリアを脱だつ出しゆつする……そんな方法を考えるべき段階じゃなかったのか？　だが、俺は──）

　グレンがその身を吹雪が嬲なぶるに任せながら、苦く悩のうしていると。

「……先生が、そんな顔をしている時って」

　いつの間にか、隣にシスティーナが立っていた。

「いっつも余計なことを考えて、気負ってるんですよね。……愛が重いっていうか、情が深いっていうか」

「……白猫？」

　システィーナはグレンの顔を見ずに、髪かみを押さえながら遠くを見ている。

「先生は余計な事、考えなくていいんですよ」

　システィーナの言葉に、グレンは思わず目を瞬かせて、彼女の横顔を見つめた。

「いつものように、御ご自分が正しいと思ったこと……すべきだと思ったことに、全力疾しつ走そうすればいいんです。私がいつものように、先生の走りやすいよう道を整えますから」

「…………」

「大体、迷うなんてらしくないじゃないですか。……なんです？　やっぱり、こんな吹雪のせいで、少し弱気になっちゃってたりしてました？」

「ちぃっ。くっそ……メンタル最弱のお前に言われちまうなんて屈くつ辱じよくだ」

　図星を指され、気き恥はずかしくなったグレンがいつものように、憎にくまれ口を叩く。

　即そく座ざにいつものように、減らず口が返ってくるだろう……そうグレンが身構える。

　だが。

「そうですね。でも、先生がいれば、私は強くなれる……そんな気がするんです」

「……む」

　なぜかこういう時に限って殊しゆ勝しようにそう返され、グレンは梯はし子ごを外されたような気分になってしまう。

「さて。周辺地形の魔ま術じゆつ的把は握あく、終わりました。ほら！　先生、行きましょう！」

　そして、システィーナはグレンの手を引いて、歩き始めた。

「お、おい!?」

「絶対、救いましょうね！　アルフォネア教授も！　スノリアも！」

　振ふり返るシスティーナの、いつになく勝ち気で不敵な表情。

「そして私達、皆みんなで生きて帰るんです！」

　そんな前向きな彼女の姿は、とても眩まぶしくて、尊くて……

　彼女を見ていると、グレンの胸中を少しずつ蝕むしばんでいた不安は、一気に晴れていくのであった。




　登る。

　……登る。

　……………登る。

　登れど登れど、広がるは白き死の銀世界。

　それは──唐突だった。

　ずん……何か強大な地じ響ひびきが、グレン達へ届いたのだ。

　間ま違ちがいなく、魔術の炸さく裂れつだ。

「せ、先生……？」

「セリカだ。近いな……周囲に注意を払はらってくれ」

　グレンが警告を発し、足を止める。

　眼前の小高い尾お根ねの向こう側から、地響きを立てて爆ばく炎えんが上がるのが見えた。

「先生、あっちです！」

「ちっ！　行くぜ！」

　グレン達が駆かけ足で、雪を蹴けって尾根の斜しや面めんを駆け上っていく。

　やがて、その天辺に辿り着いたグレンが、眼下を見下ろす。

　すると、そこには盆ぼん地ちのような広い沢さわと、奥に山頂へと続く急斜面があり──

「──居た！」

　この暗い吹雪ふぶきの中でも、キラリと目を刺す金きん髪ぱつ。

　眼下の空間の真ん中に、小さくセリカの後ろ姿が見えた。

「……って、なんだあ、ありゃあ!?」

　グレンが素すっ頓とん狂きような叫さけびを上げる。

　セリカの前には、まるで巨きよ人じんと見み紛まがう巨大な氷の骸がい骨こつが立ちはだかっていたのだ。

「氷の亡ぼう霊れい……ッ!?　いや、デカ!?　それにしてもデッカ!?」

「先生！　あれはきっと集合霊れいです！　アルフォネア教授を止めるために、ここ一帯の亡霊達が数多く寄り集まって巨大化したんですよ！」

「そんな……ッ！　いくら、アルフォネア教授でも、あんな大きな怪かい物ぶつ相手には──」

「ん。グレン、助けに行こう」

　ルミアが高位浄じよう化か呪じゆ文もんの起動触しよく媒ばいである香こう油ゆを取り出し、リィエルが大たい剣けんを構える。

「そうだな！　行くぜ、お前ら──」

　グレンがセリカの援えん護ごに入るため、一気に斜面を駆け下ろうとすると。

「《くたばれ》ぇええええええええええええ──ッ！」

　セリカが何事か呪文を叫んでいた。

　雪原上を、紅ぐ蓮れんに燃え盛さかる炎ほのおの線が、走った。

　奔はしる炎の線は、ぐるりと巨人の足あし下もとを取り囲み、さらに縦じゆう横おう無む尽じんに奔る。

　やがて、真しん紅くの線は複雑に絡からみ合い、文字を描えがき、五ご芒ぼう星せいを構成し──やがて、雪原一いつ杯ぱいに巨大な炎の魔術法ほう陣じんを形成した。

　次の瞬しゆん間かん、その法陣から地じ獄ごくの業火が、天を衝つかんばかりに燃えあがる。

　その火柱は炎などという生なま温ぬるいものではなく、プラズマに近い。真紅の紅炎プロミネンスだ。

　──キシャアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?

　当然、そんな紅炎プロミネンスに全身を丸まる吞のみされた氷の巨人は、瞬時に消しよう滅めつしていく。

　あの見た目の強敵感とは裏腹に、あまりにもあっけなさ過ぎる幕切れだった。

「うそーん。まあじで？」

　ずざー、と。ずっこけたグレンが雪の斜面を頭から滑すべっていく。

「な、何もかも力ちから尽ずくで……」

「さすが、アルフォネア教授だね……」

「ん、セリカ、強すぎ」

　システィーナとルミアも苦笑いし、リィエルも微び妙みような表情をするしかない。

「ったく、やっぱ、あいつは規格外だなぁ……くそ」

　やることがなくなってしまったグレンが、雪面上に頰ほお杖づえをついて寝ねそべりながら、眼下のセリカの頼たのもしい背中を見やる。

「あれ？　ひょっとして……あいつって、一人で白銀竜退治、ヨユーな感じ？　俺達要いらない子だったとかそういうオチ？　心配して損したってやつ？」

　グレンがふて腐くされたように溜ため息いきを吐ついた……その時だった。

　遠くに立つセリカの身体からだが、不意にぐらり、と傾かしいで。

　どさ……その場に、糸の切れた人形のように倒れ伏ふしてしまったのだ。

「──ッ!?　セリカ!?」

「教授!?」

　グレンが慌あわてて跳はね起き、一気に斜面を下り、セリカへと駆け寄る。

「おい、セリカ!?　どうした!?　しっかりしろ!?　セリカ!?」

　そして、鬱うつ陶とうしい雪を蹴り払いながらようやくセリカの下もとへ辿り着き、助け起こす。

「セリ──」

　セリカの身体に触ふれたグレンが、思わずぞっとする。

　意識を失ったセリカの顔色は真っ青で……その身体は、とてつもなく冷たかった。

「……マナ欠けつ乏ぼう症しようッ!?　やっぱ、お前……無茶してたんじゃねえか!?」

　実は、セリカは、昔ほど魔力容量キヤパシテイが絶対的ではない。

　魔ま煌こう刃じん将しようアール＝カーンとの戦いで魂たましいを損傷し、以来、魔力容量キヤパシテイが大おお幅はばに減げん衰すいしているのだ。依い然ぜん、魔ま力りよく濃のう度どは世界最さい高こう峰ほうであるため、魔術の威い力りよくは左さ程ほど変わらないが……今のセリカはとにかく、長期戦が苦手だ。

　恐おそらくセリカは、ここに至るまで、グレン達がほとんど戦せん闘とうをせずに済むほど、氷の亡霊達を撃げき破はし続けてきたのだろう。ましてや、ここは立っているだけで魔力を食い取られていく極ごく低温の世界だ。セリカが倒れるのは至極当然の帰結と言えた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「いいや、不ま味ずい！　こいつ、【エア・コンディショニング】の維い持じも難しくなるくらいに消しよう耗もうしきってやがる……マナ欠乏症に低体温症が併へい発はつしてやがる！　今すぐなんとかしねえと、マジで命に関かかわるぞ!?」

「わ、わかりました！　とにかく、私、火を起こします！」

「じゃあ、私は、法医呪文ヒーラー・スペルで生命維持を試みます！」

「ん！　わたし、かまくら作る！」

　駆け寄った一同が、セリカを救おうと慌ただしく動き始める。

　だが、その時。

　ごごごごごご……低い地鳴りが、グレン達の耳に届いていた。

「な、なんでしょうか？　この音……？」

「まさか、白はく銀ぎん竜りゆうが……？」

　不安げに辺りを見回すシスティーナとルミア。

　リィエルも大剣を油断なく、深く低く構える。

　だが、グレンは愕がく然ぜんとして、山頂へ続く急斜面の方を見上げていた。

「おいおい、マジかよ……噓うそだろ……ッ!?」

　グレンが真っ青になりながら頰ほおを引きつらせ、呻うめく。

「先生、どうしたんですか？」

　つられたシスティーナが、グレンの見上げている方向に視線を投げれば。

　山頂へと続く斜面の上方部が、妙みように白く煙けむっているのが見えた。

　その煙けむりはどんどん勢いを増して、こちらに迫せまってくるようだ。

　低い地鳴りは、それにつられて次し第だいに強くなり……そして、ようやく何が迫って来ているのか、はっきりとわかるようになる。

　洪こう水ずいの如ごとき大量の雪だ。それが斜面を流れ落ちるように下ってきているのだ。

「まさか──雪崩なだれ!?」

　正体を察したシスティーナも、真っ青になる。

「セリカのアホが、考えなしにバカスカ魔術を撃うちまくるからだ、ド畜ちく生しようッ！」

　おどけたように悪態を吐つくが、グレンの表情にはまるで余よ裕ゆうがない。

　そうしている間にも、雪崩は刻一刻とグレン達を吞のみ込まんと迫って来ていた──

「やばい！　ここはあの雪崩の直撃コースだッ!?　クソッ！」

　グレンが周囲を鋭するどく見み渡わたし、自分の脳内の知識の頁ぺーじを高速で繰くる。

　あの雪崩の規模、雪崩の特性、周囲の地形。それから考えられる安全地帯は──

「白しろ猫ねこ！　ルミアを担かついで《疾風脚シユトロム》だッ！　それで、あっちの尾根の上に登れッ！　そこなら雪崩をやり過ごせるはずだッ！」

　僥ぎよう倖こうだ。グレンが一ひと際きわ高い尾根を指さし、指示を飛ばした。

「今のお前なら一人くらいなら抱かかえてもできるはずだ！　リィエル！　白猫の万が一のミスに備えて、フォローに回れ！　お前の身体能力なら可能なはず──頼んだぞ！」

「せ、先生はどうするんですか!?」

「俺は──セリカをなんとかするッ！」

　グレンは、ぐったりとしたセリカを背負って立ち上がる。

「で、でも──」

「どやかましい！　とにかく急げッ！　他人の心配してる場合じゃねえぞ！　早く、安全地帯に上がれッ！　このままじゃ全ぜん滅めつだ──ッ！」

　そんなグレンの逼ひつ迫ぱくした叫びに背中を押されるように。

　システィーナ、ルミア、リィエルがグレンの指さす尾根を目指して駆け出した。

「はぁ──ッ！」

　システィーナがルミアに肩かたを貸し、《疾風脚シユトロム》で斜面を飛ぶように駆け上った。

　本来、誰だれかを担いで行うと、極きよく端たんに精度や速度が落ちて失しつ墜ついしやすくなる《疾風脚シユトロム》ではあるが、システィーナの土ど壇たん場ばの生存本能がそれを御ぎよする。

　何度か空中でバランスを崩くずしかけるが、ギリギリの一線で堪こらえ続ける。

　万が一失墜しても、後から続くリィエルが拾ってくれるという安心感もあり、システィーナは、無事、グレンが指定した尾根の頂天へ降り立つことができたのであった。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　で、出来た……ッ！　奇き跡せきだわ……ッ！」

「あ、ありがとう、システィ……」

　緊きん張ちようから全身に汗あせをかいたシスティーナが突っ伏ぷし、ルミアがそれを気き遣づかう。

「ん。余裕」

　続いて、リィエルが足音軽く、システィーナの隣となりに到とう達たつする。リィエルの卓たく越えつした体術はこの雪山でも健在で、まるで兎うさぎのように素す早ばやく身軽に雪上を移動できたのだ。

「先生は!?」

「まだ、下──」

　システィーナが振ふり返れば、まだまだグレンは遥はるか下の方に居た。

「まだそんな所に!?　せ、先生！　急いで、先生ッ！」

「く、くそ……ッ!?」

　だが、セリカを背負ったグレンは、その場にがくりと膝ひざを突ついてしまう。

　身体能力強化の【フィジカル・ブースト】を魔力全開にして、一気に駆かけ登る──そんなつもりだったのだが、それがまるで上う手まくいかなかった。

（まいったな……やっぱ、俺、限界来てたんだな……ッ！）

　魔力容量キヤパシテイに差があるとはいえ、生徒達の前で教師たる自分がなんていう体ていたらくだ。

　不ふ甲が斐いなさに歯は嚙がみするしかない。身体が重い、足が動かない、息が苦しい……気ばかり焦あせるのに、心がまるで動いてくれない。最も早はや、疲ひ労ろう困こん憊ぱいであった。

（やれやれ、せめて軍時代の俺だったらなぁ……俺もそろそろ鍛きたえ直さねえとなぁ……）

　そんなことをぼんやり考えるグレンへ。

　雪の津つ波なみが猛もう然ぜんと無む慈じ悲ひに迫る──迫る、迫る、迫る──

「先生ぇーーッ!?」

　居ても立ってもいられず、システィーナが《疾風脚シユトロム》で、グレンの下へ駆けつけようとするが──

「来るなッ！　もう間に合わねえ！　そもそもお前、二人担ぐの無理だろ!?」

　冷静に状じよう況きようを判断したグレンが、そんなシスティーナを止める。

「そ、そんな……ッ！　そんなぁ……」

「先生……ッ！」

「グレン……噓……？」

　顔面を蒼そう白はくにする三人娘むすめ達へ。

「大丈夫だッ！　俺が、このくらいでくたばるかよッ！」

　グレンは、にやりと力強く笑い、叫さけんだ。

「でも……ッ！　でもぉ……ッ！」

「安心しろッ！　俺を信じろッ！」

　それよりも、と。グレンは喉のどを振り絞しぼって大声を上げる。

「リィエル！　白猫とルミアを頼んだぞッ！　どっか安全な場所で雪せつ洞どう掘ほって、ビバークしとけッ！　後で必ずお前らを迎むかえに──」

　最後にそう言い残して。

　──無慈悲なる白き質量の蹂じゆう躙りん。

　グレンとセリカが雪崩の中に吞み込まれ、押し流されていくのであった。

「せ、先生ぇええええええええええええええええーーッ！」

　システィーナの悲痛な叫びが、山やま間あいに木こ霊だまする。




　そして、その時──白き巨きよ峰ほうが、哭ないた。

　一際強くなる吹雪ふぶきに、濃のう密みつな霧きりが混じり始める。

　──ホワイトアウトだ。

　叩たたき付けるように到とう来らいした雪とガスが全すべてを閉とざし──システィーナ達の視界が白一色に塗ぬり潰つぶされ、世界の輪りん郭かくが溶とけ消えるのであった。








第八章　雪の遺い跡せき









「はぁああああああああーーッ！」

　コレットの滾たぎる焰ほのおを纏まとう上段裏回し蹴げりが、氷の亡ぼう霊れいの頭部を粉ふん砕さいする。

「さぁ、行きますのよ──ッ！」

　フランシーヌが放った白い天使の細剣レイピアの連ラ続ツ突シきユが、氷の亡霊を蜂はちの巣すにする。

「ふ──ッ！」

　ジニーが振るった双もろ刃はがＸの字を描えがき、氷の亡霊を四つに分断する。

　そして──ざっと雪を踏ふみならして。

　三人は、互たがいに背中合わせで集まり、周囲を警けい戒かいした。

「ぜぇ、ぜぇ……今回はこんなもんか……ッ!?」

　渦うず巻まく吹雪が唸うなりを上げる中、コレットが白い息を吐はいて拳こぶしを構えながら言った。

「そのようですわね……また、いつ次波が来るかわかりませんけど……」

　フランシーヌは、とりあえず周囲に動いている亡霊がいなくなったのを確かく認にんし、召しよう喚かんした天使を送そう還かんする。

　その周囲で戦っていた聖リリィ魔ま術じゆつ女学院の生徒達も、一いつ旦たん、息を吐いて、戦闘態勢を解いていた。

「……一度、陣じん地ちに戻もどりましょう、お嬢じよう様さま。敵の攻こう勢せいも大分、散発的になっていますし、その数も減ってきましたが……まだまだ襲しゆう撃げきはあると見るほうが上策かと」

「そうですわね。……今宵こよいの夜は長そうですの」

　ジニーの淡たん々たんとした進言に、フランシーヌが頷うなずくと。

「君達、怪け我がはないか!?」

　警備官隊の隊長が、数名の部下と共に三人の下もとへ駆け寄ってくる。

「今回も助かったよ！　さぁ、こちらに来てくれ！　温かい飲み物を用意している！」

　氷の亡霊達の攻勢には波がある。どうやら北から散発的に集団でやって来るようだ。

　それゆえに、フランシーヌ達と警備官達は、ホワイトタウン北地区にバリケードと陣を構え、襲撃があるごとに、その場へ急行して対処をするという迎げい撃げき作戦を取っていた。

　今日一日、フランシーヌと警備官達は延々と戦い続け、時分は、すでに夕暮れ時だ。

　夜が近づいて寒気も増し、元々薄うす暗ぐらかった世界が、さらに暗くなりつつあった。

「しかし、今はなんとか凌しのぎきっているが……君達にも限界があるだろう？」

　隊長が心配そうにフランシーヌ達を見る。特に大きな負傷はないが、度たび重なる戦せん闘とうによって、少女達の整った顔立ちには疲ひ労ろうの色がありありと浮うかんでいた。

　無論、疲ひ弊へいしているのは彼女達だけではない。警備官や自警団も、亡霊の足止めや市民の避ひ難なん誘ゆう導どうを必死に行い、今やボロボロであった。

「本当に、このホワイトタウンは……スノリアは滅ほろびから逃のがれられるのだろうか？」

　こんな先の見えない不安な状況に、隊長はつい弱音を零こぼしてしまう。

　すると。

「大だい丈じよう夫ぶだって！」

「大丈夫ですわ！」

「……まぁ、多分、大丈夫かと」

　コレット、フランシーヌ、ジニーが声を揃そろえて言った。

「ど、どうしてそう言い切れるんだい？　君達も見たんだろう？　あの白はく銀ぎん竜りゆうを──」

　その隊長も、辛かろうじて白銀竜の存在を覚えていた数少ない人間の一人だ。

　あの白銀竜を倒たおさなければ、スノリアが滅ぶ。それを理解しているからこそ、あの竜ドラゴンを一目見た時の絶望感を思えば、何をどうしても悪い想像しかできない。

「それに……先ほど、アヴェスタ山さん峰ぽうの中腹で、雪崩なだれが観測されたのは聞いただろう？　ひょっとしたら、その雪崩で討とう伐ばつ隊が全滅した可能性もあるんだ。……なのに、なぜ、君達はそんなに強気で居られるんだ……？」

　戦ってくれている子供に対して、大人が言うべき言葉ではないのはわかってる。

　だが、隊長の言葉は、今、この街を必死に守って戦う者達全ての胸中の代弁だ。

　この極限状態や疲労が、どうしても心に弱気を忍しのび込ませるのだ。

　だが。

「先生がいるからさ！　私達の先生は、あんなチャチなトカゲにゃ負けねえよ！」

「そうですわ！　あの御お方かたは、絶対に私達を助けてくださいますの！　あの御方は、知ち恵えと勇気で、己おのが運命と未来を切り開く、〝本物の魔ま術じゆつ師し〟なのですわ！」

　コレットとフランシーヌは、件くだんのグレン先生とやらへの無限の信しん頼らいが灯ともった目で、そう力強く言うのであった。

「やれやれ、励はげまされてしまったな。大人の私達がしっかりしなければならないのに」

　隊長が苦笑いしながら自省していた……その時だ。

「カイト隊長！　また、やつらが来ました！　次は三番街の方面です！　数は十四！」

　その場に伝令役の警備官が、息せき切って駆けつけていた。

「そうか！　……すまない、君達。一休きゆう憩けい前に、もう一仕事頼たのめるだろうか？」

「任せてくれよ！」

「任せてくださいな！」

「……はー、面めん倒どうくさ」

　そう元気よく応じ、次なる戦場を目指し、雪を蹴って駆けていく三人。それに従い続く聖リリィ魔術女学院の女子生徒達。

　そんな彼女達の後を追いながら、隊長は思った。

（頼もしい……とはいえ、彼女達にも限界があるのは事実……）

　フランシーヌ達は素晴らしい働きをし続けてきたが、やはり当初と比べたら、動きに色いろ濃こい疲つかれが見えている。

（夜明けまでに、決着がつくといいんだが……）

　アヴェスタに挑いどんだ、グレン達へ思いを馳はせながら。

　隊長やその他の警備官達は、心身に気合いを入れ直すのであった。




　──。

「──ぶはっ！」

　雪に埋うもれていたグレンが、雪の中から顔を出した。

「……ちっ……ったく、厄やつ介かいなこって……」

　そして、そのまま苦労して雪の中から這はい出ると、同じく雪に埋もれていたセリカの脇わきの下に手を回し、セリカを雪の中から引っ張り出す。

「骨も折れてねえ……なんとか助かったぜ……」

　その秘ひ訣けつは、黒くろ魔ま【グラビティ・コントロール】で体重を軽くし、白しろ魔ま【ウォーター・ブリージング】で呼吸を確保しておいたことだ。無論、右手で口元を覆おおい、エアポケットを作っておく──雪崩対策の基き礎その基礎も忘れない。

　こうしておけば、雪崩に巻き込まれても、左さ程ほど深く埋もれずに済むし、気絶さえしなければ呪じゆ文もんも唱えられる。呪文さえ唱えられれば、後はどうとでもなる。

　まぁ、それでも賭かけみたいなものではあったが、上う手まくいったようであった。

「しかし……依い然ぜん、ピンチはピンチか……」

　相変わらず意識のないセリカを横よこ抱だきに抱かかえながら、グレンが周囲を見み渡わたした。

　そこは、どうやら山やま間あいに口を開いた、狭せまい谷底のような場所だ。

　辺り一面に降り積もった雪と渦巻く吹雪は相変わらずで、雪崩で流されたせいか、山頂への正規ルートを大きく外れてしまっているようだ。

　雪崩で流されでもしない限り、絶対に足を踏み入れないような場所だろう。

（まぁ、白しろ猫ねこ達は大丈夫だ。なにせ、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん随ずい一いちの生存サバイバル術のプロ、リィエルがついているからな。やはり、問題は俺達だ……というより、セリカだ）

　グレンは、腕うでの中のセリカを見下ろす。

　凍とう死し一歩手前だ。一刻も早く処置をしないと、もう本当に命が危ない。

（くそ……死ぬな……死ぬなよ……ッ！）

　この極ごく低温の中でも焼け付くような焦しよう燥そうが、グレンの背中を焦こがす。

（だが、どうしたらいいんだ？　この極ごつ寒かんの猛もう吹雪ふぶきの中、こいつを安全に休ませられる場所……そんなもの、都合良くあるわけが──）

　グレンが縋すがるような思いで周囲を見渡すと。

　──それはいかなる僥ぎよう倖こうか。

　後、数メトラ横に離はなれていたら、吹雪に覆い隠かくされ気付かなかっただろう。

　切り立つ崖がけ下したの岩いわ陰かげ、半ば雪に埋もれるように洞どう穴けつがあったのだ。

「ま、マジか……ッ!?　ありがてえ！　神様サンキューッ！」

　炎ほのおに引き寄せられる羽虫のように。

　グレンはセリカを抱えて、ふらふらとその洞穴へ向かっていくのであった。




「……くっそ……」

　セリカを抱きかかえながら、雪をかき分け、なんとか洞穴内に入る。

　そこは元々、坑こう道どうか何かだったのだろうか？　天然洞穴というよりは、人工的に掘ほられたような穴に見えた。人の背せ丈たけほどの直径の洞穴が奥に向かって延々と続いている。

「ぜぇ……ぜぇ……」

　グレンは洞穴内の雪の届かない場所まで進むと、そっとそこにセリカを横たえる。

　かじかんで震ふるえる手でナイフを取り出し、周囲の岩いわ肌はだや地面にガリガリとルーンを刻み、外の冷気を遮しや断だんするように結界を張った。

「……まだだ……保てよ、俺の魔力……意識……ッ！」

　自分がマナ欠けつ乏ぼう症しように陥おちいるのも近い……限界を感じながらグレンは作業を続ける。

　ぶつぶつと呪文を唱えながら、ナイフで地面に小さく魔術法陣を刻む。その魔術法陣が刻んだ線に従って赤熱し始める。すると、グレンは懐ふところから紅こう燃ねん石と呼ばれる魔ま晶しよう石を幾いくつか取り出し、それを魔術法陣にくべた。

　ぼっ！　音を立てて石が激しく燃えあがり、焚たき火となった。

　真っ暗な洞穴内が明るく照らされ、天の祝福のような熱気がグレンの頰ほおを炙あぶる。

　命の炎だ。力強い眩まばゆさに目が眩くらみ、笑えみと共になぜか涙なみだが目め尻じりに滲にじんでくる。

「はは……やったぞ、クソが……げほっ……ふぅ……よし……ッ！」

　そして、最後の力を振ふり絞しぼってセリカを引きずり、焚き火の傍そばへと寄せた。

「後は……」

　一刻も早く、セリカの芯しんから冷え切った身体からだを温めなければならない。だが、こんな小さな焚き火では、温まるまでどれだけ時間がかかることか。

　おまけにグレン自身も限界だ。これ以上の魔術行使は命に関かかわる。

「……まぁ、定番だが、やるしかねえか」

　即そく座ざに決心し、グレンはセリカの纏まとう衣服を剝はぎ取り始めた。

　その胸むな元もとを緩ゆるめ、ボタンを外し、濡ぬれて重くなった分厚い防寒具とセーターを脱ぬがし、冷たく湿しめって透すけたブラウスを脱がし、肌はだ着ぎと上の下着ブラジヤーを、その腕からそっと抜ぬく。

　子供の頃ころから母親代わりだった女性の衣服を勝手に脱がす……そんな行こう為いがもたらす背徳感が、グレンの背中をぞくりと駆かけ上るが、今はそれを嚙かみくだす。

　やがて、セリカの美神のごとき白く妖よう艶えんな裸ら身しんが、小さな炎が払はらう闇やみの中に、ぼんやりと露あらわになった。

「許せよ」

　そして、グレンも衣服を脱ぎ、上半身裸はだかの下着姿となる。

　そして、自身の防寒具のコートを地面に敷しき、背はい囊のうから大きなタオルケットを取り出して、自分とセリカを一いつ緒しよに包むようにして、グレンはセリカの身体を抱きしめた。セリカの艶なまめかしい肩かたと背中に手を回し、その細ほそ腰ごしを引き寄せ、密着して横になる。

　まるで氷の塊かたまりを抱いているかのように冷たいセリカの身体。セリカの肌が触ふれる箇か所しよはまるで痺しびれるような痛みを訴うつたえ、グレンを苛さいなむ。

　たちまち、セリカに熱を奪うばわれ、冷えていくグレンの身体。

　だが、それでもグレンはセリカを抱きしめ続ける。自分の体温をセリカに刻み続ける。まるで自分の命を分け与あたえるかのように。

（……死ぬな……頼む……ッ！　こんな所で死んでくれるなよ……ッ!?）

　必死に、祈いのるように、セリカの身体をきつく抱きしめ続ける。

　ただ、揺ゆれる炎の陰いん影えいと共に、ぱちぱち爆はぜる火の音が、その空間を支配し続けた。




　──。

　────。

　──どれくらい時間が経たっただろうか。

「……ぅ……ん……？」

　ぱち、ぱち、と。火の粉が静かに爆ぜる音が、闇に埋まい没ぼつした意識の隅すみを微かすかに突つつく。

　心ここ地ち良い熱が、自分の身体のすぐ傍に寄り添そっているのを感じる。

　泥でい濘ねいを漂ただよう泡あわが、ゆっくりと浮ふ上じようしていくように。

　セリカの意識が徐じよ々じよに覚かく醒せいし、やがて、その重たい瞼まぶたが開かれる。

「……、……こ、ここは……？」

「気付いたか？　セリカ」

　呼ばれてセリカが視線を動かせば、すぐ傍に上半身裸のグレンが身を起こして明後日あさつての方向を向いていた。

「……グレン……？」

　セリカが呻うめく。身体がとてつもなくだるかった。

　未いまだ意識に白みがかかっているセリカは、ゆっくりと自分の記き憶おくを辿たどり始める。

　辿りながら、自分とグレンの置かれたこの状じよう況きようを、ゆっくりと認にん識しきしていく。自分とグレンが一つのタオルケットの中に同どう衾きんしていることに気付く。

　──やがて。

「～～～～ッ!?」

　自分のあられもない姿に気付いたセリカが、顔を真っ赤にして、慌あわてて腕で胸を隠した。

「う、うわっ!?　お、おいっ!?　お前、これは流石さすがに──……ッ!?」

　そういう想像をしてしまったセリカは、しばらくの間、口をぱくぱくさせて、言葉を失っていたが。

　やがて、なぜこんな状況になっているのか、すぐに持ち前の聡そう明めいさで理解し、溜ため息いきを吐つく。それでも気き恥はずかしさからか、視線をそらして頰を赤くしたまま言った。

「……そうか……来てくれたんだな、お前」

「……まあな」

　グレンの態度は素っ気なかった。

　それから、二人の間に気まずい沈ちん黙もくが漂い続けた。

　静かに燃える焚き火の音と揺らめく火の陰影だけが、二人の間を変化し続ける。

　やがて、そんな沈黙に堪たえかねたのか、セリカがぼそりと口を開いた。

「……怒おこっているのか？」

「当然だ」

　グレンは即そく答とうだった。

「なぁ……そんなに俺は頼たよりないか？」

　グレンの責めるような目から逃にげるように、セリカが顔を背そむける。

「お前がまた、何を思い悩なやんでいるのか知らねえ。何を背負っているのかもわからねえ。だけど、俺はそんなお前を……家族として支えてやりたいって……そう思ってる」

「…………」

「でも、俺じゃ駄だ目めなのか？　俺じゃお前を支えてやることはできないのか？　弱っちくて、ちっぽけな俺じゃ……お前の隣となりを歩いてやることはできないのか？」

　そんな風に、悔くやしげに吐き捨てるグレンに。

「……違ちがう……違うんだよ、グレン……」

　すると、今にも泣き出してしまいそうな表情で、セリカが零こぼした。

「私は……思い出したんだ……だからこそ、大切な家族であるお前を……巻き込むわけにはいかなかったんだ……」

「そりゃ、一体どういう……？」

「聞いてくれ、グレン。あの白はく銀ぎん竜りゆうを生み出したのは……多分、私だ」

　グレンがいつになく真しん摯しな表情で、セリカの眼を見やる。

　噓うそや冗じよう談だんを言っているような表情ではなかった。

「……細かいことはまだ思い出せない。でも、白銀竜を、人々に死をもたらすあんな悪あつ鬼きに仕立て上げたのは……私だ。今、このスノリアが滅めつ亡ぼうに瀕ひんしているのは……お前を危機に晒さらしているのは……この私なんだ……ッ！」
















　そう言い切って、セリカは無念そうに目を閉じた。

　グレンにはセリカの言っていることが何一つ理解出来ない。だが、セリカがそう確信している以上、もうグレンが何を言っても無む駄だなのだろう。

　なにより──あの白銀竜の言葉を傍で聞いていたグレン自身、間違いなくセリカと白銀竜の間には、何らかの因いん縁ねんがあると思っているのだから。

「なぁ、グレン。後、どれくらいなのかな？　私とお前がこうして家族でいられるのは」

　そんなことを呟つぶやくセリカに、グレンは無言で押し黙だまる。

「私はお前のお陰かげで、自身の『永遠者イモータリスト』体質を受け入れることができた。私が何者だろうが家族だと言ってくれたお前のお陰で救われた。もう、思い出せない自分の使命なぞ、どうでも良かった……そう思ってた」

「…………」

「でも……駄目なんだ……ッ！」

　突とつ然ぜん、セリカが苦く渋じゆうに満ちた表情で叫さけび、グレンの腕うでをきつく摑つかむ。

「最近、私に囁ささやきかける《内なる声》が、どんどん強くなってるんだ！　〝お前はここにいるべき者じゃない〟と！　〝使命を果たせ〟と！　〝あるべき場所に帰れ〟と！　先月の騒そう動どうで、《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》と《炎の船》を目まの当たりにしてからだ！　私の中で眠ねむる、私の知らない誰だれかが、どんどん目覚めている。そして、さっきの白銀竜だ……もう、誤ご魔ま化かしようがないだろ……」

「……セリカ」

　腕にしがみついてくるセリカに、グレンがぼそりとその名を呟く。

「多分、私にとって、その未だ思い出せない使命は〝呪のろい〟なんだ。絶対に、逃のがれ得ぬ宿命なんだ。ナムルスが言ってた……私はいつか必ず使命を思い出し、自分の正体を取り戻もどし、使命を果たすことになるって。きっと、それは……確定された未来なんだ」

「…………」

「最近、よく夢を見るんだ。多分、あれは失われた私の過去の断だん片ぺん……その夢の中で、私は、知らない場所で、奇き妙みような衣い装しようを纏まとい、この世界に対する狂くるおしいばかりの憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬを燃やしながら、非道な殺さつ戮りくをひたすら繰くり返しているんだ……この四百年間、私も相当に荒あれていた時期はあったが……あんなの目じゃなかった」

「…………」

「私にはわかる。あの殺戮が、私の失われた使命に関係してるんだろう。……なぁ、グレン。あれほどの罪を犯おかしてまで果たさなきゃならない使命って……なんなんだ？」

　所しよ詮せん、夢は夢だろ？　それが真実かどうかなんてわかりゃしない。

　だが、思い詰つめたようなセリカを前に、とてもそんな安易な気休めは言えなかった。

　かけるべき言葉を迷うグレンを前に、セリカは頭を抱かかえる。

「なぁ、グレン。近い将来、私が自分の正体を思い出し、失われた過去を取り戻して……その〝使命〟に向き合うことになった時……私は私でいられるのか？　私はお前の傍そばに居られるのか？」

　セリカが顔を上げ、グレンを見上げる。

　いつもの輝かがやかんばかりの傲ごう岸がん不ふ遜そんな自信に満ちた表情はどこにもない。

「怖こわい……怖いんだ、グレン。別に死ぬのは怖くない。ただ……お前と一緒に居られなくなることが怖いんだ……」

　ただ、親鳥を探す迷子のひな鳥のような、弱々しい目のセリカが──そこに居たのだ。

（……そうか、それでか）

　震ふるえるセリカを横目に、妙みように納なつ得とくするグレンだった。

　きっと……セリカが計画したこの旅行は、葬そう式しきの準備みたいなものだったのだ。

　グレンには、まるでセリカの心情は理解出来ないが、セリカは、〝自分がいつか自分でなくなってしまう〟と、脅きよう迫はく観かん念ねんじみた確信を得てしまっている。

　だから、せめてその時までは、優やさしい時間を。

　セリカは、やがて来るかもしれないグレンとの別れに備えて、楽しい思い出作りのために、悔くいが残らないように、グレンをこんな所へ引っ張ってきた。

　そして、一人で無む謀ぼうな竜退治に踏ふみ切ったのは……罪つみ滅ほろぼし。あるいは理由作り。

　自分はここに居ていいんだ、と。

　自分はグレンの傍かたわらに居る資格があるんだ、と。

　自分を納得させたかったのだ。自分を肯こう定ていしたかったのだ。

　グレンに肯定して欲しかったのだ。

　かつてのグレンが、血ち塗ぬられた自分がここに居ていいんだと自分を納得させるため、己おのが身を犠ぎ牲せいにして、生徒達のために戦っていたように。

　なんていうか──

「……似た者同士だよな、俺達」

　ぼそりとグレンの口から、そんな言葉が突ついて出る。

「え？」

　セリカが目め尻じりに涙なみだを滲にじませ、グレンを見る。

　グレンは、そんなセリカの頭を子供をあやすようにくしゃりとなでて……言った。

「俺もな……そうだったんだよ。お前と同じだったんだ」

　目を瞬またたかせるセリカに、グレンが力強い笑えみを向けていた。

「気休めは言わねえ。取り繕つくろいはしねえ。確かに、お前は……過去に何かとんでもないことをうっちゃらかしたんだろうな。正直、お前はマトモな人間じゃねえと思う。そんなんとっくにわかってたさ」

「グレン……」

「だがな、やっぱ、それでも関係ない。関係ねえんだよ」

　グレンが穏おだやかに笑いながら言った。

「お前はお前だ。使命が過去がなんだで、俺とお前の関係なんざ、そう変わりはしねえよ。だって、前に言ったろ？　俺達は家族なんだから」

「……私は」

　一いつ瞬しゆん、言葉を切って、セリカが弱々しくぼそぼそと口ごもるように告げる。

「お前がちょっとドン引きするかもしれないほど、邪じや悪あくな犯罪者なのかもしれないんだぞ……？　それでもお前は……？」

「ああ、関係ないね」

　グレンは即答した。

「お前の失われた使命とやらが正しいもんなら、俺が全力でお前の力になってやる。間違っているもんなら、ブン殴なぐってでもお前を止めに行ってやる。過去に罪を犯したかも？　やらかしたもんはもう仕方ねえ、お前の償つぐないを手伝ってやらあよ」

「……グレン」

「安心しな。お前が何者だろうが、俺がお前と離はなれ離ばなれになることなんてありねえ。腐くされ縁えんだ。切ろうと思って簡単に切れるもんじゃねえ。……家族ってそういうもんだ」

　目を瞬かせて、セリカがグレンの横顔を見上げた。

　そんなセリカへ、グレンは言った。

「なぁ、セリカ。俺はさ……『正義の魔ま法ほう使つかい』になりたかったんだ」

　唐とう突とつの意味不明な言葉に、セリカが首を傾かしげる。

「で、この『正義の魔法使い』になりたいっつう原点はなんだろうなって考えたらさ。まぁ、『メルガリウスの魔法使い』に憧あこがれたからってのもあるんだろうが……そもそも、なぜ俺は、そんなに魔法使いや魔ま術じゆつ師しを特別視していたのかって話になる」

「…………」

「多分……俺は、お前になりたかったんだ」

　セリカが、息を吞のんで眼を見開いた。

「俺にとって『正義の魔法使い』になるってのは、手段や過程であって……きっと、お前みたいになりたかったんだ。思えば、グレンとしての俺の記き憶おくは、暗く冷たい闇やみの中に閉じ込められていた時、突然、お前が酷ひでぇ顔で助けに来た時から始まったんだ」

「…………」

「あの絶望の渕ふち瀬せから、あっさりと俺を救ってくれた魔法使い……わかるか？　お前にゃそんなつもりなんざ、さらさらなかったんだろうけど……俺にとって、本当の『正義の魔法使い』は、お前なんだよ、セリカ」

　呆ほうけたように押し黙るセリカへ、グレンは穏やかに微笑ほほえんで続けた。

「だったら、お前さ。なればいいじゃね？　今からでもその『正義の魔法使い』に」

「今から……？　私が……？」

「そうだ。ああ、別に軍に戻れとかそういう意味じゃねーぞ？　ただ、お前は過去に何かとんでもないことをやらかした。だったら、それを帳消ししてあまりあるスッゲェ魔術師になればいいってこった。……お前なら簡単だろ？」

「そ、それは……」

「それでこそ、俺が人生をかけて目指した世界最高の魔術師、セリカだ。俺が一生かかっても追いつけないくらいに、これからカッコ良いところ見せてくれよ。……な？」

　セリカは呆けたように、グレンの横顔を見つめる。見つめ続ける。

　すると、グレンは急に気き恥はずかしくなったのか、照れ臭くさそうにそっぽを向いて言った。

「まぁ、こう偉えらそうなこと言ってる俺もさ……色々うっちゃらかして、色んなやつに支えられて、助けられて、今があんだよ。だったら、俺も……せめて、付き合いの長いお前くらいは支えてやりたいだろ？　その……家族としてよ」

「…………」

　すると、グレンの横顔を見つめ続けたセリカは……やがて、ふっと安あん堵どしたように相好を崩くずすのであった。

「なんなんだろうな？　私は年月を経へるごとに弱くなるのに……お前はどんどん強くなるんだな……」

「……セリカ？」

「……気まぐれで拾ったあのガキンチョが……私が守ってやらなきゃと思ってた頼たよりないやつが……こんな素す敵てきな男の子に成長するなんて夢にも思わなかった……」

　すると、セリカが不意にグレンへ身を寄せ、寄りかかってくる。

　セリカの柔やわらかな身体からだの感かん触しよくと体温がグレンへ伝わってくる。

「おい、重いぞ」

「バカ。……たまには素直に甘えさせろよ……」

　そんなことを拗すねたように呟きながら、セリカはグレンの肩かたへ頭を乗せてくる。

　そんなセリカの表情はまるで、木こ陰かげでうたた寝ねする幼い子供のように安らいでいた。

「お前って、本当にたまにガキだよな……」

　そんなセリカを前に、グレンもなんだか優しい気分になってくる。

　まぁ、しばらくはこのままでいてやるか。

　グレンがふっと、笑みを零こぼした……その時であった。

「ぁあああああああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　洞穴内に、素すっ頓とん狂きような少女の声が響ひびき渡わたった。

「ななななななな、何やってるんですか、二人ともぉおおおおおおおーーッ!?」

　洞穴の入り口付近に、三人の少女の人ひと影かげがあった。

　システィーナ、ルミア、リィエルだ。

「げっ……お、お前ら、なんでここに……？」

　三人娘むすめ達の唐突の登場に、グレンは頰ほおを引きつらせて、硬こう直ちよくするしかない。

　そんなグレンの前で……

「す、凄すごく心配して、必死に探して追いついたのに……ッ！　来てみれば、アルフォネア教授と、そっ、そんなのずる──じゃなくて、最低ですぅうううううーーッ!?」

　システィーナは真っ赤な顔になって混乱しまくり、ギャーギャー騒さわぎまくっている。

「あわわわ……そっ、そんな感じなんだ……そうなんだ……」

　ルミアはルミアで、真っ赤になった顔を両手で覆おおっているが、その両手の指の隙すき間まから、グレンとセリカの姿をばっちり見てしまっている。

「グレンとセリカ、寝ね技わざの練習でもしてたの？　でも、なんで裸はだかなの？」

　ただ一人、リィエルだけが、ジト目で不思議そうに首を捻ひねっていた。

　グレンは何かを諦あきらめたように、自分達の置かれた状じよう況きようを改めて整理する。

　グレンとセリカ。二人とも下半身にこそ下着をつけているものの上半身は裸だ。その二人の下半身は一つのタオルケットの中に入って下着の存在を隠かくしているので、傍はたから見れば二人が全ぜん裸らで抱だき合っているように見えることだろう。

　そんな二人が身を起こしてぴったり寄り添そい合い、セリカなどはその豊満な胸を片手で恥はじらうかのように隠しているような状態なのだ。

　何も事情を知らない第三者がこの状態を見れば、どう思うか。お子様なリィエルはともかく、それなりにお年とし頃ごろなシスティーナとルミアは、どう思うか。

「どう見ても事後です。本当にありがとうございました」

　グレンは顔を掌てのひらで覆って、盛せい大だいな溜ため息いきを吐つくのであった。

「最低ぃいいいいーーッ!?　最低最低最低最低最低ぃいいいいいいーーッ！」

　そんなグレンへ追い打ちをかけるように、システィーナがぐるぐるお目々で詰つめ寄ってきて、ぎゃんぎゃんわめき立ててくる。

　少女の叫さけびが、狭せまい洞穴内を反はん響きようし、耳が痛い。

「──だっ、だから違ちがうって!?　いいから落ち着いて話を聞け──」

「うるさいうるさいうるさいっ！　このバカバカバカバカバカぁーーッ！」

「あわわわ……そ、それが大人の……大人の……あ、あぅ……」

「ねぇ。なんで裸なの？　なんで？」

　いつものように、グレン達は大騒ぎを始める。

　そんな、いつも通りな一同を尻しり目めに、セリカは、ふっと口元を微かすかに緩ゆるませる。

「……ありがとうな、グレン。お前が居てくれて、本当に良かった」

　そう呟つぶやいて、セリカは火にかけて乾かわいた衣服を纏まとい始めるのであった。




　しばらく後。

　色んな誤解を解いて、ようやく騒そう動どうは落ち着いた。

　一同は、焚たき火を囲んで腰こしかけ、顔を突つき合わせている。

「……そう言えば、誰だれか遭そう難なんした時のために、互たがいに魔ま導どう発信器持たせてたなぁ」

　身み支じ度たくを整えたグレンは、焚き火の揺ゆらめきを目で追いながら、ぼやいていた。

　その手が弄もてあそぶのは、宝石型の魔導発信器だ。

「ごめんなさい、先生。もっと早く迎むかえに行きたかったんですが……あの後、私達、ホワイトアウトに見み舞まわれてしまいまして……」

「ん。一歩も動けなかったから、かまくら作って休んでた」

　申し訳なさそうに弁明するルミアに、リィエルが補足する。

　そして。

「……で、これからどうするんですか？」

　むっすぅー、と。ひたすら不ふ機き嫌げんそうなシスティーナが刺とげ々とげしく言った。

　やはり、早急に決めねばならない案件は、次なる行動についてだ。

　システィーナはそれを改めて、一同の前に突きつけたのだ。

「あまり長くこの場所に留とどまっていられませんよ？　一刻も早く白はく銀ぎん竜りゆうを倒たおさないといけないんだし。……それに、こんな所にいたら、私達の貞てい操そうも危ないし？」

　じとっと、グレンを睨にらむシスティーナ。含ふくむものがありまくりであった。

「だから、もう誤解は解いたろうに……畜ちく生しようめ」

　グレンは溜息を吐きながら、頭をかく。

「で、でも……実際、どうしますか？　先生……」

　ルミアが曖あい昧まいに笑いながら、話を進行させる。

「今、地図で確かく認にんしているんですけど……雪崩なだれで大分流されてしまいました。この位置から山頂を目指すと、地形関係的に、もの凄い迂う回かい路を取らないと……」

「ああ、わかってる。凄すさまじいタイムロスだ。山頂に着く頃ころには、冗じよう談だん抜ぬきでホワイトタウンが滅めつ亡ぼうしてる」

　グレンが苦々しく歯は嚙がみする。

「ったく、助かったとはいえ……随ずい分ぶんと辺へん鄙ぴな場所へ来ちまったもんだ」

「ですよね……ここ、昔の坑こう道どう？　でしょうか？」

　システィーナが周囲の洞穴内部を見回しながら、呟いた。

「こんな場所に人工洞穴があったなんて……」

「まぁ、こんな辛しん気きし臭くせぇ場所は、とっととおさらばするとして、だ。問題は……」

　グレンが何かを言おうとすると。

「ん。皆みんな、もう、かなり疲つかれてる。ここを出て山頂を目指せば、もっと疲れる」

　察したらしいリィエルが、ぼそりと口を挟はさんだ。

「これ以上、疲れたら……あの竜ドラゴンに勝てない。多分、きっとそう。……勘かん」

　天性の戦せん闘とう者であるリィエルの勘でなくとも、誰もが薄うす々うすわかっている。

　一体、どうしたものか？　そう手をこまねいているうちにも、貴重な時間が、残り少ない燃料が、刻一刻と出血し続けている。

　八はつ方ぽう塞ふさがり。重苦しい沈ちん黙もくが、グレン達にのし掛かかっていると。

　それは唐とう突とつだった。

「……こ、ここは……？　いや……まさか、そんな……」

　先ほどから、ずっと洞穴の奥を見つめていたセリカが……ふと、立ち上がったのだ。

「……セリカ？」

　グレンの言葉に応じず、セリカが洞穴の奥へ、ふらふらと進む。

　……まるで何かに引き寄せられるかのように。

「お、おい……どこ行くってんだよ？　あんまり奥へ行くと……」

「噓うそだろ……私は……ここを知っている……？」

「はぁ？」

「それに……誰かが、私を呼んでいる……？」

　意味不明なことを呟き、セリカはそのまま奥へ歩いて行ってしまった。

「……おい、お前ら、動く準備しろ。……追うぞ。何か様子がおかしい」

「は、はい……」

　グレン達は慌あわてて荷物を纏まとめ、火の後始末をし、セリカの後を追うのであった。




　セリカが洞穴内を奥に向かって歩いて行く。

　指先に灯ともした魔ま術じゆつの光を頼りに、淡たん々たんと歩いて行く。

（なんだ……？　頭の隅すみに蘇よみがえるこの記き憶おくは……なんだ？）

　急せかされるように歩きながら、セリカの心臓の鼓こ動どうは少しずつ速くなっていった。

　この洞穴内を見ていると、先ほどから、セリカの脳のう裏りを妙みような光景が、幾いく度どとなく場面を変えてフラッシュするのだ。

　それは、今まで夢で垣かい間ま見みてきた、霧きりの向こう側にある己おのれの過去とは毛色が違う。

（まるで……誰かの見ている夢が、私の中に流れ込んでくるような……誰かの夢を、強制的に見せられているような……そんな感じか？　……一体、なんでだ？）

　流れ込んでくる記憶の中で……自分の知らない自分が、誰かと連れだって、この洞穴内を、奥に向かって歩いている。

（わからん……。遥はるか遠い昔、私はこの洞穴を、誰かと通ったことが……ある？）

　今、セリカの目は、その自分と誰かが、この洞穴の奥に向かって共に歩いている姿を幻げん視しし、その二つの背に引き寄せられるように、追いかけている。

　数メトラ先を歩いていく幻まぼろしの自分……見たこともない黒いローブを纏う自分。

　その隣となりにいるのは、少女だ。

　白き衣ころもを纏った、幼い少女。その衣は、先の奉ほう納のう舞ぶ踊ようで、セリカが身に纏った白銀竜役の衣い装しように、どこか雰ふん囲い気きが似ている気がした。

　そして、理り屈くつではなく魂たましいで直感する。

　今、自分が見ているこの幻の記憶は……恐おそらく、その幼い少女の夢なのだと。

　多分、自分は、その少女と何かしらの深い繫つながりがあるのだ。

　歩く、歩く、ひたすら歩く。

　幻の自分と幻の少女の姿を追って、セリカはひたすら歩く。

「おい、セリカ。マジでどうしたっていうんだ……？」

　ほんの少し苛いら立だったようについてくるグレンの言葉も耳に入らない。

　幻を、ひたすら追う。

　ここは、恐らく昔の廃はい坑こう道どうなのだろう。複雑に分枝する道を、右へ、左へ、また右へ。

　坑道の奥へ。さらにさらに奥へ。

　指先に灯した魔術の光を頼たよりに、ひたすら進んでいく。

　……やがて、どれくらい歩いただろうか。

　不意に、狭せま苦くるしい視界が一気に広がった。

「ここは……ッ!?」

　背後で、グレン達の驚おどろく声がする。

　石積みで作られた円形の空間だ。複雑な紋もん様ようが刻まれた円柱が幾いく本ほんも聳そびえ立ち、天てん井じようは遥か高く闇やみに吸い込まれて見えない。本当に天井があるのかも疑わしい。

　間ま違ちがいない、この空間は──

「噓!?　古代遺い跡せき……ッ!?　こんなところに古代遺跡があったの……ッ!?」

　一いつ瞬しゆん、システィーナが驚きにも歓かん喜きにも満ちた叫びを上げかけるが。

「ひ──ッ!?」

　次の瞬間、真っ青になって言葉を失っていた。

「……なんてこった。酷ひでぇな」

　グレンが顔をしかめて呻うめく。

　ルミアも口を押さえて息を吞のみ、リィエルが無言で周囲を警けい戒かいする。

　この円形空間には……無む惨ざんに干からびたミイラが、大量に転がっていたのだ。

　そして、そのミイラが纏う特とく徴ちよう的な三角白頭ず巾きんと白ローブから察するに……

「《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》？　こいつら、全員、《銀竜教団Ｓ・Ｄ・Ｋ》のメンバーか……？」

「…………」

　そんな惨さん状じようを、セリカはまるで無視し、空間の中央へと進んでいく。

　中央には、四し角かく錐すい型の巨きよ大だいな祭さい壇だんがあり、正面の斜しや面めんには階段があった。

　セリカが見る幻の自分と少女は、その階段を上った先……祭壇の天辺に居た。

　セリカは無言で、階段を一歩一歩上り……やがて、祭壇の天辺に立つ。

　そこでは、幻の少女が、何かに祈いのりを捧ささげるように手を組んで跪ひざまずき……幻の自分が、なんらかの〝鍵かぎ〟を構えていた。

　幻の二人は、何か言葉を交かわしているようだが、その内容はわからない。

　やがて、幻の自分は、その幻の少女の胸に……その〝鍵〟を刺さした。

　その〝鍵〟が、ずぶずぶと少女の体内に取り込まれていく。

「──ッ!?」

　思わず目を剝むいたセリカの前で、〝鍵〟を刺し込まれた少女が変化していく。

　その腕うでに、めきめきと白銀色の鱗うろこが生えてきたところで、その幻の少女が世にも苦しげに表情を歪ゆがめ、幻の自分が笑いを浮うかべたところで……

　何の前まえ触ぶれもなく……その幻は、跡あと形かたもなく消えた。

　セリカの目は、もう何も映さない。

「おい、セリカ……お前、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　階段を駆かけ上ってきたグレンが、セリカの隣に立った。

「って、なんだこりゃ？」

　そして、グレンが祭壇の中心を見やる。

　そこには、白骨死体とミイラと……割れ砕くだけた氷ひよう塊かいの破は片へんが一面に広がっていた。

「おい、これって、永久氷ひよう晶しようだぞ？　封ふう印いんの魔力を感じる……それがこう砕け散ってるってことは……ここには、何かが封印されていたってことか？」

　グレンが訝いぶかしげに氷塊の破片を拾って、状じよう況きようを推理する。

「しかし、一体、何が……？」

　と、その時だった。

「グレン」

　セリカがグレンに背を向けたまま、ぼそりと口を開いた。

「どうした？」

「まだ、全すべてを思い出したわけじゃない。というか失った過去のほとんどが、未いまだ白い霧の向こう側だ。だけど、私が一体、何者なのか……なんとなくわかった気がする」

　神しん妙みようにそう呟つぶやくセリカに、グレンは表情を硬かたくする。

　しばらく、二人の間に奇き妙みような沈黙が漂ただよう。

　なんと声をかけてやったら良いかわからず、グレンが困こん惑わくしていると。

「……ふっ」

　セリカが背を向けたまま笑った。

「……セリカ……その、お、俺は……」

「おいおい、どうした？　グレン。傷つくなぁ。なんだ、その反応は？　……私が何者だろうが、お前には関係ないんだろう？」

「…………」

「しっかし……まいったなぁ。私は、どうも思った以上にロクでもない存在だったっぽいぞ？　ははは……なんか、自分でも信じられん。だが……」

　くるり、とセリカが振ふり返る。

　その表情にグレンは驚きを隠かくせなかった。なぜなら──

「関係ないね。私は私だ。私が何者だろうが、私とお前は家族。……そうなんだろ？」

　輝かがやかんばかりの自信に溢あふれた不敵な笑い──いつも通りのセリカがそこに居たからだ。

「セリカ……？」

「それに、お前、私に『正義の魔ま法ほう使つかい』になって欲しいんだっけか？　お前が一生かかっても追いつけないくらいの『正義の魔法使い』に？　いいぜ、なんつーか、ガラじゃないけど……なってやるよ。だから──」

　だが、その笑え顔がおは、いつも通りに不敵で力強かったが──

「頼たのむ、グレン。私のことを……どうか最後まで見ていてくれ。たとえ何があっても」

　──今にも泣き出してしまいそうな、笑顔であった。

「先生！」

「アルフォネア教授！」

　と、その時、システィーナ達が、慌ただしく階段を駆け上ってくる。

　セリカがくるりと背を向け、システィーナ達から顔を隠す。

「どうしたんですか？　何かあったんですか？」

　グレンとセリカの間の奇妙な空気に、システィーナが小首を傾かしげて聞いてくるが。

「い、いや……別に……」

　グレンは、そんな気の利きかない曖あい昧まいな返答しかできない。

　すると。

「さて。お前達……準備しろ」

　セリカが突とつ然ぜん、そんなことを言い出した。

「早さつ速そくだが、竜ドラゴン退治だ」

「はぁ!?　何を言ってるんですか、教授!?　私達、こんな所に居て──」

「竜は、あっちに居る」

　セリカが頭上を向く。

　そこには、天井の見えない無限の闇が広がっていた。

「そ、それって、どういう……？」

「感じるんだ。理由はわからない。だが、私は確かに竜あいつの存在を感じる。竜あいつは、あっちで……私を待っている」

　呆あつ気けに取られる一同の前で、セリカが指を打ち鳴らす。

　ぼんっ！　と、召しよう喚かんされたのは一本の古びた箒ほうきであった。セリカの飛行魔ま導どう器である。

「過去、因いん縁ねん、怨えん恨こん、罪……そんなものはもう知らん。今を生きるお前達のために、私は戦おう。あの竜をブチ殺してやる。……私の『正義の魔法使い』としての初仕事だ」

　だから、と。

　セリカはグレン達を振り返って、言った。

「お前達も、私に力を貸してくれ」

「あ、あったりまえだぜ！」

　迷いなく、頷うなずくグレン達。

「……ありがとうな」

　セリカはそんなグレン達を、どこか眩まぶしいものを見るかのように、どこか手の届かないものに憧あこがれるかのように……目を細めて見つめるのであった。








第九章　大決戦









　上じよう昇しようする。上昇する。上昇する──

　暗くら闇やみの中を、圧あつ倒とう的パワーに押し上げられながら、どこまでも上昇していく。

　全身を襲おそう無重力の浮ふ遊ゆう感かん。上から殴なぐりつけてくる圧倒的な風圧。

　全身の血が下がっていく不快感と嫌けん悪お感かんを堪こらえながら、このまま遥はるかなる天てん蓋がいを突つき破ってしまわんばかりの勢いで、上昇していく──

　視界不良であるがゆえ、今にもこの勢いのまま天井に激げき突とつする──そんな恐きよう怖ふを堪えながら、じっと、上昇に堪たえる、堪える、堪える。

　──やがて、その忍にん耐たいも限界に達し、思わず叫さけびだしそうになった──その時だ。

　唐とう突とつに、暗黒の視界が一転、銀白の世界へと変へん貌ぼうした。

「──ッ!?」

　──抜ぬけた！

　グレンは改めて自分達の状況を確かく認にんする。

　箒の真ん中に横座りするセリカ、その左右にシスティーナとルミアが同じく横座りして、固く目を瞑つぶりながらセリカにしがみついている。

　そして、自分はといえば、そんな箒の尻しりあたりに、片手でぶら下がっている……小こ脇わきに小動物でも抱かかえるかのようにリィエルを抱えて。

　なんて無茶な飛び方してるんだ……セリカの無む謀ぼうさには呆あきれてしまう。

　頭上に広がるは、厚ぼったい雲と吹雪ふぶき吹ふき荒あれる大空。

　周囲には、自分達とほぼ同じ目線で、折り重なって並ぶ三角の雪ゆき化げ粧しよう連れん峰ぽう。

　眼下には、たった今、自分達が抜けてきた大穴が、ぼっかりと口を開いていた。

（信じられねえ……本当に通じていたッ！）

　そう、ここは山頂──アヴェスタ山さん峰ぽうの頂上であった。

　大穴が口を開いている以外は、意外となだらかな平面が広がる山頂。グレン達は今、ようやくそこに辿たどり着いたのである。

「おわぁーーッ!?」

「きゃあああああああ!?」

　だが、穴を抜け出した途と端たん、地上とは比べものにならないほどの猛もう吹雪の爆ばく風ふうが、横よこ殴なぐりにグレン達を襲う。

　箒が、ぐらりと大きく傾かしぎ、ガクガクと制せい御ぎよ不能な起動をし始める。

「あー、不ま味ずいなこりゃ。やっぱ、無理だわ。風強すぎ。降ろすぞ」

　セリカが箒を操作し、そのまま近場の地面へ急降下で向かった。

「どわぁあああああーーッ!?」

「きゃんっ!?」

　グレン達は、柔やわらかい雪面に叩たたき付けられるように着地し、その勢いで周囲に投げ出され、雪上をごろごろと転がっていった。

「って、おい!?　もっと、スマートに下ろせよ、こんちくしょう！」

「無茶言うな。こんな気流も読めないデタラメな嵐あらしの中で、誰だれも死なせなかっただけ、私の腕うでの凄すごさを褒ほめ称たたえて欲しいね」

　対するセリカは悪びれもせず、すまし顔であった。

「相変わらず無茶苦茶する人だわ……」

「あはは、リィエル、大だい丈じよう夫ぶ？」

　雪の中に頭から突き刺ささっているリィエルを助け出すシスティーナとルミア。

　そんな一同を前に、セリカが言う。

「さて、お前達、心の準備は良いか？」

「──ッ!?」

　セリカに促うながされずとも、気付いた。

　──来る。

　この上空に荒れ狂くるう猛吹雪の向こう側から、何かが来る。

　塵じん芥かいの如ごとき矮わい小しようなる人を蹂じゆう躙りんし、翻ほん弄ろうし、圧倒する大自然の猛もう威いたる吹雪。それすらも真っ向からねじ伏ふせ、真っ二つに割り裂さき、さらなる災さい厄やくの嵐をその翼つばさで巻き起こして。

　人の身で御おん身みの前に立つことすら傲ごう慢まんでおこがましい、絶望的で圧倒的で強大なる存在が、遥か大空より舞まい降りてくる。

　そして、その視界を白く染める吹雪のスクリーンの向こう側に、その巨きよ体たいの陰いん影えいが映し出された、その瞬しゆん間かん──

　竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウトが、グレン達の全身を殴りつけ、大空を震しん撼かんさせた。

「く──ッ!?」

　魂たましいが軋きしみ、肌はだが痺しびれるその威力に、歯を食いしばって堪えていると。

　ずん。重い地鳴りと共に、その竜ドラゴンは、グレン達の前に現れていた。

　見上げるほどの巨きよ軀く、白銀に輝く鱗うろこ、全身に漲みなぎる暗黒のオーラ。

　どこまでも蒼あおく燃える双そう眼がんが、グレン達を真っ直すぐに見下ろしている。

　思わずグレンはその猛たけ々だけしい偉い容ようを目に、心しん胆たんから竦すくみ上がるが……

「よう、白はく銀ぎん竜りゆう。……いいや、魔将星が一柱、白銀竜将ル＝ルシバ」

　セリカはコートの裾すそをばさばさとはためかせながら、悠ゆう然ぜんと竜の前に立ちはだかる。

　山の如き竜を前に、引かず臆おくせず立つその背中は、どこまでも雄ゆう壮そうで──

　そして、ただ一言、こう告げた。

「決着を付けに来たぜ」

　……こりゃ、一生かかっても追いつけねえな。

　こんな状じよう況きようだというのに、グレンは妙みように納なつ得とくして苦く笑しようするしかない。

『来たな、空セリカよ……ッ！　待っていた……待っていたぞッ！』

　憎にくしみに燃える声こわ色いろと瞳ひとみで、竜が吠ほえる。

『我は元々、聖の側に属する存在だった……ッ！　それを、貴様のせいで、見るも悍おぞましき邪じやの存在へと貶おとしめられたのだ……ッ！　見よ、この無様な姿ッ！　全すべて貴様が……貴様がぁあああああーーッ！』

　竜の吠え声が物理的な圧力となって、グレン達を正面から殴りつける。

『憎い……ッ！　我は貴様が憎いッ！　憎いのだぁああああああーーッ！　殺すッ！　殺してやるッ！　我を利用するだけ利用し尽つくし、ゴミのように捨てた貴様もッ！　我を崇あがめるだけ崇め、何も返さなかった矮小なる人間風ふ情ぜい共もッ！　皆みな、皆、まとめて皆殺しにしてやるッ！　我が積年の怨えん嗟さを、氷結界にて思い知るがいいッッッ！』

　竜の吐はき出すは、なんたる特とく濃のうで膨ぼう大だいなる呪じゆ詛そ。

　普ふ通つうの人間ならば、その呪詛に当てられただけで、魂を砕くだかれてしまうだろう。

　グレンも、たった一人で立ち向かっていたなら、その呪詛だけで心を折られ、呆ぼう然ぜんとその場に膝ひざを折っていただろう。

　だが──

「……あ？　うっさいな、黙だまれよ、トカゲ風情が」

　セリカがさらりと受け流し、鬱うつ陶とうしそうに言った。

『な──』

　少しは殊しゆ勝しような態度を期待していたのか。さしもの竜も、あれだけの呪詛と怨嗟をぶつけてもケロリとしている相手に、言葉を失う。

「悪いな。私、具体的に、お前に何をしたのか、なーんにも覚えてないんだわ。おまけに興味もないし」

『…………』

「ただ、お前みたいな、はた迷めい惑わくな害がい獣じゆう放ほうっておくと、私の可愛かわいいバカ弟で子しと、その可愛い教え子達がピンチなんでね。だからこうしてわざわざ駆く除じよしに来てやったってわけだ。私とお前の因いん縁ねん？　過去？　恨うらみ？　そんなん知るか」

『…………』

「今、私が興味あるのはな、どうやって、お前をステーキにしてやろうかってのと……どうやって、バカ弟子に良いところ見せてやろうかってのと。……それだけさ」

『…………』

「なんか、ようわからんが、昔の私がお前に迷惑かけたみたいでごめんな！　だが、それはそれ、これはこれ。……とっとと、くたばれ、ドラゴン」

　にやりと、セリカはどこまでもふてぶてしく悪党笑いをして、親指で喉のど元もとをカッ切る仕草をするのであった。

『ぉ──』

　しばらく、竜は絶句して──

『ぉおおおおおおおお──ッ！　空セリカぁああああああああああああああああ──ッ！』

　──この世全てを焼き尽くさんばかりの憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬをまき散らすのであった。

「そりゃあ、怒おこるだろう……」

　グレンがガクブル震ふるえながら、呟つぶやいた。

　なんていうか酷ひどすぎる。昔に苛いじめられて恨み言をぶつけてくるいじめられっ子に、いじめっ子が、〝そんなことは忘れた、それよりパン買ってこい〟と言ってるようなものだ。

「……お前さぁ？　いや、事情がわからんからなんとも言えねーけど……それでも、お前さぁ？」

「手て筈はず通りやるぞ、グレン」

　呆れるグレンへ、セリカが毅き然ぜんと告げる。

「知っての通り、私は長期戦が出来ない。だが、自うぬ惚ぼれでもなんでもなく、正面から竜とやり合えるのは──世界広しといえど、私だけだ」

「ああ、狙ねらうは短期決戦──」

「私の命、お前に預けたぞ、バカ弟子」

「……任せとけ、クソ師し匠しよう」

　こうして。

　グレンとセリカが力強く頷うなずき合って、並び立ち──

『ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！』

　竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウトと共に、竜が大たい翼よくを広げ、そんな二人へと飛びかかる。

　スノリアの最も空に近き、高き場所で。
















　グレン達と竜の壮そう絶ぜつなる戦いが始まるのであった──




　いと高き広大無辺──果てしなき天頂の中空に炸さく裂れつする、竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウト。

　魂を打ち抜く衝しよう撃げきが千里を走り、シルヴァスノの峰みね々みねを、地の底から揺ゆるがす。

　そして、遥はるか大空より強暴たる剛ごう勢せいで迫せまるは──暴ぼう虐ぎやくなる竜の顎あご、凶きよう壮そうなる竜の爪つめ、圧あつ倒とう的巨軀が誇ほこる大質量。

　本来、それは何者にも抗あらがい難がたき、荒あらぶる大自然の暴ぼう威いの具現。

　遍あまねく全てを蹂躙し尽くす絶望的暴力の権ごん化げ。

　だがしかし、セリカの真しん紅くの双そう眸ぼうは、臆さず引かずそれを真っ直すぐ見つめ──

「《《《吹ふき飛べ》》》──ッ！」

　呪じゆ文もんを唱えた。三つ重ねられた、改変一節詠えい唱しようだ。

　たった一言で、三種のＢ級軍用攻性呪文アサルト・スペル、黒くろ魔ま【プラズマ・カノン】、【インフェルノ・フレア】、【フリージング・ヘル】が同時起動される。

　詠唱さえ出来れば超ちよう一いち流りゆうと称しようされるＢ級を、ただの一節詠唱で三つ起動する、セリカ＝アルフォネアを象しよう徴ちようする絶技──三重唱トリプル・スペル。

　収束稲いな妻ずまが天を裂かんばかりに咆ほう哮こうし、灼しやく熱ねつ業火が吹雪ふぶきを吞のみ込まんばかりに怒いかり狂い、絶対零れい度どの凍とう気きがその輝かがやく牙きばを剝むいて立ち上る。

　超ちよう威い力りよく三属性が、三方から、空から迫る竜へ襲おそいかかる。

　並の竜ならば、これで、肉にく片へんの一欠片かけらすら残らず消しよう滅めつすること必ひつ須す──

　だが。

『カ────ッ！』

　竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウトと共に、竜がその顎を開く。

　咆哮が凍いてつく波動となって拡散し、セリカの放った呪文を吞み込む。

　次の瞬間、セリカの呪文が音を立てて弾はじけ、雲うん散さん霧む消しようする。

「ほう？　ならば──《其そは摂せつ理りの円えん環かんへと帰き還かんせよ・────》」

　さらに呪文を唱え、セリカが瞬時に強大な魔ま力りよくを練り上げる。

「──以下、呪文省略ッ！　消し飛べッ！」

　そして振ふり上げた左手から、極光の衝撃波が極ごく太ぶとレーザーとなって放たれる。

　黒魔改【イクスティンクション・レイ】。

　あらゆる物質を根源素オリジンレベルまで分解・消去するセリカの奥おう義ぎ。

　だが、それすらも──

　竜が、竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウトと共に放った凍てついた波動が、打ち消してしまう。

　舞い散る魔力の残ざん滓しが煌きらめきながら霧む散さんしていく中、セリカがひゅうと口笛を吹く。

　超極低温の世界では、あらゆる分子の運動が停止する。エネルギーがゼロとなる。

　その現象を利用して、あらゆるエネルギー操作系の攻性系黒くろ魔ま術じゆつを問答無用で打ち消してしまう竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウト【凍てつく吐息バニシング・フオース】。

　古き竜エインシヤント・ドラゴンが、世界最強の存在である大きな理由の一つだ。

　そして、セリカの呪文を打ち消した竜が、うなり声にも似た呪文を紡つむぐ。

『《■■■■■》──ッ！』

　大自然へと直接語りかけ、それを支配する古き竜エインシヤント・ドラゴンの言葉、竜言語魔法ドラグイツシユだ。

　竜の言葉に応じ、周囲の大自然がセリカに対して猛もう然ぜんと牙を剝く。

　吹雪は不自然に渦うずを巻いて、億千本の真空刃ばと化し、セリカをバラバラに切り刻まんとする。空に厚く重なる雲は、落らく雷らいの乱らん舞ぶをセリカに見み舞まい、降りしきる雪は結けつ晶しよう化し、億百の鋭するどき刃やいばへと変へん貌ぼうする。

　そこはまるで世界の終末か、あるいは地じ獄ごくか。

　脆もろき人間など瞬時に粉々になる超威力が、容よう赦しやなくセリカを襲う。

　が──

「《《極光の隔かく壁へきよ》》！」

　黒魔【インパクト・ブロック】を二重唱ダブル・スペルで唱える。

　半球状の光のドーム障しよう壁へきが、セリカを中心にグレン達をすっぽりと包む。

　一度に一方向しか防ぼう御ぎよできない【フォース・シールド】とは異なり、【インパクト・ブロック】は広域全方向を同時に防御する上位呪文だ。

　セリカはそれを二重に張って、竜言語魔法ドラグイツシユの威力を全ていなしたのだ。

　だが、強大な竜言語魔法ドラグイツシユすら受け止めたその【インパクト・ブロック】を──

『ォオオオオオオオオオオオオオオオオ──ッ！』

　その光の隔壁面に、突とつ進しんしてきた竜ドラゴンの爪と顎が激げき突とつ。

　その瞬間、山を崩くずさんばかりの衝撃が鳴動する。

　硝子ガラスが盛せい大だいに割れ砕けるような音を立てて、隔壁が割れ砕け、四散する。

　間かん髪はつ容いれず超接近してきた竜の牙が、爪が、セリカに肉にく薄はくする。

「《来い・暑苦しいやつ》！」

　が、セリカが手招きするように、呪文を叫さけぶ。

　途と端たん、セリカの背後に全身を燃えたぎる炎ほのおに包まれた巨きよ人じんが現れ、その両りよう腕うでで竜の突進を受け止めていた。

　召しよう喚かん【サモン・オーズ・レプリカ】。三十六悪あく魔ま将しようが一柱《紅ぐ蓮れんの炎えん帝てい》オーズ、その概がい念ねんを、マナで一時的に受肉させて複製・行使する疑ぎ似じ召喚術だ。

　極低温の吹雪を纏まとう竜、超高熱の爆ばく炎えんを纏う巨人。

　真っ向から組み合う両者の力は一いつ瞬しゆん、拮きつ抗こうするかのように思えたが──

　次の瞬間、炎の巨人の全身が凍てついて、その巨体は粉々に爆散する。

「はは、まぁ、ハリボテの悪魔じゃそんなもんか」

　だが、すでに準備は出来ている。

　セリカの左手にあるのは、高出力エネルギーで形成された、黄金色に輝く光の剣けんだ。

　今作ったその術は、名付けるなら、黒魔改【イクスティンクション・ブレード】。

　セリカお得意の【イクスティンクション・レイ】──それを放出するのではなく、刀とう剣けんの形に収束させたのだ。

「しぃ──ッ！」

　その光の剣を、【ロード・エクスペリエンス】で英えい雄ゆうの剣技を乗せて一いつ閃せんする。

　白銀の吹雪を切り裂さき翔かけるは、金色の彗すい星せい。

　その剣先から、唸うなる鞭むちのように伸のびる剣閃が、竜の胴どうを薙ないだ。

『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?』

　凄すさまじい苦痛の叫びで喉のど笛ぶえを震わせて、竜が羽ばたき、急きゆう上じよう昇しよう──セリカの剣の間合いから離はなれる。

　その衝撃で、周囲に降り積もった雪が悉ことごとく吹き飛び、岩いわ肌はだが露あらわになった。

（ち──浅いか！　エリエーテの剣技が完かん璧ぺきなら、今ので決まっていたんだが！）

　歯は嚙がみするセリカ。今の一撃は精々、竜りゆう鱗りんを切り裂いた程度だ。

　──真銀ミスリルに匹ひつ敵てきする竜鱗を切れる時点で、最も早はや、固有魔術オリジナルレベルの偉い業ぎようなのだが。

『己おのれ……ッ！　己ぇえええええーーッ！　空セリカぁあああああああーーッ！』

　竜が巨大な氷の刃を、セリカの頭上へ雨あめ霰あられと降り落とす。

　それを再展開した【インパクト・ブロック】で悠ゆう然ぜんと受け止めるセリカ。

　ついでのように、セリカは召喚【メテオ・スウォーム】を指鳴らしで起動し、猛たけり狂くるう竜の頭ず蓋がいを狙って、遥か天空より隕いん石せきを落とした。

　キィンという衝撃波ソニツクブームと共に、竜の頭部へ炸裂する隕石──大爆発。

『グワァアアアアアアアアアアアアアアアーーッ!?』

　その衝撃で為なす術すべなく吹き飛んでいく竜。

　周囲の山々へと高速四散し、無数の傷きず痕あとを刻みつける、燃える隕石の破片。

　まき散らされる、怨えん嗟さと憎悪と憤怒。

　構わず、セリカはさらに呪文を唱え、竜へ反撃の暇ひまも与あたえず追撃を仕し掛かける。

　セリカと竜、両者が放つ稲妻と稲妻が、虚こ空くうで幾いく度どとなくぶつかり合った。

　その壮絶なる立ち回りを見た者は誰だれでも気付くだろう。

　世界最強の魔ま術じゆつ師しと、食物連れん鎖さの頂点に立つ最強の竜。

　その戦いは完全に拮抗──どころか、セリカが圧倒していた。

　長き時を経へることで、周辺の大自然をも支配するに至った、古き竜エインシヤント・ドラゴン。

　本来ならば、帝てい国こく軍が、帝国宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だんが、総力を挙げて決死の討とう伐ばつ作戦を敢かん行こうし、半はん壊かいあるいはそれ以上の大損害を被こうむって尚なお、倒たおしきれるか否いなか分からない──むしろ、敗色濃のう厚こう──それほどの相手。

　そんな相手を、正面からねじ伏ふせる、絶対的な魔力と知ち恵え、圧倒的な暴力。

　曰いわく、《灰かい燼じんの魔ま女じよ》、《世界》、《惨さん劇げきの魔ま王おう》、《竜殺し》──

　これが。

　これこそが、セリカ＝アルフォネア。

　二百年前、外宇宙の邪じや神しんを斃たおした英雄にして、世界に名高き第七階梯セプテンデなのだ──




（……とはいえ、大分、無茶してるけどな）

　グレンは、セリカの次元の違ちがう戦いぶりを横目で追いながら物思う。

　今、セリカは魔ま煌こう刃じん将しようアール＝カーンとの戦いで、霊れい魂こんを激しく損傷し、その魔力容量キヤパシテイが大きく制限されている状態にある。

　そんなセリカが、あれほどの大魔術を湯水のごとく連続行使できるものなのか？

　はっきり言って、それは不可能である。

　あれほどまで魔力全開の大魔術など、本来、二、三発で完全枯こ渇かつしてしまう。

　では、なぜ、それが出来るのか？

　それは、ひとえに、セリカから少し離れた後方に立つ、システィーナとルミアのお陰かげに他ほかならない。

　その二人は、寄り添そうように手を繫つないで立ち、静かに目を閉じ、セリカの背中に手を向けて念じている。

　今、彼女達は、仮サーヴァント契けい約やくで、セリカの従者となっているのだ。

　その霊的な繫がりを通して、ルミアは《王者の法アルス・マグナ》の異能をセリカに送り、システィーナは自身が練った魔力を片かたっ端ぱしからセリカへ供給している。

　システィーナの豊富な魔力源マナ・ソース、ルミアの《王者の法アルス・マグナ》のアシスト。

　この二つがあって、ようやく、セリカは今のスペックを発揮できるのだ（それでも、全盛期には、及およばないらしいが）。

　だが、この方法だと、ルミアとシスティーナから離れれば離れるほど、二人のアシストの効果は減げん衰すいしてしまう。

　そして、されど相手は竜。しかも、絶大な力を持つ古き竜エインシヤント・ドラゴンだ。

　セリカの全神経は、遥はるか頭上、常に空を舞まう王者へと注がれていなければならない。

　ゆえに──

　竜の呼び声に従って、山の麓ふもとからわらわらと押し寄せて来る氷の亡ぼう霊れいへの対処は不可能だ。古き竜エインシヤント・ドラゴンの相手は片手間にできるものではない。二百年前の全盛期ならいざ知らず、今のセリカにそれはできない。

　だが、そんなセリカの周囲に湧わいて出てくる亡霊達に対処するのが──

「俺達だッ！　さぁ、行くぜ、リィエルッ！」

「ん──」

　グレンとリィエルが、セリカを中心に、疾とく素す早ばやく雪原を駆かける。

　密集陣じん形けいを組んで津つ波なみのように迫せまってくる氷の亡霊の群れの中へ、果か敢かんに飛び込んでいく。

「ふっ──ッ！」

　グレンが鋭くステップを踏ふみ、左右の拳こぶしを連続で繰くり出す。

　粉ふん砕さい、破は砕さい、撃げき砕さい。

　氷の亡霊達の頭蓋が飛び、肋ろつ骨こつが折れ、氷の骨片が雪原にぶちまけられる。

「いいいいやぁあああああああーーッ！」

　リィエルが、雪を激しく蹴けり上げて突進し、大剣を独こ楽まのように全力で振ふり回す。

　大回転、鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。

　旋せん風ぷう剣けん波はに巻き込まれた氷の亡霊達が、粉々に砕くだけ散って天を舞う。

　押し寄せる亡霊の津波を、グレンとリィエルが押し返す。

　二人の拳と剣が次々と、氷の亡霊達を撃破していき、セリカに指一本触ふれさせない。

　そんな二人のおかげで、セリカは空の戦いに集中できるのだ。

　一見、セリカが圧あつ倒とう的に有利。

　だが、誰か一人でも崩れれば、即そく座ざにひっくり返される──そんな薄はく氷ひようの上に立っているような状じよう況きよう。

「……ったく、マジで頼たのむぜ、お師し匠しよう様よぉッ！」

　グレンが俊しゆん敏びんに地を駆け、跳とび蹴げりを放つ。

　猛もう禽きんが獲え物ものを狩かるように鋭えい敏びんなその蹴りは、眼前の氷の亡霊の胸部に突つき刺ささる。

　吹ふき飛ばされた、氷の亡霊が複数の氷の亡霊を巻き込んで倒れていき──

「《紅蓮の獅し子しよ・憤ふん怒ぬのままに・吼ほえ狂え》──ッ！」

　グレンはその中央に、黒魔【ブレイズ・バースト】を叩たたき込む。

　激しく爆炎が上がり、その場に群れる氷の亡霊達をさらに四散させる。

「……誰に物言ってんだ、バカ弟で子し」

　指鳴らしで起動される、セリカの黒魔【プロミネンス・ピラー】。

　正に天を衝つく巨大な紅炎プロミネンスの柱が、大地から空へ幾いく本ほんも昇のぼり立つ。

　この極ごつ寒かんの猛もう吹雪ふぶきを灼しやく熱ねつ業火が瞬時に細かく寸断し、世界を一瞬、朱しゆに染め上げる。

　その連続で突き上げる無数の紅炎プロミネンスの前に、竜は近づけない。

『ぐ──ッ!?　おのれぇええええ……ッ!?』

　慌あわてて回かい避ひ行動を取って空を旋せん回かいし、その狭せまい空を追い立てられていく。

　そして、それぞれの戦いの最中──

「へっ……」

「……ふっ」

　グレンとセリカは一瞬見つめ合って、笑い合って。

　そして、さらにそれぞれの戦いへと赴おもむく。

　敵は、依い然ぜん、強大だ。

　本来なら、こうして、この場に立つのもおこがましい、絶望的な相手だ。

　本音を言えば、今すぐ回れ右をして、この山から逃にげ帰りたい。

　だが──

（……負ける気がしねえ！）

　右フックで、氷の亡霊の頭蓋を吹き飛ばしながら、グレンは物思う。

（なにせ、こっちには世界最強の魔術師がいるんだからな！）

　背後に立つ強大で頼もしい存在を感じ、それを信じながら。

　グレンはひたすらに拳と魔術を振るい続けた。




『ォオオオオオオオオオオオオオオオ──ッ！』

　空を舞う竜ドラゴンが吠ほえる。吠える。吠える。

　竜の咆哮ドラゴンズ・シヤウトと共に、天空より無数の稲いな妻ずまが乱らん舞ぶし、セリカを叩き付ける。

　それは例えるなら、雷かみなりの流星群。

　まるで天の雷らい神じんが癇かん癪しやくを起こし、その雷らい槍そうで地上を連続で無茶苦茶に突いて、全すべての大地をひっくり返そうとでもしているかのような有様。

　そのたった一撃でも地面に落ちれば、桁けた外はずれの電流が雪上を伝って、グレン達は感電、全ぜん滅めつ必至。消し炭となって骨の一欠片かけらも残らないだろう。

　しかし──

「《しゃらくせえ》──ッ！」

　セリカが、黒魔【プラズマ・フィールド】を展開した。

　セリカを中心に、魔力線が縦じゆう横おう無む尽じんに大地を迸ほとばしり、瞬しゆん時じに、山頂の平原を全て埋うめ尽つくす巨大な魔術法ほう陣じんが形成される。

　そして、魔術法陣の各所霊点レイ・スポットから、同じく無数の稲妻が天に向かって立ち昇り──天より飛来する稲妻を迎げい撃げきする。

　稲妻と稲妻の激げき突とつ、相そう殺さい。

　無数の閃せん撃げきと明めい滅めつが、見上げる大空の全てを埋め尽くした。

　激突、激突、激突。

　爆はぜる雷らい鳴めいが幾十にも折り重なり、大気を震ふるわせる。

　激突、激突、激突、激突。

　絡からみ合う雷光が逃げ場を求めて、狭き空を無む尽じんに駆けて、散っていく。

「ふっ、稲妻の扱あつかいが下ま手ずいぜ？　それでも竜かよ」

『空セリカぁああああああああああああーーッ!?』

　さらに、稲妻を繰り、振るい続ける両者。

　天より飛来する雷光、地より逆さか翔かける雷らい火かの炸さく裂れつ、激突、相殺、大炸裂──

　世界が白と黒に激しく明滅し、最も早はや、目も開けて居られない。

「どうした!?　そんなものか!?　トカゲ野や郎ろう!?」

『馬ば鹿かめ！　撃うち合いが拮きつ抗こうしているというなら──ッ！』

　竜が何者かに語りかける。

　途と端たん、セリカの周囲に立ち上がる、無数の氷の亡霊達。

「──ッ!?」

　そして、氷の亡霊が容よう赦しやなく、稲妻を繰るセリカへ襲おそいかかる。

『さぁ、呼吸を乱せッ！　その瞬間が貴様の終わりだ──ッ！』

　そう、この撃ち合いは完全に拮抗状態。

　一瞬でも、氷の亡霊達に意識を割さけば、その瞬間、セリカは撃ち負ける。

　だが──

「ふん」

　セリカは、周囲の亡霊達を完全に無視して、稲妻を繰り続ける。

「生あい憎にくな……」

　そして、亡霊達の腕うでがセリカを捉とらえようとしていた、まさにその瞬間。

「しぃ──ッ！」

　割って入った旋せん風ぷうが、セリカを囲む亡霊達を悉ことごとく吹き飛ばす。

　──グレンだった。

「……私は、可愛かわいい弟子のことを信じてるんで」

『な──』

　この瞬間、目算を外された竜の方が、逆に呼吸と集中を乱した。

「そこだ」

　すかさず、セリカが無数の稲妻を派手に容赦なく、執しつ拗ようなまでに竜へ叩き込む。

『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?』

　地より立ち昇る電でん撃げき乱らん舞ぶに、何度も何度も全身を穿うがたれ、竜が吹き飛んでいく。

『おのれ、空セリカぁ……ッ！　おのれぇええええええええーーッ！』

　空中で体勢を立て直しながら、その凍こごえきった双そう眼がんで、遥か眼下のセリカを睨にらむ竜。

「ははっ！　ほら、もっとかかって来いよ!?　憎にくいんだろ、この私が!?」

　指先を天に向け、誘さそうように手招きするセリカ。

　一いつ匹ぴきと一人は戦い続ける。

　天をどよもし、地を震わせ、あらん限りの魔力と技わざを振るって、熱く激しく戦い続ける。

　その戦いに割って入れる者など、どこにも居ない。

　一人と一匹は、ただひたすらに、魂たましいの激情のまま、戦い続けるのであった。




　────。

　────。




　──どれくらい戦い続けただろうか。

　──どれほどの魔ま術じゆつを繰り出し続けただろうか。

　ある時、セリカはふと気付いた。

「……ここは？」

　いつの間にか、眼前の風景が変わっていた。

　そこは最早、吹雪吹き荒あれる極寒の氷結地じ獄ごくたるアヴェスタの頂上ではない。

　いつか、どこかで見た光景──

　血の色に染まった空。乾かわききった空気。

　焼けた荒こう野やが、地平線の果てまで広こう漠ばくと広がる不毛の大地。

　あらゆる変化が死に絶えた、時間の止まった世界。

　以前、魔ま煌こう刃じん将しようアール＝カーンとの戦いの最中にも垣かい間ま見みたことがある。

　ここは──セリカの精神世界であった。

「……懐なつかしいな。また、この世界を訪おとずれることになるとは」

　相変わらず何もない世界だった。

　こんな空っぽなものが、自分の心の内側だということに呆あきれてしまう。

　以前は、ナムルスとかいう謎なぞの存在がいた、その世界。

　だが、今回は違ちがうものが見えた。

「……あいつらは」

　それは一体、いかなる理り屈くつか。

　先ほど遺い跡せきで見た、幻まぼろしの自分とあの幻の少女。

　それに加えて、あのナムルスと名乗る少女も加えて三人。

　ぼんやり浮うかぶ、見覚えのない幻の世界を、幻の三人が連れだって歩いていた。

「……？」

　どうやら、三人は旅をしているらしい。

　断だん片ぺん的に浮かんでは消えていく幻の光景の中で、三人は常に一いつ緒しよのようだ。

　素っ気なく冷たい態度の幻の自分に、幻の少女はどこまでもついていく。

　一体、その三人は、何時、何ど処こを、何のために、旅をしているのだろう？

　セリカにはわからない。わかりようもない。

　ただ、唯ゆい一いつわかるのは──あの幻の少女は、きっと、幻の自分のことが大好きだったのだろう。

　どこまでもつれない、突つき放すような目を向ける幻の自分に、幻の少女はどこまでも親愛に満ちた温かな目を向けている。

「……なるほど。私はそんな娘むすめを裏切ったのか」

　先ほどの遺跡で、幻の少女に鍵かぎを刺さした、幻の自分の姿を思い出す。

「となると、私に対するあの憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おも必然なわけだ……」

　皮肉な嗤わらいを零こぼすセリカ。

　……駄だ目めであった。

　そこから先は、肝かん心じんな所は、まだ何一つ思い出せない。

　自分が何者なのか、何をしていたのか。

　なぜ、あの少女へ〝鍵〟を刺したのか。

　なぜ、あの少女を──世界に牙きば剝むく邪じや悪あく、白はく銀ぎん竜りゆう将ル＝シルバに変えてしまったのか。

　セリカには何一つ思い出せない。思い出す気配すらない。

　思い出せないが──

「悪いな。それでも、お前に負けてやるわけにはいかないんだよ」

　セリカは決意を共に、毅き然ぜんと言った。

　すると、次の瞬間、そんな不明な幻は全て消え失うせ──

　──代わりに現れたのは、グレンの幻だ。

　幻の猛もう吹雪ふぶきの中、幻のグレンが、幻の亡ぼう霊れい達と戦っている。

　こんな自分を信じ、そして守るために。

　白い息を吐はきながら、雪原を駆かけ、必死に拳こぶしを振ふるい、魔術を放ち。

　セリカに向かって押し寄せてくる氷の亡霊達と戦っている。

　当然、誰だれかを庇かばいながらの戦いに、無傷ではいられない。

　グレンは押し寄せる氷の亡霊からセリカを庇って、ボロボロに傷ついていく。

　音はない。息づかいも聞こえない。

　ただ、セリカを守るという意思だけは、こんな幻越ごしにも痛つう烈れつに伝わってくる。

　グレンは、戦い続ける。

　いつまでも、どこまでも、セリカを守って戦い続ける──

「…………」

　セリカはそんなグレンの幻を、無言で見つめ続ける。

　やがて、全ての幻は消え失せて──世界は再びがらんどうとなった。

「……きっと、私はいつか地獄に落ちるんだろう。誰かに裁かれるんだろう」

　そして、独り言のように、呟つぶやいた。

「だが、それでも──私はグレンを守る」

　そして、全てのしがらみと因いん縁ねんを振り払はらうように、言った。

「私は、あの子にとっての『正義の魔ま法ほう使つかい』でいる。それがとても罪深く、欺ぎ瞞まんに満ちた偽ぎ善ぜんだとしても。それが……《灰かい燼じんの魔ま女じよ》の矜きよう恃じだ」

　そう決意を心の形とした、その瞬間。

　不意に、セリカは──閃せん光こうが爆ぜるように、それを思い出していた。

　セリカの脳のう裏りに浮かんだそれは──魔術式であった。

　だが、一いつ般ぱん的には見たこともない言語体系と魔術文法だ。一体、その魔術式に、いかなる力があるのか。セリカの魔術知識ではまるで理解出来ない。

　しかし、知識では理解出来ないが──

「──魂で理解出来る」

　そう、それは恐おそらく、かつての自分の得意技であり。

　その術こそが──かつての白銀竜を仕留めた術なのだから。

　自分の内に蘇よみがえった、新たなる力をその手に──




　今、セリカは目を開いた。




「──ッ!?」

　目を開いた途端、世界は全すべて元通りだった。

　目を裂さくような白銀が視界一いつ杯ぱいに奔ほん流りゆうする。

　身を切るような極ごつ寒かん冷気、吹ふき荒すさぶ吹雪、酷こく薄はくなる空気、最も天に近き頂いただき。

　見み渡わたす周囲に広がるは、シルヴァスノ山脈の白く美しき偉い容よう──

　空を舞まうは、強大なる白銀竜。

　その大たい翼よくを力強く広げ、セリカを目がけて凄すさまじい剛ごう速そくをもって、迫せまってくる──

　刹せつ那な、セリカが叫さけんだ。

「今だ、グレン──やれッ！」

「──ッ!?」

　氷の亡霊を殴なぐり倒たおしていたグレンが、驚きよう愕がくに振り返る。

「いいのか!?　まだ、氷の亡霊の数はそんなに減って──」

「構わんッ！　私を信じろッ！」

　セリカが力強く言った、途と端たん。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　グレンが雄お叫たけびを上げ、迫り来る竜ドラゴンの方向を目がけて、雪上を駆けた。

　畳たたみかけてくる氷の亡霊達をいなし、飛び越こえ、乗り越え──ひたすら駆ける。

『馬ば鹿かめ！　矮わい小しようなる人間よ、血迷ったか──ッ!?』

　即そく座ざに、竜が竜言語魔法ドラグイツシユを紡つむいで、グレンを消し飛ばそうとするが──

「遅おせぇえええええええええええええーーッ!?」

　グレンが懐ふところから取り出した愚ぐ者しやのアルカナ。

　固有魔術オリジナル【愚者の世界】が、一いつ瞬しゆん、早く起動する。

　アルカナの表面に書いた血文字で即そつ興きよう改変した【愚者の世界】だ。

　グレンを含ふくむ前方上空のみに、その効果範はん囲いを限定したもの。

　そのあらゆる魔術起動を完全封ふう殺さつする沈ちん黙もく領域が展開され、領域内に捉えた竜の魔術起動を封殺する。

『な、に──ッ!?』

　この一瞬、竜は竜言語魔法ドラグイツシユを使用できない。

　当然、セリカの魔術を打ち消し続けた【凍てつく吐息バニシング・フオース】──竜言語魔法ドラグイツシユの一種──も使用できない。

　だが、グレンが離はなれたことで、セリカの守りががら空きだ。

　押し寄せる氷の亡霊のあまりの多さに、リィエル一人では対処が出来ない。システィーナとルミアを守るだけで精せい一いつ杯ぱいであった。

　この隙すきに、セリカへ怒ど濤とうのごとく殺さつ到とうする氷の亡霊達──

「あ、アルフォネア教授──ッ!?」

　システィーナ達が悲痛な悲鳴をあげた……その時だった。

　セリカが呪じゆ文もんを唱えた。

「《■■■■■■》……」

　システィーナは思わず耳を疑った。

　どこをどう聞いても、近代魔術モダンのルーン語による呪文ではない。

　まったく理解出来ない、聞いたこともない言語による呪文──古代魔術エインシヤント。

　だが、それが、はったりでもデタラメでもないことを証明するかのように。

　システィーナの見ている前で、見たこともない魔術が起動した。

　紅くれないの線が迸ほとばしり、瞬時に星型の法ほう陣じんを、その足あし下もとに展開する。

　セリカが掲かかげた左ひだり腕うでが燃えあがる。【インフェルノ・フレア】など比ひ較かくにならない圧あつ倒とう的な熱量を持った炎ほのおが、周囲の雪を一瞬で溶とかし流し、岩いわ肌はだを露ろ呈ていさせる。

　上がる赤の光こう焰えんが紅ぐ蓮れんに輝かがやき、世界が真しん紅くに染まり──その迸る熱波に当てられるだけで、押し寄せる大量の亡霊達が片かたっ端ぱしから為なす術すべもなく蒸発していく。

　そして、セリカの左手に光り輝く炎は、やがて一本の槍やりを形成した。

　その槍は、なぜか見る者に燃え盛さかる異形の炎えん獣じゆうの姿を幻げん視しさせる。

　そして──

「穿うがて──【クトガの牙きば】ッ！」

　セリカが、その炎えん槍そうを、空から肉にく薄はくする竜へと向かって投とう擲てきした。

　キン、と大気が悲鳴を上げる。

　音速をゆうに超こえた槍が空気を裂さき、衝しよう撃げき波はをまき散らし、真っ直すぐ飛んだ。

　そして、真紅の火線が、荒あれ狂くるう猛吹雪を真っ二つに裂いて。

　迫り来る竜の心臓を、情け容よう赦しやなく貫かん通つうしていた。

　槍は雲を割って、空の彼方かなたへと吸い込まれていく──

『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ！』

　途端、竜の断だん末まつ魔まが、スノリア中に響ひびき届く。

　次の瞬間、あの全てを凍いてつかせんばかりに、スノリア中で猛もう威いを振るっていた死の猛吹雪が──まるで冗じよう談だんのように止やんでしまった。

『ガ──……』

　力を失った竜の身体からだが──墜つい落らくする。

　落下しながら……その巨きよ軀くはマナの粒りゆう子しと化して霧む散さんしていって。

　スノリアを滅ほろびに陥おとしいれようとしていた、最強最悪の竜は……

　……この世から消しよう滅めつしていくのであった。

「凄すごい……勝ったの……？」

「なんだ、今の呪文……？」

　驚愕に震ふるえるグレン達が見守る中。

　空から墜おちながら、消滅しつつある竜の姿を、神しん妙みように見つめながら。

「……すまない」

　セリカは、誰へともなく、そう呟くのであった。








終章　空の帰き還かん









　ホワイトタウンの、氷の亡霊達との戦いの最前線にて。

「吹雪ふぶきが……」

「……止んだ？」

　一晩中戦いづくめだったフランシーヌとコレットが、異変に気付いた。

　すると、山の麓ふもとから押し寄せていた、氷の亡霊達の軍勢が突とつ然ぜん、動きを止める。

　ほどなくして、その亡霊達は、がらがらと崩くずれていった。

　その氷でできた骨こつ片ぺんから、霊れい魂こんのような光の玉が解放され、ふわりと天へ昇のぼっていく。

　夜明け前の薄うす闇やみの中、無数に立ち上る光球が辺りを仄ほのかに照らし上げる。

　それは──思わず安あん堵どしてしまうような、美しい光景であった。

「はぁ……やっと終わったみたいですね。疲つかれた」

　ジニーが短たん剣けんを放ほうり捨て、雪の上に大の字になって倒れる。

　やがて、しばらくの間、呆ぼう然ぜんとしていた警備官や自警団達も、徐じよ々じよに自分達の勝利と事態の収束を実感し……歓かん喜きに沸わき立ち始めた。

「や、やりましたの！」

「やったぁ！　私達の勝利だぜッ！」

　抱だき合って、喜び合うフランシーヌやコレット、聖リリィ魔術女学院の生徒達。

　警備官達も安堵の息を吐はいて、お互たがいのこの一晩の健けん闘とうを讃たたえ合う。

　スノリアは──救われたのだ。自分達は生き残ったのだ。

　そんな、勝利ムードに沸く一同を。

　ジョン市長とミリアは、少し離れた場所から見守っていた。

「市長……これから、私達はどうなってしまうのでしょうか……？」

　ムードとは裏腹に、ミリアの表情と声は暗かった。

「こんな未み曾ぞ有うの災害が起きてしまって……今後のスノリアの観光事業には、きっと甚じん大だいな悪あく影えい響きようが出てしまうのでしょう。折角、軌き道どうに乗り始めていたのに……」

　ミリアの口から、堪こらえきれない不安と悔かい恨こんが吐と露ろされる。

「この街は……私達はどうなってしまうのでしょうか？　……やっぱり、スノリアはもう滅び行くしかないのでしょうか？　市長……私は……」

　だが、そんなミリアの肩かたを。

「……大だい丈じよう夫ぶですよ、ミリア」

　隣となりに並ぶジョンが、優やさしく叩たたいていた。

「私達は生きている。生きている限り、諦あきらめない限り、前に進める。……確かに、今回の災害の影響は甚大かもしれない。私達にとっては最悪の試練です」

　そして、穏おだやかにミリアへ微笑ほほえみかけた。

「だけど……いつか、必ず乗り越えられますよ」

　すると、しばらくの間、ミリアはそんなジョンの顔を目を瞬またたかせながら見つめる。

「……はい、そうですね。……そうでした」

　やがて、覚かく悟ごを決めたように相好を崩し、穏やかに微笑み返すのであった。

「ミリア。きっとこれから忙いそがしくなる。……これからも色々と頼たのみます」

「はい、市長。私にできることならなんなりと」

　そして、二人はホワイトタウン防衛の功労者達を労ねぎらうため、彼らの元へと歩き始めるのであった──




　──吹雪は、噓うそのように止んでいた。

　あの世界の終末のような激げき闘とうの終結。

　その余よ韻いんに、グレンやシスティーナ達は、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくすしかない。

「…………」

　風一つない静せい寂じやくの中。

　セリカは無言で、雪を踏ふみしめて歩き始めた。

　セリカが向かう先は、さきほど竜ドラゴンが落下した付近だ。

　その竜の巨軀は、マナの粒子と化して砕くだけ、霧散してしまっている。

　だが──セリカは何かを確信したように、その場へ歩み寄って行った。

「…………」

　そこに、一人の少女が居た。

　一糸纏まとわぬその幼い少女の姿に、セリカは見覚えがあった。

　アヴェスタ山さん峰ぽうの遺い跡せきの中で、自身の内界で見た、あの幻まぼろしの少女だ。

　最も早はや、その幻の少女は、今や幻ではない。

　実体を持った一人の少女として、厳然とその存在をこの世界に主張していた。

　その少女は、この冷たい雪原の上、一糸纏わぬ姿で、まるで死んだように眠ねむっていた。

「ありゃ？　な、なんだこいつ!?　どっから湧わいて出てきやがった!?」

「ちょ、こら!?　先生ったら!?　見ちゃ駄だ目めです！　このロリコンの変態!?」

「酷ひでぇ言い草だな!?」

　セリカの後を追いかけてきたグレン達が、早さつ速そく、騒さわぎ始める。

「…………」

　セリカが無言でその少女の傍かたわらに膝ひざを折って屈かがみ込み、少女を見つめる。

　その少女のなだらかな胸部──ちょうど心臓の真上辺りに、一本の折れた〝鍵かぎ〟が乗っていた。

　セリカはその壊こわれた〝鍵〟を、そっと手で払はらう。

　雪の上に落ちた鍵は、自然とボロボロに風化して崩れ……消滅していった。

　そして、セリカは少女の容態を色々と検分する。

　その身体は衰すい弱じやくしきって、ぞっとするほど冷たくはあるが──確かに命の鼓こ動どうを感じた。

「……生きている」

「はぁ!?　マジかよ!?　うっそだろ!?」

「ああ。……この先、意識が戻もどるかどうかは……わからないがな」

　そして。

　セリカは上着オーバーコートを脱ぬぐと、その少女の身体をくるみ、横よこ抱だきに抱かかえた。

「……セリカ？」

「なぁ、グレン。私はこの子を、連れて帰ろうと思う」

「！」

　グレンがセリカを見やれば、セリカの表情は真しん剣けんそのものだ。

　どうやら、伊だ達てや酔すい狂きようではないらしい。

「……構わないだろうか？」

「別に？　お前がそうしたければ、そうすりゃいいさ。そうやって俺も救われたんだし」

　すると、セリカはしばらくの間、グレンを無言で見つめ……

　やがて、ぽつりと言った。

「……ありがとう」

　セリカはただ、穏やかに微笑むのであった。




　──。

　今は人っ子一人いない、ホワイトタウンの中央広場の片かた隅すみで。

「かくして」

　と、その少年は操あやつり人形を繰くりながら言った。

　全身に、民族的な紋もん様ようが刺し繡しゆうされたローブとフードをゆったりと纏まとった少年だ。

　目ま深ぶかに被かぶったフードと覗のぞく銀ぎん髪ぱつが、少年の顔を半分以上覆おおい隠かくしているため、その造作はよく窺うかがえないが……なんとなく絶世の美少年であろうことが雰ふん囲い気きでわかる。

「かの呪のろわれし魔ま女じよは再び《門番》を倒たおし、今、大いなる智ち慧えへと至る天の城への《門》は開かれたのでした」

　フェロードだ。旅の人形芸人フェロード＝ベリフ。

　そんなフェロードのローブの袖そでから見える左手の甲こう──そこには〝戯ぎ画が化された双ふた子ごの天使が、互いに向かい合うような構図の紋もん章しよう〟の紋様が浮うかんでいた。

　この世界でその紋章を知る者はほんの僅わずかだろう。その紋章こそが、かの天の智慧研究会に伝わる秘中の秘ひ奥おうたる《天空の双タ生ウ児ム》の印章。

　そんなものを身体に刻める者など、この世に一人しかあり得ない──

「……ここにいらしていたのですか、大導師様」

　路地裏の闇やみの中から現れたエレノアが、フェロードをそう呼んだ。

　歓喜と陶とう酔すいに満ちた表情で、恭うやうやしくそう呼んだ。

　大導師。

　長き帝てい国こく史においてもその正体は謎なぞのまま。時に大男、時に美しい女性、時に年とし端はもいかぬ幼子であるとも噂うわさされ、本当に存在するのかも疑わしいとされた伝説的な人物。

　天の智慧研究会・第三団《天位》ヘヴンス・オーダー【大ヘ導ヴ師ン】──組織の最高指導者その人が、そこに居たのだ。

「しかし、貴方あなた様がこのような表おもて舞ぶ台たいに、早々と姿を現すことになるなんて……」

　エレノアはほんの少し、哀かなしげに目を伏ふせて呟つぶやく。

「やはり、この私ではこのような大役、役者不足でしたでしょうか？」

「いいや、そんなことはないさ」

　そんな自分を卑ひ下げするエレノアを、大導師フェロードはやんわりといさめた。

「エレノア。僕は君に対して全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている。それこそ、君より位階の高い他ほかの第二団《地位》アデプタス・オーダー達よりもね」

「……もったいなきお言葉ですわ」

「僕がここに来たのは……久々に、彼女ルミアに会いたかったこと。そして、せっかく開幕した公演を、もっとも良い観客席から、この目で見たかったからだよ」

　フェロードはさも楽しそうに、口元を微笑ほほえませた。

「いや、語ご弊へいがあるね。遥はるか昔より、もうとっくに公演は開幕していたんだ。このアルザーノ帝国という劇場を舞台に、戯ぎ曲きよくは連綿と紡つむがれ続け、俳優達は踊おどり続けてくれた。

　歴史の流れるままに様々な伏ふく線せんは張られ、それが今、ようやく終幕に向かって、収束・回収されつつある。
















　……今回の一件は、その終幕に向けた第一幕。脚きやく本ほん家兼けん演出家の僕としては、やっぱり一番良い位置で見たいでしょう？」

　くすくすと、フェロードが朗ほがらかに笑う。

「一俳優に過ぎぬ私には、大導師様の御み心こころを汲くみきれぬことは多々ございますが……大導師様がお望みならばいかようにも」

「ふふ、ありがとう、エレノア」

　大組織のトップと、その手足である部下。

　だが、その二人の間には、まるで旧来の友であるかのような気安さがあった。

「しかし、それにしても……まさか、彼女がこの第一幕の舞台に上がるとはね」

「彼女……セリカ様のことでしょうか？」

「そう、空セリカだ」

　エレノアの問いに、フェロードが穏やかに頷うなずく。

「この第一幕の幕開けの舞台に、空セリカが居合わせる……これはなんという偶ぐう然ぜんか、あるいは必然だろうか。この世界には本当に、この僕にすら御ぎよしきれぬ、定められた〝運命〟というものがあるのかもしれないね。

　かくして──暗き地の底に閉とざされていた《門》はその封ふう印いんを解かれ、その《門》を守護する竜の《門番》は魔女に倒され、道は開かれた。この僕の予想も遥かに大きく超こえる最高の第一幕となったわけさ」

　そんな楽しそうな大導師へ、エレノアが微かすかに表情を引き締しめ、言った。

「もし、大導師様がお望みなら……私が、セリカ様を舞台から排はい除じよいたしますが？」

「ふふっ、君が本気で戦えば、あるいは、それも可能なのかも知れない」

　だが、大導師は穏やかに首を振ふった。

「でも、駄目だよ、エレノア。空セリカはすでにこの物語の重要な伏線なんだ。排除したら、せっかくの物語が破は綻たんしてしまう。せっかくの終幕の盛り上がりが欠けるのは寂さびしいじゃないか。全すべては自然なる流れのままに……今まで、僕がずっとそうしてきたように」

「申し訳ございません……出過ぎた事を申し上げました」

「いや、いいんだ、エレノア。駄目とは言ったけど、結局の所、君は君の心のままに動けばいい。僕の意に従って、このまま静観するも良し。あるいは僕の意に逆らって、空セリカの排除に動くのもまた良し」

　大導師は穏やかに微笑む。

　どこまでも、穏やかに、微笑み続ける。

「自由なる人々の意思が、きっと僕の物語の始まりを紡ぐんだよ。だからこそ……僕はこうして　今、僕自身の物語を描えがけるんだ」

　そんなことを穏おだやかに告げて。

　大導師はどこまでも穏やかに、冬明けの春風のように微笑ほほえみ続けるのであった。




　──。




「ったく、結局とんでもない休きゆう暇かになりやがったぜ……」

　雪を踏みつけて、アヴェスタ山峰を下山しながら。

　グレンが溜ため息いき混じりにぼやいた。

「たまには遊びに来たーっと思ったら、こりゃびっくり。スノリアを滅ほろびの危機から救っちまったよ……残業代出せよ、ちっくしょう」

「ふっ……まぁ、なんだかんだで、良い思い出になったじゃないか」

　眠る少女を背中に背負ったセリカが、グレンの隣となりで楽しげに笑う。

　グレンがちらりと後ろを振り返れば、システィーナ、ルミア、リィエルが楽しそうに談だん笑しようしていた。竜を退治した興奮冷めやらぬ……と言った感じだ。

　思い返せば、なんていうか凄すさまじく濃こい一夜だった。

　確かに、渦か中ちゆうにある時はそれどころではなかったが、こうして全員無事に助かって、考えてみれば、なんと、この若さで竜ドラゴン退治の戦せん闘とう経験を得たのだ。

　こんなもの、一生忘れられない体験に決まっている。

　少々、語弊と不ふ謹きん慎しん感はあるのだが、見聞広めに思い出作りという当初の目的からすれば、今回の旅行は大成功だった……というわけだ。

「……終わりよければ、全てよしってね……いや、良くねえよ、クソが！」

　溜息を混じりに息を吐はき、雪を蹴けるグレン。

　全身は疲ひ労ろう困こん憊ぱいのはず。だが、自分達で竜を退治したという高こう揚よう感かんと興奮が、グレン達にまったく疲つかれを感じさせない。

　恐おそらく、帰って気が落ち着いたら、泥どろのように眠ねむることになるのだろう。

　ざっ、ざっ、ざっ。

　雪を踏ふみながら下山する音が、ひたすらゆっくりと響ひびき渡わたる。

　やがて。

　腹減ったなぁとか、グレンが考えていると。

「なぁ、グレン」

　隣のセリカが不意に、グレンへ囁ささやいてくる。

「どした？」

「もし、だ。もし……の話だ」

「？」

「もし、私がいつか、世界の敵になったら……お前はどうする？」

　グレンには、セリカの言いたいことの意味がわからない。

　ただ、セリカは遠くを目を細めて見つめるだけで……何か悟さとりを得たようなその透すき通るような表情からは、何一つ感情や意図が読み取れない。

　戸と惑まどうあまり、グレンが押し黙だまっていると。

「もし、そうなったら、その時はさ……お前が私を止めてくれないか？」

　セリカはそんなことを、グレンに言った。

「……セリカ？」

「私は、お前にだったら……倒されてやってもいい」

　意味がわからない。

　なぜ、突とつ然ぜん、そんなことを言い出すのか、まるで意味がわからない。

　だが、恐らく、セリカは何らかの答えを、今、グレンに真剣に求めているのだろう……それはいくらデリカシーのないグレンでも痛いほどわかった。

　だから、自分の胸の内が自然に零こぼす言葉を、そのまま正直に返した。

「仕方ねえなぁ。もし、そん時は俺がケリ付けてやるよ。バカ師し匠しようのオイタの尻しり拭ぬぐいをすんのは……まぁ、弟で子しの役目だろうからな」

「……グレン」

「ああ、任せときな。お前がバカやらかし始めたそん時ぁ、俺がお前をぶん殴なぐって、ふん縛じばって連れ戻もどしてやる。……これで満足か？」

　すると。

「……ぷっ」

　セリカがくすくすと笑い出した。

「なんだよ？」

「別に？　ただ……」

　くるりとグレンを振り返り、セリカがまっすぐにグレンを見つめた。

「私は、お前に出会えて本当に良かった……心の底からそう思うんだ」

　雪解けの春風のように微笑んで、そう呟くのだった。

　その微び笑しようは、この世界の何よりも美しく、そして儚はかなげであった。




　こうして、スノリアを襲おそった吹雪ふぶきは止やんだ。

　グレンが顔を上げれば、遥か遠き山の稜りよう線せんの鞍あん部ぶから朝日の顔が見えた。

　長かった夜の終わりを告げる、朝の陽ひが。

　その陽の眩まばゆき光は、この恐ろしい一夜を生き残ったグレン達を、そしてスノリアを祝福しているかのようであった。

　恐ろしき竜に打ち勝ったという自負……そんなささやかな報ほう酬しゆうを手土産みやげに、晴れ渡った白銀の世界を、グレン達は黙もく々もくと下山していく。

　ふと、何かに呼ばれたような気がして、グレンは背後を振り返る。

　仰あおぐは、未いまだ宵よい闇やみの残ざん滓し纏まとう、遠き雪ゆき化げ粧しようのアヴェスタの高こう峰ほう。

　延々と連なるシルヴァスノ山脈の中でも一ひと際きわ天に近きその偉い容ようは、眩き黎れい明めいの光を乱反射させ、どこまでも白く、そして残ざん酷こくに美しかった──











あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講師と禁忌教典アカシツクレコード』第十二巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。




　今回の第十二巻ですが……いやあ、ずっとこれがやりたかった！

　猛もう吹雪ふぶき！　雪山！　極ごつ寒かんの中の死し闘とう！

　いやぁ、個人的にすごくわくわくするんですよね、極寒の地や雪山で、寒さに震ふるえながら目的のために奮戦するってシチュエーションが！

　それを、自分でもどうしてもやりたくて、ついやっちゃいました！

　そういうネタ自体は前々からずっと温めてはいたのですが、色々とストーリー進行上の都合がありまして、なかなかできなかったんですが、ついにできました！

　本当にイラストレーター泣かせ（キャラの服装的な意味で）の今作、三み嶋しまさん、ごめんなさい、そしてありがとうございました！　いつもとは違ちがう装いのグレン達を見ることができて本当に嬉うれしいです！

　そして、この第十二巻、ロクでなしという物語において非常に重要な巻となりました。

　今回、メインにスポットが当たったのはセリカさん。これからロクでなしという物語を終幕に向けて収束させていくにあたり、絶対に避さけて通れないエピソードでした。

　果たしてセリカの正体はなんなのか？

　童話『メルガリウスの魔法使い』とはなんなのか？

　その謎なぞの一いつ端たんが明らかになる巻だったと思います。

　無論、この巻で語られるものはそれだけではなく、懐なつかしの面子メンツとの再会や、ついにあの人まで満を持しての登場、と。今回もまた、私の『面おも白しろい』をたくさん詰つめ込むことができた内容になったかなと思っています。

　少しでも読者の皆様にそれが伝わったら、少しでも読者の皆様が今回の話を楽しんでくれたなら、本当に作者冥みよう利りに尽つきます。




　そして、読者の皆さんに一つお知らせがあります！　実は、私、羊太郎は『ロクでなし』と同時に、もう一作平行して作品を書くことになりました。

　そのタイトルは『ラストラウンド・アーサーズ』。

　十一人のアーサー王継けい承しよう候補者が、現代のアーサー王となることを目指して、競い合う中、謎の主人公・真ま神がみ凜りん太た朗ろうがその戦いに横やりを入れて、好き勝手に引っかき回す、という話です。もちろん伝説の〝円えん卓たくの騎き士し〟達もたくさん登場します。

　この話を書くために、トマス・マロリーのアーサー王物語原典まで購こう入にゆうして研究したのは良い思い出です。この作品を通して、羊が解かい釈しやくした〝新しい〟『アーサー王物語』が表現できれば、と思っています。

　またまた、ド真ん中に、球を真っ直すぐ全力で放り込んだような作品なので、ロクでなしが好きな方、アーサー王物語が好きな方は、是ぜ非ひ、一度手に取ってみてください。

　どうかよろしくお願いします！


羊太郎




























羊太郎

●ひつじたろう



羊「担当さん、担当さん！　次はグレン達を寒いところへ連れて行って、雪山で戦わせましょう！　え？　大丈夫かって？　大丈夫ですって！　つじつまは合わせますんで！　それよりも、今は冬でしょう!?　雪山をテーマにするのは季節感的にも凄くあってると思うんですよ！」

そう、季節感を合わせた筈だった。読者に季節感も合わせて今作を楽しんで頂くはずだった。だが、羊は失念していたのだ……この業界、アイデアを出してから、それが形になるのは約半年後だということに。そんなことを考えながら出版されたばかりの本作を読み返す、とある夏の暑い日の出来事だった──


















カバー・口絵・本文イラスト／三嶋くろね

カバーデザイン／草野剛










ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード12








羊ひつじ 太た郎ろう





[image: ]





平成30年7月20日　発行





(C)Taro Hitsuji, Kurone Mishima 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ロクでなし魔術講師と禁忌教典12』

平成30年7月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011.jpg
VS.





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
17 58 B &

4 H26A

=+
e

Sv T AEOREB =B
EROREEEER T

Ehetd 3B TOE BB OREDSBEL DD,
BRNIT LR EREBEENTHEICANS ZEIC--12

S350 2152655 55!

LE S EK Sam T 1 7{%',,"7';}«;'7”95?;#&:zm%w%;

HEAKADOKAWA & KADOKAWA 36¥ﬂ/ %m  AA580M 1% Kadokawa Comics A

XBEL DBISCHAD B VEEIS. KADOKAWA B2 I¥—HK—h (TEL:0570-002-301) FETHENEDELLEE ),
XAV —FYNTHTEXVWRIFE T HELL BT—AR—IZTHIIEEN)  https://www.kadokawa.co.jp/






OEBPS/Images/embed0007.jpg
BULR LY OBMEZED ., AEL. EET 3.
i, ZNFANEE
BHEANEMbDEEIEERDELES—,

TALH Y I ADKRZEYR Z¥ 05> =) )7

Akashic records
of
bastard
magic
instructor






OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg
Keyword

PJUIV&I\d‘)l

Bl

Magic

= FEEMIN BB E A CHA ZEINT TS 0BARTR RS SR T,
Z DR OBERERIC & > Tr 7z Y Rl DEAH,
18X % WX OFFAPHIER,
7oK iEORMIRETHEC ZOEREEZ S

At

Bible

REOWHREBE Lic, Wieo THFRAG OB & FFFL L THAIELTAHAL TV S,
Uh L. ZDkbh i By o,
ZOWMRIEODZERGAEPREIN TV L TN ZOREESHWE.
REDTECAFEDONBLENS—

TILY — i [H]
T Bt

Alzerna Imperial Magic Academy

BLZHEFEN . FRORET Y > 7 ZHOIBIC L > TEROEBZHE L 50T
BRI E N B E OFERETE RE AR,

SHARBETT VY — ) HESEEAEL LTZ04%
WhE B EMBEAF o 12T H U WK RO BRI OBEIT % N 2 RO
FUEL L CEBHEEICH AR,

B, WETRABENIMOMRE B OFROFEEETH B





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
Akashic records of bastard magic
instructor

RS

227 W AR BIEHET
F,22)7IREE AR
BEMIBELIZLDN T2
»STIRELIBEREED
—RLELoTWVA

CONTENTS

w0 —FEE —oDHiE

027 —E—F BVTIERI)T

078 — B E JbD KM EUR

105 — =T REKORFE

146 — SEPUE KD HRA

186 — EAE KBOKE

27 — FRE BORUT(R /T

A
\\ | w2 —FBEE 7V 2 LIETOE
\ 270 — EB\E FOEER
3 = 07— FHE KRE

i —iRE BORE

57— Bk





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006.gif





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
— ~_
-
N = /v.lv\v,w

MR —ABIRES N3
290 o058 5 G K oD HT N

tw/\@_.m__._AD%mn/ S
_d \\\

~
S—

M) 22 4o o0 X B R B R






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg
Main

Character

SARFA4—F=T4—~)
E Gzt LRSS ]
EollROEEMRE, Z0BD
FRICH- B REMEETS
P&

JLy=L—4F2R
BERTR 2 BEARTRED. W
PHRED, FERETE LTH =N
T WV ol Fo EBH A
YOBE—?

NIF=F4>Vz)b
WETHELWDL, L b5
HERBVRBERRX RO
A7 14 —F L HR ORI
—ERA

V4TL=LAT5—R

JL> O - R S

TRV E=T LA HF—

JL YO - AR HEE

ILI)7=Y%—Lvb

7V ¥ 7R RIS

RYH=TFILNT+2XT
7Y — ) i E B
EREVEERYE, &
LY OHETORTHERD
[0S F OE 204 -3

TREHRL U T KA % iR ERYLEARHEIEHB. H.EH ROBRIROB

YET . EER TR HEO L ETRESE HBHERSTEBAFNIC

WX RS REOKMYL /REE T ZWMOBEHL VAR IEES
Academy

Yx¥F4=F—TLR

JL> 0L 5 2AORFESE.

7 OR AP SAIAT <

DL RTINS T bR

HyTa=v4H—
JL>ONS 5 2A0RFERE K
WTH- LY & Ulelbig. B3 Wik
T T LI U TFRR

JL> oYy S 20K FERE. B

& o ERFTMAR NI DL,

BACEENRTT D2 HEH

LI N=H LA k>
JL> oYY 5 A0BFER M
BhRHEBTEPNSEL. B
RO D H B

FATN=U1 X5
L OBEYY 5 ADHTFELE. S
AT 4 —HERSBEFELEH, U
TRELIINESS & LEVWKAR

N—LA=FTALLA
HEBEHER O AT 5 > Hm. B
DAPIT A b LA Rt REEH
BERICHE < &L > I BUEi

Character





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
-

= —9‘;(7‘\
i O E e
PR ) e < ke
'w%\»@uﬁ:aﬁn;a\\

-

- »
— SISO

-
s

3

&
)
g
? \
2 A
A
2.
P
2
2
23
>~

T IR T Y
IREBORZIDRA %S

)& ZORITEEE T 555
2ORRBEIDESTVE IO






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		ＣＯＮＴＥＮＴＳ


		序章　一つの節目


		第一章　おいでませスノリア


		第二章　北の大地に潜む闇


		第三章　銀竜祭の開催


		第四章　氷の銀河


		第五章　災厄の降臨


		第六章　白く滅び行くスノリア


		第七章　アヴェスタ山峰での戦い


		第八章　雪の遺跡


		第九章　大決戦


		終章　空の帰還


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0020.jpg
AT

BOOK>~WALKER





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
Ve—d@Er—t—NN\Y

2018.07.20

Author lllustrator

¢ \ v
B 57— IR RO cuEn o N
| £ E@EARI b TS 2= = IS

EXER >< EIRY P 3 & =p ) - BoEEG S ERE=Ta

/

ns i LCl N






OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg
o
N £

£
X\ g
/ o
o® s
mauw

g
z
£
¥
7
5
3
=

|

The author: Taro Hitsuji

Akashic H,mnovmm ~
of bastard magic instructor’,

AP






OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





